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序文 

 

●構成 

 

 本書は人工言語学研究会(URL: http://constructed-language.org/)が掲載している記事を取り

まとめたものである。人工言語学研究会とは人工言語を言語学の範疇として研究すること

を主旨とした非営利団体である。 

 本書の内容は大きく4章に分かれる。 

 1章では人工言語とは何かから説明しつつ、人工言語の作り方について解説する。 

 2章では言語学では一般に範疇として扱われない人工言語を言語学の範疇として研究す

ることを目的とした人工言語学について概説する。 

 3章では、アプリオリ自然主義世界を持ったアプリオリ自然主義人工言語の中で世界一

深く作り込まれた人工言語アルカについて概説する。 

 4章では人工言語アルカのみで書かれた初の出版物となる小説『夢織』(melidia)を掲載す

る。 

 

 2章の途中でアルカの知識が必要になる箇所があるため、先に3章を読むか読み飛ばす

ことをお勧めする。 

 

 なお、文体はHPに記載されたものをそのまま継承する。説明調の1章については「で

すます調」を用い、それ以外では「だである調」を用いる。 

 行頭の全角スペースによるインデントの有無もHPの様式に準拠する。 

 

●本書の特長 

 

1:人工言語の作り方について解説された国内初の書籍である。 

2:人工言語学という新しい言語学の分野を提唱するものである。 

3:人工言語史についてまとめてあり、人工言語の歴史を通覧できる。 
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4:アプリオリ自然主義世界を持ったアプリオリ自然主義人工言語の中で世界一深く作り込

まれた人工言語アルカについて解説してある。すなわち人工言語アルカは出版された書籍

を持った人工言語である。 

5:人工言語アルカのみを使って書かれた小説『夢織』を収録してある。すなわち人工言語

アルカは自身の言語で出版された書籍を持った人工言語である。 

 

●出版企図 

 

 本書の内容、とりわけ1, 2章は2005年に新生人工言語論という名のもとにウェブ上に公

開されたものを改訂したものである。 

 3章に関しては1991年から作りはじめられた言語を2005年にウェブ上で公開し、様々

なHPを経て現在のHP(URL: http://constructed-language.org/arka/)に辿り着いたものであり、

2011年に本書という形で初めて出版されたものである。 

 4章に関してはウェブ上で2007年に公開されたものを改訂したものである。 

 

 本書を出版した企図は「いつどこで誰が何と発言したか」の証明を行うことである。出

版物は国立国会図書館に納本され、ISBNで管理される。奥付には出版した年も記される。 

 ウェブ上で情報を公開しているだけでは悪意ある人間が盗作をしなおかつ著作権を主張

したときに対抗できない。こちら側は自分が著作権者であることを証明しなければならな

いが、仮にこちらが2005年からやっていると主張しても相手が2004年からやっていると

嘯いて偽の証拠をでっち上げればそれまでだ——というのがこの国の著作権管理団体に直

に問い合わせた際に得られた結論である。 

 この国では著作権は著作物を作ったと同時に発生するが、それが現実面守られるかまで

は保証されないということである。その気になれば誰かが著作権者であると騙ることも可

能であるというのが著作権管理団体の返答であった。またこれに対し国民の権利を守る気

がないのかと尋ねたところ、そのような法律はないとの返答であった。 

 このなんともお粗末な法整備の中、確実に自分の著作権を主張するには出版という方法

が最も有効であるという結論に達した。国立国会図書館に納本して ISBNを取得すれば、

ウェブ上の情報と異なり、国家が背景となって著作権が保護されるためである。 
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 人工言語には公的な機関もなければ学会も存在しない。人工言語史を刻む機関というも

のが存在しない。ウェブ上でいくら喚こうがアルカのように知名度を獲得しようが、ウェ

ブ上の情報である限りその存在は軽い。読者の記憶には残るかもしれないが、歴史に名を

刻むことはできない。 

 名を刻んでくれる機関がないのであれば、個々の作者が公的に発言をして自分の名を歴

史に残すのみである。出版という行為を通じて「いつどこで誰が何と発言したか」という

記録が公的に残り、それにより公的に歴史上に自分の功績が刻まれることになる。出版物

が持つこの公的な性質は、出版業界が衰えていく中で出版物の最後の有力な力といえよう。 

 

 なお、ネットで無料で閲覧できる内容なので有料にする意味などないと考えたが、版元

の意向でそれは不可能となった。実際筆者が無料にしたかろうが、出版業界の常識を考え

ると有料になるのはやむを得ない。それでも専門書にしてはかなり価格帯を下げてある。 

 

●おわりに 

 

 筆者が人工言語アルカに携わってから今年でちょうど20年が経った。その節目として本

書を出版することにした。 

 20年の間にアルカに関わった人物は大なり小なり合わせて優に3桁に及ぶ。こちらが把

握していないインターネット上の読者を含めればどれだけの人数に上るのか分からない。 

 20年という長い期間の間、アルカには非常に苦しい思いをさせられてきた。まるで子供

のように手のかかる言語であった。 

 それでもここまで捨てきれずに継続し、言語として一旦の完成を見ることができたのは、

様々な協力者のおかげだと考えている。 

 

 アルカの制作に区切りがつくとともに、筆者はアルディアという小説の執筆に取りかか

ることとなった。これは人工世界カルディアにおける最後の20年間の歴史を、文字通り

20年かけてリアルタイムに綴った物語である。 

 一見すると史記であるが、実際のところは筆者が恋人のために綴った恋の物語である。

これを書くことが筆者にとってアルカに次ぐ人生の意味や意義であり、目標となっている。 
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 ときに、アルカには大勢の人間が関与しているので、作られた理由やレーゾンデートル

をひとつに絞ることはできない。ただアルカの主な制作者である筆者に限っていえば、恋

人と自分を繋ぐための特別なものという存在意義があった。 

 「最初は共通の言語がなかった」「遠距離である」「様々な言語に触れた」という思春

期時代を通して、筆者とその恋人は自然言語を用いて愛情を伝えることに違和感を感じた。

既製品の言語で気持ちを伝えたところでそれが本当に自分の気持ちを伝えたことになるの

だろうかと考えた。 

 単に日本人同士の日本語での恋愛だったら、このような発想には至らなかっただろう。

また、筆者が純粋な日本人だったら、このような疑問を抱かなかったかもしれない。 

 ともあれ筆者らは、自分たちで創り上げた言語で気持ちを伝えることが真の意味で自分

たちの気持ちを伝え合うことになると考え、そこにアルカの存在意義を見出した。筆者及

び恋人に限れば、アルカのレーゾンデートルはそこにある。 

 

 さて、言語の創造とはすなわち世界の切り分けである。アルカを作る際に兄と弟を細分

化するか、稲と米は細分化するかなどといった世界の切り分けをしなければならなかった。

この際に必要となったのが言語の背景となる文化と風土、すなわち世界である。そこで恋

人が主にこの人工世界の創造を担当した。 

 つまり、自分たちの真の気持ちを伝え合うことというのが最大目標であり、そのために

は言語が必要なので言語を筆者が担当し、言語を作るのに背景となる世界が必要なので世

界を恋人が担当したというわけである。 

 遠距離で会うことが困難だったからこそ、精神的な絆で深く繋がることが関係の維持に

絶対必要であった。このようにして生まれた強い絆のもとで、アルカという言語は長きに

渡って、ほかの言語制作者なら行えないほどの作り込みを持った言語として成長してきた。 

 結局、筆者の視点では、アルカのレーゾンデートルは突き詰めれば、彼女との関係性で

ある。何をおいても彼女との繋がりが自分の中で最高の価値観であり、ここまで作業を続

けることができた。 

 

 失ったものは大きかったが、有意義で意味のある人生だった。 

 

 20年目の夏、我が最愛の恋人リディアに捧ぐ 
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一章：人工言語の作り方 

 

1:人工言語とは 

 

1-1:人工言語とは？ 

 

●人工言語とは 

 

英語や日本語など、自然とできた言葉のことを、自然言語といいます。 

逆に、誰かが意図的に作った言語を人工言語といいます。 

 

「日本語だって日本人が作った言語だから人工言語じゃないの？」という疑問がよくあり

ます。 

民族単位で作った言語は通常人工言語にカウントされません。 

「水という単語は『ミズ』と読むようにしよう」というような打ち合わせを、日本人はや

ったわけではありませんよね。 

自然と民族が作っていったものは、除外されます。 

 

●どんなものがあるの？ 

 

一番有名なのはポーランドの眼科医ザメンホフが作ったエスペラントです。 

人工言語は意外と多く存在します。前世紀で既に1000以上の人工言語がありました。 

筆者が作っている人工言語アルカもその1つです。 

 

●人工言語を意味する類義語 

 

人工言語、架空言語、創作言語、計画言語、人工語。これらは少しずつ意味の異なる術語

ですが、いずれも人工言語の類義語です。 
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人工言語は英語では一般的に conlangといいます。constructed languageの略です。 

類義語が多いのは英語圏も同様で、artificial language, planned languageといった呼び方があ

ります。 

一方、自然言語のことはnatural languageを縮めてnatlangといいます。 

 

●人工言語にはどんな種類があるの？ 

 

例えば民族間の言語の壁を無くすことを目的とした言語や、小説の世界観をリアルにする

ことを目的とした言語などがあります。 

目的は様々ですが、いくつかに分類できます。以下に代表的なものを挙げます。 

 

1:auxlang（国際補助語）：共通の母語を持たない人々の間で言語の壁を壊すために作られ

た言語。エスペラントなど。ただし現実には国際補助語はフランス語や英語や中国語など、

時代ごとに有力な国家の言語が担っている 

2:artlang（芸術言語）：小説などで用いられ、異世界や異星人の言葉として作られる言語。

トールキンの『指輪物語』などに登場する 

3:engelang（工学言語）：言語が機能するかどうかを試すために実験的に作られる言語。哲

学的言語(philosophical language)や論理的言語(logical language)といった内訳がある 

 

その他にも秘密の暗号として作られた言語や、C言語のようなプログラム言語も、人工言

語に含まれます。 

 

人工言語の中で数が一番多いのは国際補助語で、一番有名なのも国際補助語です。 

ただし現在最も数が増えているのは芸術言語です。ゲームや小説などの雰囲気を出すため

に作られる頻度が前世紀に比べて増えているためです。 

 

●かつて人工言語ブームがあった！？ 

 

あったんです。17世紀ごろに人工言語のブームがあり、たくさんの人工言語が作られまし

た。 



11 

 

なんとデカルトやライプニッツといった有名な学者たちも人工言語に携わっていたのです。 

 

ちなみに、その頃作られた言語の多くは国際補助語に分類されるものです。当時ヨーロッ

パでは共通語が求められていたのです。 

ところがヨーロッパでフランスが強くなるとフランス語が事実上の国際補助語になったた

め、人工言語のブームは終わりました。 

国際補助語は特定の国家が強い時代には減り、そうでない時代には増える傾向があるとい

うことですね。 

 

今は英語の時代ですが、今後英語が徐々に弱くなり代わりに中国語が台頭したとしても、

すぐに中国語が国際補助語になるわけではないため、世界の片隅で小さな国際補助語ブー

ムが起こるかもしれません。 

 

●プログラム言語も人工言語？ 

 

はい。C言語もBASICも人工言語の一種です。 

人工言語学では人工言語の歴史について説明していますが、ここを読むと実はプログラム

言語は人工言語史から生まれたものだと分かります。 

人間用も機械用も、元は同じだったんです。 

 

現在、人間用の人工言語とプログラム言語は、だいぶ内容や体裁に差が開いてきました。 

なお、このサイトでは主に人間用の人工言語について説明しています。 

 

●身の回りの人工言語 

 

このサイトに来ている皆さんは、エスペラントは確実に聞いたことがあると思います。 

では、ほかに人工言語はどのようなものがあるのでしょう。実は意外とゲームなどで使わ

れています。 

 



12 

 

ただし、あくまでゲームのスパイスなので、作り込みは深くないというのが共通の特徴で

す。 

言うなれば、レトルト人工言語です。 

 

1-2:レトルト人工言語 

 

「小説やゲームやマンガに臨場感を与えるために人工言語や架空言語を作りたい。でも、

言語学や語学の知識がないと作れないの？」 

 ——そんなことはありません！専門知識がなくても言語を作ることはできます。ここで

はその実例を紹介します。 

 

●『Final Fantasy X』アルベド語  

これは日本語を改造したものです。「オヤジ」は「トタギ」といいます。ア行→タ行、ヤ

行→タ行、ザ行→ガ行にしているだけです。 

仮名を規則的に入れ替えているだけで、最も簡単な部類の人工言語です。 

単語も文法も文字も音も全部日本語ですから短い時間で作れます。 

発音も完全に日本語ですし、労力は最小限で済みます。 

 

●『Tales of Eternia』メルニクス語  

メルニクス語はメルディというキャラクターの言葉で、英語を改造したものです。 

アルファベットのＡからＺまでの26文字に、それぞれ仮名1文字を当てています。 

たとえばＡは「エ」、Ｂは「ブ」、Ｙは「ヤ」、Ｅは「ン」、Ｓは「ス」。 

したがって、Yes（はい）と言うときはヤンスと言います。 

単語は全部英語なので、26文字の仮名対応表があれば何でも表現できます。 

 

メルニクス語は独自の文字を持つので、アルベド語より人工言語としては精巧です。 

なお、メルニクス語は英語を基にしていますが、アルファベットを仮名に変換しているた

め、発音は日本語です。 

 

●『ICO』ヨルダ語  
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ヨルダ語という名称はゲーム中に出てきませんが、他に呼び方が思いつきませんでした。 

ゲームではヨルダとクイーンの2人しか使いません。ヨルダ語も日本語が基になっていま

す。 

基本的に逆さ読みです。まず、「さよなら」をローマ字に変えて"sayonara"にします。それ

を逆さ読みにして"aranoyas"とします。 

 

ただ、これで終わらないのがミソです。実際のヨルダ語は逆さにした言葉を更に短くして

います。 

"aranoyas"の間を削って"arn oys"と言っているようです。 

どのように間を削るのかが不明である点と、そもそもヨルダ語の出番が非常に少ないため、

ヨルダ語は謎が多いです。 

 

このように、日本語や英語などの慣れた言語を使って、簡単にレトルト人工言語を作れま

す。 

 

ヨルダ語と似てますが、日本語の仮名を逆さ読みにするだけで人工言語を作ることもでき

ます。 

たとえば「君」は「ミキ」といった風に。「来い」は「イコ」になり、何となくヨルダ語

を彷彿させます。 

「デーモン」は「ンモーデ」。ンで始まる単語ができるので、ちょっとエキゾチックな感

じが出せます。 

 

●『フォーチュンクエスト』の呪文  

主人公の一人に魔法使いの少女ルーミィがいます。彼女が唱える呪文のいくつかは日本語

の逆さ読みです。 

「ヨメダヤチイゴウモテシタイタイデンロコガンサマルーダ」は敵を止めるストップの呪

文です。 

逆さ読みをすると意味を持った日本語になります。筆者は中1のとき、暗記してました(笑) 
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ところで、ネタ元が日本語だとすぐにバレて面白くないというのであれば、ちょっとスパ

イスを効かせましょう。 

メルニクス語と同じやり方でドイツ語のアルファベットに仮名を当てはめれば、ドイツ語

を基にした人工言語が作れます。 

辞書で単語や例文を引いてアルファベットに仮名を当てはめればいいので、ネタ元はフィ

ンランド語でもノルウェー語でもＯＫです。 

これらの言葉を知っている人はとても少ないので、すぐにネタ元が割れないという長所が

あります。 

 

 

さぁどうでしょう。言語学を知らなくても人工言語は手軽に作ることができます。要はア

イディア次第です。 

しかし、ここでこんな批判が聞こえてきそうです。 

 

「結局はどこかの言葉を使って暗号を作っているだけじゃないか。私の小説は異世界ファ

ンタジーなんだ。 

 日本語が存在しない世界なのに日本語を元にした言語があるのはご都合主義で、それで

は世界観が台無しだ」 

 

なるほど、一理ありますね。いま紹介したレトルト人工言語は 単語・音・文法・文字、こ

れら全てが借り物です。 

これではオリジナリティに欠けるというのは否めません。ではこの中で借り物を止めると

したらどれでしょう。 

一番簡単なのは文字です。メルニクス語がそうですが、独自の文字を作りましょう。 

それだけで雰囲気はかなり出ます。この時点で人に見られても判読されなくなりますから、

いかにも異世界の言葉です。 

 

文字だけでは不十分ですか？そうしたら単語を適当にでっちあげてみましょう。 

「ありがとう」とか「さよなら」とか、そういったよく使う言葉だけオリジナルで作って

しまうのです。 
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ヨルダ語も「ありがとう」はどうにも逆さ読みができず、「ノノモリ」と聞こえます。こ

れはもしかしたらオリジナルの単語かもしれません。 

よく使う単語は小説内で何度も出てきます。しかもそれが独自の文字で書かれたら、それ

だけで結構雰囲気が出るものです。 

 

一方、音と文法は言語学の知識がないと作るのが厳しいです。 

特に音に関しては知識だけでなく発音の訓練も必要になってきます。 

音も文法もオリジナルにしたいというのであれば、流石に言語学の知識が必要になってき

ます。 

 

でも、はじめはそこまでしなくても良いじゃないですか。言語を創るのは想像以上に難し

い作業です。幅広い知識も必要になります。 

まずはいくつかレトルト言語を作ってみましょう。 

それで不満足を抱くようであれば、人工言語の更なる深遠を覗いてみればいいのです。 

 

そのときは言語学や語学の知識も多少必要になってくるでしょう。また、エスペラントと

いう伝統的な人工言語にも出会うでしょう。 

オリジナリティを求め続けると、どこまで行くのでしょうか。 

まず、単語・音・文法・文字のすべてがオリジナルというところに行き着きます。 

そして最終的にはその世界の風土や文化までオリジナルで作ることになります。 

 

ただ、それはすぐにできるものではないので、まずはレトルト人工言語を作ってみましょ

う。 

そこで何か物足りないなと思えば徐々にステップアップしていけばいいのです。 

自分の創りあげる世界にどの程度のオリジナリティを持たせるかは、作者である貴方次第

です。 

レトルトではダメとか、そういうことではありません。作者がどのレベルで納得できるか

です。 

 

1-3:言語と文化 
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言語は文化や風土から影響を受けます。 

例えば、日本語は日本の文化や風土から影響を受けています。 

 

日本人は米を主食にするので、「稲」と「米」という単語を区別します。 

また、年功序列の厳しい社会なので、年齢によって兄と弟を区別します。 

文化や風土はこのように言語に影響を与えます。 

 

「狼」と"wolf"は生物学的には同じものを指しますが、「狼」は一匹狼のイメージから「孤

高」な印象があります。 

対して、西洋ではたいていwolfは残酷な動物という印象があり、童話などでは悪者として

登場します。 

こういう違いも人々の価値観や物の見方が言語に反映された結果です。 

 

人工言語も言語ですから、文化と風土から影響を受けます。 

たいていは作った人の文化を継承します。 

 

小説を書いている方で異世界の言葉を作りたい場合は、文化と風土も作っておくと、より

異世界の言語らしくなります。 

「文法や単語は異世界のものだけど、ところどころ日本の文化や風土を用いている」とい

う違和感を回避することができます。 

 

1-4:言語の普及 

 

人工言語を作ったら、ぜひともそれを皆に使ってほしいものです。 

人工言語の中にはエスペラントのように国際補助語になることを目指したものもあります。 

 

確かに地球上のどこでも同じ言葉が通じればとても便利ですよね。 

ぜひそうなってほしいものですが、実際に世の中で使用者が多いのは英語と中国語です。 



17 

 

どうしてでしょう？英語や中国語は何か言語的に優れているのでしょうか。そうではあり

ません。 

 

英語が広まったのはかつて大英帝国が強かったこと、20世紀にアメリカが大国だったこと

によります。 

要するに、喧嘩が強くてお金持ちな国の言葉が広まったということです。 

人類共通の言葉と聞くと平和をイメージしますが、むしろ力が言語の統一を作っていると

は皮肉なものです。 

なお、中国語が広まったのは経済力というよりは人海戦術です。 

 

このように、言語の普及は経済力・武力・人口によって決まります。 

人工言語はこのどれにも該当しないため、英語のような地位を獲得するのは事実上不可能

です。 

（それでもエスペラントは万単位の人に広まってるので凄いと思います） 

 

人間はものぐさなので、できれば外国語の勉強などしたくないし、母語だけで暮らしたい

のです。 

こんなサイトを読んでいる貴方は既に少し人と違う感性を持っているということです。 

普通の人は就職や進学や商売といったのっぴきならない事情があって、嫌々お金になる言

語をやります。 

その結果、英語が広まったわけです。 

 

確かに人工言語を普及させるのは難しいですが、同じ趣味の人たちに広めたり、好奇心の

強い人たちに知ってもらうことは可能です。 

それは共通語とは到底呼べない規模かもしれませんが、同じ趣味を持つ人と言語を共有で

きれば十分幸せではないでしょうか。 

 

1-5:人工言語のあゆみ 

 

中世ヨーロッパではラテン語が共通語になっていました。 
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しかし徐々に各国の国語が強くなってきたため、ラテン語は共通語でなくなっていきまし

た。 

 

共通語がないと困るので、西洋人は共通語を開発することにしました。 

しかしどれも鳴かず飛ばずで、流行りませんでした。 

 

そうこうしているうちにフランスが力を付け、フランス語が共通語になりました。こうな

ったらもう人工言語は要りません。 

1866年に、当時の権威だったパリ言語学会は、人工言語に関する論文を受け取らないこと

を決めました。これにより、人工言語ブームは終了しました。 

人工言語のブームはエスペラントができる前だったというのは驚きの事実です。 

 

それでも共通語があれば人々は分かり合えるようになるだろうという夢は消えませんでし

た。 

その結果、エスペラントという国際補助語が作られました。最初の出版は1887年です。 

 

 

20世紀になると航空技術と通信技術が発達し、世界は狭くなります。 

また、アメリカが一番の大国になり、歴史の中心がヨーロッパでなくなります。 

 

20世紀後半では日本を筆頭に、アジア各国が力を付けてきました。 

これにより、世界の中心は「アメリカ＋ヨーロッパ＋アジア」になりました。 

 

エスペラントはヨーロッパ語を元に作られているため、アジアが力を付けるにつれ、人類

にとって平等な言語ではないと批判されるようになりました。 

ヨーロッパが権威を失い、英語が共通語になったため、エスペラントの人気は陰りました。 

フランス語が共通語になったときもそうでしたが、自然言語から共通語が出ると、とたん

に人工言語熱は冷める傾向にあります。 
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21世紀はパソコンとインターネットの普及により、個人が簡単に自作の言語を作って発表

することができるようになりました。 

英語や中国語という大言語が背景にあること、先進国の多くが戦争状態にないことなどが

原因となり、芸術言語が多く作られるようになりました。今は芸術言語の時代といえるで

しょう。 

むろん例外もありますが、一般に平和な時代ほど芸術言語が増える傾向にあります。とい

うのも、芸術言語は小説やゲームなどといった娯楽の中で使われることが多いためです。 

 

1-6:人工言語のこれから 

 

20世紀は英語の時代でしたが、それも永遠に続くわけではありません。 

では英語に代わって中国語が共通語になるでしょうか？少なくともしばらくはなりません。 

中国はかつての植民地時代に多くの植民地を作らなかったので、英語やフランス語ほど世

界に広まっていないためです。 

 

従って英語が陰った場合、しばらく共通語のない時代に戻ると思われます。 

そうなれば人工言語の世界にミニブームが起こります。常に栄枯盛衰の繰り返しです。 

今度は「ヨーロッパ＋アジア」すなわち「ユーラシア」の共通語が求められるでしょう。

（アメリカ人はもともとヨーロッパ人ですから、ヨーロッパに含めています） 

 

しかしユーラシアの共通語というのは前途多難です。アジアとヨーロッパは文化があまり

にも異なるからです。 

カトリックとプロテスタントから共通の宗教を作るのがエスペラントだとしたら、ユーラ

シアの共通語を作るのはキリスト教と仏教とイスラム教から共通の宗教を作るようなもの

です。 

エスペラント以上に話がまとまらなさそうなのは明らかですよね。 

 

ユーラシアの共通語を作る場合、アジアとヨーロッパの特徴をそれぞれ採っていくという

方法が考えられます。 
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実際そういう言語は既にあるのですが、色んな言語の特徴を採りすぎたせいで逆に「誰に

とっても分かりづらい」という結果になってしまいました。例えば—— 

「え、亀は日本語から来ていてkame、水は中国語から来ていて shui、火は英語から来てい

て fireなのか……。で、娘は fille、世界はWelt、おはようはアッサラーム……って、そん

なの覚えられるか！」 

——という感じです。語学オタクにとっては面白い言語ですが、ふつうの人の感性では理

解しがたいと思います。 

 

かといって、ある地域ばかり集中して選んでしまうと、それはそれで不平等になってしま

います。 

例えば筆者の好みで選んでいったらフランス語と日本語をメインにすると思いますが、そ

うしたら当然ドイツ人やタイ人には面白くないですよね。 

やはりこの手の言語は難しく、話がなかなかまとまらないようです。 

 

それを踏まえると、恐らくユーラシアではなく手始めにアジアの共通語を作るほうが現実

的でしょう。 

漢字をベースに使いやすいように変えていって人工言語を作るという方法が現実的かもし

れません。 

ただ、日本などは対応できるとして、中東は厳しいでしょうね。漢字圏ではありませんか

ら。従って、アジア東部で括るというのが現実的かもしれません。 
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2:言語の作り方 

 

人工言語の作り方がわかるコーナーです。 

 

2-1:はじめに 

 

ここではレトルト人工言語より詳しく、言語を作る方法を紹介しています。 

レトルトに比べて人工言語らしさもアップしています。 

ただし、本格的に言語を作るなら、もっと深く広い考察が必要です。 

 

まずは簡単な人工言語の作り方について見ていきましょう。 

簡単といっても、ここで挙げる手法は今後の人工言語作りに関与することなので重要です。 

 

一番はじめに、どのような言語を作るのかという目的を定めましょう。 

言語は実用するためのものと、研究や遊戯として作るものがあります。 

 

後者の場合はどのようなシステムにしても良いので、作り方の説明は要りません。 

好きな文法を当てはめ、現実にない文法を作り、複雑怪奇な文字を作り、人間がまず使用

しないような音素を選んで言語を作る。 

それもまた一興でしょう。作り方は自由で良いと思います。 

 

実用を考えない研究用言語の作成は選択肢が多すぎてとりとめがありません。 

一方、小説にせよ世界語にせよ、実用するなら以下の作り方が参考になると思います。 

そこでここでは実用を前提とした言語の作り方を見ていきます。 

 

●過論理と過合理 

 

実用的な言語を作る場合、過論理（過剰に論理的）と過合理（過剰に合理的）に気を付け

てください。 
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言語作成ははじめは机上の空論です。それゆえ言語のシステムばかりに固執してしまいま

す。 

その結果、過剰に論理的だったり合理的だったりするものが生まれてしまいがちです。 

 

たとえばエスペラントでは英語の isに当たる語を estasといいます。 

これは体系的で論理的ですが、実用的ではありません。頻度のわりに語形が長すぎるから

です。 

これは論理的すぎて使いづらいというケースです。  

また、合理的すぎるのも考えものです。 例えばできるだけ少ない文字数で単語を表そうと

いう言語は確かに合理的ですが、一音でも聞き漏らしたら途端に意味が通じなくなる危険

性があります。  

同様に、できるだけ使う音素を少なくしようという言語もあります。 

ニューギニアのロトカス語は母音が5つで子音が6つしかないので、一見覚えやすく合理

的に見えます。 

ところが音素数が少ないのでひとつひとつの単語がどうしても長くなり、書くのも喋るの

も面倒です。 

ロトカス語はまだ自然言語として成立しているからいいものの、母音3つの子音3つなど

といった過合理は避けたほうが無難です。 

 

このように、過論理や過合理には注意しましょう。 

いざ実用する際に色々と不具合が起こる可能性があります。 

 

●辞書の引きやすい言語にしよう 

 

次の注意点は辞書です。予め、辞書を引きやすい言語というのを目指しましょう。 

言語の最大のツールは辞書ですが、世の中の言語には辞書が引きにくいものとそうでない

ものがあります。 

 

字が読めないと引けない日本語や中国語。音が分かってもスペルと一致しない英語。どち

らも厳しいです。 
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音を聞いてすぐ引ける辞書。これが簡単です。なので、そういう言語を作りましょう。こ

れだけで作業効率が劇的に変化します。 

 

2-2:音について 

 

●音素 

 

さて、ではこれから言語を作っていきましょう。 

まずは音素を選びましょう。pとか tとか aとか、自分の言語にどんな音を使うのかを選ぶ

のです。 

 

文字や文法から作る人もいますが、音から作るとやりやすいです。 

表音文字（アルファベットなど）を使う場合、音が決まらないと単語が作れません。 

表意文字（漢字など）の場合、音が決まらないと文字に名前を付けられず、文字リストの

管理が難しくなります。 

どの文字を使うにせよ音が必要になります。従ってまずは音素から選びましょう。 

 

音素の選択ですが、まず子音と母音に分けるべきでしょう。 

一般的に、子音のほうが母音より多いです。また、音素数は20前後が一般的です。 

ロトカス語のように音素が非常に少ない言語は一見学習しやすそうなイメージがあります

が、こういう言語は単語が長くになりがちで、実用には不向きです。 

なお、中国語のような声調言語の場合、音素数は一般に少なくなります。 

 

ではどの音素を選ぶかですが、人間がよく使う音素を選ぶといいでしょう。 

例えばp, t, kという音はよく使われる音です。逆に日本語のラ行とか、入破音といわれる

音は頻度が少ないです。 

入破音が存在するのにp, t, kがない言語はありません。 

実用的な言語を目指すなら、あえて入破音を取ってpを捨てるような行為は避けるべきで

す。 
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母音は5つが一番多いパターンですから、5が無難でしょう。アイウエオでOKです。 

細かいことをいうと、同じ「ア」でもアメリカ人の発音する「ア」は日本人と違っていま

す。 

なので、最終的にはきちんと自言語の音声学を作って、音声の定義をする必要があります。 

 

●アクセント 

 

アクセントには自由と拘束の2種類があります。 

常に最初の音節にアクセントが来るフィンランド語は拘束アクセントです。 一方、「箸」

と「橋」の違いがある日本語は自由アクセントに分類されます。 

 

拘束と自由のどちらにも利点があります。拘束は覚えやすい——というか覚える必要がな

い。その反面、同音異義語に弱いです。 

自由はその逆です。日本語は橋と箸をアクセントで区別できます。拘束アクセントのフィ

ンランド語にはできない芸当です。 

したがって、アクセントはどちらを選んでも良いでしょう。 

 

なお自由アクセントの場合、アクセントを表記することができます。 

アクセントを表記すれば読むときは楽で同音異義語も区別できますが、書くときは面倒で

す。 

ちなみにアクセントを文字の上に付ける場合、フランス語のdéjà-vu（既視感）のように字

上符付きのフォントを作らなくてはならず、入力も厄介になります。 

 

●イントネーション 

 

イントネーションについては文中・文末などによっても異なりますが、初期の段階ではあ

まり細かく決めないでいいです。 

アクセントや声調と違い、イントネーションは言語そのもののシステムではなく、言語の

運用時に関することが多いためです。 
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●声調 

 

声調はあってもなくてもいいです。声調の長所は少ない音節数を最大限活かせることです。 

声調があると少ない音素数で済むため、よく使われる音だけを使えばよくなります。その

結果、音素の聞き取りが楽になります。 

短所は、音節数が少なくなりがちで外来語の音訳時に苦労することです。試しに中国語で

「コカコーラ」を何というか調べてみてください。 

また、声調は音の高低が重要になるので、高低をはっきり付けるために省エネ発話を断念

させられます。これも短所の一つです。 

 

●音節構造 

 

音節構造はCV(C＝子音、V＝母音)だと単純なのですが、音節数が少なくなってしまいま

す。日本語がそうですね。 

CVしか音節がないと同音異義語が増えたり語形が長くなったりします。 

 

ただし声調言語の場合、声調を使って同音異義語を区別できるので、音節構造が単純でも

構いません。 

Cが20種でVが5種だとすると、CVの音節数は単純計算で100しかありません。 

しかし声調が4種あればこれだけでも400の音節数を獲得できます。 

 

一方、CVCだと同条件下で20×5×20とすると、計2000の音節数を獲得できます。 

2000の音節数が獲得できれば2000語をCVCだけで弁別できます。 

2000語あれば基本語としては十分ですので、CVCという音節構造は効率的といえるでし

ょう。 

 

よって、音節構造はCVだけでなく、CVCくらいは認めておいたほうが無難でしょう。 

もちろんCVCVのようにCVの繰り返しでも構いません。 

 

2-3:文字 
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文字には漢字のような表意文字と、アルファベットのような表音文字があります。 

表音文字と表意文字のどちらも長短があります。 

 

表音文字のほうが言うまでもなく学習が容易です。 

また、PCを使った入力も楽です。表意文字だとキーボードのキーが足りないので、どうし

ても入力ソフトを作るか使うはめになります。日本語でも IMEなどを使いますよね。 

表音文字の場合、26字以内なら普通のキーボードで事足ります。 

表音文字は辞書を作成する際にも楽ですし、使う際も楽です。 

 

表意文字だと部首や画数など、字の性質ごとに分類しなければならないし、辞書を引くと

きもその分類に沿って引かなければなりません。 

漢和辞典はまず部首索引などを見なければなりませんが、表音文字の場合、読みさえ知っ

ていればすぐに目的のページへ指を進められます。 

ただ、表意文字は覚えてしまえば速読がしやすく、一文字当たりの情報量が多いため、単

語が異様な長さになりません。異様な文字密度にはなりますが。 

 

また、表意文字は読み手に概念を想起させる力があります。象形文字が好例でしょう。 

同時に、表意文字は文字そのものに神秘的な魅力もあります。 

 

文字は表音文字も表意文字も長短を持つので、どちらを採用しても構いません。 

ですが、筆者としては表音文字のほうが長所が多いと思います。 

決定的な理由は「喋り」です。言語は読むだけではなく、喋るものだからです。 

書くときは表意文字の利点が活かされますが、喋る場合は利点が活かされません。 

漫画のように言葉に文字が付くわけではありませんからね。 

 

2-4:文法 

 

文法は言語のシステムの中で最も組み立て感が得られるためか、人気のある分野です。 



27 

 

言語制作者の多くは文法システムを作るのが好きなようで、未完成の言語でも文法はそれ

なりにできていたりします。 

 

●語順 

 

まずはじめに決めるのは語順だと思います。語順はメジャーなものを選んでおけば無難で

しょう。 

最もメジャーな語順はSOVで、次に多いのはSVOです。このどちらかを選んでおけば問

題ありません。 

もちろん、VSOだから悪いということではありません。 

 

●類型 

 

文法に関しては皆さん腕をふるいたいところでしょうからあまりうるさいことは言いませ

んが、いくつか注意点はあります。 

まず、類型論的に見て、屈折語や抱合語は避けたほうがいいでしょう。 

文中の単語が辞書形でないことが多く、活用形が一々辞書に収録されないからです。 

 

活用形は厄介な問題です。例えばフランス語の Je t'aimeではaimerを引かねばなりません。 

これは英語でも同様です。ただし学習者用の辞典には基本語の活用形を載せているものも

あります。 

 

また、動詞の活用と名詞の曲用はなるべく避けたほうがいいでしょう。 

名詞の性は無くしたほうが効率的です。形容詞と名詞の一致も避けたほうが学習が容易で

しょう。 

エスペラントは形容詞と名詞が一致しますが、イドではその点が排他されています。 

 

●スペーシング 

 

単語間のスペーシングもあったほうがいいです。 
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日本語のようにスペーシングがないと、どこまでが1単語か分かりにくいです。 

中国語で4文字くらい並ぶと、何パーツに区切ればいいのか分からないときがあって困っ

た経験があります。 

スペーシングがあれば語の区切りが分かりやすいので、その分辞書が引きやすくなります。

いずれ言語を機械処理する際も作業が楽になるでしょう。 

 

●数 

 

英語みたいに単数か複数かを常に気にする言語と、日本語のように数を気にしない言語が

あります。 

どちらかというと後者のほうが長所が多いと思います。 

 

名詞の単複を分ける場合はきめ細やかな表現ができますが、逆に複雑すぎて扱えないとか

毎回数を気にするのが煩雑といった欠点があります。 

それに、furnitureや adviceは数えられるのに不可算名詞なのが不自然だといった問題も出

てきます。（これらが不可算名詞なのは集合名詞だからなのですが） 

また、everyは単数を取るのに allは複数を取るというのも、とても不自然に感じます。 

 

数の表現が細かいとかえって複雑すぎて扱いづらいということがあります。 

実際、英語ネイティブも単複どちらか判断できないことがままあります。 

 

もちろん数のカテゴリーを持つことには長所もあります。ひとつ例を見てみましょう。 

 

「古池や蛙飛び込む水の音」 

 

ラフカディオハーンらがこれを英訳したとき、この蛙が1匹か複数か気になったそうです。 

この句の場合、単数で訳されるほうが一般的ですが、彼は複数にしました。 

 

"old pond -- frogs jumped in -- sound of water." 
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筆者はこれを知ったとき驚きました。今までこの蛙がそもそも何匹かなど考えたこともな

かったからです。 

数がカテゴリー化されている言語では、数の分だけ情報量が多くなります。日本人が気付

かない疑問に気付くことがあります。 

そういう意味では長所ですね。 

 

また、英語では fireか firesかで、それが数えられない単なる火なのか、数えられる火事と

しての火なのかが区別できます。 

火と火事という別の語を作ったり覚えたりする必要がなく、fireか firesかで区別できるの

は便利です。 

こういった長所が残されているため、必ずしも数のカテゴリーを外すことを奨励しません。 

 

——しませんが、かといって文法カテゴリー（その言語にとって必須な文法要素のこと）

にするほどでもないだろうという考えです。 

普段は数の解釈を文脈に依存させ、明示が必要なときに複数マーカーを付ければ良いと思

います。 

 

●テンスとアスペクト 

 

テンス（時制）は現在・過去・未来を基本として備えるべきです。 

人間は現在を中心に未来と過去を見ているから、この分類は自然です。 

 

他に作るとしたら通時のように一般的な真理を述べるものや、不定時制のように時制が不

定で曖昧というのが考えられます。 

どちらも面白いですが、あればいいというほどではありません。 

時制のない言語というのもあります。yesterdayのような時間を表す副詞を時制の代わりと

する言語です。合理的です。 

 

アスペクト（相）は完了と未完了の対立が一番大事です。大抵の自然言語でもそうなって

います。ロシア語に顕著なカテゴリーです。 
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ですが、完了と開始と経過などをそれぞれ等位に置くのも良いでしょう。 

要は完了とそれ以外を差異化できることが重要です。 

ほかに作るとしたら将然相（〜しそうだ）などがありますが、これはあってもなくてもい

いです。 

 

行為の反復などはアスペクトでなく、副詞で表わすほうが合理的かもしれません。 

アスペクトは副詞で表わしても構いません。テンスも実はそうです。 

いずれにせよ、テンスもアスペクトも動詞と関連付けるのが一般的です。 

 

●品詞 

 

品詞の種類ですが、少なければいいというわけでもなく、多ければいいというわけでもあ

りません。 

多いと制御しづらく、学習しづらいです。 

少ないと、少ないものを組み合わせるので必然的に文が長くなり、煩雑になります。 

筆者は8〜10程度が適切ではないかと考えています。 

 

2-5:語彙 

 

語彙というのは、その言語が持つすべての単語の集まりことです。 

「単語」という言葉の難しいバージョンだと思っている人がよくいます。 

 

語彙を作るのが人工言語の最大の関門です。 

一番面倒くさくて、絶対避けられない部分です。 

 

語彙はアポステリオリ（自然言語から単語などを借りてくる言語）の場合、任意の言語か

ら取るといいでしょう。 

世の中に広く流布しているラテン語やギリシャ語や漢字を参考にするのも手です。 

この方法だと、楽に語彙を作れます。 
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●人工文化がある場合の語彙 

 

一方、人工文化を踏まえている場合、2つにパターンが分かれます。 

 

1つは地球上のどこかに人工文化を作る場合です。 

例えばフランス辺りに架空の国を作って独自の文化を創造するなどといったケースです。 

 

この場合、周辺諸国（ドイツやフランス）から語彙を取り入れるのが、その文化の歴史か

ら見て当然です。 

このようなケースでは、例えば犬を勝手にomaとか名付けるのは不自然です。 

歴史から考えて、ラテン系の canisだのゲルマン系のHundだのといった語形を参考にする

のが自然でしょう。 

 

もう1つは異世界を想定する場合です。 

この場合はゼロから言語を作るため、語彙もゼロから作ることになります。参考にするも

のは何もありません。 

そこでどうやって語を作ればいいかという問題が起こります。 

 

●ゼロから語彙を作る方法 

 

方法のひとつとして、その言語の音象徴を設定するというのがあります。音象徴というの

は、音に意味を持たせたもののことです。 

例えば「ピという音は尖ってる風に聞こえるから、針とか薔薇とか尖ってるものは『ピな

んたら』にしよう」——というのが音象徴を使った造語です。 

 

ただ、同じ音象徴を持つ語は意味も音も似てしまうため、聞き取り時に混乱を招きます。 

尖ってるもの全部に「ピ」の音が付いたら、尖ってるものＡと尖ってるものＢの区別が難

しいですよね。 

従って、聞き間違いがないように適度に語形をずらす必要があります。 
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●基本語ができたら残りの語彙はどう作る？ 

 

基本語ができたら、語彙は合成語で作るのがいいでしょう。 

フランス語のように合成語を嫌う言語は辞書が引きにくいです。 

フランス語で「じゃがいも」はpomme de terre（地のリンゴ）と言います。3語で1つの概

念です。pommeだけ引いても「リンゴ」としかでてきません。 

これでは辞書が引きづらいですよね。 

 

ドイツ語は複合語が多いので、その点では辞書が引きやすいです。 

ですが、ドイツ語も分離動詞に関しては辞書が非常に引きづらいです。 

umschreiben（書き直す）を文中で使うときは、Ich schreibe es um.のようにします。接頭辞

のumが分離して文末に来ています。 

ドイツ語をやったことない人は、絶対 schreibe〜で辞書を引きますよね。こうなると

umschreibenには到達できません。（最近の辞書は親切なので、アンカーがついていたりし

ますが） 

なので、ドイツ語の分離動詞や英語の句動詞は避けたほうがいいです。そうでないと辞書

が引きにくくなります。 

 

そういうわけで、語彙は合成語で作るのがよいと思います。 

もっとも、この方法にも欠点があります。合成語は語が長大になりがちです。 

日本語はいくら長くなっても漢字があるのでたかが知れるのですが、アルファベットは横

に長いので、ドイツ語などの長い単語はそれはもう大変なことになります。 

 

2-6:作り方の流れ 

 

この流れに沿っていけば、迷わずに言語を作ることができます。 

なお、ここで紹介している以外のフローでも、問題はありません。 

 

1:作りたい言語の型を決める 
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言語の壁を崩したいなら国際補助語、小説に使うなら芸術言語というように、目的に合っ

た言語作りをしましょう。 

そのためにはまず、自分の作りたい言語の型を決めましょう。 

 

なお、言語を作るときは頭の中で考えるにせよ紙に書くにせよ日本語を使うと思いますが、

それで構いません。 

英語で資料を作ると後々広めるときに便利ですが、母語で作成した方がやりやすいです。 

また、資料はパソコンで作成しましょう。修正も配布も容易です。 

 

2:音、文字、文法など、言語の骨組みを作る 

 

まず最初に音と文字を作り、文法と語彙はその後にすることを強くお勧めします。 

 

なお、音と文字は並行して作業をすることを強くお勧めします。 

音も文字もたいてい一回では決まらず、その後何度も変更することになります。 

音を完全に決めてから文字を作っても、修正の嵐に巻き込まれて結局音も修正する羽目に

なります。経験者は語る、です。 

完成したものを直すより、作業途中のものを直すほうが労力は少なくすみます。ですので、

並行して作業を行うようお願いします。 

 

文法と語彙も同様に、徐々に作っていきましょう。まずは文法を説明するのに必要な単語

があれば十分です。 

文法が固まってきたら、少しずつ単語を増やしていきましょう。そのほうが二度手間三度

手間を防げます。 

 

3:最低限の語彙を作る 

 

人称代名詞や基本的な動詞や親族名詞程度は作っておきましょう。 

また、文法説明に必要な機能語（前置詞とか接続詞とか）も作っておきましょう。 
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文字が独自の場合、手書きでメモに書いておきましょう。 

そのうち時間ができたらTTEDITなどのソフトを作ってフォントを作りましょう。 

フォントができるまでは、アルファベットなどを使って転写しておきましょう。パソコン

で作業をすることになると思うので、現実的な手段です。 

 

4:例文を作って単語も増やす 

 

それからしばらくは身の回りのことを自分の言語で喋れる程度にするために、単語を増や

します。 

はじめのうちはそれこそ目に入った日常的な物の名と基本的な動詞や形容詞だけでいいで

す。 

そうするうちに文法の不備が見つかり、改定する必要が出てくるはずです。 

逆に文法を直したときに必要となる単語が出てきて、それによってまた単語が増えるとい

うこともあります。 

 

5:辞書を作ろう 

 

日常的なことが言えるようになってきたらそれなりの語数を持つことになりますので、辞

書を作成します。 

それまではワードやメモ帳やエクセルなどに単語を登録していたと思います。 

単語が増えてきたらワードだと厳しいので、ここからは辞書ソフトを使ったほうがいいで

しょう。 

 

なお、紙の辞書は編集が不便なので薦めません。 

自然言語の場合は語義がころころ変わることはありませんが、人工言語の場合、作成過程

でころころ変わります。 

それに、新語の登録も多いです。紙の辞書とか、正直言ってムリです。筆者も友人も中高

時代に大変な目に遭いました。 

 

6:単語の語法を決める 
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例えば手を lasという単語にしたとしましょう。 

これで一つ単語を作ったことになりますが、これだけでは不十分なのです。 

 

lasは手首を含むのか、腕まで含むのか。 

また、「手伝い」のような意味はあるのか。 

そういった名詞の語法を決めなければなりません。 

 

語法は名詞の示す範囲だけではありません。 

傘をさすの「さす」は何と言えばいいかといったコロケーションも作らねばなりません。 

どんな動詞と一緒に使うか、どんな形容詞と一緒に使うか。そういう情報も語法のうちで

す。 

 

実はこの語法という点は、文化と同じくらいこれまでの人工言語がサボってきた分野でも

あるのです。 

だいたいの人工言語の辞書は単語帳っぽくなっていて、語法が乏しく、その語の正確な使

い方が分からないのです。 

 

仮に我々が英語を全く知らないとしましょう。 

傘を和英で引けば、umbrellaアンブレラと出てきます。じゃあ「傘をさす」って何ていう

んだろうと思うけれども、コロケーションは載っていない。 

もちろん本物の和英辞典にはコロケーションが載っています。ですが大抵の人工言語の辞

典には載っていないのです。 

 

仕様がないから今度は「さす」を引くと、stickと出てきました。 

ここで「じゃあこの言語では『傘をさす』を stick an umbrellaって言うんだな」と結論付け

るわけです。 

同じ理屈で、「辞書を引く」はpull a dictionaryですね(笑) 

えぇ、私たちは英語を知っているので、これが間違いだと知ってるわけです。 
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でもこれが無名な人工言語でしかもコロケーションが載っていなかったら、恐らく自分の

間違いに気付きませんよね。 

 

単語の意味が書いてあっても語法やコロケーションが載っていないかぎり、このような間

違いを平気でしてしまいます。 

もし人工言語の作者が「君たちの母語の語法やコロケーションに合わせて僕の言語を使っ

ていいよ」などと言おうものなら、日本人は本当に stick an umbrellaのような表現をしかね

ません。 

そうなったら母語の異なる人間の間では、たとえ同じ人工言語を使ったとしても意思疎通

が成り立ちません。ゆえに語法やコロケーションはしっかり作らねばなりません。 

 

7:用例を充実させる 

 

辞書にはできるだけ多くの用例を登録しておきましょう。 

用例があるとコロケーションと語法を同時に知ることができます。 

 

8:翻訳しよう 

 

ここまで終わったら、今度は翻訳に入ります。 

何語のどのジャンルを訳してもいいですが、日記や日常を描いた小説などがとっつきやす

いでしょう。 

あまり突拍子もないSFは滅多に使わない単語を作る羽目になるので相応しくないです。

ワープなどがそうですね。 

また、学術論文は高度な専門用語を作らなければならなくなるので、ひとまず避けてくだ

さい。 

 

翻訳をやっているうちに自然と足りない語に出くわします。そのつど新語を作って辞書に

加えていきます。 

翻訳は色んなジャンルを色んな作者でやったほうがいいです。同じ作者だと表現が似てい

て単語が増えづらいからです。 
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9:一次創作をしよう 

 

翻訳もできるようになったら、今度は自分で執筆します。それと同時に仲間がいれば会話

の練習もします。 

小説で会話表現は随分習熟したはずなので、これは実際の運用練習になります。 

 

会話ができるようになり、自分で文章を書けるようになれば、完全に軌道に乗っています。 

後は専門分野を訳したり書いたりして、語彙を日々拡充していきます。 

このとき、単語のみならず成句も増やしていくと良いでしょう。 

 

10:非言語を作ろう 

 

ここまでくると非言語（ジェスチャーなどのこと）についても細かく決める必要がありま

す。 

非言語も完成させて、そこで初めて人工言語はひとまず完成します。 

 

11:できれば言語と並行して文化と風土も設定を細かくしていこう 

 

人工言語を作る前に人工文化と人工風土をある程度設定しておいたほうがいいです。 

かといって最初から全て細かく作る必要はありません。 

ある程度作ったら人工文化と人工風土は人工言語と平行して補完していきます。 

 

ただ、風土についてははじめから骨子を決めておいたほうが無難です。 

後から修正が効きづらく、そのくせ修正すると文化や言語まで修正するはめになり、作業

が大変だからです。 

ちなみに、人工文化や人工風土を作らないタイプの人工言語では、この作業はカットです。 

 

2-7:言語作成ツール 
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言語を作成する際の支援ツールがあります。 

この中のいくつかは筆者も使っています。 

 

レトルト人工言語のライトユーザーにはLangMaker。 

 

自作の言語が世界のどの自然言語に似ているかを判断してくれるLanguage Identifier。 

これはちょっとお遊び感覚ですが、本来は謎言語を判定するためのものですから、このよ

うな使用法はお楽しみということで。 

 

自言語の辞書を作るならPDIC。現在はunicode版がオススメです。 

英辞郎で有名な辞書ツールです。フォントを自由に設定できるので、自言語の文字で辞書

を表示することができます。 

単語はほぼ無限に登録できます。検索機能もかなり充実しています。用例の全文検索もで

きるので、英和を作れば和英を作る必要がありません。 

 

自言語の文字を作るにはTTEDITがお勧めです。 

true typeのフォントが作れます。 

 

自言語の文字がqwertyキーボードでは打ちにくいと思った場合、自作のキーボードレイア

ウトを作ることができます。 

Microsoft Keyboard Layout Creatorをお使いください。 
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3:続・人工言語 

 

人工言語の基礎がわかるコーナーです。 

 

3-1:言語は文化と風土から切り離せない 

 

英語では牛の雄雌に別々の単語を当てますが、これはイギリス人が牧畜をしていた結果で

す。 

言語は文化と切り離せません。また、牧畜という文化はイギリスの風土が作ったものなの

で、風土とも切り離せません。 

つまり、言語は文化と風土から切り離せません。 

 

毎回「文化と風土」というのは冗長なので、合わせて「世界」とします。ここでの世界は

言語と対比されるものです。 

すなわち言語は背景となる世界からの影響を受けるということです。 

なお、「文化と風土」のほうが分かりやすい場面では「世界」とは言い換えません。 

 

さて、多くの人工言語は国際補助語です。となると世界の至る所で自分の言語が通じなけ

ればなりません。 

従って、文化や風土の違いといったものを国際補助語はなるべく捨象する必要があります。 

 

ですが、実際に言語は文化や風土の影響を受けるため、文化や風土は捨象できるものでは

ありません。 

今までの人工言語は文化と風土を考慮してきませんでした。 

人工言語学研究会はその点を指摘し、「もっと文化と風土を反映した人工言語も考えよ」

と主張しています。 

 

これは大切なことなので、文化と風土が言語を支えるでもう一度ご説明します。 

 

3-2:アプリオリとアポステリオリ 
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ここで術語の導入です。 

 

アプリオリ（a priori)＝先験語＝既存の言語を参照しない言語→ざっくばらんに言えば、「よ

そから単語などをパクってない、オリジナル言語」のこと。 

アポステリオリ(a posteriori)＝後験語＝既存の言語を参照する言語→ざっくばらんに言え

ば、「よそから単語などをパクった言語」のこと。 

 

言語にはアプリオリとアポステリオリがあります。 

エレベーターとエスカレーターくらい似ていますが、人工言語を語る上で重要な概念なの

できちんと覚えてください。priが「前」でpostが「後」と覚えれば簡単です。 

実際、片方だけ覚えておけば後は自動で判別できます。prepaid card（プリペイドカード）

は「事前に支払ったカード」という意味です。preは「前」という意味で、アプリオリの

priと同じです。従ってアプリオリが「前」、すなわち「先験語」です。となれば自動的に

アポステリオリが後験語になります。 

 

ところでアルカはアプリオリで、エスペラントはアポステリオリです。 

一般に、アプリオリはアポステリオリより労力が必要です。他の言語から単語などを借り

てこれないので、楽ができないからです。 

アポステリオリ言語だと、最短1日で作れます。アプリオリ言語だと、最長死ぬまで終わ

りません。 

ただ、平均的にはどちらにせよ何年もかかります。 

 

一方、文化と風土にもアプリオリとアポステリオリがあります。 

オリジナル文化やオリジナル風土がアプリオリになります。 

 

3-3:人工と自然 

 

日本語のように、元々ある言語を自然言語といいます。 

日本文化のように、元々ある文化を自然文化と呼ぶことにします。 
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日本風土のように、元々ある文化を自然風土と呼ぶことにします。 

 

エスペラントのように、特定の言語（この場合は西洋語）を参照して人工的に作った言語

を、アポステリオリ人工言語といいます。 

エスペラントのように、特定の文化（この場合は西洋の文化）を参照する文化を、アポス

テリオリ人工文化と呼ぶことにします。 

エスペラントのように、特定の風土（この場合は西洋の風土）を参照する風土を、アポス

テリオリ人工風土と呼ぶことにします。 

 

アルカのように、オリジナルで人工的に作った言語を、アプリオリ人工言語といいます。 

アルカのように、オリジナルで人工的に作った文化を、アプリオリ人工文化と呼びます。 

アルカのように、オリジナルで人工的に作った風土を、アプリオリ人工風土と呼びます。 

 

ややこしいので、以下に表で示しました。 

 

  言語 文化 風土 

日本語 自然 自然 自然 

エスペラント後験人工後験人工後験人工

アルカ 先験人工先験人工先験人工

 

一番少ないのはアルカタイプの言語です。理由は2つあります。 

 

1:今までは「人工言語といえば国際補助語」という常識があったため。国際補助語を目指

す場合、文化と風土の違いが民族間の壁になってしまうため、文化と風土を作ろうという

発想には通常至らない。 

2:文化と風土まで作ると大変な作業量になり、制作が現実的ではない。 

 

なお、言語はアプリオリだが文化と風土は考慮していないというような言語もあります。 
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ライプニッツのような有名な人が、そういったものを作っていました。 

「言語は作れるけど、文化と風土まではちょっとなぁ」という場合、そのようなパターン

になります。 

 

3-4:文化と風土が言語を支える 

 

ここで改めて、なぜ人工言語には文化と風土が必要といえるのかを見てみましょう。 

たとえば日本語で米と稲は別物ですが、英語ではどちらも riceといいます。 

同様に姉と妹は区別しますが、英語ではふつうどちらも sisterといいます。 

 

riceの例は日本が米を常食とする文化・風土にあり、英語を育てたイギリスが半農半牧の

文化・風土にあったことで説明できます。 

sisterの例は、日本が長幼を重視する厳しい年功序列の文化であるのに対し、イギリスがそ

うでないことで説明できます。 

 

海に囲まれ、夏に温度が上がり、大量の雨が降る。そういう風土だからこそ日本の米文化

があり、riceは細分化されました。 

逆に、牧畜を営んでいたからこそイギリスで牛は cow, oxなどと細分化されます。 

 

こういった言語例は文化と風土が関わっています。もし文化と風土が無ければ、こういっ

た言語例は説明できません。 

文化と風土がなければコメという作物をどこまで細分化すれば良いのか決定できません。

そうした理由があって、言語には文化と風土が必要なのです。 

 

人工言語を作る際、米や妹や牛といった単語は当然作りますよね。 

でも、その言語が使われる文化や風土がなければ、単語が意味する範囲を確定できません。 

文化がないと妹は妹のままでいいのか、あるいは姉妹とまとめるべきなのかといった判断

ができません。 

この点で人工言語は文化と風土を必要とします。 
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自然言語には自然文化と自然風土が自動的に備え付けられますが、人工言語はそうではあ

りません。 

元々存在しないところに言語を作ったのですから、備え付けの文化・風土があるわけでは

ありません。 

そこで、人工言語は文化・風土を調達することになります。 

 

3-5:文化と風土を持った人工言語 

 

言語には文化と風土が必要なので、人工言語も作った時点で必然的に文化と風土を持ちま

す。 

なぜ「必然的」なのでしょう。実は文化と風土の取得方法は2通りあります。 

 

1:作者が意図的に設定した→アルカのようなタイプです。 

2:作者が設定しなかったので、作者や使用者の住んでいる場所の文化が参考になった→エ

スペラントのようなタイプです。 

 

エスペラントの場合、作者のザメンホフが西洋人だったため、西洋文化と風土を反映して

います。 

この件については別項で詳細をお話しします→エスペラントと文化 

 

ところでエスペラントのユーザーはアジアにもいます。 

そのため、アジアのユーザーはアジア文化と風土をエスペラントに反映するか、西洋文化

に合わせるかしなければなりません。 

これでは不公平だということで、国際補助語としてのエスペラントはしばしば批判される

ことがあります。 

 

このように、意図的に文化と風土を設定した言語と、そうでない言語があることを覚えて

おいてください。 

なお、意図的に文化と風土を設定する言語は、一般的に言って極めて少ないです。 
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これまでの人工言語はむしろ文化や風土の差をできるだけ漂白するよう努力してきました。

というのも、国際補助語が多かったからです。 

ただ、言語は文化と風土から切り離せないため、この手法だと必ず歪みが生じます。 

言語を作る際、言語だけを作るのでは不十分だということは覚えておいてください。 

 

3-6:エスペラントと文化・風土 

 

エスペラントはオリジナルの、つまりアプリオリの文化と風土を持ちません。 

国際補助語という事情を考えると、文化と風土の差を明瞭にするよりは、漂白したほうが

効率がよいからです。 

 

さて、そもそもエスペラント人という民族がどこかに特定の地域に住んでいるわけではな

いので、エスペラントに風土はありません。 

また、エスペラントのネイティブの大集団が特定地域に住んで特殊な生活を営んでいるわ

けでもないので、文化もありません。 

 

芸術言語の人工言語だと、トールキンの指輪物語のように架空の風土や文化を作ることが

ありますが、エスペラントはそういうことをしません。 

この意味で、エスペラントは固有のアプリオリな文化・風土を持ちません。 

 

エスペラントの文化と風土は主に西洋のもので、われわれ日本人とは異なった感覚を持っ

ています。以下に実例を挙げます。 

エスペラントでは兄弟に長幼の区別はなく、姉妹はどちらも fratinoです。 

また、代名詞も「彼」と「彼女」を表すもので分かれています。 

英語によく似ていますね。いずれも日本語にはない特徴です。 

 

父はpatroといいます。母は女性を表す-in-という接中辞を加えてpatrinoといいます。 

一般に「親」を表すときはpatroを代表させることがあります。男が無標になるのは英語

のmanなどと同じ発想です。 

もっとも、これは多くの諸言語にもいえることなので傍証としては弱いのですが。 
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より良い傍証は lupo（狼）です。 

これは形容詞になると lupa（狼の）という意味になりますが、同時に｢残酷な｣という意味

も持ちます。 

グリム童話などに見られるように、狼のイメージは｢残酷｣です。 

しかし、日本では狼は「大神」に通じることから、必ずしも｢残酷｣とは限りません。｢孤高｣

などを象徴することがあります。そのことは今日でも「一匹狼」のような単語に残ってい

ます。 

 

もし、日本のエスペランティストがlupaと言ったら、それは孤高のつもりかもしれません。 

当然、西洋人は｢lupaに孤高の意味はない｣と言うでしょう。そう言われてまで私たちはエ

スペラントを国際補助語と認めることができるでしょうか。 

このように、あくまで lupaは西洋文化を反映しています。 

 

また、akvoは｢水｣ですが、同時に｢お湯｣でもあります。akvoと聞いた日本人が｢水｣だと思

って触れたら、実は｢お湯｣だったということがありえます。 

韓国語の물（ムル）は水でもお湯でもあるので、この点に関して韓国人は違和感を感じな

いでしょう。しかし日本人は感じます。 

どの国の人かによって違和感を覚えたり覚えなかったりというのは国際補助語としてはい

かがなものかという批判があります。 

 

余談ですが、筆者は韓国の山道で車がエンストしたときに、ロードサービスが来るまでの

間に皆でどうにかしようと言って、なぜだかエンジンに水を入れることにしました。 

筆者は車の近くに置かれた容器に触れていいか迷いました。その容器はヤカンだったので、

お湯の可能性があります。でも容器がヤカンしかなくて水を入れているのかもしれません。 

水かお湯か分からないし、実験で触って火傷したくないので尋ねることにしました。これ

は물かと聞いたところ相手がそうだと言うので、「あぁ、触っても大丈夫なんだな」と思

いました。「やっぱりヤカンしかないから水を入れたんだ。こんな山道でお湯を沸かせる

わけもないし」と思いました。 
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ところがその直後同乗者がエンジンに물をかけると、物凄い湯気が！……危ないところで

した。その山道は慶州近くのお寺へ続く道だったので、どうやら近くの売店でお湯を借り

てきたようでした。 

帰国後に물はお湯も指すと知り、「語法怖ぇ……」と思いました。 

それと同時に、語法がきちんと設定されていない人工言語でまともに意思疎通ができると

は思えないと実感しました。 

 

 

さて、エスペラントは国際補助語を目指しているので、西洋に傾倒している事実は好まし

くありません。 

かといってあらゆる文化に対応した言語を作ることはできません。 

稲と米を区別すれば日本をひいきすることになるし、区別しなければ西洋をひいきするこ

とになります。どちらにせよ不平等で、国際補助語としては批判されます。 

 

これはとても難しい問題です。 

国際補助語なので、各ユーザーがそれぞれの文化を背景に喋って良いということになった

ら、いったいどうなるでしょう。 

日本人は勝手に akvoに冷たいイメージを持つし、イギリス人は勝手に lupaに残酷さを想

起します。これでは誤解が絶えず、意思疎通が成立しませんね。 

 

では逆に、特定の文化を採用したらどうでしょう？例えばエスペラントが西洋文化を公式

に採用したらどうなるでしょう。 

そうしたら今度は「国際補助語のくせに何で西洋中心なんだよ」という批判を受けること

になります。 

この矛盾が解決できないので、エスペラントに限らず国際補助語をやっている人たちは、

この問題そのものから目を背ける傾向にあります。 

 

前項を読んだ方は、こう思っているのではないでしょうか。 

「言語には文化と風土が必要なのだから、人工言語には人工文化と人工風土が必要と言い

たいのか？」 
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それは違います。別に文化や風土を作らなくても構いません。 

 

3-7:人工文化と人工風土 

 

前項のエスペラントの問題は、単にエスペラントが国際補助語だから起こるものです。 

芸術言語などであれば、特定の文化を参照しても不平等だという批判は受けません。 

小説で使う言語であって国際補助語にするつもりがないのですから、別に西洋文化を参照

しても問題はありません。 

もしそれでも批判を受けるとしたら、「小説の舞台が異世界なのに、なんでヨーロッパを

真似るんだ」という類のものでしょう。 

 

もし言語作者が文化と風土を設定しなかった場合、自動的に作者や使用者が住んでいる場

所や知っている場所の文化や風土が付与されます。 

まぁ、それはもっともな話ですよね。我々が何も知らずにいきなり人工言語を作らされた

ら、日本語と英語の影響を強く受けることでしょう。 

ですので、人工言語だからといって必ずしも文化と風土まで作る必要はありません。作ら

なくとも自動的に自然文化や自然風土が付いて回るからです。 

 

ただ、文化と風土を作ることももちろんできます。 

人工的に作る場合、言語と同じく文化と風土もアプリオリとアポステリオリに分かれます。 

例えば『スレイヤーズ』というライトノベルの舞台は架空の世界で、この作品には人工文

化と人工風土が見られます。ですがライトノベルは面白く取っ付きやすいことが特長なの

で、分かりやすいようアポステリオリになっています。 

一方アルカの場合、アルカ専用のオリジナル人工文化と人工風土を作っているため、アプ

リオリです。 

 

＜まとめ＞ 

 

1:文化と風土には自然と人工がある。 

2:人工の場合、さらにアプリオリとアポステリオリに分かれる。 
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前に、文化と風土をまとめたものを世界と定義しました。 

つまり人工世界にアプリオリとアポステリオリがあるということですね。 

 

＜具体例＞ 

 

自然世界→エスペラントの背景となる西洋社会 

アポステリオリ人工世界→『スレイヤーズ』の背景となる西洋の風土や、作者の慣れ親し

んだ日本の文化 

アプリオリ人工世界→アルカの背景となる架空の世界カルディア 

 

＜注意＞ 

 

上記3種のうち、どれが凄いとか、どれが偉いとか、そういう話はありません。 

ただ、労力の差は明確です。下に行くほど大変です。よく言えば、やりがいはあります。 

 

3-8:芸術言語のあゆみ 

 

17世紀ごろはヨーロッパが世界の中心で、飛行機もネットも利用できない時代だったため、

芸術言語といえば遠く離れた国の人の言語をイメージしたものでした。 

物書きは行商人などから話を聞き、ときに誇張を交えて異邦人の言葉を書きました。元は

架空の言語ではなく、ジャーナルとして出版されていたわけです。 

それが徐々に物語性を帯びるようになり、架空の言語として独立することになります。ま

た、舞台も月になるなど、地球を越えることもありました。 

 

17世紀ごろは未発見のオーストラリアが舞台となることもありましたが、人類が地球の

隅々まで到達できるようになれば、もはや地球は物語の舞台としてふさわしくなくなりま

す。 

交通網や通信技術の発展に伴って世界が狭くなるにつれ、芸術言語の舞台は宇宙や異世界

へと広がっていきました。 
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19世紀にできた『不思議の国のアリス』は異世界が舞台になっています。もっとも、人工

言語は登場しませんが。 

 

人工言語が登場する異世界物で有名なのは、トールキンの『指輪物語』です。映画『ロー

ドオブザリング』でおなじみですね。 

指輪物語にはエルフ語が登場します。これは古ケルト語を元にしたアポステリオリ人工言

語です。 

 

繰り返しますが、芸術言語はもともと遠く離れた国のジャーナルを変形していったところ

に始まり、異邦人の言葉として作られました。やがて未発見の土地がなくなると、今度は

舞台が宇宙や異世界になっていきました。 

あくまで娯楽性の高い言語ですから共通語を作ろうというような崇高な目的もなく、それ

ゆえ17世紀の人工言語ブームのときも軽く扱われました。この傾向は20世紀まで続きま

す。 

 

国際補助語はフランス語や英語が共通語になるたび下火になり、共通語がなくなるたびブ

ームになるというサイクルを持ちます。 

一方、芸術言語は根幹が娯楽や芸術なので、社会が安定し平和だと生まれやすい傾向にあ

ります。 

ただ例外もあります。例えば上記の指輪物語は第二次世界大戦中に書かれています。 

 

3-9:芸術言語のこれから 

 

芸術言語は物語中の架空言語として登場し、物語にオリジナリティやリアリティを添えま

す。 

異世界人が独自の言語で話していたほうが異世界っぽいですし、リアリティを感じます。

異世界なのに英語が通じるのはおかしいわけです。 

アリスのような児童文学ではご都合主義でもいいわけですが、リアルなファンタジーを考

えていくと、どうしてもそこに住む人々の文化や言語が必要になってきます。 
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とはいえ、ほとんどの読者は細かい設定を気にしません。物語の根幹はストーリーにある

ので、話が面白いほうが大事です。 

それゆえ21世紀になった今でも、芸術言語のほとんどは手軽に作れるアポステリオリ人工

言語です。 

 

一方、お話よりも異世界そのものに興味があるという人もいます。 

その人たちにとってはエルフ語が古ケルト語から作られているのがとても気になります。

異世界にケルト人がいるはずがないと考えるからです。 

それを突き詰めていくと言語も文化も風土もすべてゼロから作ることになります。 

 

全てをゼロから作るという発想自体は難しいものではないので前世紀にもあったと思いま

すが、なにぶん労力がかかるため、21世紀になってようやく作られました。 

21世紀になってパソコンとインターネットのブロードバンドが普及したおかげで、個人レ

ベルで世界を作ることができるようになりました。 

 

芸術言語は21世紀になってパターンが増えたわけです。ですので、今後はこのタイプの言

語が増加するでしょう。 

ただし全てをゼロからというのは微増に留まるでしょう。労力のわりに需要が少ないため

です。ほとんどの読者はそこまでこだわらないので、需要がないのです。 

  



51 

 

4:人工言語Q&A 

 

人工言語に関するたいていの議論は400年前に既になされたものです。同じ議論を何度も

繰り返すのは非効率的ですから止めましょう。 

このような非合理的な現象が起こる原因はふたつあります。ひとつは議論する側が不勉強

であるということ。 

もうひとつは先人がマニュアルを作ってこなかったこと。 

何遍も議論されたのなら後輩が同じ不毛な議論をせずに済むよう、マニュアルを作ってお

くべきです。 

そこでQ&A方式でマニュアルを作っておきます。 

今後ここにある議論が繰り返されたら、本書を引用し、「そのような議論はとうの昔にな

されている」と伝えることができます。 

 

I 人工言語に肯定的 

 

1 世界中の人が同じ言葉を覚えれば便利なのでは？ 

 

便利だと思います。翻訳費用はかからなくなりますし、学校で英語を教える時間を別の教

科に使えます。 

字幕なしで映画を楽しむこともできます。旅行も簡単にできます。 

 

しかし実際に皆が同じ言葉を覚えるのだとしたら、それは英語や中国語などの強い自然言

語です。 

言語が広まる条件は経済力と軍事力と人口です。人工言語はそのどれも満たさないため、

国際語になることはありません。 

 

人工言語は仮に国際補助語であっても、事実上は限られたコミュニティの中で使われます。 

ただし人工的に手を加えた自然言語の場合、国際語とまではいかなくともかなり広い範囲

で使われることもあります。 



52 

 

例えばエリエゼル・ベン・イェフダーはヘブライ語を話し言葉として現代に復活させ、現

代ヘブライ語として生き残っています。 

 

2 英語の一人勝ちは不公平だけど人工言語なら平等では？ 

 

国際補助語を作る動機のひとつに、こういった考えがあります。 

英語を国際語にしてしまうと、非英語圏の人間にとって不利で、不平等です。 

自然言語を国際語にすると必ず不平等が生まれます。ならば人工言語を国際語にすればい

い、と考える人がいます。 

 

しかし言語というのは自然・人工を問わず、必ず文化と風土から影響を受けます。 

人工言語も特定の文化や風土を背景にしなければ作ることができません。 

そうなるとその文化圏に属さない人間にとって不利になり、不平等です。 

 

例えば牡牛と雌牛を単語レベルで区別するのは牧畜文化が背景にあります。 

米と稲を区別するのは農耕文化が背景にあります。 

全地域がこれらの文化圏に属するわけではないので、どのような人工言語を作ったところ

で、必ず不平等は生まれます。 

 

ならば言語だけ人工言語にして、あとは各民族の文化や風土に合わせて言語を使えばいい

——と考える人がいます。 

その場合、相手がどこの文化圏の出身か踏まえた上で話をしないと誤解を招きます。 

こちらは稲のつもりで言ったのに米のつもりで受け取られたとか、雌牛のつもりだったの

に総称して牛で受け取られたといった誤解が生まれます。 

 

また、狼は日本では孤高などの象徴ですが、西洋では一般的に悪者です。 

この象徴も文化から来ており、民族ごとに異なります。 

日本人話者が「彼は一匹狼だね」と言ったとき、素直に西洋人は喜んでくれるでしょうか。

恐らくNoでしょう。 
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言語だけひとつにまとめて後は個々の文化や風土を反映して良いとしてしまうと、このよ

うな誤解を生む恐れがあり、円滑なコミュニケーションは期待できません。 

これでは自分の言いたいことがきちんと伝わらないので、結局相手か自分の文化を前提に

言語を使用するようになります。 

その前提となった文化が西洋のものなら我々には言語の運用が不利になりますし、逆もま

た然りです。 

従って、人工言語なら平等な国際語が作れるというのは誤りです。 

 

3 英語より人工言語のほうが構造が簡単だから、人工言語のほうが習得しやすい？ 

 

違います。 

 

確かに人工言語のほうが構造が簡単で、しばしば覚えやすいです。 

英語とエスペラントならエスペラントのほうが一見覚えやすいように感じられます。 

 

ところが実際にやってみるとそうは問屋が卸しません。 

なぜなら教材が豊富でないからです。みなさん言語の構造ばかりに注目していませんか？ 

実際勉強する段階になったら教材を使うのですよ。英語の教材は市場が熾烈なので、どん

どん親切で丁寧なものが作り込まれていきます。 

 

一方、人工言語の教材などタカが知れているでしょう。 

HTMLの異常に長い文法説明がドンと置いてあるだけのサイトが殆どです。読みづらく、

教材とすら言えないレベルです。 

 

よく「学校で英語をやっていかに英語が複雑かと思って人工言語を作ろうと思った」とい

う作者がいます。 

しかし筆者から言わせれば、英語の親切な教材を使っても英語が複雑に感じるような語学

力では、人工言語を志したところでどうせ長続きしないでしょう。 

実際に、このようなタイプの作者が自言語を投げ出す確率は観測上、非常に高いです。 
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4 自分で作った言語を広めるにはやはり出版するのがいいですか？ 

 

出版物のほうがインターネットより集客能力があるという考えは誤りです。 

同時に、インターネット上の情報が無条件で出版物に劣るという考えもまた誤りです。 

その考えは後述する出版幻想に侵されています。 

出版物のメリットとインターネットのメリットを見定めることが重要です。 

 

なお、出版する場合は自費出版になります。出版業界の事情に明るい筆者に言わせれば、

人工言語にお金を出してパトロンになってくれる版元などありえません。人工言語では商

売にならないからです。その理由は単純で、人工言語に興味を持つ人間が少ないためです。 

ただしエスペラントはもはや一外国語と見なされている節があるため、エスペラントの教

材などは自費でなくとも出版できる可能性があります。 

 

また、小説の中に当たり障りの無い程度に人工言語を登場させるというのは可能でしょう。

しかし、その程度の少ない分量では人工言語の本を出したとは言えないでしょう。かとい

って『紫苑の書』のように本格的に人工言語を前面に押し出すと売れる見込みが激減する

ため、自費出版以外は厳しいでしょう。 

 

5 せっかく作ったんだから使いたい！どんな使い道があるの？ 

 

国際補助語→限られたコミュニティの中で仲間内の符牒として用いるのが現実的な限界 

芸術言語→小説などのコンテンツの中で使用 

工学言語→言語学論文中の思考実験などに用いる 

プログラム言語→BASICやCのように、コンピュータに用いる 

 

その他、暗号として日記をつけるのに用いることもできます。これは個人言語に分類され

ます。 

また、言語を作ることはこの世の概念を自分の思う通りに切り分けて命名していく行為な

ので、創造主としての楽しさや優越感を感じる人もいるようです。 
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ただ、楽しいからという理由でやっている人は、往々にして長続きしません。人工言語制

作の大半は地味で過酷な辞書作業ですから。 

 

II 人工言語に否定的  

 

1 そんなもの作っても何の役にも立たないのでは？ 

 

はい。「せっかく作ったんだから使いたい！どんな使い道があるの？」で述べた以外の役

には立たないと思います。 

基本的に人工言語は役に立ちません。唯一役に立っているのはプログラム言語です。 

従って人工言語に興味を持つ人間は非常に限られています。それが現実です。 

 

2 言語を作る暇があるなら英語でもやった方がいいのでは？ 

 

そう思います。筆者も日本語が通じる相手には積極的に日本語を使い、アルカは避けます。 

日本語が通じるなら日本語でいいじゃないかと思っています。面倒くさいし馬鹿馬鹿しい

と思います。 

 

アルカのような作り込みを持った人工言語はそれまでに無いタイプだったため、創ること

には人工言語史的な意義がありました。 

しかし使うということに関しては特に意義がないため、使うのは日本語や英語で十分と考

えています。エスペラントも同様です。 

 

人工言語をやるくらいなら英語や中国語をやったほうが得ですし、実際筆者ですらそうし

ています。 

人工言語史の視点と現実の損得勘定を分離並行して考えられる人間でないと、人工言語に

手を出すのは難しいでしょう。 

 

3 英語ができないから人工言語をやっているの？ 
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「英語は複雑だからもっと簡単な言語を作ろう」と思う人はたまにいます。 

このタイプには2種類あります。 

 

ひとつは教材の豊富な英語ですら挫折するような人間。このタイプは長続きしません。 

英語ができないから人工言語に逃げた手合いですが、人工言語をきちんと作るには語学力

が必要なので、遅かれ早かれ息が続かなくなります。 

 

ひとつは語学が得意な人間。生き残る作者に多いタイプです。 

彼らは英語はもちろん他の言語もしばしばできます。英語ができないから人工言語をやっ

ているというパターンではありません。 

 

4 どうせ英語と似たようなものしか作れないのでは？ 

 

英語の知識しかない日本人が作れば、日本語と英語を混ぜたような言語になるでしょう。 

言語作者には語学好きが多く、様々な言語を調べた上で自言語を作ります。 

その場合は英語に似たような言語になるとは限りません。 

 

なお、英語に似るのを恐れてあえて英語とずらした仕様にする必要はありません。 

例えば I have two sistersというHAVE言語では、「〜になる」という表現より「〜をする」

という表現のほうが一般的です。 

これは言語学的に分かっているデータで、むしろ揃えないとその言語が言語学的に見て不

自然になります。 

言語の特徴はある特徴が定まるとドミノ倒しのようにほかの特徴も決まっていくものなの

で、英語を含んだ何らかの自然言語に似た特徴が出てくるのは当然なのです。 

 

5 人工言語の作者は自分の言語で世界征服がしたいの？ 

 

そういう人もいるかもしれませんが、殆どは違うと思われます。 

また、仮にそう思ったとしてもどのみち実現しません。 

言語が広まる要因は経済力と軍事力と人口で、人工言語はこのどれも満たしません。 
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作者には大きく分けてふたつのパターンがあります。 

ひとつはなるべく自分の言語を広く使ってほしい人。エスペラントのような国際補助語を

作る作者にはこの傾向があります。この手の言語にとっては普及率が重要だからです。 

もうひとつは限られた範囲で自分の言語を使いたい人。アルカのような芸術言語を作る作

者にはこの傾向があります。この手の言語にとっては品質管理が重要なので、むやみにユ

ーザーを増やすのを避ける傾向にあります。 

 

従って、とりわけ後者にはQのように考える者は少ないと言えます。 

実際、筆者はアルカが間違って覚えられるくらいなら広まらない方がマシだと考えていま

す。 

もっとも、そう思えるのは既に優秀なユーザーやネイティブスピーカーを獲得している余

裕からかもしれません。 

 

III かじってみたい  

 

1 どんなのがあるの？ 

 

国際補助語→エスペラントなど 

芸術言語→アルカなど 

工学言語→BASICなど 

 

一番手っ取り早く確実なのは、グーグルなどの検索エンジンで「人工言語」と検索し、最

初のほうのページを見ていく方法です。 

とりあえずエスペラントとアルカは日本語での資料も豊富で教材も読みやすいものがある

ため、最初にやるには取っ付き易いです。 

グーグルの「人工言語」のサジェストには「アルカ」が来て次に「エスペラント」が来る

ため、知名度も申し分ありません。 

 

2 語根が少ない言語は習得が容易？ 
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違います。 

 

2011年6月現在、英検三級の語彙数は必要最低語彙数が約1300語で、出題語彙範囲は約

2100語です。 

三級ですら数千語も覚える必要があり、一見英語の学習は大変に見えます。 

 

もし語根を少なくしたらどうなるでしょう。例えば fingerを覚えるのが面倒なのでhand（手）

+stick（棒）で指を表すというような方法です。 

指をhandstick（手の棒）と言えば fingerは不要になるので、語根の数は減ります。 

ちなみに指を「手の棒」のように複合語で表現するのは荒唐無稽な発想ではなく、実際に

韓国語の손가락（指）は「手の先」という意味です。 

 

語根を減らせば一見覚える数は少なくなるような気がします。しかし指がhandと stickの

組み合わせであることを別途覚える必要があります。 

結果的に覚える語数は減っていません。従って、習得が容易とはいえません。 

しかも複合語を使うことで一般に単語は長く冗長になります。言語全体が使いづらくなり

ます。 

 

とはいえ、fingerよりはhandstickのほうが覚えやすいような気がしますよね？ 

確かに「手の棒で指だ」と言われれば分かりやすい気はします。 

しかし人によっては指を「手の先」や「手の枝」と考える場合もあります。 

 

「手の棒」は造語者の恣意的な命名によるものなので、結局その造語者の恣意性に合わせ

てひとつずつ語根の組み合わせを覚える必要があります。 

命名の恣意性がある限り、語根を減らすことが単語の覚えやすさに繋がることにはなりま

せん。 

ゆえに語根が少ない言語は習得が容易とはいえません。 
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それに考えてもみましょう。もし語根が少ない言語は習得が容易だったら、自然言語はど

れも右へならえしているはずです。 

 

3 最小労力で最大限の表現をできる言語は優れている？ 

 

違います。 

 

まず「最小労力」の定義が不明です。習得ですか、制作ですか、使用ですか。どの面につ

いて言っているのでしょう。 

「最大限の表現」についても同様です。 

 

とはいえそれでは話が進まないので、Qの意図を汲みましょう。 

恐らくQが言いたいのは「語根が少ない。文法が単純。音素数が少ない。でも自然言語並

みの表現ができる。それ即ち優れた言語」ということでしょう。 

見事に400年前から引き継がれてきた議論です。ひとつずつ問題点を挙げていきましょう。 

 

まず語根の少なさ。語根が少ないほど単語ひとつ当たりの長さが増し、表現が冗長になり

ます。 

覚えるときはもしかしたら多少楽かもしれませんが、使うときは明らかに非合理的です。 

 

次に文法の単純さ。これは単純であるに越したことはないでしょう。いたずらにラテン語

のような複雑な屈折を設けなくとも言語は十分成立します。 

かといってあまり単純にしすぎると、たいていの場合一音当たりの文法的情報量が増しま

す。 

 

例えば過去形が tで現在形が rで未来形が sで、「行く」がgoだとしましょう。この言語

ではwent, go, will goがgot, gor, gosになります。 

文法が単純になった反面、最後の一音が持つ文法的情報量が英語に比べて多くなっていま

す。この状態で最後の一音を聞き逃したらどうなるでしょう？ 
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英語の場合、ある程度バッファがあるので、聞き逃しに強いです。使うときのことも考え

て設計すれば、文法を極限まで合理化するのも考えものだと分かります。 

 

次に音素の少なさ。ロトカス語には子音が6つ、母音が5つしかありません。 

音素が少ないので世界中の人にとって発音しやすいと推測されます。 

 

ところが音韻が少ないということは、音の組み合わせが少なくなるということです。つま

り、音節数が減るということです。 

音節数が減れば、単語の平均長が増します。従って冗長になります。 

また、音のバリエーションが少ない言語では、例えば sと zが同じ音として認識されると

いった現象が起きます。 

これは多くの話者にとって簡単どころかむしろ不可解です。実際、「サ」と「ザ」が同じ

だと言われても、我々にはピンと来ませんよね。 

 

以上で見たように、習得を最小労力にしようとしても結局使用時に冗長になるなどといっ

た問題が出るため、最小労力で最大限の表現をできる言語は優れているとは言えません。 

逆に習得を難しくしすぎてあらゆる単語を単純語にした場合、単語の平均長は短くなって

運用は一見楽に見えますが、それでは機械語と同じように人間にとって使いづらい言語に

なってしまいます。 

要するに、習得と運用の容易さを両立することはできず、シーソーゲームのようなものだ

ということです。 

 

なお、ちょうどバランスの取れた位置にあるのが自然言語です。 

言語によっては多少片側に傾いているものの、自然言語は概ねバランスが取れており、著

しく偏っているということは少なくともありません。 

人工言語にもバランスが大切です。最小労力で最大限の表現をできる言語は優れていると

いうのは誤謬ですし、そのような作業は無駄です。そのことは何百年も前に既に実証され

ています。 

 

4 色んな言語を混ぜれば平等か？ 
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エスペラントは西洋語中心なので、アジア等にとっては不平等だという批判があります。 

では世界中の色々な言葉から語彙等を流入させた場合、平等な言語になるのでしょうか。 

平等は平等ですが、それは「誰にとっても等しく覚えづらい言語」にしかなりません。 

 

学習者は世界中の様々な言語に詳しくないと、単語を覚えるのが大変です。 

エスペラントであれば西洋語に通じていれば簡単に単語を覚えることができます。 

しかし世界中の言語から語彙等を借りてくる場合、誰にとっても覚えづらくなります。 

 

このような国際補助語が広く受け入れられることは、合理性から言っても考えにくいこと

でしょう。 

もし国際補助語を作るのであれば、世界中という広い範囲でなく、西洋や漢字圏などとい

った文化圏ごとに狙いを定めるほうが合理的です。 

 

5 日本で有名な人工言語は？ 

 

エスペラントです。一般人ですら聞いたことがあるほどです。 

 

後はゲームや映画に出てくる人工言語です。 

Final Fantasy Xのアルベド語は日本語の暗号にすぎませんし検索エンジンでも上位には上

がってきませんが、ゲームの知名度に乗っかって有名です。 

言語の普及は経済力や軍事力などによるもので、大手企業のゲームは経済力があるため、

言語の作り込みや品質に関係なく有名になります。 

個人や小集団でどんなに言語を作り込んだところで、そうそう有名にはなれません。アル

カは検索エンジンの点で見れば申し分ないのですが、流石に大手企業には勝てません。 

 

ただ、個人や小集団で言語を作り込むのが無駄というわけではありません。 

きちんとした人工言語を作りたいという人間にはちゃんと努力は伝わります。 

その結果が現在の検索エンジンにおけるアルカの知名度に繋がっています。 

 



62 

 

6 参考書はないの？大学では学べないの？ 

 

●参考書 

 

・エスペラント 

 

書籍はアマゾンや書店にあります。 

オンラインでははじめてのエスペラントなどがあります。 

 

・アルカ 

 

公式サイト：http://constructed-language.org/arka/ 

動画でわかるアルカ：http://constructed-language.org/arka/home_xivveiz.html 

はじめてのアルカ：http://constructed-language.org/arka/study_mive1_2.html 

幻日辞典：http://constructed-language.org/klel/ 

書籍版『紫苑の書』 

『人工言語学・アルカ』（本書） 

 

・その他 

 

稀に書籍を出している言語もありますが、出版幻想で述べたとおり売れておらず、事実上

存在がありません。 

またオンラインでアルカ並みに豊富な日本語解説を持っているサイトはエスペラントです

らありません。 

 

●大学 

 

大学で言語学を専攻しても、人工言語を専攻することは許されません。筆者がソースです。 

高校時代から人工言語をやるために大学へ入り、大学院まで行きましたがダメでした。 
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高校時代で既に言語学が人工言語を扱わないという知識はありましたが、当時はネットも

なく、無理に大学でやるしかありませんでした。 

 

機械翻訳など一部の分野を除いて、言語学は理系と違って機材や試薬が要りませんから、

本代や学会への渡航費が主な出費になります。 

従って個人研究が十分可能な分野です。特に人工言語は言語学の範疇外なので個人研究で

やらざるをえません。 

幸運なことに出費が少ないため、本代さえ捻出できれば独学で人工言語に必要な言語学の

知識は得られます。 

よって、大学で言語学を専攻する必要はありません。 

 

IV 作ってみたい  

 

1 発音も文法も簡単なのがいいよね！ 

 

「最小労力で最大限の表現をできる言語は優れている？」で述べたとおり、発音も文法も

簡単なほうが必ずしもいいかというと、そうではありません。 

 

一般に、言語は習得と運用にかかる労力がシーソーになっています。 

習得のしやすさに特化すれば使いづらく冗長になり、運用時の労力を下げようとすれば覚

えにくくなります。 

自然言語同様、習得と運用にかかる労力のバランスを取るのが一番です。 

 

2 単語が多いと大変！作るのも覚えるのも楽できないかな？ 

 

覚える単語を減らす方法を筆者は語彙圧縮と呼んでいます。 

語彙圧縮にはいくつかの方法があります。 

 

1:アプラウト 
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母音を規則的に変えて反対語を作る方法です。 

例えば saが「前」だとすると、siは「後ろ」になります。 

同じくhaが「上」なら、hiは「下」になります。 

 

これの欠点は聞き違いに弱いことです。実際、言語を運用するには頼りないです。 

この手法は英語の footと feetのように数の違いなどに留めたほうがいいでしょう。 

語義が真逆になるような単語に適応するのは厳しいです。 

 

なお、母音でなく子音を変化させる方法でも語彙圧縮は可能です。 

 

2:接辞 

 

axmaが「論理的」だとして、接頭辞 al-が反対語を作るとします。 

この場合、alaxmaで「非論理的」になります。 

エスペラントは接頭辞mal-を用い、この語彙圧縮法を採用しています。 

 

これの欠点は反対語が冗長になることです。 

エスペラントで「左」はmaldekstraと言います。leftに比べて倍以上長く、冗長です。 

また、接頭辞を聞き逃すと逆の意味に取られます。 

 

3:置換規則 

 

例えばkは t、aは i、gはdにそれぞれ対応するというような置換規則を作ります。 

kagが「裕福」だとしたら、この規則に従って tidは「貧しい」になります。 

 

この手法は聞き間違いに強く、かつ単語も冗長になりません。 

これの欠点は置換規則を覚えるのが面倒だという点と、置換後の単語の音が気に入らない

ことがあるという点です。 

 

3 自然言語をパクったと思われたら嫌だからユニークなのを目指そう！ 
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自然言語から単語や文法などを借用しない言語をアプリオリといいます。反対語はアポス

テリオリです。 

アプリオリはユニークです。ゼロから考察して組み立てることに意義があります。 

言語のバリエーションは有限なので、結果としていずれかの言語に似ます。 

しかしゼロから組み立てていれば、どの言語に似ようがアプリオリになります。 

 

「パクったと思われたら嫌だ」という感覚は「楽しやがって」という非難が背景にあるも

のと思われます。 

確かに作業的に見れば楽はしたのでしょうが、必ずしもアポステリオリがアプリオリに劣

るということはありません。 

そもそも言語に優劣はありません。人工言語にも作り込み以外の観点では優劣がありませ

ん。 

 

4 自然言語の欠点を克服した完璧な言語を目指そう！ 

 

言語には優劣がありません。従って長所や短所もありません。つまり欠点と客観的に決め

る要因はありません。 

欠点だと思うものは主観的なものにすぎません。ゆえに欠点のない完璧な言語は主観上に

しか存在しません。 

 

主観的な完璧さは人によって違います。 

従って完璧な言語について議論すると結局は平行線になり、紛争に終わります。 

何が良いと思うかは人それぞれです。この手の議論は不毛なので避けましょう。 

 

5 文法も単語も充実してきた！次は何をすれはいい？ 

 

各単語の語法と用例です。 

同時に、小説などのコンテンツです。言語には実用された実績が必要です。 

さらにそれが終われば読者獲得のため、読みやすいサイト作りをしてください。 
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国際補助語の場合はできるだけ広める努力をしましょう。 

芸術言語の場合は限られた範囲内で同好の士を見つけましょう。 

 

6 やっぱり言語学に詳しい人でないと作れないものなの？ 

 

人工言語は言語のタイプによって制作の難易度が異なります。 

 

最も難しいアルカのような「アプリオリの自然主義人工言語」を作るには、言語学の知識

や広い語学の知識が必要です。 

その上、ゼロから概念を命名していくので、森羅万象に詳しい必要があります。自分の嫌

いなことでも積極的に勉強する我慢ができない人には作れません。 

従って、この手の言語に手を出す人は非常に少ないです。また、手を出したとしても続け

ていくのは至難の業です。 

 

一方、エスペラントのようなアポステリオリであれば既存の自然言語を元に作れるので、

言語学の知識がなくてもできなくはありません。 

実際エスペラントを創ったザメンホフは眼科医で、言語学者ではありませんでしたから、

言語学について詳しくなくても不可能というわけではありません。 

ただ、あまりに知識がないと本当にただ自然言語をコピーしただけのものになりますし、

最悪コピーさえ巧くいかず、言語学的に見て不自然な言語になりえます。 

 

またアプリオリでもウィルキンスの創ったような百科分類的な人工言語であれば、言語学

の知識がなくても作れるでしょう。 

ただそれが人間にとって使いやすい言語かというと疑問が残ります。 

 

まとめると、言語学に精通している必要は必ずしもありませんが、あればそれだけ精巧な

ものが作れるということになります。 

 

V その他  
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1 自分は一般人なんだけど、どんな人が人工言語に興味持つの？ 

 

以下の条件を満たすほど、人工言語に興味を持つ傾向が高いです。 

 

1:語学に興味がある（特にマイナーな言語に興味があり、就職のためというより学問とし

て興味のある者） 

2:日常生活で複数の言語を耳にする（家庭環境や居住地による影響が大きい） 

3:若い（10代から20代までが最も興味をもつ年代） 

4:男性（女性は語学力は高いが、旅行や就職など即物的に役立つ言語に興味が行きやすい） 

5:自分を特別視している（言語は世界を切り分ける行為。万物に命名する神ともいえる。

制作者はエゴが強い傾向にある） 

 

2 世界で最初に人工言語を作ったのは誰？どんな言語？ 

 

一般的には、12世紀ビンゲンのヒルデガルトによるLingua Ignota（未知なる言語）と言わ

れています。 

意外なことに女性で、女子大修道院長でした。語彙数は約1011です。 

詳しくは人工言語学の人工言語史概説をご覧ください。 

 

3 人工言語の成功例って何かあるの？ 

 

成功か失敗かは、各人工言語が定めた目標を満たしたか否かで客観的に定まるものです。 

話者が何人超えれば良いとかいう話ではありません。 

 

人工言語は目標を明確に唱えていないものが多くあります。 

国際補助語でもどの程度までを目標とするかきちんと定義していないことがあります。 

また、同じ言語を使う者たちの間でもグループによって目標が異なったりします。 

わかりやすい場所に目標を置いておいてくれればいいのですが、なかなかそういかないの

が実情です。 
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いずれにせよ、自分たちで定めた目標が満たされれば、その時点で成功といえます。 

アルカの場合、制作者の間で使用することが目標でしたから、00年代で既に達成していた

ことになります。 

 

4 そもそも日本語だって英語だって人が作ったものじゃないの？ 

 

人工言語は「特定の個人ないし集団によって意図的に形成された言語」と定義されます。 

日本語や英語は民族全体が非意図的に形成した言語であるため、人工言語ではありません。 

 

人工言語の定義について詳しくは人工言語学の人工言語の術語をご覧ください。 

 

5 なぜ人工言語界はまとまらないの？ 

 

人工言語は自分の規定した枠組みを他人に使わせるものなので、一般的にエゴの強い存在

です。 

群小人工言語が寄り集まったところで、エゴの集まりにすぎません。言語を作る目的も、

どの言語が良いと考えるかの趣向もまちまちです。 

結果、各人がてんでバラバラなことを言い出し、放っておいても内部分裂します。 

 

実際、アメリカにも日本にもヨーロッパにもまとまって有機的に機能している人工言語の

集まりはありません。 

せいぜい個別言語のスレッド群が集まった掲示板や、リンク集のポータルサイトしかあり

ません。 

なお、群小人工言語を集めて大きな発言力にしようという考えは、既に400年前に失敗し

ています。 

 

6 一番優れた人工言語って何？ 

 

●言語に優劣はあるか 
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故千野栄一などが特に強く主張していましたが、自然言語に優劣はありません。 

これは言語学の一般的な自然言語観です。 

従って人工言語にも優劣はありません。 

 

ただし人工言語には自然言語と異なる部分があります。それは個人や少集団による創作物

であるという点です。 

創作物であるからには、どれだけ完成度が高いか、どれだけ作り込まれているかというポ

イントが評価点になります。 

すなわち完成度や作り込みの点で人工言語には優劣があると言えます。 

 

完成度より重要なのは作り込みです。完成度は結果論ですが、作り込みにはその過程の努

力も見えます。 

例えばアポステリオリの場合は有り物から素材を引っ張ってこれるため、簡単に完成させ

ることができます。その気になれば1日でも可能です。 

一方自然主義のアプリオリの場合、何十年という期間をかけてようやくアポステリオリ並

みの完成度に到達します。かかった労力が違います。 

 

同じ完成度でも、既製品の建売住宅を買うのがアポステリオリだとしたら、自分で木を切

って組み立てて家を建てるのがアプリオリです。 

アプリオリはゼロから作るので、細かいところまで自分の好きなようにカスタマイズする

ことができます。 

たとえ同じ完成度であっても、創作物として見たとき、その作り込みの違いは圧倒的です。 

 

そして一般に作り込みの深い創作物は人々からの理解と賞賛を受けやすいのが特徴です。 

「え、この家ゼロから自分で作ったの！？ すごい！」とはなるでしょうが、「え、この

建売住宅、金出して既製品で全部作ってもらったの、すごい！」とは常識的に考えてあま

りならないでしょう。それと同じことです。 

ましてゼロから自分で作った家が建売住宅と同レベルの完成度を誇っていれば、人々の驚

嘆は更なるものです。 
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●日本で作られた最大の人工言語は？ 

 

最大の定義が不明ですが、辞書の分量・語彙の豊富さ・文法や音韻論の成熟度など、言語

の作り込みでいえばアルカです。 

グーグルで「人工言語」と引けば、まずグーグルは「アルカ」をサジェストし、次に「エ

スペラント」をサジェストします。 

そして検索結果も上位はアルカ関連のページが殆どを占めます。従って、国産の人工言語

では知名度も最大と言えます。 

 

人工言語に優劣があるとしたら、完成度と作り込みの深さが最大の評価点になることでし

ょう。 

さて、表題の質問ですが、後は自解なさってください。 

 

7 なぜ日本の人工言語は世界的に有名でないの？ 

 

ひとつは欧米へのコンプレックスが根深いためです。言語学と同じで、国内の研究より英

語論文のほうがありがたがられる傾向にあります。 

実際中身を見ると大したことが書いてなくとも、英語というだけで何となくカッコイイと

勘違いする者がいます。言語学の専門家にすらいるのが実情で、困りものです。 

英語というだけで説得力があるとでも思っているのでしょう。英語で食っている筆者には

逆にそういうコンプレックスがないので、日本人はもっと日本語を誇れば良いと思ってい

ます。 

 

もうひとつは日本人の他人の足を引っ張る国民性です。 

アルカが新しい画期的なコンテンツを発表したとき、日本の人工言語作者は口をつぐむか

的を射ない揶揄をしました。 

一方、アメリカの掲示板では素直に評価され、厚意で英訳までしてもらえました。この国

民性の違いが問題です。 
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日本の言語作者たちは国産で世界と渡り合おうと考えるどころか、むしろ自分たちの中か

ら世界で通じる言語が出てくると面白くないので、足を引っ張ろうとさえします。 

そんなことをしているから、技術はあるのに世界から取り残されるわけです。人工言語だ

けでなく、日本という国はどの分野でもこうですよね。 

 

最後のひとつは単に日本人が英語ができないからです。 

英語で食べている筆者でさえ、ネイティブ並みのライティングなどできません。実は英語

業界にいる多くの人間が同様です。 

 

同じことは外国人にも言えます。外国人の書いた本がありますが、読んでみると一応きち

んとした日本語になっています。でもそれは編集者が校正をしているからです。 

大人になってからでは、何年日本に住んでいようとネイティブにはなれません。ノンネイ

ティブの生原稿を見たらきっと驚きますよ。 

その実情を知っているだけに、筆者は逆に自分が自然な英語で本を書くのは無理だと諦め

ています。 

無理なものは無理。非合理的な幻想は捨てることです。それよりも自分の言語を研鑽しま

しょう。 

 

それと最後にひとつ自分の実体験から、努力は報われるということを述べておきましょう。 

世の中は案外巧くできています。素直で有能な人物ほど、真面目に努力していればこちら

を認め、理解者になってくれるものです。 

逆に口だけで何もしないどころか人の足さえ引っ張るような人間は、こちらが上へ登って

いくにつれ、より嫉妬して敵側に回っていきます。 

努力することで有能な人間には理解され、無能な人間には遠のかれるわけです。こんなに

良いことはないでしょう。 

むしろ怖いのは無関心です。陰口すら叩かれなくなったら存在感がないということです。 

 

8 人工言語制作に年齢制限はあるの？ 

 

 人工言語に興味を持ちやすいのは10〜20代が中心です。 
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 また、人工言語制作のほとんどの作業は辞書の執筆です。人工言語の作業は体に堪える

ので、バリバリ第一線で執筆できるのはもって30歳まででしょう。ちょうど興味がなくな

りだすころに、うまい具合に体も付いていかなくなります。 

 エスペラントのようなアポステリオリでしたら大した作業量にならないため、何歳から

でも作れます。しかしアルカのようにゼロから極限まで作り込むとなると、30歳が限度で

しょう。 

 そういう意味では人工言語制作者はスポーツ選手と同じくらい寿命が短いものです。30

を過ぎたらもう引退で、後は昔取った杵柄で食べていくようなイメージです。引退後はゆ

ったり自分の言語を使ったり広めたり後輩を育成したりと、そんなスポーツ選手のような

人生が待っています。 

 一方、学ぶ分には何歳からでも可能ですが、やはり語学に興味を持ったり記憶力が良か

ったり頭が柔軟だったりするのは若いうちだけなので、30を超えると難しくなってくると

思います。 

 

 要するに、人工言語制作に年齢制限はありませんが、事実上の年齢制限は存在するとい

うわけです。10歳から志しても第一線で活躍できるのはわずか20年。15歳からなら15

年しかありません。 

 まして22歳ごろを境に日本では就職しますから、学生時代と違って時間も取れなくなり

ます。アルカのような極めるタイプの言語を就労しながらやると、体を壊すペースに拍車

がかかります。ソースは筆者です。筆者は格闘技の経験があり、自転車で埼玉から京都ま

で行くだけの体力がありながら、体を壊しました。通常の人間ならもっと早くにダウンし

ていることでしょう。 

 

 そう考えると事実上自由に活動できるのは22歳くらいまでなのです。10歳からでも12

年。15歳からならわずか7年しか動けません。 

 10歳のころは動けたとしても、アルカのようなゼロから概念を命名する言語は到底作れ

ません。きちんと物事を命名するだけの知識が子供にはないからです。仮にやったとして

も、数年後に作りなおしをする羽目になることでしょう。 

 となると頑張って15歳ごろから始めても、せいぜい22歳までの間にフル回転して作業

しなければならないということです。 
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 体を壊す覚悟で就職後も30まで頑張るとしても、時間は8年ほどしか伸ばせません。よ

って、勝負は15〜22歳までの間と、22〜30歳までの間ということになりますでしょうか。

これが現実的な人工言語制作者の賞味期限です。 
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5:回顧録 

 

筆者の人工言語に関する体験談をまとめたものです。 

 

5-1:新語の普及と競合について 

 

人工言語において新語を補充するやり方は、自然言語のやり方と変わりありません。作っ

た単語が広まっていく過程も自然言語と大差ありません。 

自然言語ではマスコミや著名人や一般の女子高生など、様々な人が新しい単語を作ります。

人工言語の場合、作者やユーザーが同じように新しい単語を作ります。 

いずれにせよ個人が造語したものが広まっていくので、本質的な違いはありません。 

 

新語の補充に関しては造語法をきちんと作っておきましょう。 

語根を中心とした派生語か複合語を利用するのが一番理解しやすいです。例えば「本」と

「棚」で「本棚」という複合語を作るようなやり方です。 

「本」が abで「棚」が cdなのに、「本棚」が abcdではなくxyzになるような造語法は理

解されにくいです。 

 

ところで、作った単語が必ずスムーズに広まるとは限りません。新語の案は複数出てくる

ことがあり、しばしば競合します。 

例えば2011年3月11日に起こった地震は当時、東北地方太平洋沖地震や東北関東大震災

や東日本大震災といったいくつかの名で呼ばれていました。放送局ごとに異なる呼称を使

っていたので戸惑った記憶があります。 

大抵の場合は競合を経た結果、いずれかの新語が生き残ります。生き残れなかった単語は

消えるか別の意味で使われるようになります。 

 

競合は略語にもいえます。例えば「メールアドレス」の略語は「メアド」なのか「メルア

ド」なのか。 

音訳にも競合は起こります。twitterの音訳は「ツイッター」なのか「ツィッター」なのか。 
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さらに地域ごとに異なる競合結果を得ることもあります。例えばマクドナルドは関東では

「マック」ですが、関西では「マクド」といいます。 

 

新語は常に競合の可能性を孕みますが、このことは人工言語でも全く同じです。 

話者数が少ないうちはいいのですが、エスペラントなどはかなりこうした競合が起きてい

ます。 

エスペランティストの中でも、学術用語のような高級語を造語するときはラテン語起源に

すると難しくなるので、ドイツ語のごとく合成語を多用してエスペラントの基本語を組み

合わせようという動きがあります。 

ところが基本語を組み合わせると自ずと語形が長くなり、使用の際に煩雑になるという欠

点があるため、反対者が存在します。そしてここに競合の可能性が生まれます。 

 

このように、人工言語もユーザーが増えるほど競合する確率が増え、新語の普及が難しく

なります。 

そこで必要となるのが言語を管理するシステムです。人工言語の場合は作者が管理するの

が多いでしょう。 

筆者も自言語を管理しています。ですが勝手な造語をされて困るときがあります。 

 

人工言語は一人で作っている間は自分の裁量で全て決めることができます。 

しかし人が増えて運用する段階になると競合などの問題が起き、スムーズな新語の普及は

難しくなっていきます。 

ユーザーの増加と新語の普及のしやすさは概ね反比例するということです。 

 

5-2:言語には文化と風土を与えましょう 

 

多くの人工言語制作者は言語だけを作り、文化や風土についてはあまり考慮しません。で

すが言語は文化や風土から影響を受けます。 

例えば日本語では兄と弟は単語レベルで区別されますが、英語ではどちらもbrotherです。

儒教的な考え方が残っている日本では年齢の違いは重要です。 

このように言語は文化などから影響を受けるので、言語だけを作るのはとても不自然です。 
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人工言語制作者に次のような質問を投げかけてみてください。文化と風土をきちんと考慮

して言語を作っていれば答えられるはずです。 

 

1:貴方の言語で太陽は何色ですか？ 

2:貴方の言語で虹は何色ですか？ 

3:貴方の言語で牛と米を表わす単純語はいくつありますか？ 

4:貴方の言語にオーロラやスコールはありますか？ 

5:貴方の言語で兄弟は男女や長幼で分けますか、それとも分けませんか？ 

6:貴方の言語の調理動詞は焼く系と煮る系のどちらが細かいですか？ 

7:貴方の言語で高貴な色は何色ですか？ 

8:貴方の言語で狼は何を象徴しますか？ 

9:貴方の言語で林檎は赤いものですか？ 

10:貴方の言語でプロトタイプの鳥は何ですか？ 

 

大抵の人工言語ではこれらがきちんと定められていません。なぜならわざわざ定めなくと

も最初から決まってるからです。そう、それは西洋文化か自国の文化です。 

国際補助語の場合、これでは不公平だという批判を受けます。芸術言語の場合、これでは

作り込みが甘いと批判を受けます。 

 

 

これまでの人工言語は形態論、統語論、音韻論、果ては文字論といったレベルをメインに

考察していました。言語そのものの構造だけを扱ってきたわけです。言語をを取り囲む環

境という部分には触れてきませんでした。 

正確には触れる段階に達していなかったのでしょう。個人で作る場合、5年10年ほどやっ

てようやく辞書や概説書がまとまればいいほうです。文化まで手が回らないというのが実

情でしょう。 

 

自言語がどの文化・風土に依拠するかはきちんと設定しておきましょう。そうでないと話

者間の誤解が絶えません。依拠するのは自然文化でも人工文化でも構いません。 
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ただし国際補助語は特定の文化を選べない立場にあるため、しばしばこの問題自体を見な

かったことにする傾向にあるようです。 

 

5-3:自国の文化の影響から逃れるには 

 

自国の文化の影響から逃れるには、自分にとって当たり前な物事をひとつひとつ疑ってみ

ることです。 

例えば文字をどの方向から書くかいった細かいことすら、文化や風土を考慮して定める必

要があります。 

 

文字の書記法は文化と風土、更には人間の身体の造りから影響を受けています。 

日本はかつて巻物を使っていたのでは右から左に文字を書いていました。右手で書くと左

手で巻物を捲ることになります。 

従って文字は右から左に字が進むのが合理的です。縦書きの巻物文化で左から右という文

字は非常に不自然です。 

一方、羊皮紙やパピルスを産出する風土では違った書記法が生まれたことでしょう。 

このように、一見当たり前に見える物事も、文化や風土や人間の体の構造といった要素を

考慮して検討する必要があります。 

 

他にも例を挙げます。時計のまわりはなぜ右回りなのでしょう。それは日時計のまわり方

に合わせたからです。 

ただそれはあくまで北半球が栄えていたからです。栄えていたのが南半球だったら、今ご

ろ地球の時計は逆に回っていたことでしょう。 

貴方が創る世界で南半球が栄えていたら、時計は逆回りにする必要があるということです。

こんな当たり前の物事から疑ってかかりましょう。 

 

次の例に移ります。なぜ日本人はかつて道の左を歩いていたのでしょう。それは刀を左に

差していたからです。 

右通行だと鞘がぶつかって喧嘩の原因になったからです。これには武家社会という文化が

影響しています。 
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通行帯の向きひとつ決めるにも通時的に見なければならないので、人工文化をゼロから作

るのは非常に大変です。 

 

こういう考察は面倒ですが、ひとつひとつ決めないと自国の文化から逃れることはできま

せん。 

たとえ自分が無宗教家でも世界の設定としては宗教を作るべきだし、神話も作るべきです。

特に神話のような想像の産物はオリジナリティ溢れるものなので、流用は禁物です。 

天使に羽が生えているのはキリスト教で神が天にいるからです。地にいたら天使は頭にド

リルを生やしている可能性があります。安易に天使に羽を付けてはいけません。 

 

もちろん、全てを既存の神話と異なったものにする必要はありません。自分の創る世界に

とって自然であれば、いくら既存の神話とかぶっても構いません。 

例えば人工言語アルカの存在する世界でも死神は鎌を持っています。魂を穀物に喩え、こ

れを刈り取るという発想から来ています。 

 

日ごろ私たちが何気なく見ているものは、ことごとく文化から影響を受けています。 

私たちは懐疑的になることがないまま、文化の影響を看過しています。いつの間にか自国

や強国の文化に脳が洗脳されて、疑問を持つことすら忘れてしまっています。 

自国の文化の影響から逃れるには、当たり前の物事を見逃さない眼を養いましょう。 

 

5-4:人工言語は世界共通語になれるか 

 

人工言語は世界共通語になれるでしょうか。今回はそのことについて考えたいと思います。 

 

エスペラントの作者ザメンホフは、ホマラニスモ宣言の5番で「あらゆる人間は個人生活

では好きな言葉を話し、好きな宗教を信じる完全かつ明白な権利を有すると認める」と述

べました。 

彼は世界をエスペラント一色に染めようとしていたのではなく、あくまで国際補助語とし

て使いたいと考えていたようです。 
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現実的に考えて、世界を一つの言葉で統一するというのは不可能です。でも現在の英語の

ように、事実上の世界共通語というレベルであれば実現可能です。 

では人工言語が英語のような世界共通語になれるかどうかですが、現実的には厳しいと思

います。 

というのも、言語が広まる要因は経済力と軍事力と人口だからです。 

 

論理的で合理的で優れた言語というのは言語学的に存在しませんし、仮に優れた言語があ

ったとしても、それは広まる要因にはなりません。 

また、残念なことですが、言語の壁を崩して平和な世の中を作るといった崇高な理念も、

言語が広まる要因にはなりません。 

なぜこういうことが起こるのでしょうか。 

 

現在最も強い言語は英語と中国語で、特に英語の力は絶大です。 

英語圏の人間にはエスペラントをやるメリットが特にありません。殆どの人は周りの人間

が英語を覚えればいいだろうという態度です。 

一方、GDPが低い国の人間は生活のために英語を覚えることがあります。観光地などでは

特に顕著です。彼らはエスペラントを覚えようとはしません。お金にならないからです。 

本来言語の壁を崩してもらいたい弱い立場の人間ですら、結局は長いものに巻かれるわけ

です。 

 

エスペラントは作った時期が良かったこともあり、確かにユーザーは多いです。ただ、世

界共通語はおろか国際補助語にもなれていないのが実情です。 

この現状を見るに、人工言語を世界共通語にという希望は現実的ではないと言わざるをえ

ません。 

 

5-5:紫は高貴な色か 

 

色は象徴を持ちます。例えば青は「未熟」を表し、紫は「高貴」を表します。 

でも色が持つ象徴は言語や文化によって異なります。どこの国でも青が未熟というわけで

はありません。 
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従って人工言語で色を作る際は、色ごとに独特の象徴を与える必要があります。 

今回は色が表わす象徴について考えてみましょう。 

 

例えばある人工言語に紫を意味する単語があるとしましょう。そして高貴な色に紫を宛て

がうとします。 

このとき、どうしてこの言語で紫が高貴な色になったのかきちんと説明する必要がありま

す。 

 

日本語の冠位十二階制を参考にするだけだと捻りが足りないですね。 

アポステリオリな文化ならそれでも良いですが、アプリオリな文化の場合はオリジナルの

根拠が欲しいところです。 

 

もし科学的に波の長短が人間に高貴さを感じさせるのならそれが答えで良いと思います。

つまり、人間の目はなぜか紫の波長に高貴さを感じるというような理屈です。 

しかしそういう都合の良いことはありません。せいぜい赤は青より暖かみを覚えるなどと

いった限定的な部分でしか、人類は色について印象を共有しません。 

科学的に高貴だと言い切れないとしたら、ゼロから作るアプリオリな人工文化としては何

を参考に紫を高貴とすべきでしょう。 

 

ここで風土的なことを考えます。そもそも紫の染料はどうやって得ていたのでしょう。 

日本ではムラサキという植物の根から作りました。「群れて咲く」から「ムラサキ」です。

もとは色の名前ではなかったのです。 

このムラサキという植物の根を乾燥させ、水と灰汁を混ぜた媒染剤を紫根色といいます。 

これは当時の日本では非常に高価でした。従って高貴な人しか手に入れることができませ

んでした。それゆえ日本では紫が高貴を表わす色になりました。 

ちなみに昔の人はよっぽど紫がほしかったのか、藍と蘇芳で染めて偽紫を作っていたそう

です。 

 

紫に関しては西洋でも似たような事情がありました。 
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purpleという語を辿っていくと、シリアツブリボラ貝という染料に行き着きます。しかし

この貝から採れる染料はほんの少しです。 

従って日本と同じく紫は貴重で、そこから高貴な色に落ち着きました。科学的な根拠では

なく、染料としての高価さが原因でした。 

 

ある風土で紫の染料がこういう草や貝しかないとしたら、そこの文化でも紫は高貴の象徴

になりやすいと推測されます。 

そして最終的にはそれが言語にも影響を与え、「紫は高貴な色」という表現として具現化

されるわけです。 

面倒ですが、言語が依存する文化や風土というのはこうしてひとつずつ考察していくもの

です。 

 

なお、紫は別に人類共通の高貴な色ではありません。紫の染料が容易く手に入る風土にお

いては高貴の象徴にならなかったでしょう。実際、世界には高貴な色が紫でない文化もあ

ります。 

例えばカースト制度の初期にはヴァルナという4種の身分がありました。高位のバラモン

は白で、4番のシュードラが黒です。この文化圏では白が高貴な色になります。 

バラモンが白になった理由は諸説ありますが、 アーリア人のほうが先住民より肌が白かっ

たためではないかとも言われています。 

 

ある人工言語で高貴な色を定め、それを支える文化的・風土的根拠も定めたとしましょう。

ですがまだ安心はできません。 

言語は変化するものなので、歴史的な考察も含めねばならないのです。たとえ紫が高貴な

色だとしても、時代を経てそうでなくなる可能性があるということです。 

例えば中国では現在、皇帝の色といえば黄色です。もっとも、卑猥な色でもありますが。 

でも昔、皇帝の色は紫でした。皇帝の家は「紫禁城」と言いますよね。あれは天帝が極北

の紫微垣という星に近いところに住んでいると考えたからです。 

このように、色の象徴は一度定めても時間が経つにつれ変化することがあります。 

 

もうひとつ例を挙げましょう。 
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西洋では青が高貴な色に変わる時期がありました。あれは単に紫を取るための貝を採り尽

くしたのでその代理という説があります。 

この場合、絶滅という理由で高貴な色が変わったわけです。これも歴史による象徴の変化

といえます。 

 

このように、一度作っても時間が経つにつれ象徴は変わるものです。 

変わるのは色の象徴だけではありません。文化的なあらゆる事項が時とともに変化してい

きます。 

むろん、それにつられて言語も変化していくことになります。人工言語制作者はこれらの

点を全て考慮する必要があります。 

 

5-6:表意文字と表音文字 

 

表意文字を作ったことがありますが、非常に大変でした。 

具体的には人工言語アルカの幼字のことです。2065字強作りましたが、覚えるのも作るの

も面倒でした。 

 

表意文字は漢字と同じで覚えるのにたくさんの時間が取られます。また、辞書を作るとき

もどの字から載せていいか迷います。 

それに表意文字はフォント作りが難しいのも欠点です。2000字もフォントを作ったらそれ

だけで何年もかかることでしょう。 

ちなみに幼字はパソコンが普及していない時代に使っていた文字なので、一部が外字とし

て作られた以外はフォント化されていません。 

 

ところで、言語には「読み・書き・喋り・聞き」という4つの技能があります。 

以下ではこれら4つの観点で表意文字と表音文字を比べてみましょう。 

 

まず読み。 

文字数が多いため、アルファベットより漢字のほうが圧倒的に難しいです。 

つまり表意のほうが表音より読みづらいです。 
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ただ一度覚えてしまえば文書を速読しやすいという利点があります。 

 

次に書き。 

皆さんも子どのもの頃は漢字の書き取りで苦労したと思います。 

表意文字は書き取りが難しいです。表音文字だとスペルと音が一致している限りとても簡

単です。 

ただ、パソコンに打ち込むという点では手書きほど難しくはありません。例えば林檎と手

で書くのは難しいし面倒ですが、変換するのは楽です。 

漢字はタイプライターやファミコン時代には使いづらかったですが、現在ではその視認性

の良さから却ってアドバンテージがあると思います。 

 

次に喋りと聞きですが、ここでは表意文字はアドバンテージを失います。 

特に象形がそうですが、表意文字は字形そのものに意味があるので、 目で見て何となく意

味を察することができます。 

ですが喋りと聞きの場合はこの利点を失います。表意文字も音声になれば表音文字と変わ

りません。これは大きなディスアドバンテージです。 

 

 

表音文字は覚えるのも作るのも簡単です。一方、表意文字は神秘性や面白さがあります。 

どちらも捨てがたい魅力があるので、最終的な判断は制作者に委ねられます。 

 

5-7:英和式辞書と語法 

 

例えばアルカの辞書を作るとき、幻日辞典のようにアルカを日本語で説明する方法と、幻

幻辞典のようにアルカをアルカで説明する方法があります。 

最初は前者で作りましょう。というより、最初から後者で作るのは無理です。まだその言

語ができてない状態で英英辞典式のものは作れません。 

 

幻日辞典の場合、日本語を使ってアルカを説明します。するとここで問題が発生します。 

手はアルカで lasといいます。lasの項には「手」という訳語を書くことになります。 
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しかし日本語の「手」はときに「腕」にもなるので、語法欄を設けて「lasに腕は含まない」

などと書く必要があります。 

また、日本語の「手」には「助け」という意味があります。lasにその意味があるのかどう

かも書かなくてはなりません。 

 

幻日辞典の場合、日本語が定義する側の言語になります。アルカは定義される側の言語で

す。 

定義する側と定義されるされる側の語法が一致していない場合、きちんと注釈を書いてお

きましょう。 

 

ただ最初からそれをやるのは大変です。まずは単語帳のような簡単なところから始めまし

ょう。 

徐々に語法なり名詞の指す範囲なりを補強していけばいいのです。 

 

なお、単語の語源と成立年と造語者は忘れないうちに書いておくといいでしょう。 

これらはその場で書かないと忘れてしまいがちだからです。 

 

5-8:最小対語 

 

最小対語：hatと catのように、1音違えば別の単語になってしまうペアのこと。 

 

最小対語については常に聞き間違えの可能性がありますが、聞き間違えの確率は音によっ

て異なります。 

palとbalは聞き間違いやすいですが、palとnalはそれほどでもありません。pとnは調音

点と調音法が異なるためです。 

母音についても、舌の位置が唇の形が近いもの同士は聞き間違えやすいです。 

 

ときに、音にはソノリティというものがあります。これは聞き取りやすさの度合いを示し

たものです。 
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母音のほうが子音よりソノリティが高いです。子音でも lやmのほうがpや sよりソノリ

ティが高いです。 

従ってpalとnalのほうが、palとbalより聞き分けやすいといえます。 

つまり最小対語を気にする際は、特にソノリティの低い音に注意しましょうということで

す。 

 

ところで、言語には母音率という概念があります。フィンランド語や日本語は母音の頻度

が大きい言語です。 

母音率の高い言語はそうでない言語に比べ、子音の聞き分けに弱い傾向があります。実際

に、日本人が英語の聞き取りで苦手とするのは母音より子音です。 

貴方の作る人工言語が母音率の高い言語であれば、特に子音部分だけが異なるpalとbal

のような最小対語に注意しましょう。 

 

ちなみに、最小対語であっても出てくる文脈が全く異なれば、あまり気にしなくても良い

です。 

salが「リーダー」という名詞で zalが「奇妙な」という形容詞の場合、まず混同すること

はありません。 

もし salが「男」で zalが「女」だと、出てくる文脈が同じになる可能性が高いので、混同

しやすくなります。 

最小対語を見るときは、語義にも注意しましょう。 

 

5-9:人工言語で感情を起こせるか 

 

「人工言語は機械的に作ったものだから、そんなもので感情を起こせるわけがない」とい

う暴論が昔はあったようです。 

実際には人工言語だろうが自然言語だろうが慣れてしまえば同じです。 

 

例えば貴方がフリジア語を勉強し、フリジア語の小説を読んで感動したとしましょう。 

その後「実は貴方が習ったのはフリジア語ではなくエスペラントだったんだよ」と言われ

たとしても、感動した事実は消えませんよね。 



86 

 

学習者にしてみればそれが自然か人工かなど知った事ではないですし、そもそも知らなけ

ればそれまでです。 

 

筆者の場合、最初のうちはアルカを読んでも頭の中で日本語に翻訳していました。 

それで感情が起こったとしても、どちらかというとそれは日本語が作った感情だと思いま

す。 

しかし慣れてくると脳内でいちいち日本語に変換しなくなります。英語と同じです。 

この時点で起こった感情はアルカで感じた感情といって良いでしょう。 

 

個人的な話になりますが、アルカで喜怒哀楽を感じることに対して不思議だなと思ったこ

とがあります。 

アルカというのは自分たちがいなければ存在しなかった言語です。ただ音を組み合わせて

できただけの存在です。 

にも関わらず自分たちはその音の羅列に喜怒哀楽を感じます。自分が生まれてなかったら

ただの意味不明な音波にすぎないのに、その音波を聞いて泣いたりできるわけです。 

英語は別に筆者がいなくても存在したわけですが、アルカは違います。一時期、なんだか

そのことがとても不思議に思えました。 

 

5-10:ピクトグラム 

 

ピクトグラムとはいわゆる絵文字のことで、表意文字より範囲が広いです。 

漢字は表意文字ですが、落石注意の標識は表意文字ではなくピクトグラムです。 

 

地球語やLoCoSなどはピクトグラムを用いた人工言語です。 

LoCoSの場合、基本的に文字は左から右に進みますが、副詞は動詞の「上」に来ます。形

容詞は名詞の「下」に来ます。つまり、文字の位置によって品詞が決まります。 

この発想は非常に面白いです。ただ、こういう構成の文が自然言語に無いということを考

えると、これは人間の自然な認知に背くと考えられます。文あるいは句をひとつのまとま

ったゲシュタルトとして認知しづらいのが問題です。 
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一方この問題を解決しているのが地球語で、重ね文字という方法を使っています。 

地球語では文字を重ねて新たな単語を作ります。漢字と同じく象形・会意・指示をきちん

と表すことが可能です。 

漢字と違うのは漢字が「へん」と「つくり」による「組み合わせ文字」であるのに対し、

地球語は字を「重ね」ている点です。 

この方法には長所もあれば短所もあります。重ねすぎると文字が見づらくなるのです。3

重くらいで抑えると使いやすいです。 

 

ちなみに、地球語は単語に使う文字を音声表記にも流用できます。しかも IPA並みの細か

さを表せるので驚きです。 

地球語には形声文字が欠けていますが、音声記述においては漢字より遥かに細かいです。 

 

両者に共通しているのは、象形・会意・指示の割合が漢字に比べて大きいことです。 

漢字は形声の比率が大きいですが、人工言語だとこれが減少します。 

 

また、地球語では直線と曲線を区別しているので、書体が漢字に比べて限定されます。 

書体を変えて丸みを帯びさせた場合、地球語では「字母37」と「字母gd」の区別が困難に

なります。 

 

 

ところで、ピクトグラムの難しさはちゃんと伝わるかどうかです。人によって同じ図形を

見ても解釈は異なります。 

神社の地図記号は鳥居なので分かりやすいですが、桑畑の記号などはそれほど分かりやす

いとは言えません。 

桑の絵を描けば分かりやすくなるでしょうが、それでは細かすぎて文字として成立しない

でしょう。 

要するにピクトグラムの情報量は多すぎず少なすぎず、バランスが大事ということです。 

 

5-11:エスペラントで「ありがとう」は恥ずかしい？ 
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エスペラントで「ありがとう」はdankonといいますが、何だか日本人にとっては若干言い

づらい言葉ですよね。 

また、エスペラントの indiは「値する」という意味ですが、中国語の yin1di4（陰核）に音

が似ています。同じくmimi（身振りで示す）はmi1mi（おっぱい）を多少想起させます。 

もっとも、中国語には声調があるので実際に聞き間違えるほどではないでしょうが、それ

でも多少は気まずいでしょう。 

 

人工言語の単語が他の言語の卑語と重なってしまうことはよくあります。 

一般に卑語は短いです。例えばアホ、バカ、カス、crap, damn, brat, bitchのように。 

短いということは、それだけ自分が作った言語の単語と重複する確率が高いということで

す。 

 

本音を言えば他の言語の卑語とかぶる単語は使いたくないですよね。ですが世界には何千

もの言語があるので、ひとつも重複しないようにするのは不可能です。 

もっとも、ひとつひとつの単語を恐ろしく長くすれば重複を避けられます。例えば「目」

を tadermasefteringajampontのようにすれば、いずれの言語の卑語とも重複しません。でも

こんな言語は実用的ではありません。 

 

どのみち卑語の重複が避けられないのであれば、気にしないのが一番です。 

もし気になるのならメジャーな言語を10個くらい挙げ、その中から fuckや shitといった

代表的なものを選んで、これらの音を排他していけばいいと思います。 

 

5-12:高級語は分析的に作るか総合的に作るか 

 

*基本語の反対語をここでは便宜上高級語とします。 

 

基本語は単純語で作ることが多いと思います。犬や猫のように。 

高級語になると合成語が増えます。番犬や招き猫のように。 

日本語やドイツ語はこうした合成語が大好きです。 
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ところが言語によっては合成語を嫌う言語もあります。フランス語などがそうです。 

例えばタンポポはdent-de-lionといいます。これは「ライオンの歯」という名詞句をひとつ

の名詞にしたものです。 

また、蹴るという動作に関してはdonner un coup de pied（足の一撃を与える）と表現するこ

とがあります。 

 

こうしたフランス語のような言語のことを言語学では「分析的言語」といいます。ちなみ

に反対語は「総合的言語」です。 

基本語は単純語が多いので、自分の言語が分析的かどうか気にする必要はあまりありませ

ん。 

しかし高級語を作る段階になると、自分の言語が分析的か総合的か選択する必要がありま

す。 

 

なお、筆者は総合的言語のほうが好きです。それは一語一意になっていて辞書が引きやす

いからです。 

例えば蛾はドイツ語ではNachtfalterですが、フランス語ではpapillon de nuitといいます。 

Nachtfalterは一語なのでこのままの形で辞書に載っていますが、papillon de nuitはそうはい

きません。 

ひとつの概念なのにひとつの単語でできていないため、このままの形では辞書に載らない

のです。話者は蛾がpapillonに載っているかnuitに載っているかを判断しなくてはなりま

せん。 

 

これは面倒ですし、コーパス分析をする際も不便です。 

蝶という単語を何回使ったか、日本語やドイツ語で調べるのは簡単です。 

ところがフランス語の場合、papillonの出現数を調べた後、papillon de nuitの出現数を引か

ねばなりません。 

筆者はふだん言語を管理する立場にあるため、調査に手間のかかる分析的言語があまり好

きではありません。 
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とはいえ、もちろん総合的言語にも欠点はあります。総合的言語は合成語を好みがちです

が、合成語中の形態素間の関係は掴みにくいのです。 

例えば「前掛け」の先行要素「前」は体の前側という場所を指しますが、「涎掛け」の「涎」

は場所でなく防ぐ対象を指します。要素間の関係は常識で判断する必要があります。 

分析的言語では要素間を前置詞などで繋ぐため、比較的要素間の関係が掴みやすいという

メリットがあります。 

総合的言語にも分析的言語にもそれぞれのメリットがあるので、好きな方を選んでくださ

い。 

 

5-13:人工言語を覚えるのは簡単か 

 

結論からいうと人工言語を覚えるのは意外に難しいです。 

 

確かに文法や音韻論は簡略化することができるかもしれません。 

しかし個々の単語は覚えねばならないし、単語ごとに語法を覚えねばならなりません。 

 

その上、人工言語は教材に乏しいという弱点があります。 

CDブックは自作できるかもしれませんが、DVD映画作成は絶望的です。その上小説や歌

謡曲まで作るとなると大変すぎます。 

英語などの自然言語に比べて圧倒的に教材となる資料が少ないのが難点です。 

また、人工言語なので留学先が存在しないこともネックです。 

 

言語そのものの構造が簡単であろうと、学びの環境は劣悪です。 

学習環境が悪ければ、学習効率も自ずと悪くなります。 

そういうわけで人工言語を覚えるのは意外と難しいものです。 

 

5-14:高級語はどこまで作ればいい？ 

 

高級語はどこまで作ればいいのでしょうか。 

難解な学術用語や車の細かい部品まで、いちいち名付けなければならないのでしょうか。 
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いいえ。母語ですら知らない単語を作る必要はありません。 

それに、そもそも高級語を全て命名するのは不可能です。人類が長年の歴史で作り上げて

きたものを個人や少人数では命名しきれません。 

 

日常生活で目にするものから作っていきましょう。自分の生活圏内を自分の言語で表せれ

ば十分です。 

とりあえず目で見て母語で名前の言えるものについては優先的に命名していきましょう。 

車の細かい部品は目には入りますが、どうせそんなもの日本語でも何というのか分からな

いので無視して構いません。 

 

一方、よく分からなくとも製品のラベルに書いてある単語はできるだけ命名したいところ

です。 

こうなると注目すべきは分野は化学です。日用品の中に——特に原材料名の中に化学の術

語が多く潜んでいるからです。 

例えばジュースの缶に書いてあるゲル化剤（増粘多糖類）、果糖ブドウ糖液糖、ビタミン

Ｃなどがそうです。 

もっとも、会話でゲル化剤はまず登場しないのでこれは無視するとしても、ビタミン程度

は作っておいたほうが無難です。 

 

ほかに、よく目にする家電の類も命名しておいたほうがいいでしょう。 

例えばパソコンやマウス、スキャナ、プリンタ、テレビなどがそうです。 

メモリやハードディスクやインターネットは後から作ればいいし、イントラネット辺りは

必要性に駆られた段階で作れば十分です。 

 

高級語はどこまで作ればいいかという問いに対しては、自分が母語で使う程度の範囲とい

うのがひとつの目安になると思います。 

 

5-15:造語するときは事前調査を 

 

単語はどうやって作ればいいのでしょう。 
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アポステリオリの場合、何らかの言語から単語を借りてくるので、あまり造語で悩むこと

はないでしょう。 

エスペラントのように名詞がoで終わるという規則がある場合、そういったルールを適応

するだけで自然と造語できます。 

例えば梅ならumeoでいいわけです。着物はもともとoで終わっているからkimonoで構い

ません。 

 

アプリオリの場合、単語はゼロから作らねばなりません。このとき、きちんと名付ける概

念を調べてから命名しましょう。 

例えば日本語の「有理数」は本来「有比数」と呼ぶべきものです。rationalという語の訳を

間違えた結果、こうなりました。 

事前調査をしないと、有理数のことを自分の言語で「ことわりのある数」と訳してしまう

恐れがあります。  

 

「帝王切開」なども誤解が元で生まれた訳語です。面白いので一度語源を調べてみてくだ

さい。 

ともあれ、アプリオリで造語をする場合はきちんと事前調査をしてください。 

 

5-16:ゼロから語彙を作るには 

 

まず、語彙とはその言語が持つ全ての単語の集まりを指します。「単語」の格好良い言い

方のことではありません。 

人工言語の語彙ははじめは空です。空っぽの語彙に単語をたくさん入れていかねばなりま

せん。つまりゼロから単語を作って語彙を膨らませていくわけです。 

しかしその方法と労力は言語の類型によって劇的に異なります。 

 

アポステリオリの場合、自然言語から単語を借りることになります。アポステリオリも最

初の段階では語彙がゼロですが、機械的に自然言語から単語を借りることができるので、

手っ取り早く語彙を作ることができます。 
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エスペラントがこのタイプの言語に当たります。ザメンホフはラテン語などの西洋語を参

考にして、エスペラントに合うように語形を変えました。 

もちろん、彼も面倒な作業をしています。例えば名詞はoで終わらねばならないので、そ

れに合うように語形を変えたりといった調整をしなければなりませんでした。 

 

とはいえ、アプリオリに比べれば作業は遥かに楽です。ゼロから語彙を作るといっても、

実際の作業は制作というより調整に近いからです。 

ただし、手軽＝稚拙ということではありません。エスペラントは国際補助語なので、馴染

みのある言語を参考にするのはむしろ理に適っています。 

 

 

一方アプリオリの場合、単語を借りる相手がいないので、本当の意味で語彙をゼロから作

る必要があります。 

椅子を a、机をb、扉を c……というように機械的に命名していく方法もありますが、人間

が使うには不便すぎます。 

実際こういうタイプの言語は何百年も前に作られているのですが、人間の言語としては定

着しませんでした。 

 

では、人間の言語として自然でしかもゼロから語彙を作るにはどうすれば良いでしょう。 

アルカの場合、音象徴というものを用いました。音象徴とは音が持つイメージのことです。 

例えば iのように高く鋭い音は小さいものを連想させやすいです。これは聴覚に直接訴え

かけるので、人類共通の感覚です。 

日本語でもピーという音の方がプーという音より高い感じがしますよね。 

 

ただし音象徴が言語に100%活かされているかというと、そんなことはありません。実際、

「大きい」にもbigにも i音が入っています。 

従って小さいもの全てに i音を付けることは言語として不自然といえます。 

それにもしそうしてしまったら小さいものは全て i音を持つことになるので、聞き間違い

も増えることでしょう。 
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ゆえに音象徴は全ての単語に適応するのではなく、いくつかの単語や語根として利用すべ

きといえます。 

 

ここでひとつ例を挙げましょう。アルカでは鋭いものにはpiという音象徴を宛てがってい

ます。 

鋭いはpilで、針はpindで、注射は yapiです。尖ったものにはpi が入ることが多いです。 

これらの単語は音象徴から来ています。アルカに慣れた人はpiが入っていると「何か鋭い

ものかもしれない」と察知します。 

 

他に eは水を意味する音象徴で、kiは変化を意味する音象徴です。 

音象徴を使って造語力の高い語根を作れば、あとはそれの組み合わせで単語を作っていく

ことができます。 

アプリオリでゼロから語彙を作るには非常に便利な手法です。 

 

 

そんな便利な音象徴ですが、果たして自然言語にも見られるのでしょうか。 

自然言語にない特徴を人工言語に組み込むのは勇気がいることです。もしかして自分の設

計した言語が不自然で使い物にならないかもしれないリスクを生むからです。 

しかしご安心を。音象徴は自然言語にも見られる現象です。 

 

例えばpという音は「パン」とか「ポン」というような破裂を想起させます。これについ

て検証してみましょう。 

日本語の「春」は古くは「パル」という発音で、このパの部分は木の芽が吹く音を象徴し

ていました。確かにpが破裂を意味していますね。でも日本語を見ただけで十分といえる

でしょうか。 

実は春という単語にp音を含む言語は日本語以外にも見られます。例えば韓国語では봄と

いい、ポムと読みます。 

英語の springは春だけでなくバネなどの意味がありますが、どちらも語源は同じで、芽が

吹いたりバネが弾けたりするところから来ています。これも音象徴です。 
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また、フランス語で春はprintempsといいます。tempsは「時」という意味で、prinの部分

は英語の springと同じです。printempsはいわば「芽吹く時」という意味です。 

このように、音象徴は自然言語にも見られる特徴ですから、安心してアプリオリ人工言語

の中にも組み込めます。 

 

pが破裂を想起させるのはある程度人類共通の感覚です。しかしそういう便利なものはあ

まり数が多くありません。 

そこで音象徴を作る際は、恣意的なものも導入する必要があります。アルカで水を象徴す

る eなどはこのタイプです。 

 

なお、音象徴にはできるだけ汎用性のある意味を持たせましょう。 

「水」や「鋭い」や「大きい」のように、様々な単語に発展できる広い意味を与えましょ

う。 

間違っても「公共広告機構」のようなレアすぎる意味を与えないでください。応用が一切

きかなくなります。 

 

汎用性のある音象徴が数十から百もあれば、それをもとに基本語をどんどん作っていくこ

とができます。 

基本語ができたらそれを組み合わせて高級語を作っていけます。こうすればアプリオリで

もゼロから語彙を作れます。 

 

5-17:エスペラントとアルカ 

 

人工言語をやる際は、まずエスペラントとアルカの両方をやってみることをお勧めします。 

どちらも日本で容易に多くの情報が得られ、万を超える語彙を持ち、単語帳形式でない詳

しい辞書があり、取っ付き易いからです。 

そして何より、このふたつは互いにまったく異なる性質を持つからです。 

 

エスペラントは国際補助語で、アルカは芸術言語。 
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国際補助語と芸術言語は人工言語の二大派閥です。両方比べてみると、同じ人工言語であ

ってもいかに性質が異なるかが分かります。 

こうした両極端の言語に触れることで、あらゆる種類の人工言語に対して順応しやすくな

ります。言語の制作者はもちろん、学習者にとっても有益です。 

 

エスペラントとアルカの構造をちょっと比べてみましょう。 

 

文字：エスペラントはアルファベット（既存の文字）で、アルカは幻字（独自の文字） 

音韻：エスペラントは母音5・子音23で、アルカは母音5・子音20 

音節構造：ともに開閉両方有・子音連続有 

語順：ともにSVO。但し修飾はエスペラントは前置、アルカは後置 

その他、1字が1音韻に対応している点では同じ。チャ行などの音が1文字になっている

点がエスペラントでは特徴的。 

 

——共通点もあれば差異もありといったところでしょうか。 

エスペラントは西洋語に似ています。実際西洋語を基にしているので。 

 

アルカとどちらが学びやすいかですが、エスペラントのほうが学びやすいでしょう。アプ

リオリであるアルカよりアポステリオリであるエスペラントのほうが単語を覚えるのが簡

単です。 

エスペラントは文法も英語とほぼ同じなので学びやすいです。文字に関してはアルファベ

ットを採用しているので確実にエスペラントのほうが学びやすいです。 

アポステリオリだけあってさすがにエスペラントは学びやすいですね。 

 

もちろん、学びやすさだけが価値を決定するわけではありません。アルカが代わりに持っ

ているものは何でしょう。 

それは人工世界です。自然言語の焼き増しではなく、ゼロから創生された言語。それがア

ルカの特徴です。 

人工世界があるおかげでアルカは独特な表現を可能にしています。慣用句は文化や風土や

歴史を反映したものが多く、異世界なので語法もオリジナルです。 
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また、男女の言葉遣いや丁寧語などといった細かい表現にも長けており、文芸の分野で高

い威力を発揮します。将に名前の通り芸術言語というわけです。 

 

エスペラントはアルカにとって counterpart、対の片方です。全く異なった性質を持つので、

両者学ぶのは制作者にも学習者にも有益なことです。 

何よりエスペラントは現在も生き続ける最大規模の人工言語です。人工言語を志す者とし

ては登竜門として学んでおくべきでしょう。 

 

5-18:言語に優劣の差はあるか 

 

故千野栄一は言語に優劣は無いと強く主張していました。 

彼は学問的というよりも主観的・感情的に主張していたきらいがあります。 

一般的な言語学者と同じく、筆者は言語に優劣はないと考えます。優劣の基準が決められ

ないからです。 

 

合理的か非合理的かということに話を限定したとしましょう。それなら確かに合理的なほ

うが優れているように見えます。 

「見る」という動詞が異様に長い語形だったら大変だし、逆に短すぎても聞き取れないで

しょう。バランスの取れた簡潔さが良いわけです。 

そういう意味ではバランスの取れた合理的な言語というのは存在するかもしれません。 

 

フランス語には名詞に性がありますが、その煩雑さに見合うだけのメリットはありません。

英語と同じく性をなくしてしまっても一向に構わないはずです。確かにその点では非合理

的といえ、劣っているといえるかもしれません。 

実際、人工言語を作る人は名詞に性を与えないのがふつうです。エスペラントでも名詞の

性は捨象されています。 

ちなみに自然言語でも同様で、人工性の高いピジンになるほど性は失われます。 

 

ではそれだけで日本語のほうがフランス語より優れているのかというとそんなことはあり

ません。 
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例えば日本語はネイティブでも使いこなせない漢字という文字を大量に使います。更に用

言の複雑な活用や終助詞による複雑なニュアンスの違いといったものがあります。 

この件に関してはたった26字で全てを表現できる英語やフランス語のほうが合理的とい

えます。 

 

仮に優劣を合理性に求めたところで、言語にはそれぞれこだわるポイントというのがある

ので、どうしても総合的な優劣は判定できないのです。 

部分的には優劣を判じられたとしても、果たして用言の活用と名詞の性ではどちらのほう

が比重が大きいのかといったことは誰にも分かりません。 

なので結局総合的な優劣は測れないのです。それゆえ、筆者は言語の優劣に否定的です。 

 

ただし、それはあくまで自然言語の話です。千野栄一も人工言語は視野に入れなかったの

でしょう。 

さて、人工言語ではどうでしょう。優劣はあるのでしょうか。 

 

自然言語の場合、その社会が必要とするだけの語彙がきちんとあります。しかし人工言語

の場合は違います。 

作り込みが甘い駆け出しの言語とエスペラントを比べたとき、果たして両者の間に優劣の

差がないといえるでしょうか。 

自然言語には起こらない評価基準が人工言語には生まれます。それは作り込みというやつ

です。 

 

自然言語のネイティブは単語の語法をよく知っています。私たちが日本語の語法を身に着

けているのと同じです。 

くたびれると疲れるはほぼ同じ意味です。ではなぜ「くたびれたスーツ」とは言えるのに

「疲れたスーツ」とは言えないのでしょう。 

私たちは後者が言えないということは知っていますが、何故言えないのかまでは分かりま

せん。言えない理由は言語学者しか知りません。不思議ですね。 

学者が根詰めて考えないと分からないような語法が言語にはたくさんあり、しかもその理

由を知らない一般人が正しく言語を利用できるのです。これが言語の不思議なところです。 
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人工言語にも語法がありますが、自然言語と違って「理由は分からないけど何となくそう

育ってきたからそう覚えている」という理屈は通用しません。 

人工言語の場合、語法もゼロから作らなくてはなりません。つまり語彙のみならず、語法

にも作り込みがあるということです。 

語法が決まっていない——すなわち単語という道具の説明書がない——言語は果たして使

い物になるでしょうか。よく練られた言語のほうが優れていると判断されることでしょう。 

 

作り込みは語彙や語法だけではありません。統語論、形態論、音韻論、語用論、更には背

景となる文化や風土の作り込み。 

これら全てが人工言語の優劣を定める判断基準になります。 

 

筆者は自然言語の優劣には否定的です。総合的な優劣が決められないからです。 

しかし人工言語に関しては自然言語と違って作り込みという判断基準が入るため、優劣の

存在を認めざるをえません。 

この見解は大方の常識と一致するのではないでしょうか。例えば今日作りはじめたばかり

の言語がエスペラントと対等な評価を周囲の人間から得られるとは到底思えません。 

 

5-19:出版幻想 

 

そもそも自費出版した言語がインターネット上の言語より格上であるというのは出版幻想

にすぎません。 

 人工言語に興味を持つ人はとても少ない上に書店の棚は常に版元同士の奪い合いなので、

自費出版の本など殆ど置いてもらえないのが実情です。 

 本を出すよりはインターネットで公開したほうがよほど集客能力があります。 

 

 ですから広めるという意味では本のほうがインターネットより格上というのは古臭い考

え方で、出版社の威光を過大評価した幻想といえます。 

 徐々にインターネットのほうが効果的なツールとして受け入れられる時代になるでしょ

う。時代はそのように動いていくと思います。 
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 今後電子出版が普及するに従って、ますますその傾向は強まるでしょう。 

  

 では本を出す意味はないのかというと、そうではありません。 

 出版物は国会図書館に納本され、ISBNや JANコードが付され、いつ誰が何と発言した

かが証拠として残ります。 

 人工言語史を刻むといっても、人工言語機関などというものは存在しないため、いくら

インターネット上で発言しても歴史に刻むのは難しいのです。 

 ところが出版物を出すことでいつ誰が何と言ったかが国家によって保証されるため、内

容および奥付が自動的に歴史を刻んでくれるのです。 

 出版物の持つこの公的な力は未だ衰えておらず、今後もこの効力は保持され続けること

でしょう。 

  

 出版幻想を理解した上で出版物の効力を理解することは、とても重要なことです。 
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6:習作言語 serix 

 

ここではアポステリオリの人工言語を実際に習作として作ってみました。 

アプリオリをゼロから作り込むには何十年もかかりますが、アポステリオリならわずか1

日で作ることができます。もともとこの言語はその主張が本当であることを証明するため

に作られたものです。 

serixは習作としての目的があって作られたものなので、分類上は工学言語でしょう。しか

し実際の言語としての性能で分類すれば国際補助語に分類することもできます。すなわち、

両面性を帯びているということになります。 

 

6-1:セリッシュの目的設定 

 

「人工言語の作り方を読んだけど、いざ自分で作るとなったらどんな流れになるのか分か

らない……」 

そういう方のために、人工言語をひとつ作ってみました。確かに、実演を交えたほうが分

かりやすいかもしれませんね。 

上掲の「作り方」より実践的なので、言語学用語の出番は増えます。 

 

 

一番初めにすることは何か。それは「言語の目的」を決めることです。 

今回の言語は人工言語の制作者に対し、「人工言語はこんな感じで作ります」という流れ

を紹介することが目的です。 

はい、これで目的は決まりました。何はともあれ指針を掲げるのは大事なことです。 

 

目的ができたら今度はその目的に合わせて言語のおおまかな性質を決めます。 

今回は実演なので、とにかく簡単に作れて、しかも読み手が最小限の労力で学べる言語で

あることが望ましいです。 

そこで、アプリオリではなくアポステリオリを作ることにしました。アポステリオリをネ

ットで作るのは初めてです。 
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だけどエスペラントや英語など、既にあるものと同じでは実演の意味がありません。少し

独特な味付けも加えたいところです。 

 

アポステリオリなので、ベースとなる言語を決めましょう。 

いまはグローバル時代なので、西洋語偏重ではなく、アジアや中東諸語を取り入れるとい

うのも手でしょう。 

でもたくさんの言語から取り入れると幅広い知識が作り手と読み手の双方に要求されるの

で、今回の目的には沿いません。 

 

エスペラントは広く西洋語を取り入れていますが、逆にもっと狭くいきましょう。 

今回は、事実上世界の共通語になっている英語をベースにします。 

ただ、英語だけを参考にするとベーシックイングリッシュとの弁別が困難になるので、若

干他の言語の性質も参考にします。 

ちなみにベーシックイングリッシュとは、チャールズ＝オグデンによる簡略化した英語の

ことです。 

 

まず、英語に近いゲルマン語を参考にします。たとえばドイツ語など。 

次に、印欧語の仲間であるロマンス語を参考にします。たとえばフランス語など。 

 

ただ、これではエスペラント色が強くなってしまいます。 

そこで、今まで筆者が「アルカは個人的にはこういう言語にしたいんだけど、今までの流

れを踏まえるとできないんだよなぁ」と諦めていた要素を取り入れることにします。 

この隠し味のおかげで簡易英語やエスペラント二号になるのはどうにか避けられそうです。 

 

 

さて、それではこの言語に名前を決めましょう。 

最初の命名、最初の単語はこの言語の名前になりました。 

 

Englishは「アングル人の（言葉）」という意味です。-ishは性質や属性を表します。 
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今回はとりあえず、筆者が作った英語ベースの言語なので、serixでいいでしょう。読みは

セリッシュ。 

一応形態論的に解説しておくと、人名 serenと接尾辞-ishの混成です。 

 

6-2:音韻・音声・アクセント 

 

「あれ、なんで serishじゃなくて serixなんだろう。これじゃあセリックスじゃないか」 

良いところに気付かれましたね。では、音韻について進みましょう。 

 

音韻を表すには文字が必要ですが、serixはアルファベットを使います。 

アポステリオリの場合、アルファベットを使うのが一番便利だと思います。 

後述しますが、キーボードで打ちやすく、知名度も高いからです。 

 

ところでご存知のとおり、英語はスペルと読みが一致しない単語が多いです。 

たとえば母音字。同じ aの文字でも catとwatchでは音が異なります。 

組み合わせて ea,eeなどとすると「エア」や「エー」ではなく「イー」になったりします。 

 

子音のほうがスペルと音が一致します。 

もっとも、caceの"c"のようにカ行になったりサ行になったりするものはありますが。 

あと、複合子音もあります。shではシャ行になりますし、chはチャ行になります。 

ghのようにもはや読まない字もあります。 

 

子音より母音の方が一致しないのは歴史の悪戯が原因です。 

印刷技術の躍進に伴って、それまでバラバラだった単語の綴り方が統一されていきました。 

——と思いきや、大母音推移という現象が起こってしまいました。 

それで英語は母音の綴りと読みが一致しない率が子音より高いのです。 

 

こういう皮肉な歴史まで真似る必要はないので、serixの音韻は簡単なものに定めましょう。 

その前に。今後、人工言語はインターネットに頼って公開されると考えられます。エスペ

ラントでさえそれは同じです。 
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インターネットでということはパソコンを使うわけで、人工言語の入力には一番普及して

いるqwertyキーボードを使います。 

 

qwertyで入力しやすい言語作りというのはインターネットで公開する上では重要な要素だ

と思います。 

フランス語やエスペラントの字上符（アクサンテギュなど）を表示する方法が分からずに

困ることがあるかもしれません。 

入力のしやすさを考え、serixは通常の IME設定、通常のqwertyで簡単に表示できるよう

にします。 

 

アプリオリもアポステリオリも打ちやすさは考慮したほうがいいです——辞書作りで泣き

たくなければ。 

アポステリオリは特に学習者の便宜を図るので、できるだけqwerty内で抑えると良いと思

います。 

 

さて、qwerty前提で音韻体系を決めます。 

パソコンの周辺機器に音韻が左右される世の中になるとは、ザメンホフもラティフォギッ

トも驚きでしょうね。 

 

まず母音。英語の母音の数は学者によって変わります。でも大体は16〜18程度に分類され

ています。 

研究社の『新英和中辞典』など、辞書の母音数もこの範囲に収まっています。 

 

母音数18というのは自然言語にしても多いほうです。 

しかも複合母音（アイとかエイとか）まで入れるとかなりの数になります。 

これを忠実に写したらキーがいくつあっても足りませんので、適度にまとめましょう。 

 

発音はイギリス式を参考にします。元々英語はここの言葉なので。 

母音は主に a,i,u,e,oを使います。 
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a：ask,fatherなどの「大きな口の長いア」 

i：eastの「横に口を開くイ」、happyの「弱いイ」、inkの「強いが、あまり口を横にさせ

ないイ」 

u：goodの「強いが唇の丸めが少ないウ」、actualの「曖昧母音に近いウ」、poolの「唇を

丸めたウ」 

e：epidemic。最初のエは「弱めのエ。あまり口を開かない」。終わりのエは「強いエ。口

を開く」 

o：topの「短いオ」。allの「長いオ」 

↑これらの音声（発音）は日本語のアイウエオを明瞭に発音したもので構いません。 

 

曖昧母音（シュワー）は音韻を当てずに、音声現象として処理します。 

一番近い母音を適宜当てます。 

 

/i:/などは英語では長母音とみなされず、一音韻とみなされますが、キー節約のため、長母

音になってもらいます。 

たとえばkeyは kii、foodは fuud。 

 

複合母音は二重母音と定義し、音韻と見なしません。音韻節約です。 

上の基本母音を組み合わせ、アイは ai、オウはouなどとします。 

 

ｒ化母音。英音ではｒ化せずに、単にシュワーで終わります。hair,fireなどがそうです。 

このｒ化しなかったシュワーは aで表します。よってhairはhea、fireは faia。 

 

/j/が入る口蓋化したものは母音の iとの組み合わせと捉え、音韻から追い出します。 

要するにヤ行はyaでなく、iaとします。キャットを昔キヤツトと書いた日本人の感覚に近

いものがあります。 

 

また、wは「唇音化したウ」と捉え、音韻から外します。ワはwaでなくuaです。 

なぜヤ行とワ行を消したのかというと、理由はキーボードにあります。 
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母音、実はふたつ残っています。 

catに使われる「エとアの真ん中の音」と、comeに使われる「オみたいなア。日本語のア

に近い」です。 

 

アルファベット26字で表し、字上符ナシ、大文字ナシが一番使いやすいです。 

26音韻以内なら小文字だけで表せますし、シフトキーも押さなくて済みます。便利じゃあ

りませんか。 

もし comeのアを大文字のOとかにしたら、comeは「kOm」になります。 

大文字が間に入って、レタリング的に見苦しいですよね……。 

 

catのアは舌が前寄りなのでyをあて、comeのアは舌が後ろ寄りなのでwを当てるとしま

す。 

yを見るとイを思い出す語学好きの方、すみません。でも語学好きならこれにもきっとす

ぐ慣れるでしょう。 

 

さて、そうすれば comeはkwmになります。パッと見、何て読むのか分かりませんが、慣

れの問題です。 

一度慣れてしまえばあとは美観の問題です。そうなるとkOmよりずっと見やすいでしょ

う。 

そういう理由で半子音w,yは消えてもらいました。 

 

さて、おおむね母音はこんな感じでしょうか。 

結論として、母音は a,i,u,e,o,y,wの7種。 

シュワーは音声現象とする。複合母音は二重母音にする。長音は母音を重ねる。r化音は

シュワー止め。 

 

 

次に子音です。 

子音のほうが話は早い。ローマ字読みで行きましょう。 
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ジャ行は jで良いとして、シャ行はどうしましょう。 

英語の子音をキーボにあてはめていくと、残るのは c,q,xの３文字です。 

 

ポルトガル語でシャ行がxなので、ちょっとこれはよそから借りてきましょう。 

したがってシュの音はxになります。だから serixと書いてセリッシュと読みます。 

 

チャ行とヂャ行はどうしましょう。これらは破擦音ですが、音韻節約したいのでふつうに

複合子音とみなします。 

チュという複合子音はタ行の tとシャ行のxの組み合わせなので tx。checkは txek。 

ヂュという複合子音はダ行のdとジャ行の jの組み合わせなのでdj。joyはdjoi。 

なお、ツァ行は tsで、ヅァ行はdzで表します。 

 

残るは th音です。θみたいな発音記号の子音です。 

これは清濁２音あります。残ったキーは c,qです。 

thank youの thは cとし、thisの thはqとします。したがって thisはqis。 

 

l音ですが、語末で「ぅ」になるダークＬは音韻として立てません。 

 

longなどのng音ですが、ngと書きます。 

英語と違って音を飲み込まず、そのまま「ング」と読みます。 

 

これで子音は終わりです。 

結論として、serixの子音はp,b,t,d,k,g,f,v,c,q,s,z,x,j,h,m,n,l,rの19音になりました。 

母音が7だったので、累計26音になりました。これでスッキリqwertyが使えます。 

 

ちなみに、大文字を個別の音韻表記に使えばqwertyは倍にキーが増えるようなものです。 

大文字を本格的に利用すれば、倍の音素数まで表現できます。serixは26以内に収めまし

たが。 

文頭大文字とか固有名詞大文字とか、そんなことに使うより、大文字は音韻表記に使った

ほうが合理的だと思います。 
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尚、serixに大文字はありません。一重に面倒だからです。 

 

☆注意すべき音韻（要するにこの5個だけ覚えれば、あとはローマ字読みでOKです） 

x＝シャ行 

c＝thinkの th 

q＝thisの th 

w＝comeのア 

y＝catのア 

 

・アクセント 

 

英語と同じく強弱アクセントです。 

エスペラントと違って自由アクセントで、アクセントの位置は英語と同じになります。 

アクセントは字上符などで表示しません。書くのと覚えるのが面倒だからです。 

 

たとえばpocketはpokitになりますが、これはpoにアクセントがあります。 

また、rememberは rimembaですが、これはmemの音節にアクセントがあります。 

 

エスペラントと違った趣向にしたかったこともあって、アクセントは自由にしました。 

 

どうでしょう。文字と音を決めるだけで随分言語の形ができてきましたよね。 

アルファベットは表音文字なので、音韻論で綴字法まで一緒に決めました。 

これによって英語オリジナルと一味違う雰囲気になりました。 

leash（犬の鎖）は liixになるので、ちょっと違う感じです。 

 

6-3:語順と修飾 

 

語順はSVOです。 

 

修飾は後ろから行います。 
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フランス語は基本的に後置修飾ですし、英語でさえ分詞が2語以上になると後置修飾にな

りますよね。 

たとえば a crying girlは前置だけど、a girl crying over thereは後置になるなど。 

また、関係詞節は先行詞を修飾するので一種の修飾節です。そしてこれも後置修飾です。 

 

そこで serixは後置修飾を持ちます。 

したがって冷たい雪(cold snow）は snou kouldになります。 

形容詞は後ろからです。 

 

なお、英語の足跡を歴史っぽく残したいので、接頭辞や接尾辞の位置は逆転させません。 

 

6-4:名詞と代名詞 

 

名詞に数・性はありません。数がない点でエスペラントと異なります。 

定冠詞や不定冠詞もありません。 

格によって曲用もしません。 

 

名詞に格表示がなくても困らない以上、代名詞も格を持つ必要はありません。 

したがって主格・対格による格変化は不要です。 

 

人称は1,2,3までとします。 

2人称は親しい相手とそれ以外の2つに分かれます。 

3人称は男女で区別します。 

 

私：mi 

君：do（ドイツ語duからだが、yuと最小対語にしたくないのでアプラウト） 

貴方：yu 

彼：ha 

彼女：xe 
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彼はheから、彼女は sheから。 

人称代名詞は5個なので母音をそれぞれずらしました。それでheはha、sheはxeになっ

ています。 

 

指示代名詞は「これ」と「あれ」の2対体系です。 

this,thatから取ると互いに音が似てしまうので困ります。 

ドイツ語の定冠詞dieser,jener（この、あの）からだとdi,yeになりますが、人称代名詞と似

てしまうのでアウト。 

フランス語のvoici,voila（アクサン省略）が「ここ」「あそこ」で、これらは音が好都合。 

 

これ：si 

あれ：la 

 

これで代名詞の主格と対格は揃いました。え、複数がない？そうですね。 

複数は接尾辞の-(e)sを付けます。開音節（母音止め）には sだけ、閉音節（子音止め）に

は esを付けます。 

 

筆者たち：mis 君たち：dos 貴方達：yus 彼ら：has 彼女ら：xes 

これら：sis あれら：las 

 

勿論、名詞にも使えます。犬はdogで、複数形はdoges。家はhaus（＜house）で、複数形

はhauses。 

でも英語と違って常に数が単数か複数か表示する必要はありません。 

two girlsのような場合、複数と分かっているので、two girlのような感じになります。複数

形にはしません。 

 

さて、ではmy,mine,myselfはどうしましょう。 

所有は-(i)nで表します（独：mein,dein,seinなどから） 

但し、-(i)nは代名詞に付けるのではなく、名詞のほうに付けます。 
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-(i)nは名詞に付き、その名詞が被修飾語であることを示すマーカーです。 

-(i)nは後ろが形容詞の場合は付きません。これはまた形容詞のところでやります。 

 

serixは後置修飾です。したがって、「名詞-(i)n＋代名詞」の語順になります。 

例：kytin mi（筆者の猫）*kyt（cat） 

 

このように、serixに所有格はありません。 

-(i)nという接尾辞は「誰々の」という意味が根源にあるのでなく、「〜に属する」とか「〜

の性質の」という意味を持ちます。 

 

語順が英語と逆なので注意してくださいね。my bookは serixではbook myの語順になるの

で注意が要ります。 

例：my book＝bukin mi *buk＝本 

 

ちなみにちょこっとアルカと絡めると、この時点で『紫苑の書』が訳せました。 

『紫苑の書』＝bukin xion 

"Xion's Book"や"The Book of Xion"に比べると、随分オリジナルになってきましたね。 

 

「この」「あの」という形容詞（指示詞）は sin, lanとします。 

例：buk sin（この本） 

 

なお、mineは enin miと言います。では eninとは何でしょう。 

これは名詞の enに接尾辞の inが付いたものです。 

enは entityから来ていて、漠然と「物や存在」を指します。 

「私のもの」的な発想です。 

 

一方、myselfなど、再帰形は自分という意味の名詞 selfを付けた合成語で表します。 

筆者自身：miself 君自身：doself 貴方自身：yuself 彼自身：haself 彼女自身：xeself レ

イン自身：leinself 
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6-5:動詞と文型 

 

動詞は自動詞と他動詞があります。活用は一切しません。 

アポステリオリの場合、複雑な屈折は避けたほうが無難です。 

相や時制もいっそのこと動詞の屈折・膠着システムから外したほうが動詞がスリムになる

と思います。 

 

serixの文型は自動詞文と他動詞文の2種で、英語の5文型には従いません。 

 

第1文型SVが自動詞文です。 

 

補語と目的語の区別はありません。したがって第2，3文型は同定され、区別を失います。 

そしてこれが他動詞文です。 

 

補語がないので第4，5文型はありません。 

どちらも他動詞文になります。 

 

自動詞か他動詞かは動詞によって決まっています。 

自他両用の動詞もあります。 

 

例 

自動詞：kwm（来る）、gou（行く）、dai（死ぬ）、rwn（走る）、sit（座る） 

他動詞：teik（取る）、laik（好む）、hit（叩く） 

両用：fool（落とす、落ちる）、breik（壊す、壊れる） 

 

なお、天候動詞はありません。It rainsのような文はありません。 

雨が降るのような自動詞文を使います。 

例：rein fool（雨が降る） 

 

6-6:テンスとアスペクト 
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serixにテンスはありません。デフォルトで現在時制及び通時制です。 

過去と未来は時を表す言葉で表します。 

それは前置詞句でも良いですし、副詞でも構いません。また、文脈から過去だと分かる場

合もあります。 

 

例：mi iit ypl（筆者はリンゴを食べる）*iit（eat）、ypl（apple） 

例：mi iit ypl at foadei（筆者は昨日リンゴを食べた） 

 *at（時や場所を指す前置詞）、foadei（昨日。＜foa+dei。foa＜fore（前）。dei＜day） 

 

 

英語は完了形をhave+ppで表しますが、serixの相は全て副詞で表します。 

たとえば完了は fin（終わり）を副詞として使って表します。 

ちなみに finの副詞形は finliです。 

 

例：mi riid buk（筆者は本を読む）*riid（read） 

例：mi riid buk finli（筆者は本を読み終わった）*副詞については後述 

 

「ゲルマンベースなら finじゃなくて endを取るべきだ」と突っ込まれそうですが、この

音が好きなのでこうしました。 

 

副詞はたくさん存在するわけですから、相が副詞に溶け込んでいる serixでは相が何種類あ

るという議論は無意味です。 

見方によってたくさんだったり少なかったりするでしょうからね。 

 

まぁ、そういう議論が面倒臭いのでこういう簡単な体系にしたという下心もあります。 

ただ、テンスとアスペクトはアルカの時相詞と全く異なる形にしてみたかったんです。 

この体系だとアルカと違って新鮮です。 

 

副詞を示す liは取っても構いません。その際、副詞は動詞の直後に来ます。 
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6-7:形容詞と副詞 

 

形容詞は曲用しません。性・数の一致はありません。 

予告になりますが、比較級や最上級もありませんのでご安心を。 

 

前述のとおり、形容詞は後置修飾です。おさらいします。 

例：myn big（大きな男）*myn（man） 

 

「被修飾語には接尾辞の-(i)nを付けるんじゃなかったっけ？」 

はい。でも、修飾語が形容詞の場合は付けません。-(i)nがなくても被修飾語だということ

は分かるので。 

 

 

英語は大抵形容詞に lyを付ければ副詞になります。形態論上の操作で副詞を作っています。 

serixは形容詞に liを付ければ副詞になります。中には liがなく、副詞専用のものもありま

す。 

 

副詞を動詞の直後に置かなくてもよいので、副詞と対格を間違えないで済むのが利点です。 

自言語を作る際に、副詞は形態論で作るとは限らないと頭にあると選択肢が広がります。 

 

副詞の位置は動詞と対格の後ろ、前置詞句等の前です。 

自動詞文のときは対格がないので、動詞の後ろ、前置詞句等の前です。 

 

例：do kwm leitli at foadei（君は昨日遅れて来たね）*leit（late） 

例：yu laik ypl verli（あなたはとてもリンゴが好きですね）*verli（とても。ver+li。＜ver（甚

だしい＜very）） 

 

もし対格が節を取ったりして長くなる場合は対格の前に副詞を置きます。 
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対格が長いと副詞が修飾する動詞との距離が遠くなり、関連が弱まってしまう。そのよう

な場合、長い対格の前に副詞を入れる。このときは実質、副詞は動詞の直後になります。 

 

ところで助動詞ですが、これは必ずしも立てなければならない品詞ではありません。 

たとえば serixでは副詞にしてみましょう。 

liの付かない固定タイプの副詞で、こういうのは動詞の直後から離さないようにします。 

 

kan（can）、mwst（must）、mei（may） 

例：mi suim kan（筆者は泳げます）*suim（swim） 

例：do fin mwst uaak（君は仕事を終わらせなければならない）*uaak（work） 

 

6-8:前置詞 

 

serixは後置詞でなく前置詞を持ちます。 

他動詞文の場合は対格の後、自動詞文の場合は動詞の後に来ます。 

 

統語を決めたら、頻度の高い前置詞を決めます。 

特に時間や場所、終点や方向、与格、具格などは決めておくと、文法解説がしやすくなり

ます。 

 

よく使う前置詞 

at（時や場所）、tu（終点、与格）、rom（起点、奪格）、fo（方向）、iq（具格） 

bau（〜について）、haf（〜のために＜on behalf of）、dua（〜の間中）、cru（〜を通って） 

*hafはhyfではありません。あくまで英音参照ですからね。 

 

6-9:接続詞 

 

接続詞は等位、従属などに分けると思いますが、必ずしも従属があるとは限りません。 
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また、言語によって同じ接続概念を表す単語が別々の品詞に振り分けられることもありま

す。 

becauseが接続詞なのは節を後続させるからであって、それ以上でも以下でもありません。 

後続するのが名詞相当句だったら前置詞（句）になるだけです。たとえばbecause ofのよ

うに。 

 

接続詞を作るときはどのような種類の接続概念を作るか、そして今述べたどの接続概念を

何詞に振り分けるか。 

この点に注意すると良いと思います。 

 

よく使う接続詞 

 

an（〜と）、oa（〜か）、bwt（しかし）、koz（なぜならば）、if（もし〜なら）、eqa（〜

かどうか） 

qou（〜だけれども）、qws（したがって、ゆえに）、na（そして＜now） 

 

例：mi laik ypl an banyna（筆者はリンゴとバナナが好きだ）*banyna（banana） 

 

なお、serixは節を取るのが好きなので多くの前置詞は同時に従属節を導く接続詞にもなり

ます。共用です。 

たとえば foa（前に）は in front ofにもbeforeにもなります。 

 

6-10:態 

 

英語教育のせいで態は重要視されがちですが、誰を視点として述べるかということを態が

主に表すのであれば、別にそれは倒置や強調で明確にすればいいだけのことであって、必

ずしも態は持たなくても良いと思います。 

たとえば受動態は主語と目的語を入れ替えて動詞を変えて表現することが多いですが、ど

れが主格でどれが対格かハッキリしていれば、動詞を変化させなくても倒置だけで視点人

物を表現できます。 
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それと、筆者は日本語に受動態という区分は必要ないと考えています。 

主題を表示する格は能動文と変わりませんし、動詞に助動詞が膠着するだけです。 

受動文というのはあっても受動態を認める必要はないでしょう。 

 

なお、どの言語でも受動文では動作を受ける人が文頭のほうに来るのが普通ですが、これ

は合理的です。 

誰がされたかということを述べる文なので、その語が最初のほうに来るのは自然です。 

 

serixは主述型の文法体系ではないので、英語と似たような受動文になります。 

でも「主語＋be動詞＋過去分詞＋by＋動作主」という英語の構文は複雑です。 

 

そこで受身を表すwm（＜come）を副詞の位置で使って簡単に表します。 

wmは必ず動詞の直後に来ます。構文は「主語＋動詞＋wm＋動作主」になります。byは

要りません。 

なお、自動詞文は受動文にできません。 

 

例：ypl iit wm yu（リンゴが貴方に食べられる） 

 

 

使役文は英語のように使役動詞を使う場合がありますが、serixでは別の方法にしてみまし

ょう。 

英語の使役文の欠点は使役者が使役動詞の主語になるため、被使役者を焦点付けられない

ところです。 

要するに被使役態が無い。誰がさせるのかより、誰がさせられるのかのほうが大事な局面

だってあるわけです。 

 

そこで serixでは使役者を表す前置詞 letで使役文を表します。これは前置詞なので語順に

注意です。動詞ではありません。 

例：do breik dix（君は皿を割った）*dix（dish） 
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例：do breik dix let xe（彼女は君に皿を割らせた） 

 

「でも、使役文ではふつう使役者が焦点化されるんじゃないの？」 

確かに。その場合、前置詞句を前に倒置して強調しましょう。 

例：let xe, do breik dix（同上） 

なお、倒置は倒置したいものを文頭にあげ、カンマを打つだけです。 

 

このように、前置詞で使役文を表すこともできます。 

 

6-11:比較 

 

一般に名詞や形容詞を変化させて比較を作る方法と、接続詞や前置詞自体に比較の意味を

持たせて対象を比べる方法があります。 

つまり、比較の意味をどの品詞に負わせるかがポイントです。 

比較を統語操作だけで表す言語というのは知りません。統語で表すほど頻繁な構文ではな

いからでしょう。 

 

serixでは形容詞は比較級や最上級を持ちません。 

ラテン系の比較も英語の比較も皆さん飽きていることでしょう。 

なのでちょっと頭をひねってみます。 

 

優等はmoa、劣等は les。最上級の優等はmost、劣等は list。 

英語と違うのは同等級があることで、同等は azです。 

で、serixはこれらが全て「等位接続詞」です。前置詞でもなく、moreのような形容詞・副

詞でもありません。 

 

等位接続詞なので比較対象Ａと比較対象Ｂの間に入ります。 

例：mi moa do et tool（筆者は君より高い）*et（be動詞＜est）、tool（tall） 
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最上級はふつう I'm the tallest in my classのように使います。比較対象が前置詞句で表されて

います。 

でも serixのmostは等位接続詞なので、比較対象の classは前置詞句になりません。 

例：mi most clas et tool（筆者はクラスで一番高い）*clas（class） 

 

そもそも比較級と最上級がどちらも比較の項で説明されるのに、比較級と最上級で構文が

変わる英語はバランスが悪いです。 

serixのほうが整合性があります。 

 

ちなみに英語受験で有名なThis lake is deepest hereについて。 

まず、「ここ」「あそこ」はhia,qeaです。この文、主語は実は「ここ」になります。 

英語ではhereは副詞なので主語になれませんが、serixのhiaは名詞です。 

また、最上なのは「ここ」であって、「ここ」と比べられているのは「この湖」自身です。 

したがって主語が「ここ」で、比較対象が「この湖」になります。 

例：hia most leik sin et diip（この湖はここが一番深い）*leik（lake）、diip（deep） 

 

6-12:文種 

 

文の種類を否定文・疑問文・感嘆文などと分けるのは英語の話です。 

英語ではこれらの文種によって文法がころころ変わります。 

日本語や韓国語や中国語みたいに文末に「か？」や「マ？」を付ければいい言語では疑問

文は大した問題になりません。 

 

serixは疑問文は文末に？を付けるだけです。 

感嘆文は！を付ける。 

 

否定文は副詞のnoを動詞の直後に付けます。 

例：mi laik no ha（私は彼が好きではない） 

 

なお、受身のwmのほうがnoより内側にきます。 
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例：ha laik wm no mi（彼は私に好かれない） 

 

6-13:疑問詞 

 

5W1Hはコミュニケーションの基本です。これを欠く言語はおおよそ考えられません。 

ただ、whatとwhoを同一視するケースは考えられます。 

また、中国語のweishenme（why）、shenme shihou（when）のように、whatとの組み合わ

せで疑問詞を表現する言語もあります。 

どんな形式であるにせよ、これらの概念自体を欠く言語はないでしょう。 

 

serix 

what,who,where,when,why,howの順に—— 

hwt,hu,hea,hen,hai,hau 

serixでは6Hになりました。 

 

疑問詞を使った文は英語と違って倒置が起こりません。 

したがって、you say what?やwho goes?やwhen you go?の語順で使います。順に—— 

do sei hwt? hu gou? hen do gou?  *sei（say） 

 

6-14:関係代名詞 

 

serixでは関係詞を一切排除してみましょう。 

西洋語では関係詞は当然なものになっていますが、中国語などにはありません。 

関係詞というのは一般にこういうものです。 

「修飾節（関係詞節）と被修飾語（先行詞）の格関係を表す」 

 

たとえば I saw a girl who likes cats。 

「猫が好き」という修飾節は「少女」という被修飾語にかかっています。 

そして関係詞whoは先行詞の「少女」が関係詞の「猫が好き」の主格であることを表して

います。 
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このように、関係詞は被修飾語が修飾節内で持つ格を示す品詞です。 

 

さてここで疑問ですが、そもそも格関係を表示するなんてこと、ふつうの修飾では行いま

せんよね。 

a big guyだって修飾です。でも格なんて持っていません。 

 

別に修飾の格を表す必要などないのです。じゃあ serixはそうしましょう。 

格を表さないということは、関係詞はいらないということになります。 

じゃあ関係詞文はどうやって表すのか。 

 

中国語のように「修飾節＋的＋後行詞（先行詞の逆という意味で）」という文法をそのま

ま盗用するのは面白くないです。 

多分、この手法はご存知な方もいらっしゃると思うので。 

 

serixは英語とも中国語とも日本語とも違うシステムを取ります。 

被修飾語マーカーの-(i)nを覚えておいででしょうか。 

「これって何で修飾語マーカーにしないんだよ」と思われたことでしょう。 

確かに所有についてはkytin miよりkyt minとでもしたほうが簡単そうです。 

実は、このときのために被修飾語マーカーにしておきました。 

 

serixでは「先行詞-(i)n＋関係詞節」つまり「被修飾語-(i)n＋修飾語」で英語の関係詞文を

表現します。 

したがって、私が好きな猫＝the cat I like＝kytin mi laikとなります。 

他の例：I saw a girl who likes cats＝mi sii gaalin laik kyt 

*sii（see）、gaal（girl）。inはgaalが被修飾語であることを示すマーカー。 

 

次は難易度の高い文です。 

Do you know that boy whose father is a teacher?＝do nou boin la faaqa et tiitxa? 

*nou（know）、boi（boy）、faaqa（father）、tiitxa（teacher） 
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☆解説 

疑問文は？を付けるだけなので、構文は平叙文と同じ。 

boinはboiに被修飾マーカーを足したもので、laと"faaqa et tiitxa"節という2つの修飾を一

手に受ける。 

 

6-15:数 

 

10進法が世界では無標です。何進法を持つかは大体人間の身体に関与します。 

5、10、20はあるのに間の15進法が無いのは何ででしょう。 

5進法は片手。10進法は両手で数えた名残です。 

手でも足りなかったら足を加えるでしょうが、このとき片足だけ加えるのは不自然なので、

10の次は一気に20になっています。 

 

自然言語の数え方は大抵近隣諸国や自分の祖語の影響を受けます。 

日本語は和式と中国式があります。韓国も同様で、中国式以外に、ハナ・ツル・セッとい

う韓読みがあります。 

 

フランス語の辟易する数え方も実はケルト民族の20進法と自文化を折衷した結果です。 

80はquatre-vingtsと言いますが、これは4×20の意味です。 

 

数え方だけでなく、どのように数を分けるかも言語によって異なります。 

この辺りは意外な落とし穴になるので、言語を作る際には重要です。 

 

数には分数文化と小数文化があります。 

10を単位に10分の1、10分の1と1桁ずつずらしていくのが小数文化。 

1, 0.1, 0.01, 0.001と進んでいくので小数文化といいます。 

一方、半分の半分のそのまた半分というように1/2を繰り返していくのが分数文化です。 

 

西洋は分数文化で日本は小数文化です、一般に。 

だから英語にはhalfとかquarterなどといった単語があります。 
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これらは時計の読みにも使われるし、お金の計算にも使われます。 

 

西洋に2の付く紙幣があるのだから日本にもあっていいじゃないか的な名目の経済政策で

2千円札が出されましたよね。 

あのとき「多分言語学的・文化的に見ても成功しないな」と考えていました。 

倍の倍の的な発想は日本人の口には合わないんです、きっと。 

双数さえない日本に2関係のものは合わないと思います。 

 

さて、文化噺に突入しそうなので serixに戻ります。 

数の付け方は色々あるのでよく考察なさってくださいね。 

 

serixは10進法です。8は仏huit（ユイット）をもじりました。下記の理由で子音を全部別々

にする必要があったので。 

zir(0) wn(1) tuu(2) cri(3) foo(4) vai(5) sik(6) zev(7) het(8) nai(9) te(10) 

 

11からは日本語式です。 

tewn(11) tetuu(12) tecri(13)...tuute(20) 

 

100は redで、1000は cauです。100をhwnにすると1と間違えやすいのでhundredの後部

を取りました。 

 

位取りは3桁ごとに行います。 

1000が1回目の位取りになります。つまり cauは1000と同時に1回目の位取りも表しま

す。 

 

例：2000(tuucau) 20,000(tuutecau) 200,000(tuuredcau) 

 

million以降は「ｎ回目の位取りにおける数字ｎの語頭子音＋ion」で表します。ionはmillion

から取ってます。 

この公式じゃ分かりにくいので説明します。 
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1,000,000（百万）は千の位に次ぐ2回目の位取りです。 

「2回目の位取りにおける数字2の語頭子音」とは、要は「2の語頭子音」のことです。 

2は tuuで、その語頭子音は tです。したがって、tに ionを足して tionにします。これが

百万です。 

 

例：1,000,000(tion) 2,000,000(tuution) 

 

billionは3回目の位取りなので3（cri）の語頭子音 cを使い、cionとします。cionで10億

です。 

こうしていけば9回目の位取りまで機械的に作れます。hion、nionとか、凄い数ですね…

…。 

 

ちなみに数は基数も序数も形容詞です。なので後置します。 

基数はそのまま使って良いですが、序数は数の終わりに-(i)cを付けます。 

例：myn foo（4人の男）、ypl cric（3個目のリンゴ）、myn sikic（6番目の男） 

 

6-16:その他の品詞と構文 

 

品詞は統語で判断します。派生語で品詞性を変えるのは形容詞を副詞にする-liくらいです。 

動名詞はありません。goingと to goはどちらもgouです。 

 

不定詞や分詞はどこにいったの？——ありません。 

品詞転換が副詞以外起こらないのでもはや不定詞を定める必要はないですし、修飾語の能

受は文脈で判断します。 

 

「じゃあ It構文やwant to doはどう言うの？」 

 

It構文 

例：It is easy for me to study Serish＝mi stwdi serix et iizi *stwdy（study）、iizi（easy） 
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主語を「私がセリッシュを学ぶこと」という節にし、定義の他動詞文にします。 

 

また、serixの動詞の語法は英語と異なります。 

want,hope,wishなどはまとめて ix（＜wish）といい、ixは対格に節を取ります。 

したがって「to 不定詞」は不要です。 

例：I want to be a teacher＝mi ix mi et tiitxa 

英語にすると I want I am teacherみたいな感じですかね。 

 

ところで分詞表現はどうやって表すのでしょう。 

a crying girl＝gaalin krai 

*krai（cry） kraiは動詞だが、gaalがgaalinになっている。だからgaalが被修飾語でkrai

は修飾語になる。 

 kraiは自動詞だから、ここでは現在分詞に相当し、cryingの意味になる。 

 

さて、過去分詞はどうでしょう。 

a broken cup＝kwpin breik wm 

*cwp（cup） kwpがkwpinになっているので被修飾語と分かる。となるとbreikは修飾語。 

 しかも副詞のwmがbreikにあるので受動態になっている。つまり「壊す」でなく「壊

された」になる。 

 

要するに関係詞だろうと分詞だろうと-(i)nで表せるということです。 

被修飾マーカーは後続する語を修飾語に変える能力があるので、自動的に修飾関係を作れ

ます。 

動詞が原型で形が変わらないままでも修飾語（ここでは分詞）になれます。 

もし inがなくてgaal kraiだったら修飾関係は消え、自動詞文で「少女が泣く」になります。 

 

 

文法は概ね以上です。英語ベースにしては結構オリジナリティあふれましたね。 

エスペラント、アルカ、英語に明らかそっくりなものをちょこちょこ避けつつ、こんな作

り方もあるよ的なことを紹介して serixに盛り込んでいった結果でしょうか。 
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最後に、少し難しい、上の文法を盛り込んだ文を作ってみます。 

 

let ha, mi trai niitli at foadei eqa do moa xe laik kytin litl ha hyv. 

*trai（try 試す）、niitli（niit きちんとの副詞形）、litl（little）、hyv（have） 

訳：彼は私に昨日、君が彼女より彼が飼っている小さな猫のことを好きかどうかというこ

とを試させた。 

 

解説 

let haは使役前置詞句の倒置 

eqaは接続詞なので、traiは他動詞だが、目的語が eqa節まるごと。 

at foadeiは目的語の前に来るのはおかしいが、目的語が長いので繰り上がり。 

niitliも目的語が長いので繰り上がり。 

do moa xeは優等比較接続詞。 

kytinはkyt+inで、ha hyv（彼が飼う）という修飾節を呼び込む。 

litlは元々形容詞なので、もしha hyvの修飾句がなければkyt litlで良い。 

 

6-17:語彙の流用 

 

アポステリオリの場合、語彙は流用が基本です。 

流用する場合、流用先の言語の音韻体系とある程度に似た音韻体系を持っていないと厳し

いです。 

 

たとえば音韻数が多く音節構造も複雑な英語が流用元で、流用先が中国語のような単純な

音節構造の声調人工言語だったらどうでしょう。 

殆どの単語はすんなり流用できないはずです。 

これは中国語における英語の外来語がいかに原音とかけ離れているかを見れば実感できま

す。 

 

serixは英語を流用しているので、音韻体系も英語に似せました。 
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一番始めに定めたように、音韻体系をある程度決めておかないと、流用したときにどの文

字に転写するのか迷います。 

作者が迷うということは、学習者はもっと迷います。 

特に英語はスペルと発音が一致しないので、転写には十分注意が必要です。 

 

また、流用するといってもそのまま取り入れるよりは少しアレンジしたほうがいいです。 

一般に機能語は短いほうがいいので、たとえば最上級接続詞はmoustでなくmostにしてい

ます。 

短いほうがいいのはよく使う単語も同じです。基本語はCVCか、それに何か加えたくら

いでいいと思います。 

 

数もよく使うので短いほうがいいでしょう。criなどは母音を短くしました。 

あと、数のように使う文脈が同じものは語形を似せないことが大切です。 

1も3も数字なので、使う文脈は同じですよね。1が taで3がdaだと聞き間違いが起こり

ます。 

 

流用した語の語形がどれだけオリジナルとかけ離れるかは重要です。 

あまり似せるとオリジナリティがなさすぎだし、元が分からないほど変えてしまうとアポ

ステリオリの意味がありません。 

バランスが大事です。 

 

また、どの程度まで語彙を流用するか。これも大きな問題です。 

基本語だけ流用するのか。逆に基本語はオリジナルで、高級語だけ流用するのか。 

或いは語の流用に規則性を持たせ、全ての語を機械的に流用するのか。 

全て一長一短ですので、自言語の目的に沿わせて選択していきましょう。 

 

serixは機能語などの超基本語は単なる流用に留めず、流用したあと語を短縮しています。 

基本語はbreik,laikなどを見れば分かるように、そのままの形を留めています。 

音節構造についてですが、serixは英語が可能な子音連続はそのまま可能としています。 
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自言語の可能な音節数を計算する場合、アポステリオリは語の流用を考え、流用元と合わ

せたほうが無難です。 

一方、アプリオリは語を借りないので、自分の好きなような可能な音節の組み合わせをし

ましょう。 

 

基本的に音節というものは母音を中核とします。その周りに子音があります。 

原子核の周りを電子が周っているイメージです。 

 

たとえばCVCやCCVCCなどの音節が考えられるわけですが、このCには何が入っても

いいというわけではありません。 

一般にソノリティ（音の聞こえ）の高いものが中心に来ます。CCVCCを山の形にイメー

ジしてください。 

母音のソノリティが一番高く、山のてっぺんです。裾野、つまり外側の子音に行くほどソ

ノリティが低くなる。 

これが音節のソノリティによる仕組みです。 

 

ソノリティは一般に閉鎖音が最も弱く、側面音や鼻音は強く、母音が最も強いです。 

しかも母音の中でもアが一番強いとされています。 

大きく叫べというと「アー！」っというのはソノリティから見れば理に適ってます。 

側面音や鼻音は子音の中ではソノリティが高いので母音に近い性質を持ちます。 

音節はふつう母音が作りますが、littleのように側面音や鼻音が音節を作ることがあるのは

そのせいです。 

 

[plei]という発音があるのは、ソノリティがp<lだからです。[lpei]なんてないですよね。 

ただ、言語には例外が付き物です。 

英語には spainや spiritなどの単語が存在しますが、実はソノリティをみると s>pです。 

 

こういう変な子音連続は偶にあります。アルカでもルフェルという固有名詞は/lfer/です。 

側面音のほうが摩擦音よりソノリティが高いので、ふつうはありえません。 
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じゃあこのソノリティの法則って使えないのかっていうとそうでもありません。 

エスプリって言葉、哲学とかで聞きますよね。あれはフランス語のespritから来ています。 

また、spainはスペインでは espana（字上符省略）です。 

 

なぜ e-が付いているのでしょう。あれは spという子音連続を避けた結果です。 

eを付けることによって spではなく、esとpに分けたのです。 

ソノリティが山形の音節を描くのが一般的という感覚が活かされています。 

ちなみにこの感覚はラテン人にはなかったのか、ラテン語ではこの語に sp-を使います。e

が付きません。 

 

また、調音するのが難しいという理由で却下される子音連続もあります。 

dkmatbrとか発音できますか？CCCVCCCなんですが。筆者には無理です。多分多くの人

類にも無理でしょう。 

 

アプリオリの場合、上記の点に注意して子音連続や音節構造を考えていってください。 

その上で自分のオリジナルの語を当てはめていきます。 

 

6-18:合成語 

 

オランウータンは「人＋森」で「森の人」です。「森＋人」ではありません。 

 

serixでは修飾要素は右に来ます。その単語の最終的な意味や品詞性は左側の要素が決めま

す。 

でも英語は右側決定ですよね。エスペラントもアルカもそうです。 

 

日本語は中国語と混ざっているので単語によってまちまちです。 

「首切り」は目的語＋動詞のSOV語順で、右側決定です。 

でも「斬首」になると動詞＋目的語のSVO語順で、左側決定になります。 

 

インドネシア語はSVOで、左側決定です。 
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アルカも英語もエスペラントも右側なので、趣向を変えて serixは左側決定で行きましょう。 

 

6-19:中級語と高級語 

 

アポステリオリで語彙を流用したとして、医学用語などの高級語はどの道ラテン語などか

ら逃れられません。 

今の地球の科学は主に西洋人が築いたので、学術語はラテン語やギリシャ語で作られてい

ます。 

 

日本人は漢字でどうにか西洋語を翻訳してきました。「神経」とか、名訳揃いです。 

ただ、それはあくまで中国語の字なんですよね……。日本のものではなかった。 

あと、最近はグローバル化の影響で、物凄い勢いで外来語が入ってきています。 

特にコンピュータ用語とかは凄まじい勢いでした。 

これらを一々訳している時間はないので、そのままカタカナ語になっています。 

 

日本人は病名などをどうにか漢字に翻訳しましたが、それでもラテン語を訳しただけのも

のが多いです。 

結局根本的にはラテン語から来ているといって差し支えないでしょう。 

アポステリオリが何語を取り入れようと、科学用語を規定するにはラテン語は避けられな

いと思います。 

 

ただ、筆者が思うに肺塵病みたいな IMEでも変換できないような病名を作る必要なんて私

達にはないんですよ。 

とりあえずそんな究極的な語を作るよりも、身の回りのものを表せないことには。 

というわけで、基本語と中級語を作ることに専念すべきです。 

 

中級語の作り方ですが、基本語を応用する場合と、あくまで流用しつづける場合がありま

す。 

後者は楽です。でもオリジナリティは少ないです。 

前者はオリジナリティはあるけど、少し難しいです。 
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serixは敢えて前者で行くことにします。後者だともはやつまらないので。 

たとえば冷蔵庫は refrigeratorだと難しいので、iceboxにします。英語でも実際 iceboxと言

われてるみたいですしね。 

serixのスペルにすると冷蔵庫は aisboksなんですが、ここでうっかりミスしないこと。合

成語は左側決定なので、boksaisが正解です。 

 

こういう感じで中級語は基本語の組み合わせでいきたいと思います。 

また、ラテン語の高級語もできるだけ基本語で行こうと思います。 

retrogressなんて英検にでも出てきそうな単語ですが、ラテン語に分解すれば「後ろ＋行く」

に過ぎません。 

意味も「後退する」ですしね。これ、goubykで十分でしょう。*byk（＜back） 左側決定

を忘れずに……。 

 

6-20:展望と作者感想 

 

さて、これで「人工言語の作り方」で説明した項目は全て定まりました。 

音と文字があり、文法と語彙ができました。 

 

あと、実際増やしていくのは語彙ですよね。 

機能語も少ししかないし、内容語は基本語も文法説明に使う程度しかありませんから。 

 

アポステリオリだしqwertyで打てるし、楽々増やしていけると思います。 

辞書はPDICを筆者は使っているのですが、楽々対応できるでしょう。 

というか始めはワードやエクセルに入れてもいいくらいではないでしょうか。 

最悪紙でも良いです。言語の作り始めなので、それで十分でしょう。 

 

serixは作り方を実演することが目的なので、これ以上の役割はありません。 

これでお役御免です。後はどう遊んでいくかという使い道が残るのみです。 
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serixの作成過程について説明していませんでした。 

今日2006年10月11日に、人工言語の作り方の実演として企画され、同日完成・公開しま

した（記事1〜20）。その後に修正されたのは数行です。 

続いて2011年の夏に出版化するために誤字等の修正が施されました。 

 

真面目な話、言語の作り方の説明を交えながらでなければ、もう少しタイムアタックでき

そうです。 

言語の骨子を作ってリストアップするだけなら10時間未満でいけるかもしれません。 

 

1日で作るのは性急です。推奨はしません。 

筆者は「簡単なアポステリオリなら1日もあれば作れるだろう」述べたことがあるので、

有言実行に移した次第です。 

根詰めれば1日でも言語を作れるということが実証されたことで、読者を奮起できるので

はないかと思います。 

そういう意味ではこの怒涛の1日も無価値ではなかったことでしょう。 

 

6-21:serixを使った訳例 

 

"Alice's Adventures in Wonderland" CHAPTER I: DOWN THE RABBIT-HOLE 

『不思議の国のアリス』の冒頭より。 

 

[English] 

 

Alice was beginning to get very tired of sitting by her sister on the bank and of having nothing to do: 

once or twice she had peeped into the book her sister was reading, 

but it had no pictures or conversations in it,  

"and what is the use of a book," thought Alice, "without pictures or conversations?" 

 

[serix] 
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ylis be ip taia wm bau xe sit nia sista at sloup an hyv noenin du wm. 

wntaim oa tuutaim, xe piip bukin sista riid ip bwt si hyv no piktxa oa took. 

"na paaposin buk et hwt?," cink ylis, "noiq piktxa oa took?" 

 

注 

be＜become ip＜keep（継続の副詞） nia＜near sloup＜slope（bankは多義語なので斜面

や坂や土手はこちらを使う） 

noen=no+en=nothing 数＋taim（回数） piip＜peep piktxa＜picture took＜talk＆

conversation 

paapos＜purpose noiq＝no+iq 

 

ついでにアルカと対照してみますか。 

私が作ったから serixはアルカっぽいと言われると心外ですので。 

 

[arka] 

 

alis nar ani tinka a skines amox eeta kont so yuu ka hyal. 

ras ko az ta, lu ziinat lei l'eeta iskor. 

tal tu lei til yuu leis ul xook in, ento lu lok 

"lala tuube lei et fiina ne a. tuube si leis ul xook e!" 

 

構文も語法も serixや英語と違いますね。 

アルカのほうが serixと違って語法が確立しているので、少なくとも筆者には書きやすいで

す。 

アリスのスペリングが三者三様なのは面白いですね。 

 

 

 

  



134 

 

二章：人工言語学 

 

1:人工言語学 

 

●人工言語学の定義 

 

 人工言語は言語学の範疇ではない。これには通時的な理由と共時的な理由がある。 

 前者は1866年にパリ言語学会が人工言語に関する論文を受け取らないと決めたという

ものである。 

 後者は人工言語が制作者の恣意によって好きな形に作ることができるため、自然言語の

研究と同じような分析を行うことができないというものである。例えば、類型論において

最も一般的な基本語順はSOVであるが、人工言語は恣意的に作れるため、いくらでもこ

の研究結果を覆すことができる。類型論のみならず対照言語学などほかのあらゆる言語学

の部門において、自然言語の研究を通じて言語学が明らかにしてきた成果を覆すことがで

きる。これでは研究にならないということで、人工言語は忌避される傾向にある。 

 

 人工言語学とは、そんな渦中にある中であえて人工言語を言語学の範疇として研究する

言語学の一分野である。主旨は「人工言語で言語学をすること」である。 

 人工言語学は2011年に人工言語学研究会によって提唱された学問である。ただし実際に

は研究会が発足される前に、2000年代から実質同じ概念が提唱されていた。研究会の代表

が大学・大学院時代に人工言語で言語学を研究していたためである。 

 

●人工言語学の範疇 

 

・言語学的考察に耐えうる品質の人工言語 

 

 言語学の対象として人工言語を扱う以上、研究対象となる人工言語は言語学の成果を著

しく覆すようなものであってはならない。あくまで言語学から見て不自然でない人工言語
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を取り扱う必要がある。人工言語が持つ「何とでも作れる」という恣意性を極力排他した、

言語学の知識を十分に活用して作られた人工言語のみが研究対象となり得る。 

 従って、自然言語からの参照の度合いが高いアポステリオリ言語や、言語学に十分即し

た上で作られたアプリオリ言語が範疇となる。 

 また、これらの条件を満たす言語であっても、その言語が発展途上であるとか作られた

ばかりであるとか情報量があまりに少ないといった状況にある場合は、研究対象として耐

えられない。 

 人工言語学では「人工言語で言語学をする」という主旨を満たすため、言語学的考察、

特に対照言語学的分析に耐えうる品質の人工言語を対象とする。 

 言語学的考察に耐えうる人工言語とは、具体的には以下の条件を満たすものである。 

 

1:当該人工言語が言語学的に見てあまりに不自然な造りをしていないこと。詳しくは言語

学に矛盾しない人工言語の作り方を参照 

2:当該人工言語の日本語資料が論文執筆に十分な程度存在し、かつ日本国内で容易に利用

できること。具体的には1万語を超える単語帳形式でない辞書に加え、文法や音韻論等に

関する詳細な教材が、書籍かオンラインで利用できること 

3:少なくとも10年以上使用された実績があり、対照に用いるだけの信頼性を有すること 

 

 本研究会発足時点で上記の条件を満たしていた人工言語はアルカとエスペラントしか存

在しなかったため、人工言語学ではこれらを自然言語と対照可能な人工言語と見なす。 

 

・ノコギリの押し引きに見る言語学の非独立性 

 

 言語学者の中には人工言語を研究範疇としないだけでなく、他の分野の学問と提携して

言語現象を解き明かそうとさえしない者がいる。これは問題である。というのも、実際の

ところ言語現象は必ずしも言語学だけでは説明することができないためである。言語現象

を説明するには言語学だけでは不十分で、言語学以外の分野を使わないと説明できないこ

とが多々あるということである。 
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 つまり言語学は言語現象を解明することに関しては独立した学問ではないのである。に

もかかわらず言語学者の中には言語学だけで言語現象を解明しようと考える者がいる。こ

れは現実に即していない。 

 事実は事実と認めた上で対処しなければならない。人工言語学は言語学の非独立性を認

めた上で、諸学問と連携しつつ言語現象を解明していくというスタンスを取る。 

 

 言語学の非独立性は例えばノコギリの押し引きなどに見ることができる。 

 日本語には「ノコギリを引く」というコロケーションがある。しかし「ノコギリを押す」

というコロケーションはない。これはなぜだろうか。この言語現象は実は言語学だけでは

解明できない。 

 ご存知の方も多いだろうが、日本ではノコギリは引くときに力を入れるようになってい

る。一方、欧米では押すときに力を入れるようになっている。いわゆる引きノコと押しノ

コの違いである。 

 引きノコは比較的柔らかい杉などの材質を切るのに用いる。このため、日本やトルコな

どで採用されている。 

 なぜ日本語には「ノコギリを押す」というコロケーションがないのかというと、それは

日本では引きノコを使うからである。そして引きノコを使うのは、杉などを切る機会が多

いためである。 

 杉が多いという植生は日本の風土によるものであり、杉をよく使うというのは日本の文

化によるものである。つまり、文化や風土という視点を入れないとこのコロケーションに

ついては解明できないのである。 

 

 このように、言語現象は必ずしも言語学だけで解明できるとは限らない。風土や文化な

ど、言語学以外の見方を踏まえて考察せねば解明できないことがある。 

 以上から、言語現象を説明するには言語学以外の視点も取り入れる必要があるというこ

とが分かった。言語学は言語現象の解明に関して独立した存在ではないのである。 

 また、当然それは人工言語学にもいえることである。人工言語学は言語学の一分野だが、

考察を行う際は言語学だけでなく諸学問と合わせて研究していくことになる。 
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2:人工言語のランドマーク 

 

 ここでは人工言語史を動かしてきた出来事と、人工言語史に名を刻んできた者たちにつ

いて通時的に列挙する。これらの偉人が行った偉業が人工言語史を動かし、形成してきた。 

 このリストでは人工言語の歴史を揺り動かしたランドマークだけに言及するため、雑多

な出来事や二番煎じの作品については掲載するに足らないと判断した。 

 

西暦 出来事 

12世紀 ビンゲンのヒルデガルト、Lingua Ignota（『未知なる言語』） 

13世紀 ライモンドゥス＝ルルス、Ars Magna（『偉大なる術』） 

1638 フランシス＝ゴドウィン、The Man in the Moone（『月世界の人』） 

1647 フランシス＝ロドウィック、A Common Writing（『共通の文字』） 

1661 ジョージ＝ダルガーノ、Ars signorum（『記号術』） 

1668 ジョン＝ウィルキンズ、An Essay towards a Real Character, and a Philosophical 

Language（『真正の文字と哲学的言語に向けての試論』） 

1677 ドニ＝ド＝ヴェラス、『セヴァランブ族物語』 

1678 ライプニッツ、Lingua Generalis（『一般言語』） 

1710 ティソ＝ド＝パト、『ジャック・マセの冒険旅行』 

1797 ド＝メミィユ(Joseph de Maimieux)、pasigraphie（パシグラフィー）で一躍時代の寵

児に 

1827 フランソワ＝スードル、ソルレソル（ソレソ）。1855年のパリ万博で1万フラン

の賞金を獲得 

1855 ソトス＝オチャンド、『普遍言語の計画案』 

1866 パリ言語学会、言語の起源と普遍言語にかかわる論文を受理しない方針を明らか

に 

1879 シュライヤー、ヴォラピュク。有名になった初の国際補助語 

1887 ザメンホフ、エスペラント。世界最大の人工言語 

1890 「ヘブライ語委員会」が設立され、ベン・イェフダーが代表に就任 

1901 クチュラとレオー、「国際的補助言語を採択するための委員会」を発足 
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1907 クチュラとレオー、『新しい国際語』 

1907 Uniono por la Linguo Internaciona Ido、Ido（イド） 

1919 イギリスの委任統治当局、ヘブライ語をパレスチナにおける公用語の一つと宣言 

現代ヘブライ語を人工言語とみなすなら、世界で最も成功した人工言語と定義で

きる 

1930 オグデン、Basic English（ベーシック・イングリッシュ） 

1951 International Auxiliary Language Association、Interlingua（インターリングア） 

1954 トールキン、『指輪物語』。芸術言語が徐々に花開いていく 

1955 ジェームズ＝クック＝ブラウン、Loglan（ログラン）。サピア＝ウォーフの仮説

の調査のために設計されたという点で斬新であった 

1975 ジェームス＝ノウルソン(James Knowlson)、Universal Language Schemes in England 

and France 1600-1800を出版 

1984 マリナ＝ヤグェーロ(Marina Yaguello)、Les Fous du langage, des langues imaginaires et 

leurs inventeursを出版 

1991 セレン＝アルバザード他、arka（アルカ）。2011年に、アプリオリ自然主義世界

を持ったアプリオリ自然主義人工言語の中で世界一深く作り込まれた人工言語

として同言語を完成させる 

1995 Microsoft、Windows 95を発売。人工言語の作業が紙からPCへシフト開始 

1995 ウンベルト＝エーコ(Umberto Eco)、The Search for the Perfect Languageを出版 

00年代 インターネット・ブロードバンドの普及。人工言語の公開が容易に 

2004 ネリエール、globish（グロービッシュ）。一応国際補助語に分類しておく 

2005 セレン＝アルバザード、ウェブサイト「新生人工言語論」を立ち上げ。人工言語

の作り方や人工言語そのものの解説を国内で初めて行い、啓蒙する 

2009 アリカ＝オクレント、In the Land of Invented Languagesを出版 

2010 マーク＝ローゼンフェルダー、The Language Construction Kitを出版。言語学の初

歩から説明しつつ人工言語の作り方を指南。ただし言語の背景となる文化や風土

の作り込みについてはあまり言及がなく、自身が作った言語も地球と異なる舞台

なのに地球の言語を基にしたアポステリオリ言語であるという矛盾を抱え、造詣

が甘い 
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2011 セレン＝アルバザード、人工言語学研究会を発足。人工言語学という新しい学問

が生まれる 

2011 セレン＝アルバザード、『紫苑の書』を出版。異世界で言語をゼロから学んでい

くというリアリティを追求した世界初のファンタジー小説で、芸術言語の歴史上

大きなランドマークとなった 

2011 セレン＝アルバザード、『人工言語学・アルカ』（本書）を出版。人工言語学が

提唱され、アルカが出版された人工言語になり、全文アルカの小説『夢織』が収

録され出版された。ここまで本格的にゼロから作り込まれた人工言語が登場し、

出版されたのは世界初の快挙である 
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3:人工言語の術語 

 

●人工言語の定義 

 

 『言語学大辞典第６巻』の「自然言語と人工言語」の定義によれば、自然言語は「人間

の各集団の間に自然発生的に形成されたもの」とあり、人工言語は「自然言語のもつ曖昧

性(ambiguity)をとり除き、ある分野に限定して、その分野での必要と使用目的に合うよう

に人工的に設計した言語」とある。 

 この定義に従うと国際補助語や芸術言語のみならず数学用に作られた言語やプログラム

言語も人工言語に含まれることになる。具体的にはエスペラントやアルカだけでなく

BASICやC言語も人工言語に勘定される。 

 しかしこの定義には疑問の余地がある。人工言語は自然言語のもつ曖昧性を取り除いた

ものとあるが、この定義だと自然主義人工言語を人工言語に含めることができない。また、

特に必要性や目的意識のない人工言語も除外されてしまう。自然言語を「人間の各集団の

間に自然発生的に形成されたもの」と定義するのに異論はないが、人工言語については「特

定の個人ないし集団によって意図的に形成された言語」と定義するほうが網羅的であろう。

この定義だと自然主義人工言語や、特に必要性や目的意識のない人工言語も含めることが

できる。 

 

●人工言語の類義語 

 

 人工言語の類義語は複数存在する。以下に例を挙げる。 

 

1:人工語 

2:計画言語 

3:架空言語 

4:創作言語 
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 1は『言語学大辞典』などが採用している。やや古いイメージがあり、2011年現在では

あまり使われない。そもそも言語学では一般に自然語という術語は使わず自然言語という

術語を使う。従ってその対語は人工語でなく人工言語が適切であろう。 

 2は人工言語が計画的に作られる側面を強調している。ただし「言語案でしかなく実際

には使われない」という暗示を感じてこの術語を避ける者もある。 

 3や4は芸術言語に分類される言語の制作者が用いることがある。また、単に人工言語

という術語を知らずに人工言語に相当するものがないかとインターネット検索をする人間

が、3や4を暫定的に打ち込むことがある。これは人工言語に関するホームページのアク

セス解析を通じて得た情報である。 

 

●英語における人工言語の類義語 

 

1:constructed langage 

2:conlang 

3:artificial language 

4:planned language 

 

 最も一般的な英訳は1とその略語の2である。なお、人工言語の制作者は conlangerと呼

ばれる。 

 3は直訳すると最も人工言語に近いが、欧米圏では1や2の方が一般的である。4は計画

言語に当たる。 

 

●自然言語 

 

 人工言語と異なり、自然言語は類義語が豊富でない。自然言語でほぼ統一されている。 

 英訳はnatural language (natlang)である。 

 

●人工言語の範疇 
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 人工言語を「特定の個人ないし集団によって意図的に形成された言語」と定義した場合、

その条件に適合するものは全て範疇となる。 

 ここでいう言語は典型的には人間のコミュニケーションに用いられる音声を伴ったもの

であるが、手話のように音声を伴わないものやプログラム言語のように人間のコミュニケ

ーションに用いないものも含んだ広義の意味で定義される。 

 

 人工言語と自然言語は対極の位置にあるが、その中間的存在がある。それはピジンやク

レオールである。 

 ピジンとは例えば商港の英語話者と中国語話者の間などで発生する。中国語話者が意思

疎通を図るために英語を簡略化し、商業用として実用する。それがピジンイングリッシュ

である。ピジンイングリッシュは英語を簡略化したものなので自然言語である。しかし元

の英語に比べると人工言語に近い性質を持っている。 

 ピジンイングリッシュは通常、文法が複雑な構造を持たないように変えられる。こうし

たことは英語母語話者間では起こらないことで、かなり人為的に言語が変えられていると

いえる。この点においてピジンは人工言語に近いといえる。 

 しかし商人らは人工言語を作ろうと思って意図的に言語を簡略化したのではない。ピジ

ンイングリッシュは商業上の必要性から自然に発生したものである。ゆえに人工言語では

ない。よってピジンは人工言語と自然言語の中間に位置するといえる。 

 なお、その土地の子供たちがピジンを母語として習得すると、ピジンはクレオールと呼

ばれるようになる。本質的にピジンと同じであるため、クレオールも人工言語と自然言語

の中間に位置する。 

 このように、人工言語と自然言語の間にはピジンやクレオールが存在する。これらは自

然言語よりは人工的であるが、人工言語の範疇には含まれない。 

 

 なお、暗号については人工言語に含める立場と含めない立場があるが、上で定義した要

件を満たすため、本研究会は暗号を人工言語に含める。 

 仮に日本語の文字を特定の置換規則によって変換しただけのものであろうと、その置換

規則自体が意図的かつ人工的である。 

 

●人工言語の分類 
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a priori language, a priori conlang：アプリオリ言語、先験語。既存の言語から語彙や文法や音

韻論といったあらゆる言語的要素を流用しない言語のこと。アポステリオリに比べて制作

に労力がかかる。アルカなど。 

a posteriori language, a posteriori conlang：アポステリオリ言語、後験語。既存の言語から語彙

や文法や音韻論といった言語的要素を一部ないし全部流用する言語のこと。エスペラント

など。 

 

international auxiliary language, auxiliary language (auxlang)：国際補助語。エスペラントなど。 

 

artistic language (artlang)：芸術言語。アルカなど。以下の内訳がある。 

--personal language, hermetic language：個人言語。主に自分にしか分からない秘密の暗号など

として用いられる言語。ビンゲンのヒルデガルトによるLingua Ignota（未知なる言語）な

ど。 

--fictional language：架空言語：広義には人工言語の類義語で、狭義には芸術言語の内訳で

ある。トールキンの中つ国の言語など。 

--alternative language(altlang)：代替言語。もし歴史が異なっていたら言語がどう変化してい

たかを考察したもの。本質的にアポステリオリ言語である。 

--jokelang：冗談言語。その名のとおり余興として作られる言語。しばしば言語学的に見て

不自然な性質を持つ。 

 

engineered language (engelang)：工学言語。実験的に作られる言語。以下の内訳がある。 

--philosophical language：哲学的言語。フランシス＝ロドウィックの『共通の文字』など。 

--taxonomic language：分類学的言語。哲学的言語とほぼ同義。概念を図書分類法のように

分岐させていく側面を強調している。ジョン＝ウィルキンス『真性の文字と哲学的言語に

むけての試論』など。 

--experimental language：実験的言語。ある構造を持った言語が機能するかどうか確かめる

ために試験的に作られる言語を指す。 

--ideal language：理想言語。普遍言語とともに主に16-18世紀にヨーロッパで起こった人工

言語の論争の中で用いられる術語。 
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--logical language(loglang)：論理的言語。工学言語の持つ論理的な側面を強調した術語。人

工言語史的には下記のprogramming languageの端緒となった。 

--programming language：プログラミング言語、プログラム言語。コンピュータを扱う際に

用いられる言語。BASIC, C, FORTRANなど。 

 

naturalistic language, naturalistic constructed language, naturalistic conlang：自然主義人工言語。自

然言語との混同に注意。自然言語と見紛うような人工言語のこと。しばしば制作者に言語

学や語学の知識が要求され、制作に労力がかかる。 

--naturalistic artlang：自然主義芸術言語。芸術言語のうち、自然言語に似せたもの。アルカ

など。 

 

●ドゥリンチェコによる分類 

 

『言語学大辞典』の「人工語」によれば、ドゥリンチェコは人工言語を次のように分類し

た。 

 

 先験語——哲学的言語 

 後験語——図式派：エスペラントなど 

      自然派：インテルリングワなど 

 

 同辞典によると先験語すなわち哲学的言語とは「人間がもっている論理は人類全てに共

通であるからこれを基盤として言語を構築すれば コミュニケーションの手段として機能

を発揮しうるという発想から生まれてきた言語案」である。先験語は16-18世紀を中心に、

ベーコン、デカルト、ライプニッツらによって考察されてきた。なお、本論では先験語と

哲学的言語は同義ではない。これはあくまで辞典による分類である。 

 対して後験語は先験語に少し遅れて発達し、19世紀にザメンホフによるエスペラントの

台頭で一世を風靡した。図式派とは自然言語の持つ不規則性や例外を排したものである。

対して自然派とは自然言語の持つ不規則性や例外を多少認めたものである。 
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 ドゥリンチェコの分類は全ての人工言語を分類しきれないという欠点を持っているが、

先験語と後験語に人工言語を大別した点は有益である。人工言語を先験語と後験語に分け

た上で自然言語と対比すると、人工言語と自然言語はデジタルな違いではなくその間に異

物の存在を許すアナログなものであることが分かる。 

 後験語は自然言語を基盤とした言語で、図式派も自然派もそれは共通する。図式派は言

語の持つ不規則性や例外を認めないが、自然派はそれらを認める。従って上記の図で最も

自然言語から遠いのは先験語であり、最も自然言語に近いのは自然派である。 

 同じ人工言語でも後験語のほうが先験語より自然言語に近い。更に同じ後験語でも自然

派のほうが図式派より自然言語に近い。ゆえに人工言語と自然言語の間にはより人工言語

らしいものとより自然言語らしいものがあるといえる。ただし先験語でも自然主義人工言

語の場合は自然言語に近い性質を持っている。 

 

●人工世界 

 

 人工世界は constructed world (conworld)と呼ばれるもので、「特定の個人ないし集団によ

って意図的に形成された世界」と定義できる。 

 内訳には人工文化(constructed culture, conculture)、人工風土(constructed climate, conclimate)

がある。 

 人工世界にもアプリオリとアポステリオリがある。例えば人工言語アルカが使われる人

工世界カルディアは前者の好例である。 

 

●人工言語は必ず世界を背景に持つ 

 

 言語は文化や風土から影響を受ける。例えば日本語で稲と米は単語レベルで区別される

が、英語ではどちらも riceである。これは日本人が米を主食とするからであるが、その原

因は日本の風土にある。 

 このように言語は文化や風土から影響を受けるため、人工言語を作る際は背景となる世

界についても考察する必要がある。 
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 既存の世界を流用した場合、その人工言語はアポステリオリ人工世界を持つ。ゼロから

世界を構築した場合、その人工言語はアプリオリ人工世界を持つ。 

 なお、既存の世界をそのまま用いた場合は人工世界とは言わない。現実世界である。例

えばフランスを舞台にした人工言語を作った場合、その人工言語は人工世界を持たない。 

 従って人工言語は人工世界と現実世界のいずれかを背景に持つといえる。 

 

●最も制作が難しい人工言語 

 

 以上の分類から、最も労力を必要とし制作者に広範な知識が要求されるものは、アプリ

オリ人工世界を持ったアプリオリ自然主義人工言語である。 

 この類型は言語と世界をゼロから作らねばならず、かつ既存の言語や世界から要素を流

用することが許されない。この類型の好例は人工言語アルカと人工世界カルディアである。 

 アプリオリ人工世界を持ったアプリオリ自然主義人工言語はその制作の難しさから人類

が成しえてこなかったものであり、人工言語アルカが史上初のものである。 

 

 厳密に言えばアプリオリ人工世界を持ったアプリオリ自然主義人工言語をたった1語で

も作れば同じ類型を作ったことにはなる。そこで問題となるのはその規模すなわち作り込

みの深さである。 

 アルカの場合は2011年現在で単語帳形式でない辞書があり、語彙は15000語を超える。

教材も豊富で、文法も細部に到るまで作り込まれている。音韻論はもちろんのこと、音声

学も定められており、発声法や息の使い方についてまで言及されている。我が国のインタ

ーネット検索における知名度も申し分ない。また、制作開始は1991年で、少なからず作業

歴がある。 
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4:言語学的に矛盾しない人工言語の作り方 

 

●本稿の目的と読者対象 

 

本稿では言語学的に矛盾しない——あるいは控えめにいっても不自然でない——人工言語

の作り方について論ずる。 

 

この作り方が必要になるのはアプリオリの人工言語のみである。アポステリオリには必要

ない。借入元の言語が自然言語だからである。例えばエスペラントに本稿は必要ない。 

アプリオリの中にはリアリティを追求しない言語と、リアリティを追求する言語がある。

このうち前者にこの理論は必要ない。例えばクリンゴン語に本稿は必要ない。 

本稿を必要とするのは、現実と見紛うような架空の世界で使われる「まるで本当に存在す

るかのように感じられる自然言語」を作りたい研究者だけである。 

以下はこのタイプの人工言語制作についての説明であるため、人工言語の作り方で述べた

人工言語制作の手順とは必ずしも一致しないという点に注意したい。 

 

●人工言語に必要なのは肩書きではなく努力と書籍代 

 

さて貴方が上記の目的を持ったものと仮定して、まず最低限必要なのは言語学の知識であ

る。最低限大学の学部レベル、できれば大学院レベルが望ましい。 

言語学はたいてい文学部の国文学科とか英文学科といった学科で扱われる。このままだと

文学部に所属することが必要に思えるが、実はその必要はない。言語学は工学などと異な

り、高価な実験機材を必要としないからである。音声認識など一部の分野は機材が高価だ

が、人工言語を作るのに必要な知識を得るには書籍代を捻出できれば十分である。 

従って必要なのは自己の努力と書籍代のみである。すなわち、言語学は独学でどうにかな

る。更に言えば、大学の文学部で言語学を専攻する必要もない。筆者の大学院時代の専攻

は言語学だったが、その筆者があえて不必要と断ずる。ではそれはなぜか。それは言語学

が人工言語を範疇としないためである。この理由については後述する。 
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筆者は高校時代に言語学を独学で学び、言語学では人工言語を扱わないということを知っ

た。それでもネットも普及していなかった当時は大学で言語学をやるのが最も人工言語に

近付く方法であった。それで仕方無しに大学で言語学を履修したが、学部の授業は言語学

を知らない人間のためのものなので、既に高校で独学していた自分に得るものはなく、学

部時代から大学院の授業に混じっていた。先輩方のご厚意で、言語学関連の同好会にも所

属させていただいた。だがそれでも人工言語をやることは許されなかった。 

だから大学では少しでも人工言語に役立つ分野を研究をしていた。人工言語をやっている

ことについては変人扱いというか、どちらかというと嘲笑すらされていたように思う。な

お、大学の授業はアルカに関しては無利益だったが、それ以外のことは大変勉強になった。 

人工言語という面で見れば、大学に所属する必要はないというのが自分の経験から言える

ことである。だからこそ、貴方が言語学の素人であろうが、文学部卒でなかろうが、理系

であろうが、高卒であろうが、人工言語を作るという目的においては肩書きなど不要で、

自助努力と書籍代さえあればどうにかなると言える。 

ちなみに、大学自体は非常に校風が自分に合っていて好きだった。いい思い出もたくさん

あり、同級生も先輩方も先生方も温かい方々だった。 

 

書籍代を何度も強調したのは、専門書には平気で数万円もするものがあるからである。筆

者は親が借金王だったため、大学院の費用等はむろんバイト代で捻出したし、その上で専

門書を買わねばならなかったから、大変苦労した。バイトをして本代を稼いでの繰り返し

だったので、取得単位も最低限度ギリギリで卒業したし、周りがするような合コンも一度

もしたことがない。彼女とデートをしてもジュンク堂に入り浸るだけとか、たこ焼きをひ

とり1パック買えずに半分こするなどといった惨めな思いをさせてしまっていた。 

 

塾講師だけでは足りず、夏休みには住み込みで農業をして本代を稼いだこともあった。片

方の指2本で20kgの箱を持ち上げてトラックに積んでいく作業（つまり一回あたり両手で

40kg）や、40℃を越える炎天下での水なしの作業などが印象深い。全ての農家がそうでは

ないと思うが、たまたま行ったところがバイトを冷遇するところだったのが不運であった。

その家族は水を飲みながら作業をするが、こちらには炎天下でも水を渡さない。玄関も使

わせず、窓から出入りさせる。トイレも使用させない。夕飯は米と茄子。その家族の親戚

が車で事故を起こして筆者が頭から流血して顔面が文字通り血だらけになっても気付かな
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い振りをするなどなど。ちなみにその血は夕立で天を仰いで落とした。そんな環境でも言

語学やアルカのことを常に頭の中で考えていた。 

思えば大学時代に別件で倒れて救急車で搬送されたときも、微かに見える救急車の機材に

書いてあるドイツ語の語源を考えたりする人間だったので、どのような状態であっても言

語学とアルカからは頭が離れなかったのだろう。金さえあればこんな苦労はしないで済ん

だものをと思った。 

 

このように、筆者は本代にはずいぶん苦労させられたから、どうしても意識してしまう。

社会人になって金の心配がなくなってからは楽になったのが嬉しかった。今や投機の利鞘

を大震災の復興支援投資に当てるなどといった活動もできるほどになった。 

だが経済的な安定と引き換えに、今度はそれまでの無理が祟って体が悲鳴を上げてきたの

が残念である。埼玉から京都までロードレーサーですらない自転車で行くだけの体力はあ

っても、人工言語の作業を長年続けるのは体に堪えた。 

話を戻そう。いずれにせよ、もし貴方が学生でなく社会人であれば、書籍代は気にする必

要はない。必要なのは努力のみである。 

 

●最低限守るのは言語の普遍性 

 

最低限守るべきことは言語類型論における普遍性である。言語には次のような絶対的普遍

性というものがある。 

 

・文字を持たない言語はあるが、音声を持たない言語はない（手話は特定の団体によって

人工的に作られたものなのでここには含めない。また、滅んだ言語で文献にしか残ってい

ないものでも、使われていた当時は音声を使用していた） 

・あらゆる言語は二重分節を持つ 

・あらゆる言語は名詞と動詞を持つ 

・摩擦音が1つ以上存在すれば、そこには必ず[s]がある 

・ある言語の語順がVSOであれば、形容詞は名詞の後に来る 
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これらは問答無用で貴方の言語に取り入れなければならない。普遍性は我々にとって制約

ではなく非常に便利なものである。たいていの作者はリアルに作り込もうと思ったときに、

言語学の理論によすがを求める。このとき普遍性は大変便利に感じられる。 

 

●言語学概説を学習したら、まずは言語類型論を 

 

しかし残念ながら、言語学が発見した普遍性は非常に少ない。ほとんどが強い傾向か弱い

傾向でしかない。それでもそういった傾向は優先的に取り入れたほうがリアリティが出る。 

例えば世界の語順は松本(2006)によるとSOVが最も多く、OSVが最も少ない。SOVとSVO

だけで実に84.3%ものシェアを占める。リアリティを追求するならば、貴方はSOVかSVO

を選択するのが最も無難である。OSVにしたからといってリアルでないわけではない。し

かしSOVやSVOのほうが「圧倒的に有り得やすい」のだから、それは「いかにも現実味

を帯びて感じられる」ということに繋がり、その分だけリアルに感じられる。ただし繰り

返すが、別にOSVにしようがそれは貴方の選択だ。 

 

こういった傾向は言語類型論の分野で知ることができる。まず言語学全般を学んだ後に学

習すべきは言語類型論である。貴方はいずれ語順だけでなく、膠着語や屈折語といった形

態や、対格言語か能格言語といった設定についても決めねばならない。そのときに言語類

型論は必要となる。 

さらに進んでいけば、ある言語が100%膠着語に分類されるようなことはまず起こらない

などといった壁にもぶつかり、言語の分類が容易でないこと、換言すれば言語の制作も容

易でないことを知ることになる。 

 

●次に必要なのは音声学 

 

音声学と音韻論は優先的に学ぶべきである。言語は音でできている。貴方の言語がどの音

韻を持つのか定める必要がある。このとき、IPA的に見て絶対に発音不可能な音声を選択

してはならない。 

たまに火星語を話せるという馬鹿がテレビに出てくるが、人間の発声器官は非常にデリケ

ートで、人間に非常に近い構造の猿ですら人間の言語を模倣できない（直立歩行ができな
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いというだけのことで）。まったく違う環境の星で人間と同じ形態の生物は生きていけな

いので、火星人なり金星人なりがいるとするなら、それらは人間とはかなり異なった形態

を持つ。すなわち仮に彼らに発声器官があったとしても、相当人間のものとは異なってい

る。従って逆に人間が彼らの音声を真似することはできない。ゆえにその詐欺師が火星語

を喋れるということは調音音声学的に見てありえない。 

こういうことは常識でも分かることだが、IPAの繊細さに触れるとなお分かることである。

貴方は IPAが提示する限られたテーブルの中から音声を選び、自分の言語が持つ音素を選

んでいかねばならない。 

 

先に類型論をやらせたのには理由がある。例えば[z]があるのに[s]がない言語は存在しない。

これは類型論が明らかにしている。ところがこういったことを知らないと、言語学的にあ

りえない音素の選び方をする恐れがある。 

音素を選ぶ際は自分の好みや慣れだけで選んではならない。印欧語やシナチベット語族な

ど、様々な語族の言語を調査し、共時的だけでなく通時的にも音素の変遷を調査した上で、

自分の言語の音素を定める必要がある。 

筆者は大学時代に図書館に入り浸って『言語学大辞典』の一巻から五巻の補遺まで通読し、

別巻の世界文字辞典にも目を通した。また、術語編については使用頻度が高いとして購入

した。それくらい入念な調査が必要である。 

ちなみに、筆者が地球の文字で最も洗練されていると思うのは、学習効率や画数の問題は

あれど漢字である。 

 

●文法は二の次。考察は広域範囲で 

 

貴方は恐らくとっとと文法づくりという楽しい作業をしたいのかもしれない。しかしそれ

はだいぶ後の話である。類型論をよく学んだ後に文法を定めると、いかに類型論を知らな

かった頃に自分が描いていた青写真が荒唐無稽だったかが分かるはずである。 

文法は変化するものであり、ひとつの文法的要素はほかの文法的要素に影響を与える。例

えば語順がVSOであれば、形容詞は常に名詞に後置される。間違っても貴方の勝手な好

みで無茶苦茶に作ってはならない。類型論を踏まえた上で、さらに周辺民族の言語からの

影響や歴史的変化も考慮して定める必要がある。 
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例えば日本語の文法は日本語だけのものではない。環太平洋の諸語と合わせて広域で考察

されるべきものである。ということは、貴方が作りたい国の言語もその周辺地域と合わせ

て広域で考察する必要がある。このあたりの事情は松本(2007)が参考になるだろう。 

気が逸って文法を作りたい気持ちは分かる。そして言語を作ろうと思えば初期の段階で人

称代名詞を組むことになるだろう。だがこの人称代名詞のような単純なものでさえ、後述

するスル言語かナル言語かによって異なるシステムを持つため、安易に決めることはでき

ない。例えば日本語のようなナル言語においては一人称代名詞が一般に豊富で、英語のよ

うなスル言語においては一般に豊富でない。人称代名詞ひとつ組むにもほかの様々な文法

要素と合わせて考える必要がある。よって、やはり組む前に勉強するという原則が活きて

くる。 

なお、人称代名詞については松本(2010)が極めて詳しい。参考文献に挙げる数々の良著も

そうだが、筆者がアルカを作成する前に出版してほしかったものである。良著が出揃って

いれば、アルカ史が経た紆余曲折もいくらか短く済んだはずである。 

 

ときに貴方は恐らく日本人だろうから、対格言語に慣れているはずだ。日本語も英語も対

格言語なので、貴方の言語は自然と対格言語になりやすいだろう。しかし世界には能格言

語というものもある。つまり能格言語という選択肢もあるわけだが、これも適当に好みや

「面白いから」で決めてはならない。 

さらに言えば、能格言語と対格言語は完全に分離した存在ではない。時代を経て能格言語

から対格言語へ変わることすらある。例えば英語は対格言語であるが、近藤(2006)によれ

ばその元となった印欧語は能格言語であったというのが言語学者の間で広く支持されてい

るという。 

また、言語が対格か能格かというのはほかの文法要素にも影響を与える。例えば近藤(2006)

は能格の起源を具格に求めている。能格言語という特徴が文法的には一見関係ない具格と

関連しているというのは興味深いことである。というのも、このことは能格言語か対格言

語かという類型を選択する際にほかの文法要素も合わせて考えなければならないことを意

味するからである。 

なお、近藤は能格の起源を具格に求めているが、一般に言語学者の間では属格起源説が広

く支持されている。 
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●言語らしさ 

 

類型論・音声学・音韻論・文法。これらを検討すると言語の骨子が出来上がってくる。当

然それらを組む過程で基本語や機能語の類は創られていくだろう。その際にはまた別途形

態論を学ぶ必要がある。 

その作業が終わると簡単なことが表現できる程度になってくる。この時点で気付くのは、

同じ現象を表現するのに複数の言い方が存在するということである。例えば「彼は私にリ

ンゴを与えた」という文と「彼からリンゴをもらった」ないし「彼がリンゴをくれた」と

いう文は意味的には等しい。しかし最初の文はいかにも翻訳調であって自然には感じられ

ない。なんとなく日本語らしくないのである。このように、同じ内容を複数の言い方で表

現できるようになって初めて感じられるのが、「言語らしさ」の存在である。 

 

各言語には「言語らしさ」というものがある。例えば日本語の「雨が降る」という文は自

然だが、「雨る」は非文である。逆に英語の"It rains"は自然であるが、"Rain falls"は典型的

な表現ではない。 

「雨が降る」は日本語らしいが、「雨る」は日本語らしくない。反対に"It rains"は英語らし

いが、"Rain falls"はそれほど英語らしくない。日本語は雨を名詞として使うのが自然で、

英語は rainを動詞として使うのが自然である。このように、各言語には「その言語らしさ」

というものが存在する。 

 

日本語の表現に近い言語は次の通りである。 

韓国語では비가내리다（雨が降りる）ないし비가오다（雨が来る）と表現し、日本語と同

じ表現方法である。 

中国語では「下雨了（雨が降ってきた）」のように表現され、雨は動詞としては使われな

い。ただし日韓と異なり、雨が動詞の後ろに回り込んでいる点で文法的に異なる。 

フィンランド語ではSataa vettä（雨が降る）、Sataa lunta（雪が降る）のように表現する。

sataaは元々は「降る(fall)」を意味する動詞で、本来これ自体に「雨」という意味はない。

vettäはvesi（水）の単数分格形である。中国語と同じく動詞が先行している。 
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日本語などは動詞の部分を変化させることで、自然現象の起こり方をより具体的に示すこ

とができる。例えば霜ならば「降り」、霧ならば「出る」というように。中国語も雨なら

下だが、風なら刮が使える。 

しかし松瀬(2007)によるとネワール語ではこれらをすべてWAYE（くる）で表現できる。

このように、一見日本語と似たタイプの言語の中にも異なった特徴を持つものがある。 

 

一方、英語の表現に近い言語は次の通りである。 

フランス語では Il pleutで「雨が降る」。同じくドイツ語ではEs regnet。これらは英語同様、

主語の省略を容認しない言語である。そのため、形式主語を必要とする。 

同じ印欧語でも、主語を省略できる言語がある。例えばイタリア語ではpiove、スペイン語

では llueve、ポルトガル語では choveとなる。 

 

ちなみに、両方の表現方法を取る言語もある。英語で「雨が急に降りだした」という場合

は rainを動詞としては使わず、"Suddenly rain began to fall"のようにいう。アルカでは"eskat im 

fis"（今日は雨が降った）のように雨を動詞として使う傾向が強い一方、"esk lunat im fis"の

ように「雨が来た」と表現することもできる。 

ただ、どの言語も雨を名詞として使いたがるか動詞として使いたがるかといった好みがあ

る。もしこの好みを違えた場合、その文は不自然かあるいは非文になる。 

多少不自然なくらいなら意図は通じるかもしれない。例えば「雨る」なら人によっては理

解されるかもしれない。だが依然として「雨る」は自然ではない。すなわち、各言語には

その言語らしく感じさせる表現方法がある。それは「雨が降る」と「雨る」の差に現れて

いる。 

この「言語らしさ」については国内外の言語学者により様々な術語を使って言及されてお

り、言語類型論や対照言語学などの諸分野で論じられている。国内では特に池上(1981)に

端を発する研究が牽引車となっている。 

 

なお、ここで述べる言語らしさというのは例えば池上(2006)の「外国語と意識的に取り組

んだことのある人、あるいは、母語でもそれを客体化して改めて捉え直してみたことのあ

る人ならば、それぞれの言語にはその言語化——つまり、表現の構成の仕方——に関して、

何か好みの傾向といったものがあるという経験をするのではないであろうか」で表現され
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るような性質のものである。この表現からも分かるとおり、それはたいてい普遍的な法則

という類のものより、主に好みや傾向といった類のものである。 

 

●言語らしさを作る傾向 

 

國廣(1982)、中村(2004)、池上(1981, 2007)など一連の研究によれば、言語にはある特徴があ

れば、それとは異なる特定の特徴を有する傾向があることが分かっている。 

池上(1981)において日本語は「なる」型言語（以下ナル言語とする）に分類され、英語は

「する」型言語（以下スル言語とする）に分類される。 

他方、日本語はコト言語に分類でき、英語はモノ言語に分類できる。ここでコト・モノの

好例を挙げよう。(2a)に見られるように、日本語はコト言語に分類することができる。(2b)

はいささか不自然である。 

 

(1) Do you like me? 

(2a) 私のことが好きですか。 

(2b) ?私を好きですか。 

 

面白いことに、一般にスル言語はモノ言語であり、ナル言語はコト言語だという傾向があ

る。同じくスル言語はhave言語であり、ナル言語はbe言語だという傾向がある。これは

つまりある言語がスル言語であれば、その言語はモノ言語かつhave言語である傾向が強い

ということを意味する。日英で検証すると以下のようになる。 

 

(3) I have a sister. 

(4) 私には妹がある（いる）。 

 

このように、ある特徴が他の特徴の存在を示唆するという現象が言語には見られる。ただ

しこれはあくまで傾向であって、必ずしも普遍性のあるものではない。しかし諸特徴が互

いに傾向を持ってまとまった群を成すという現象はどの言語にも見られ、この群が各言語

の言語らしさを形成していると考えられる。 
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●人工言語の言語らしさ 

 

自然言語は言語らしさを有するが、人工言語はどうだろうか。 

アポステリオリの場合、借用した言語の言語らしさをまるまる使用することで言語らしさ

を獲得できる。 

しかしアプリオリの場合はゼロから言語を構築しなければならないため、制作者に知識が

ないとスル言語なのにbe言語というような、言語学的に見てあまり一般的でないような言

語を形成する恐れがある。 

言語制作者が言語学の知識を持った上であえて思考実験として不自然な言語らしさを与え

る分には問題ない。しかし異世界で特定の民族に使われる言語としてそのアプリオリ言語

を制作した場合、不自然な言語らしさを持ったその言語は言語学的に見て不自然といえる。

創作の観点でいえば、その言語は考察が不十分で稚拙であるといえる。 

ただし、もちろん地球の言語にもスル言語なのに本来スル言語が持ちにくい特徴を持った

ものがある。あくまで傾向でしかないことに留意したい。 

 

●人工言語が言語学の範疇でない理由 

 

人工言語が言語学の一分野として相手にされない主な理由は2つある。 

1つ目は通時的なもので、19世紀にパリ言語学会が「言語起源論と普遍言語に関する論文

は受理しない」と定めたためである。暗黙のうちに普遍言語だけでなく人工言語全般が含

まれたまま現在に至っている。 

2つ目は共時的なもので、言語学が「現存するかあるいは過去に存在した民族が生活の中

で培ってきた言語について研究するもの」だからである。従って人工言語は本来的に範疇

に含まれない。 

しかし本音を言えば理由はこれだけではない。ざっくばらんに言ってしまうと、人工言語

が「後出しジャンケン」できる上、ほとんどの人工言語は言語学的知識のない人間が作っ

た稚拙なものだからである。 

そして何より、そもそも言語学者は一般的に人工言語に興味がなく、言語学の潮流どころ

か範疇ですらない人工言語を研究したところで成果にならないためである。これは理論

云々以前の問題で、単なる現実である。 



157 

 

 

「後出しジャンケン」について説明せねばなるまい。 

例えば上で述べた「スル言語はhave言語になりやすい」といった研究成果は、自然言語を

いくつも検証した上で帰納した傾向である。 

また松本(2006)によると、世界の言語の語順はSOVが最も多く、OSVが最も少ない。これ

も自然言語から帰納して得られた傾向である。言うまでもなく、これらの研究成果は言語

学的に意義のあるものである。 

ところが人工言語はこれらの成果をいとも簡単に覆すことができる。まるで後出しジャン

ケンのように好きに帰納の結果を変えられる。というのも、いくらでもOSVの言語を増

産することができるためである。 

人工言語を自然言語の言語学に混ぜてしまうと、言語学がこれまでに発見してきた傾向を

尽く覆される恐れがある。そのこともあって、言語学が人工言語を対象に含めるのは好ま

しくない。 

仮に人工言語を言語学の範疇に含めるとするならば、言語学を踏まえた上で作られた精巧

なアプリオリ言語や、完全なるアポステリオリ言語に限定せざるをえない。更に言えば、

これらの言語ですら自然言語のデータとは切り離して考察されざるをえないだろう。 

 

●言語学的に矛盾しない人工言語 

 

これまでに言語学が帰納してきたものは、その多くが普遍的な法則ではなく傾向である。

しかしそれは十分有用なもので、人工言語を作る際には考慮すべきものである。 

言語学的に矛盾しない——あるいは控えめにいっても不自然でない——人工言語の作り方

は、こうした考察を踏まえてこそ成しうるものである。 

 

●異言語の影響 

 

上で述べたことと逆説的になるが、真の意味で言語学的に矛盾しないあるいは不自然でな

い人工言語を創る場合、通時的な論考も交えねばならない。例えばスル言語だからといっ

てスル言語の全ての特徴を安易に持たせてはならない。 
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日本語はナル言語であり、本来スル言語よりは無生物主語を使わない傾向にある。ところ

が金田一(1988)によると「「戸は開かれたり」「賽は投げられた」のような、無生物を主

語とする受動態などが洋語の影響で多く用いられるようになった」とある。 

このように、異言語の影響を受けてナル言語でもスル言語の特徴を持つあるいは容認する

ことがある。むろん逆も然りである。従って人工言語制作においても、歴史的背景を踏ま

えて通時的に考察する必要がある。上述までの共時的な考察だけでは不十分である。 

 

では歴史的背景を踏まえて人工言語を作るとは具体的にどういうことか。 

アルカが使われるアルバザード国は何千年という歴史があり、異民族の脅威に晒されてき

た。国内には多くの民族と言語が存在し、それは常にアルカに影響を与えてきた。（注：

アルカの前身はアルバレンといい、その前身はさらにリュディア語というが、術語をいた

ずらに増やさぬよう、本稿ではアルカで統一する） 

アルカはもともとスル言語であったが、国内に流入したナル言語を使用する民族と長い間

共存したため、徐々にナル言語の性質を帯びていくようになった。現在でも(5a)に見られ

るように、本質的にはスル言語の性質が強い。 

 

(5a) an til amel（私は妹を持っている→私には妹がある） 

(5b) *amel xa an（妹は私がいる場所にいる）：非文でないが、文意が異なる。 

 

他にも一般にスル言語は擬態語が少ない傾向にあるが、これはアルカも同様である。 

また、一般にスル言語は間接受身を持たないが、これについてもアルカは同様である。 

このように、基本的にアルカはスル言語の性質を強く持っている。 

 

その一方、アルカにはナル言語の特徴も混じっている。以下に例を挙げる。 

スル言語の特徴は客観的であり、ナル言語の特徴は主観的である。これと関連して一人称

代名詞はナル言語において多様であり、スル言語において一定であるという傾向がある。

実際に日本語には「俺」や「私」や「僕」といった一人称が豊富にあるが、英語は I、フ

ランス語は jeのみである。 

アルカの場合、この点はナル言語の特徴を持っており、一人称代名詞は多様であり、an, non, 

men, yuna, noelなど多数ある。古くはアルカもスル言語に相応しく一人称はdelないし an
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のみであった。せいぜい女性用にnonが加わる程度であった。人称代名詞が多様化したの

はナル言語を持った異民族の流入以降である。 

 

また、一般的にスル言語において動詞の焦点は結果にあり、ナル言語において動詞の焦点

は行為全体にある。 

例えば「説得する」の場合、日本語では「説得したが駄目だった」といえる。しかし英語

のpersuadeは「説得した上で説き伏せた」というニュアンスを持ち、結果に焦点がある。

それゆえ"persuade but failed"のような句は不自然である。"tried to persuade but failed"にすると

自然な句となる。 

アルカで「説得する」は sosoというが、これは説き伏せることまでは含意しない。このこ

とからアルカは動詞の焦点が行為全体に置かれることが分かる。すなわちここにもナル言

語的性質を見出すことができる。 

 

このように、アルカは共時的な言語学的傾向のみならず、通時的な事情も考察した上で創

られている。 

アプリオリ言語で言語学的に矛盾しない——あるいは控えめにいっても不自然でない——

言語を創るには、共時的だけでなく通時的な論考も交えなければならない。 

スル言語とナル言語のような特徴がもたらす傾向は人工言語造りにおいて極めて有用であ

る。だがそれを利用する際は、必ず通時的にも考察し、歴史的変化や異民族との関わりに

ついて考察する必要がある。 

 

●2つの歴史 

 

アルカは人工世界カルディアで使われる一方、作者らによって現実でも使われる。従って

アルカ史は架空と現実の2種がある。本稿では主に前者について述べてきた。補足として

後者について少し触れておく。 

もともとアルカは様々な自然言語の話者が集まってできた言語であるため、スル言語の特

徴もナル言語の特徴も持っていた。ただ年代ごとにスルとナルの力関係は変化していた。

おしなべて90年代前半はナル的で、後半はスル的であったと思われる。00年代前半まで
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スル的傾向が強く、後半になってナル的要素が増したように思われる。結果として人工世

界カルディアにおけるアルカ同様、両方の側面を持った言語になっている。 
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5:アルカの認知言語学的考察 

 

●客観的把握と主観的把握 

 

認知言語学において、認知主体は事態を把握するものと定義できる。認知の様式は2つに

大別することができる。 

1つは事態の外側から事態を把握する様式で、池上(2004, 2005)のいうところの客観的把握

に相当するものである。 

1つは事態の内側から事態を把握する様式で、同じくこちらは主観的把握に相当するもの

である。 

 

事実上同一の概念を言語学者はそれぞれの術語で表す。例えば客観的把握のことを

Langacker(1985)は最適視点配列(optimal viewing arrangement)とし、中村(2004)はDモードと

する。同じく主観的把握のことをLangackerは自己中心的視点配列(egocentric viewing 

arrangement)とし、中村は Iモードとする。本稿では最も字面から意味が取りやすいという

理由で池上の術語に倣うこととする。 

 

言語学的に矛盾しない人工言語の作り方における「する」型言語（スル言語）は客観的把

握に相当し、「なる」型言語（ナル言語）は主観的把握に相当する。左記では取り扱う特

徴の数がスル・ナル、モノ・コト、have・beなど少なく、主にスルとナルの対比で説明し

た。しかし本稿では扱う特徴の数が多いため、スル言語・ナル言語ではかえって分かりに

くくなってしまう。ゆえに、ここからは術語を客観的把握と主観的把握に統一する。 

 

もちろん各術語はそれぞれ意味合いが異なる。例えば中村(2004 p40)では Iモードを「西田

の認識論」、Dモードを「デカルトの認識論」というように、哲学的に分析している。そ

ういう意味でそれぞれ術語のニュアンスは異なるが、本稿では便宜上池上の術語で統一す

る。 

 

●アルカにおける事態の把握の仕方 
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先の記事でアルカは客観的把握と主観的把握の両方の特徴を持つことを明らかにした。一

般にある言語の認知主体が客観的把握をするならば、主観的把握を交えることは少ない。

森山(2009)は次のように述べている。 

 

外界の事態を言語化するには「客観的把握」か「主観的把握」かという2通りの把握のし

かたがあり、言語によってどちらを優先するかはそれぞれの言語が持つ類型論的特徴全体

を左右する。  

 

客観的把握と主観的把握は法則ではなく傾向なので、客観的把握をする言語であっても主

観的把握をする言語の特徴を持つことはありえる。アルカもまたその一例である。 

では具体的にアルカはどの程度客観的把握と主観的把握が混ざり合っているのだろうか。

それにはまず最初に客観的把握をする言語が持つ諸特徴と主観的把握をする言語が持つ諸

特徴のリストが必要である。 

中村(2004 p41)を元にアルカの諸特徴を分析したものが下記の表である。中村(2004)、河原

(2009)に比べ項目数が増減しており、最初の行も Iモード・Dモードでなく本稿で統一した

主観的把握・客観的把握にするなど、適宜編集を加えてある。 

 

アルカの列に「客観」とあれば、その行の項目については客観的把握をするということを

意味する。逆に「主観」なら主観的把握をするということである。客観＞主観の場合、主

観も許容されるが客観のほうが自然であることを示し、主観＞客観はその逆である。列に

よっては特殊と示して検証欄で特記したものもある。 

 

相同性の項目 主観的把握 客観的把握 アルカ 

動詞のとらえ方 「なる」的言語 「する」的言語 客観＞主観 

認知主体のあり方 感受者（有情者）(sentient) 動作主(agent) 客観＞主観 

状況のとらえ方 「コト」「トコロ」的言語「モノ」的言語 客観 

存在か所有か BE言語 HAVE言語 客観 

動詞の焦点 行為中心 結果中心 客観＞主観 
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終わり志向性 なし あり 客観＞主観 

名詞のとらえ方 無界性(unboundedness) 有界性(boundedness) 客観＞主観 

名詞のスキーマー 連続体スキーマー 個体スキーマー 客観＞主観 

一人称代名詞 多様 一定 主観＞客観 

敬語 発達ないし文法範疇 敬意表現 主観＞客観 

代名詞の省略 多い まれ 客観＞主観 

非人称主語 なし あり 客観 

題目か主語か 題目優先 主語優先 客観 

連体修飾構造 語用論的 文法的 客観 

「ここ」の捉え方 場所中心 人中心 特殊 

主客合体性 あり なし 客観 

モダリティ表現 エピステミック デオンティック 客観 

与格か間接目的語か 与格（利害の与格） 間接目的語（受け手）客観 

間接受身 あり なし 客観 

（英語の）中間構文 直接経験表現 特性記述表現 客観 

動詞vs.衛星枠付け 動詞枠付け 衛星枠付け 主観 

主観述語 あり なし 客観＞主観 

擬声語・擬態語 多い 少ない 客観 

過去時物語中の現在時制多い（e.g. 「る」形） まれ 特殊 

直接・間接話法 ほぼ直接話法のみ 間接話法も発達 客観 

 

●アルカの認知様式 

 

上のテーブルの結果を分析する。 

 

総項目数：25 
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客観：12 

客観＞主観：8 

主観＞客観：2 

特殊：2 

主観：1 

 

主観が客観に勝るものは3項で、出現率は12.0%である。このことから、アルカは圧倒的

に客観的把握の性質が強いことが明らかとなった。すなわち分類上は英語などの仲間であ

る。 

 

ただ、もう少し深く掘り下げて考えてみたい。客観＞主観のように主観が項目に食い込ん

でくるものも足せばその総数は11/25で、出現率は44.0%にも昇る。特殊の2を除いてカ

ウントすると11/23であるから、約47.8%も主観性が食い込んでくることになる。 

確かに客観的把握と主観的把握は傾向でしかない。だが客観的把握をする言語が主観的把

握を交える割合は一般に低く、半々の割合で把握を行う言語というのは通常考えづらい。

上で見た特徴群は傾向としては比較的強めで、例えば客観的把握に分類される英語や中国

語は客観的把握の特徴をほぼ有する。 

 

それに比べるとアルカの把握の仕方はだいぶ客観的把握と主観的把握が入り交じっている

ようにも見える。主観性が多少なりとも混じってくる項目を含めれば、およそ半分もの割

合で主客が入り交じっているのである。 これはすなわちアルカには日本語とも英語とも中

国語とも異なった独自の把握の仕方があるということを意味する。換言すれば、アルカ独

自のアプリオリな認知様式があることを意味する。 

本稿のテーマはアルカの認知様式を明らかにすることである。アルカ独自の認知様式を理

解することで、上のテーブルでは一貫性がなく感じられたアルカの把握の仕方に法則性が

見えてくる。そして、それとともに「アルカらしさ」とは何かを明らかにすることができ

る。これは幻文読解はもちろんのこと、幻文ライティングにも極めて有用である。 

 

●二重把握 
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・第三の把握 

 

池上のいう客観的把握と主観的把握に第三の把握を足すと、アルカの本質が見えてくる。 

客観的把握は事態の外から事態を把握する様式である。 

主観的把握は事態の中から事態を把握する様式である。 

そしてアルカは認知主体を主観的認知主体と客観的認知主体の2つに分離し、事態の内外

から事態を把握する様式を持つ。この様式を二重把握という。 

 

観念的な話が続いているので、ひとつ例を挙げよう。サッカーの試合をしていて、今ちょ

うどゴールが決まった瞬間だとする。もし貴方が観客席からシュートの様子を見ていれば、

それは客観的把握である。他方貴方がキーパーだとすると、それは主観的把握である。二

重把握というのは両方の視点でゴールの様子を見ることに等しい。テレビの放送ではゴー

ルのシーンは様々な角度で繰り返し放送される。客席からの映像もあれば、キーパー目線

の映像もある。両方の映像を見ることが二重把握に等しい。 

 

a（アルカ）の前身は ar（アルバレン）である。その前身は ls（レスティル語）である。そ

の前身は ly（リュディア語）である。 

アルバザードには aのほかに lt（ルティア語）とn（凪霧）がある。凪霧は alt（アルティ

ア語）と同義である。 

このうち ly, ls, ltは客観的把握をする。どれも lで始まっているのでL型と呼ぶこともでき

る。 

また、nは主観的把握をする。N型と呼ぶこともできる。 

a, arは二重把握をする。どちらも aで始まっているのでA型と呼ぶこともできる。 

 

sm（セルメル時代）にnが入ってきて、アルバザードは南部を征服され、幻凪国（カレン

シア）ができた。これがきっかけとなり、arに主観的把握が入り込む。 

それまでの arは lyを引き継いで客観的把握であったが、nとの融和により主観的把握もす

るようになった。その結果生まれたのが先の二重把握である。 

 

・論理と感情、客観と主観を分けて考える 
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はじめてのアルカでアリアはこう述べている。 

 

 私たちアルバザード人にとって言葉は—— 

 1:論理を組み立て、 

 2:感情を分析する 

 ——ための道具なのよ。内観したり主張したりするのに特化してるの。 

 

アルカは論理と感情という一見相反する要素をどちらも巧く表現できると彼女は述べてい

る。実はこの言葉にアルカの二重把握という特徴が現れている。アルバザード人は客観的

把握により論理を組み立て、同時に主観的把握により感情を分析する。 

上のテーブルの諸特徴のうち、論理的に捉えたほうが良いと彼らが考えるものには客観的

把握を用い、感覚的に捉えたほうが良いと考えるものには主観的把握を用いる。 

 

例えばここにひとりの女性がいるとする。仮に名をリディアとしよう。彼女は娘の前では

母親で、夫の前では妻で、上司の前では部下である。彼女は娘の前では自分をnoelと呼ぶ

かもしれない。一方で夫の前ではnonといい、上司の前ではmeidというかもしれない。客

観的に見れば彼女はリディアという人間でしかありえないが、彼女の目線で見れば相手に

よって自分はnonにもなったりmeidにもなったりする。 

このとき彼女は主観的認知主体と客観的認知主体の2つに自己を分けて、事態の内外から

事態を見ている。自己の呼称を定めるのは主観的認知主体の役割で、自分から見た相手と

の関係において一人称代名詞を定めている。アルバザード人は元々乏しい一人称代名詞し

か持たなかったが、二重把握を得てからは他者と自己の関係を主観的に見て自己の呼称を

選択する視点を獲得した。その結果が aの豊富な位相である。 

 

なお、対人的モダリティ等を文末純詞に付与するのも主観的認知主体の役割である。アル

カの対人的モダリティは文末に現れ、文全体を外側から包み込む構造をしている。日本語

の終助詞「ね」「さ」「よ」などと似ているが、「〜てしまう」のように述語に連なるこ

とはない点で、出来事を外側から対人的モダリティで包むという特徴がある。 

すなわちアルカの対人的モダリティは出来事と分離されている（ただし敬語や呼称などは
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除く）。なお、日本語のモダリティについては庵(2001)などが易しい。 

 

・出来事については客観的把握をする 

 

アルカでは「今度結婚することになりました」というようなナル言語的な表現はしない。

男が女と結婚するという出来事を客観的に見るためである。イベントは一人称代名詞と違

って単なる起こった出来事でしかなく、客観的な事柄である。そのため客観的把握を用い

る。 

従って ans sil mals im tuo（私たちは今度結婚になる）は非文であり、ans mals sil xok im tuo

（私たちは今度互いを娶る）が正しい。このように、出来事に対しては原則として客観的

に捉える。 

 

・「今行くよ」か"I'm coming"か 

 

自室にいる自分が夕飯の時間に居間に呼ばれるシーンがあるとする。一般に、客観的把握

をする言語ではこのとき英語の"I'm coming"のように「来る」を使う。ただし客観的把握を

する言語であっても、「来る」の使い方が日本語と同じになるケースがあるので注意が必

要である。 

例えばスペイン語で呼ばれて「今行くよ」と応えるときは"Voy"という。これは"Yo voy"

のことで、英語にすれば"I go"である。「来る」は使っていない。アルカに関しても同様で、

客観的把握が根底にあるものの、往来に関してはスペイン語や日本語と同じ言い方をする。 

 

ところでなぜ英語では"I'm coming"のように「来る」を使うのだろうか。客観的把握をする

言語において認知主体は事態の外側にいるので、自室にいる自分はもはや認知主体ではな

い。幽体離脱をしているかのような状態で、自室にいる自分が居間という目的地へ「来る」

のを見ている。だからこそ、goingでなく comingになるのである。逆に日本語のような主

観的把握をする言語では、認知主体は自室にいる自分なので、「いま来るよ」とはいわな

い。 

 

アルカの場合、往来には主観的把握を使うことが多い。「来る」という言葉をより実感で
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きるのが主観的把握だからである。例えばサッカーでゴールを決めた瞬間、観客の視点で

見るのとキーパーの視点で見るのと、どちらがよりボールが「来ている」実感を得られる

だろうか。言うまでもなく後者であり、ダイナミズムがある。アルバザード人は往来につ

いてはこのダイナミズムを得るために主観的把握を用いる。従って、居間に呼ばれた場合

は an luna vanではなく an ke vanとなる。 

 

さて、ではダイナミズムを必要としないシーンではどうだろうか。つまりニュースのよう

に客観的に往来を捉える場合である。面白いことに、この場合は客観的把握を用いる。従

って an lunat lestezが自然となる。直訳すると「私は居間へ来た」であり、日本語の「私は

居間へ行った」とは逆になっている。このように、アルカにおいて往来は日常的には主観

的把握を用いるものの、状況次第では客観的把握を用いることもある。場合に応じてどち

らも使い分けることができるため、表現が細やかである。 

 

・鏡に映っているのは「私」？それとも「貴方」？ 

 

鏡の中の自分に向かって呼びかけるときや独り言を呟く場合、自分を「私」と呼ぶ言語と

「貴方」と呼ぶ言語がある。客観的把握をする言語の場合、自己を二人称で呼びかける傾

向がある。 

例えば英語の場合、自分自身に語りかけるときは通常youを使う。むろん"What am I doing 

here?"のような Iを使った言い方もあるが、一般に客観的把握をする言語では自己を客観視

して二人称で呼びかける傾向がある。 

一方日本語では通常自分自身に語りかけるときは「私」や「俺」などの一人称を使う。こ

れは主観的把握の現れである。 

 

ではアルカの場合はどうか。『夢織』で少女アリスは次のような自問自答をしている。 

"hai, non rens ax to a nain eyo? "ter, nainan! non inat adel yunen haadis vandor xe mana"? wein alis, ti 

lo ne xar tuube??" 

「でも、警察になんて言えばいいのかな。『聞いて、おまわりさん。骸骨みたいな化け物

が女の子を襲ってるのを見ちゃったの！』——って？ ちょっとアリス、あなたそんな話、

誰が信じると思う？」 
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彼女は自問自答の際、自分を「アリス」や「あなた」と客観視して捉えている。このこと

から、アルカは自己を客観視するタイプの言語であることが伺える。 

 

・主観的把握と客観的把握の使い分け 

 

以上から、アルバザード人の感覚が見えてくる。彼らは感情を絡めたほうが良いと考える

ものには主観的把握を用い、そうでない場合は本来のL型を継承して客観的把握を用いる

ということである。 

このようにして見ると、一見ちぐはぐで一貫性のない上のテーブルに一本の線が通る。上

のテーブルの「アルカ」の列は原則としてすべて二重把握と書き込むことができる。つま

るところ客観＞主観などはその中の内訳である。 

 

なお、結局のところ主観優位か客観優位かと問われれば、アルカは客観優位である。とい

うのも、本来L型であったところにN型の影響を強く受けたからである。元がL型なので、

いくら影響を受けようと原則L型優位という状況は変わらない。 

 

●人間にとって自然な二重把握 

 

実は二重把握というのは人間にとって自然な事態の認知様式である。この世の一体誰が主

観的判断ないし客観的判断のみで生きているだろうか。「自分としては気に食わないのだ

が、客観的には認めざるをえない」というような判断を常に人間はしている。 

人間が事態を把握する際は常に二重把握をし、主客同時に判断している。にもかかわらず

言語だけ主観的把握や客観的把握に偏らせるのは元来おかしな話である。二重把握が人間

本来の認知様式であるなら、それをそのまま言語の構造に反映したアルカの認知様式は、

人間にとって生理的に自然なシステムでありうる。 

 

ただ、地球の先進国で数百年に渡って典型的な客観的把握をする言語と典型的な主観的把

握をする言語とが一国の中で混ざり合って変化していったという好例がないので、二重把

握がどれほど自然なのかは実際のところデータが不十分である。 

1066年のノルマンコンクエストでも混じったのは英語とフランス語でしかない。太平洋戦
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争で負けた日本にアメリカ人が大挙してやってきて、我々日本人がバイリンガルになった

かというとそうでもない。アメリカ人もオーストラリア人も先住民族の言語を何百年もバ

イリンガルとして使用してはこなかった。韓国も中国を事実上宗主国とした時代があった

が、それでもアルバザードとカレンシアのような状態ではなかった。 

アルバザードとカレンシアのような大規模かつ長期間の言語的な主客の混ざり合いが地球

の先進国で見られない以上、詳細な言語データを得るのは現実的に考えて難しい。それゆ

えアルカの二重把握に関しては、「人間の認知様式に沿うのではないか」、そして「現に

問題なくその言語で意思疎通ができているので少なくとも不自然ではないのではないか」

といった弱い推定しかできない。 

 

●アルカの認知言語学的なアプリオリ性 

 

アルカはアプリオリ人工言語である。しかし人がゼロから言語を作れるかということに疑

問を投げかける者もいる。作れたとしてもそれは作者の母語の模倣ではないのかと勘繰る

者もいる。しかし今回の分析でアルカは日本語にも英語にもない独自の認知様式を持つこ

とが明らかになった。二重把握というアルカ独特の認知様式により、アルカの認知言語学

的なアプリオリ性が立証された。 

二重把握は「来る」を主客両様式で把握できることからも分かるとおり、単なる主観的把

握と客観的把握の混合ではなく、人間の認知様式のように主客同時に把握するという点に

留意したい。 

さて、それではこの二重把握という認知様式を踏まえた上で、上記のテーブルの諸特徴を

検証してみよう。 

 

●検証 

 

>は左の文が右の文より自然であることを示す。 

 

◆動詞のとらえ方：客観＞主観◆動詞のとらえ方：客観＞主観◆動詞のとらえ方：客観＞主観◆動詞のとらえ方：客観＞主観 

 

・スルかナルか 
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la fian pixat gek > gek at pix：動作主が明確な場合は他動詞が自然。 

la vals kea sil ti > ti sil kea mil la vals 

ただし主語が le pitaのような無生物の場合は ti sil kea mil le pitaのほうが優位。従って客観

＞主観と判定できる。 

 

・行為連鎖(action chain)について 

 

英：原因→動作主→手段→対象 

 

This medicine（原因） will make you（対象） better. 

Tom（動作主） broke the wall.（対象） 

The hammer（手段） broke the wall（対象）. 

 

幻：動作主→対象 

 

?? tu pita（原因） kea sil ti（対象）. → ti sil kea mil tu pita. 

arxe（動作主） rigat bal（対象）. 

?? bolt（手段） rigat bal（対象）. → bal at rig mil(kon) bolt. = xe rigat bal kon bolt. 

 

アルカの主語 solがもともと「〜する者」という意味であることから分かるとおり、原則

主語に来るのは agentである。ただし受動文のときは solと目的語yulが入れ替わるのでこ

の限りではない。また、動詞が et, em, sil, ses, at, orなど定義動詞の場合は経験者が主語に来

る。 

それ以外の原因や手段などは斜格で示される。 

 

◆認知主体のあり方：客観＞主観◆認知主体のあり方：客観＞主観◆認知主体のあり方：客観＞主観◆認知主体のあり方：客観＞主観 

 

・出来事は客観的把握で捉える 
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上述の通り、二重把握をするアルカにおいて、感情とは関係ない単なる客観的な出来事に

関しては客観的把握を用いる。 

lana twal rsit dajna emil e（目的次第では道は譲れない）。これを直訳すると「アンタの目的

はアタシの親切心を采配するよ」であり、完全に客観的把握になっている。このように、

動詞の各項のアニマシーが低い場合は無生物主語が自然である。従ってアルカは本来客観

的把握の性質が強い。日本語では対照的に、アニマシーの高い主語をわざわざ見立てて「（私

は）（あなたの）目的次第では道を譲れない」と主観的に考える。日本語と比べると違い

がよく分かる。 

 

・主語とアニマシーと焦点化 

 

確かに出来事は客観的把握で捉えるが、主語 solには agentが来るという原則がある。その

ため行為連鎖で述べたように、原因や手段は通常来ない。 

agentは通常有生であるから、アニマシーの高いものほど主語になりやすい。次の例を見て

みよう。to（何）は ti（貴方）よりアニマシーが低いため、ak ti lunat tuube sern? > to piot ti a tuube 

sern?となる。 

 

日：どうしてこんな案になったの？ 

英：How did you get this idea? / What led you to this idea? 

幻：ak ti lunat tuube sern? / ??to piot ti a tuube sern? 

 

このように原則として solにはアニマシーの高い動作主や経験者が来るが、lana twal rsit 

dajna emil eでは solに無生物が来ている。これは他の格にアニマシーの高いものがないた

めである。対格や斜格にアニマシーの高いものがあれば、それは優先的に主語の位置に来

る。ema rest lana twal > lana twal rsit emaのように。 

ただし、あえて認知主体が特定の無生物を焦点化しているような場合は、無生物であって

も主語の位置に来ることができる。もし「アンタの目的」に焦点が当たっている場合、ema 

rest lana twal < lana twal rsit emaとなる。 

 

◆状況のとらえ方：客観◆状況のとらえ方：客観◆状況のとらえ方：客観◆状況のとらえ方：客観 
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下記に見るように、アルカはコト言語である。 

 

*ti siina vis ant?（私のこと好き？） 

ti siina an?（私を好き？） 

 

ただしアルカは英語にはないコトとモノの区別を持っている点でかすかに主観的把握の性

質を帯びている。 

英語の thingにコトとモノの区別はない。アルカには fam, vis, tulの3語が備わっている。

ちなみにこれらの区別ができたのはアルカであって、f_arまでは全て alひとつで表してい

た。明らかに altの影響である。 

 

◆存在か所有か：客観◆存在か所有か：客観◆存在か所有か：客観◆存在か所有か：客観 

 

下記に見るように、アルカはhave言語である。 

 

*amel xa an（妹は私がいるところにいる） 文意が変わってしまうので不可。 

an til amel（私は妹を持っている→私には妹がいる） 

 

◆動詞の焦点◆動詞の焦点◆動詞の焦点◆動詞の焦点/終わり志向性：客観＞主観終わり志向性：客観＞主観終わり志向性：客観＞主観終わり志向性：客観＞主観 

 

言語学的に矛盾しない人工言語の作り方で述べたとおり、アルカの動詞は行為の完遂を含

意しない。その点で主観的把握をする。 

しかしこれには「但し書きがなければ完遂とみなす」という条件が付く。つまり an sosot la

と言えば、その後 talで但し書きが付かない限り、原則として行為の完遂を含意するのであ

る。この点でアルカはやはり客観的把握をするといえる。 

実はアルカは動詞の焦点については非常に特殊かつ論理的な構造をしている。客観的把握

の性質を持ちながら、同時に日本語より主観的把握らしい性質を持っている。以下に例を

挙げる。 
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主観的把握の日本語では「説得したが聞かなかった」は自然だが、さすがに「殺したが死

ななかった」は違和感がある。ところがアルカだと an setat la tal la en vortは自然である。 

an setat laで終わって但し書きがなければ客観的把握らしく彼は暗黙の了解で死んだことに

なる。ところが talが付けばどのような内容でも自然と覆すことができるため、「殺したが

死ななかった」という主観的把握の日本語ですら違和感を感じる文が自然になる。 

この点でアルカの動詞の焦点は「原則客観的把握だが、但し書きが付けば主観的把握の性

質を極めて強く持つ」という特殊な性質を持っている。ゆえに結論としては客観＞主観で

ある。従って、終わり指向性についても無標では「あり」で、但し書きが付けば「なし」

に変わる。 

 

なお、過去形の場合は無標で完遂を含意するが、現在形と未来形では無標で不定となる点

に注意したい。an soso laでは彼が説得されたかよく分からないし、そもそもこれが近未来

の表現であって今現在まだ説得行為すら行っていない可能性がある。 

 

◆名詞のとらえ方◆名詞のとらえ方◆名詞のとらえ方◆名詞のとらえ方/名詞のスキーマー：客観＞主観名詞のスキーマー：客観＞主観名詞のスキーマー：客観＞主観名詞のスキーマー：客観＞主観 

 

・アルカの名詞は無標の状態で「個物か概念のいずれか」を示す 

 

簡単にいえば、名詞に単複や可算不可算があれば有界性があったり個体スキーマがあると

見てよい。以下では煩雑さを避けるため、術語を「有界性」と「無界性」に取りまとめて

論ずる。 

客観的把握の場合は一般に有界性があり、ly, ls, ltなどがこれに当たる。英語はいうまでも

なく有界性があり、中国語でもコーパスベースの調査では我想要苹果より我想要一个苹果

のほうが自然である。従って表意文字であるか表音文字であるかは有界性の有無に関係な

い。 

 

arには lsを引き継いで有界性があったが、altの影響で徐々に条件付きで無界性を帯びるよ

うになった。それは「名詞が単数であれば原則として個数を省略する」というものである。

しかしこれでは名詞の概念だけを抽出することができない。「りんご」という概念なのか

「具体的なひとつのりんご」という個物なのかを区別できない。そこで arではまだ単数の
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名詞にも「ひとつの」という言葉を付ける割合のほうが多かった。 

aでは更に無界性が進み、「名詞が単数であれば原則として個数を省略する」ことが普通

になった。概念と個物の区別はなく、必要であればko miikやvei miikのように数を付けて

個物を示すようになった。 

なお、ly, ls, ar, aでは一貫して名詞の形態に単複の違いはない。つまり appleと applesのよ

うな対立はない。これは表意文字である幼字を使っていた f, fvの名残りであり、中国語な

どと同様である。 

 

以上から、アルカの名詞は無標の状態で「個物か概念のいずれか」を示す。有界性とも無

界性ともつかないが、原則単数という目安があることから有界性寄りであるといえる。 

 

・猫か猫の肉か 

 

有界性がアルカよりも明瞭な英語では I like cats, but I don't like cat（猫は好きだが猫の肉は好

きでない）ということができる。対して an siina ket tal an en siina ketは意味不明な文である。

an siina ket tal an en siina yek e ketとせねばならない。この点に関しては無界性寄りである。 

 

・無界性の乏しさはいかほどか 

 

ではアルカには主観的把握の日本語ほどの無界性があるだろうか。つまり主観＞客観と判

定するほどの無界性があるだろうか。結論からいうと無い。従って客観＞主観と判定でき

る。 

日本語で「虫がいる」という場合、虫は一匹とは限らない。ここに名詞の無界性が見られ

る。一方アルカでveliz xa atuといえば虫は一匹なので、この点で日本語と異なっている。 

 

また、日本語ではりんごを3つ買った場合でも、「りんごを3つほど買った」ということ

がある。論理的に考えれば不自然だが、日本語の文としては自然である。 

この手合いの無界性はアルカにはない。an taut vi miikとなる。an taut vi via miikの場合は文

字通り本人がいくつ買ったか記憶になく、3かどうか確かでないときにしか使えない。こ

の点においてアルカの原則である客観的把握の性質が活きている。 
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加えて、日本語では多用される「など」や「とか」や「でも」はアルカにすると省略され

ることが多い。wenを付ける場合は文字通りそこで述べた名詞以外の存在に言及したい場

合にしか使わない。このこともアルカの名詞の有界性を示している。 

なお、日本語の「など」や「とか」はハッキリと言いにくいときにぼかす効果がある。例

えばバナナは安いので「バナナが食べたい」とは言いやすいが、モモは高いので「できれ

ばモモとかが欲しいんだけどなぁ」というように「とか」を使うことがある。このとき、

「モモとか」だからといってブドウでも良いかというとそうではない。あくまで本人とし

てはモモでなければダメである。 

このような奥ゆかしい表現がある日本語は便利であるが、アルカにおいても同様の表現は

可能である。単に名詞に曖昧化の接尾辞 teを付ければ良い。non xen lan diaikte aanのように。 

 

・ゼロ匹の猫 

 

一般に有界性のある言語ほどnothingやno applesのようなゼロの表現を持つ傾向にある。 

アルカはもともと有界性が強いため、an inat yuu ket > an en inat ketとなる。 

 

・指示代詞 

 

アルカの小説を読んでいると、最初は lu fianとなっていたものがだんだんと fianに変わっ

ていくのを目にすると思う。 

これは指示代詞の省略ではなく、むしろその少女の固有名詞化、簡単にいえば「キャラ化」

を意味する。fianとなった瞬間、それは「まだ名前が分からないからとりあえず暫定的に

このキャラのことを『少女』と呼んでおくよ」ということを意味する。固有名詞には指示

代詞が不要なので、luは落ちるわけである。 

このように見ると、一見アルカの名詞の無標は「個物か概念か固有名詞のいずれか」と直

さねばならないように感じられる。しかし固有名詞は個物に含まれるため、規則の変更は

必要ない。 

 

◆一人称代名詞：主観＞客観◆一人称代名詞：主観＞客観◆一人称代名詞：主観＞客観◆一人称代名詞：主観＞客観 
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・豊富な位相 

 

altの影響を受け、位相が発達した。その中で一人称代名詞も多様化した。現在では altも

凌ぐ発達を見せ、12種もの一人称代名詞を持つに至る。 

 

・自分を名前で呼ぶケースと目上を呼び捨てしてもよいケース 

 

典型的な一人称代名詞がある一方で、本来持っていた客観的把握も持ち続ける。例えばセ

レンが目上であるリーザに呼ばれ、彼女のところに行くとする。このとき主観的把握で表

現するとmen ket liiza xanxa（僕は先生のところに行った）になる。一方、客観的把握で表

現すると seren lunat liiza（セレンはリーザのところへ来た）となる。 

往来や一人称代名詞など、いくつかの特徴に関してアルカは主観的把握を優先させるが、

客観的に事態を把握しなければならない際は客観的把握を優先させる。例えば公的な場面

であるとか、あるいは戦闘中のような逼迫した場面では客観的把握が優先される。 日本語

では自分を名前で呼ぶのは主観的で幼稚なイメージがあるが、アルカで自分を名前で呼ぶ

のは客観的把握をする場合であり、むしろ格式張った表現である。 

 

実は現実の古アルカは名前については主観的把握をしていたきらいがある。というのもメ

ルは自分をnonではなくメルと呼び続けており、それは幼さを示していたからである。ど

うもセレンの好みに合わせて彼女は自分を自分の名で呼ぶようになったのではないかと思

われる。 

と同時に古アルカは上記のような「客観的把握をする場合は自分も名前で呼び、目上でも

呼び捨て」という習慣があったので、セレンもリーザを呼び捨てにするようなことがあっ

た。つまり古アルカでは自分を名前で呼ぶ場合、メルのように幼さを出す主観的把握と「セ

レンがリーザのところへ来た」のような客観的把握とが未分化であった。従って自分を名

前で呼ぶのが幼いのか客観的なのか文脈で判断するしかなかった。 

 

2011年現在では紫亞が幼いにも関わらず、彼女は自分をnonや yunaというので、どうも

自分を呼ぶときに幼さを演出するという意味での主観的把握は滅んでいるようである。な
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お、彼女は兄ユルトに遊びの指示をするときに"xianyan luna soa kont yuutxan..."（紫亞にゃん

がこうするから、ゆーちゃんは〜）などと言っていたことがある。これは文法的には客観

的把握になるが、xianyanなどの単語レベルでいえば主観的把握にも見える。判断のつかな

いところである。 

ちなみにメルに関しては00年代後半でいつの間にか自分を名前で呼ばなくなっていた（日

本語では未だに自分をメルということがしばしばある）。新生になった辺りで主観的把握

の用法が滅んでいるように思える。メルが自分を名前で呼ぶようになった原因がセレンの

好みであるとすると、それは日本語の影響である。だが新生アルカはその影響を自然と消

してしまっていた。つまりアプリオリ性を保つための自浄作用が働いていたことが伺える。 

 

再度まとめると、アルカで自分を名前で呼ぶのは幼さの現れではなく、客観的把握の現れ

であると言える。 

アルバザード人は会議などをするときにこれを多様する。例えば「12:00時にアリスは大

学へ来る。13:00時にシヴァはドラムを部室へ運ぶ」のように、作業工程について話し合

うときなどには一人称代名詞を避けて固有名詞を使った客観的把握を好む。 

このように状況に応じて主観と客観を使い分けるが、比率で言えば主観のほうが多い。従

って、主観＞客観と判定できる。 

 

◆敬語◆敬語◆敬語◆敬語：主観＞客観：主観＞客観：主観＞客観：主観＞客観 

 

一般に主観的把握をする言語では自分の目線で相手を見るため、客観的把握をして鳥瞰図

的に人間関係を見るのに比べて上下関係が気になりやすい。その結果、敬語は発達しやす

い。主観的把握をする言語の中には敬語が文法範疇として確立している言語もある。日本

語、韓国語、ジャワ語、タイ語、クメール語などがそうである。 

では客観的把握をする言語に敬語に当たるものがないかというとそんなことはない。日本

語でいう敬語に相当するものはちゃんとある。ただそれは主観的把握をする言語に比べる

と文法的に体系化されたものでないことが多く、どちらかというと敬意表現と呼ぶべきも

のであることが多い。 

 

アルカは人間関係など、論理より感情を優先すべきと考えられるものには主観的把握を用
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いる傾向があるため、一人称代名詞と同じく、敬語に関しては主観的把握が優勢である。

丁寧語は形態論レベルで体系化されており、尊敬語と謙譲語は統語論レベルで体系化され

ている。 

 

尊敬語：kul（話す） → mist kul（お話になる） 

丁寧語：tisee（〜だよ） → antisee（〜ですよ） 

謙譲語：kul（話す） → mir yuus men kul（お話しする、私から話をさせていただく） 

 

単語の中に尊敬語や丁寧語が含まれたものもある。 

 

ku（言う） → rens（仰る） 

skin（座る） → fians（お座りになる） 

mok（寝る） → xidia（お休みになる） 

 

ただし右側の単語は本来は女性語や雅語であり、本当の意味で尊敬語にするにはmist rens

のようにmistを付ける必要がある。 

 

このように敬語が発達している一方、客観的把握をする状況では決して敬語を使わない。 

日本語の場合、山田という社長がいたとして、会議中に平社員が社長本人に向かって「山

田は15:00時に鈴木工務店に来る」などと発言することはありえない。ところがアルカで

は客観的把握をしたほうが良いシーンでは、むしろ客観的に述べないほうが失礼となる。

失礼というのはつまり、真面目にやっていないラフな感じを与えるということである。こ

の点でアルカには客観的把握が残っている。ゆえに判定は主観＞客観となる。 

 

◆代名詞の省略：客観＞主観◆代名詞の省略：客観＞主観◆代名詞の省略：客観＞主観◆代名詞の省略：客観＞主観 

 

代名詞の省略はある。ただし条件がある。英語よりは多いが日本語よりは少ない。 

 

(1) 重文の主語が一致：an ket felka, felat.（私は学校に行って勉強した） / leevat felka, an kuit 

mar ka sea.（学校を出て、モールでドーナツを食べた） 
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(2) 主節と従属節の主語が一致：an kut soa im in la.（私は彼を見たときにそう言った） 

(3) 直前の文の主語と同じ 

(4) 文脈から明らかに判断できる 

 

ただし(4)については日本語より厳しい。日本語ほどハイコンテクストではない。 

物語や会話などで登場人物が少ないシーンでは特定の代名詞が繰り返される。これが煩雑

かつ不恰好に見えるため、(3)(4)を適応することがある。 

 

(1)に関してはあらゆる場面で行われ、"I went to the store and bought some brown sugar"のよう

に、英語でも頻繁に見られる。 

(3)(4)に関しては同じ代名詞が出るのが煩雑ないし不恰好というときに限定的に起こるこ

となので、日本語的な性質は見られるものの、あくまでその頻度は限定的である。 

以上から、客観＞主観と判定する。 

 

◆非人称主語：客観◆非人称主語：客観◆非人称主語：客観◆非人称主語：客観 

 

・形式主語（虚辞） 

 

tu et rat xel ti ke felka（貴方が学校に行くのはいいことだ）が成立するため、非人称主語は存

在する。ゆえに客観と判定される。 

 

・自然現象 

 

It snows a lot during winterやWe have a lot of snow this winterはどちらも自然である。一方ア

ルカではどうか。 

 

? sae ati di fol xier：saeが動詞に見えづらいので?が付く。saetのような過去形なら?は外れる。 

sae luna ati{du} di fol xier. 

? ans til sae di fol xier 
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We have a lot of snow this winterのweは具体的なその場にいる私たちではなく、その国ある

いは地域に住んでいる漠然とした人々を指す。総称の theyに近い用法で、やや形式的な主

語である。 

アルカの場合、総称には elを使うので、el til sae di fol xierなら自然となるが、ansでは意図

が変わってしまう。ansの場合、具体的な「私たち」を意味するので、お国自慢などをし

ていて相手の地域と比べて「ウチはよく雪が降るよ」と述べる際にしか使わない。 

ゆえに、アルカは非人称主語について客観的把握をするが、総称の使い方に注意が必要で、

ansや laasではなく elを適宜使う点に留意したい。 

 

・天気の神 

 

実はアルカの場合、saeや eskなどの自然現象文は非人称主語を取るのではない。 

カルディアではkleevelという天気の神がいるため、動詞 eskの本当の意味は「クレーヴェ

ル神が目的語の場所に雨を降らせる」である。そのクレーヴェルが省略されて eskat im fis

のようになっているだけである。従って厳密には自然現象文は非人称主語ではない。 

 

◆題目か主語か：客観◆題目か主語か：客観◆題目か主語か：客観◆題目か主語か：客観 

 

この特徴については、いわゆる「僕はウナギだ」文が言えるか言えないかの問題に帰結で

きる。 

アルカは一見 solに主題を取れる。実際、文法論で便宜上主題を取れると説明することさ

えある。an et beskaや an et harで「僕が注文したのはウナギだ」とか「僕は赤いのを着てい

るやつだよ」といった意味を表せる。ゆえに主観的把握に見えるが、実はそうではない。 

というのも、元々これは an et les retat beskaや an et les sabes lein harなどの略だからである。

よって判定は客観である。 

そもそもアルカで主語を意味する solは「する者」という意味であり、原則として主語に

は agentが来る。題目ではない。 

 

◆連体修飾構造：客観◆連体修飾構造：客観◆連体修飾構造：客観◆連体修飾構造：客観 
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森山(2007)によると「連体修飾節を用いた連体修飾にしても、of／ノを用いた連体修飾にし

ても、英語の場合には、空間的、論理的、文法的な意味での本質的関係（intrinsic relationship）

が求められるのに対し、日本語の場合にはそのような用法のほかに、その場のコンテクス

トに支えられた語用論的推論に依存した用法も発達していることが明らかになった」とあ

る。 

他方、Langacker(2008)によると"Note that we say the color of the lawn but the brown spot in (*of) 

my lawn, the difference being that the spot is not supposed to be there"とある。この例をアルカで

対照すると以下のようになる。 

 

nim e kist（芝生の色） 

boppo lette kaen{?e} kist（芝生の茶色くなっている部分） 

 

日本語の「の」は「AのB」という形で連体修飾を作るが、AとBの関係は語用論的に、

言い換えればコンテクストや常識に依存して理解される。 

一方、英語ではあくまで空間的・文法的に捉えられ、森山のいう本質的関係で捉えられ、

ofではなく inが使われる。「文法的に捉えられる」という意味において、英語の連体修飾

構造は語用論的に対して文法的と呼ぶことができる。 

アルカの例を見てみると、文法的な表現のほうが適切である。よって判定は客観となる。 

 

◆「ここ」の捉え方：特殊◆「ここ」の捉え方：特殊◆「ここ」の捉え方：特殊◆「ここ」の捉え方：特殊 

 

日：ここはどこですか / ?私はどこにいますか / ??これはどこですか 

英：*Where is here? / Where am I? / *Where is this?（ただし地図を指して聞く場合は可） 

幻：?atu et am? / ?an xa am? / tu et am? 

 

?の付かない自然な文を見比べると、アルカは日英いずれのグループにも属さないことが分

かる。 

an xa amという英語式の客観的把握もできるし、atu et amという日本語式主観的把握もで

きる。とはいえどちらもアルカとしては不自然である。ゆえに特殊と判定する。 

ただ、どちらかというと tu et am?自体は日本語に近い表現だろう。その場合は客観＜主観
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と見てよいかもしれない。 

 

◆主客合体性：客観◆主客合体性：客観◆主客合体性：客観◆主客合体性：客観 

 

この手の話題でよく使われる例文で対照してみよう。 

 

日：国境の長いトンネルを抜けると雪国であった。 

英：The train came out of the long tunnel into the snow country. 

幻：tu lop lukok fia e sae xi lof fil kaen kaddirei. 

 

アルカは英語と同じ客観で、主客合体性はない。 

 

◆モダリティ表現：客観◆モダリティ表現：客観◆モダリティ表現：客観◆モダリティ表現：客観 

 

モダリティには epistemic, deontic, evidential, dynamicなどといった種類がある。 

epistemicはいわゆる推論を表すモダリティで、「かもしれない」や「にちがいない」など

がこれに当たる。英語ではmay, must, willなどがこれに当たる。 

deonticはいわゆる当為を表すモダリティで、「すべきだ」や「しなければならない」など

がこれに当たる。英語ではやはりmayやmustが使われる。 

 

気付いたろうが、mayやmustは epistemicにもdeonticにも使うことができる。語義が広い

のだ。ではどちらが本来的かというと、deonticのほうである。 

「かもしれない」などの推論はあくまで自分が主観的に見て判断していることにすぎない。

一方、「しなければならない」は客観的な義務である。英語は客観的把握をするため、ま

ずdeonticなモダリティとしてのmustがある。その上で「にちがいない」という epistemic

な語義が派生される。 

 

さてアルカではどうかというと、これが特殊である。というのも、epistemicとdeonticの法

副詞がそれぞれ異なる単語を使うからである。 

アルカの法副詞は数が多い代わりに多義性がない。ゆえにこれだけでは客観とも主観とも
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判定できない。 

 

唯一 senだけが「できる」という意味から「でありえる(klia)」および「してもよい(flen)」

という意味に派生している。 

「できる（可能）」は epistemicではなくdynamicに分類される。そして「できる」は客観

的な能力を示すので、「できる」→「でありえる」は客観から主観への渡りを意味する。

また、flenはdeonticの一種なので、これは客観から客観への渡りを意味する。 

客観から主観ないし客観へ法副詞の意味が広がっているので、アルカのモダリティは客観

が根源にあると分かる。 

 

さらに言えばアルカにおいてそもそも epistemicが fal(deontic)などの法副詞と違ってkliaな

どの遊離副詞で表される点にも注目したい。法副詞は英語でいう助動詞に相当し、遊離副

詞は単なる副詞の一種で、本質的にはveryやhardlyなどと変わらない。このことからもア

ルカではdeonticについては法副詞という文法範疇で特別視するが、epistemicは単に副詞の

中に放り込まれるということが分かる。すなわちアルカにおいてdeonticのほうが epismetic

より重視されるモダリティであり、それゆえ判定は客観となる。 

 

ところで英語の canは epistemic（でありうる）、deontic（してもよい）、dynamic（できる）

の3用法があり、非常に用法が広い。canの原義はこのうちdynamicに当たるので、英語

が客観的把握をする言語である以上、モダリティの客観性はdynamic > deontic > epistemic

と順序付けられるだろう。従ってアルカの sen(dynamic)がklia(epistemic)や flen(deontic)に広

がっていることは、モダリティの客観から主観への広がりを表している。ゆえにアルカの

モダリティの根源には客観的把握があるといってよい。 

 

◆与格か間接目的語か◆与格か間接目的語か◆与格か間接目的語か◆与格か間接目的語か/間接受身：客観間接受身：客観間接受身：客観間接受身：客観 

 

アルカには英語と同じく利害の与格は存在しない。 

英語と同じ印欧語でもラテン語やスペイン語には利害の与格があり、例えばスペイン語で

は"Me llovió"で「私に雨が降った」すなわち「私は雨に降られた」を意味する。 

もしこれと同じことをアルカでいうなら eskat (an) sinとなる。迷惑感のモダリティは文末
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純詞で出来事を外側から包み込むように示される。 

 

同じくアルカには間接受身は存在しない。間接受身は主に迷惑の受身（私は雨に降られた）

や持主受身（私は財布を盗まれた）のふたつに分けることができる。 

「私は雨に降られた」に関しては上述の通り、文末純詞を使う。受動態は使わない。an eskat 

yuは非文ではないものの、迷惑感は出せない。 

「私は財布を盗まれた」に関しては an eftat yu on gils sinのように受動態を使うものの、迷

惑感は結局 sinが担っている。ただもちろん、sinがなくても常識的に迷惑な内容だという

ことは分かる。なお、xe eftat an on gilsやxe eftat gils antやxe eftat gils it anも可能である。そ

れぞれニュアンスが異なる。最後の文の場合、盗まれた財布は自分のものでなく、預かり

物の可能性がある。 

gils eftat yu it anという受動態の言い方も可能であるが、迷惑感は出ていない。ただ常識的

に考えて sinを付けなくても迷惑だということは伝わる。むろんここの文末に sinを付けて

もよい。 

持主受身に関しては幻日 eftも参考にするとよいだろう。 

 

以上から、判定は客観である。日本語的な受動態の使い方は一切見られない。アルカの受

動態は能動文の目的語を焦点に当てたいときにしか使わない。 

 

◆（英語の）中間構文：客観◆（英語の）中間構文：客観◆（英語の）中間構文：客観◆（英語の）中間構文：客観 

 

そもそもアルカには動詞の自他がなく、すべて他動詞である。主語 solはほとんどの場合

agentで、目的語 yulはほとんどの場合objectである。極めて明瞭なスル言語である。 

従ってThis book sells well（この本はよく売れる）のような中間構文というもの自体がそも

そも存在しない。あえて訳すなら tu lei em atm ati diであるが、不自然である。では el tau tu 

lei ati diであろうか。否、総称の elより「大勢の購入者」のほうが具体性があるため、主

語に上がってくる。結果、lan di tau tu leiが最も自然という予想が立てられる。そして実際

のアルカの語感で検証すると、確かにその言い方が最も自然に感じられる。本に焦点を当

てるなら tu lei tau yu ati diなどとする。 

This book sells wellと比べると使う単語も構文もがらりと変わっているのが分かる。中間構
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文を訳すときは注意がいる。 

アルカには中間構文がないが、それに相当する訳文が lan di tau tu leiというスル言語的表現

であることから、判定は客観となる。 

 

◆動詞◆動詞◆動詞◆動詞 vs.衛星枠付け：主観衛星枠付け：主観衛星枠付け：主観衛星枠付け：主観 

 

移動を表す動詞表現に関しては、手段や様式による区別を動詞自体で表現することが多い

Verb-framed language（動詞枠付け言語）と、動詞に付属する不変化詞（副詞・前置詞）や

接辞で区別することが多いSatellite-framed language（衛星枠付け言語）とが存在する。前者

には日本語やロマンス語（フランス語やスペイン語）が挙げられる。例えば日本語では「入

る」「下る」「通る」などが別の動詞として存在し普通に使われる。後者には英語、ドイ

ツ語、ロシア語など多くの印欧語や、中国語などがある。例えば英語では、"go in"、"go down"、

"go through"など共通の動詞を用いる言い方が使われる。ドイツ語でもこれに似て接辞をつ

けた分離動詞が使われる。（wikipedia動詞枠付け言語と衛星枠付け言語より） 

 

これに関してはアルカは伝統的に動詞枠付け言語である。幼字には漢字以上に一語一意の

原則があったためである。客観的把握の代表格である ly, lsですらこの性質を保持している。 

実際に地球の言語で見ても本来客観的把握に分類されるはずのフランス語やスペイン語も

日本語やアルカと同じ分類に入っているため、この特徴に関してはそもそも傾向が持つ拘

束力の弱さを感じる。 

 

◆主観述語：客観＞主観◆主観述語：客観＞主観◆主観述語：客観＞主観◆主観述語：客観＞主観 

 

日本語では「私は嬉しい」とは言えても「彼は嬉しい」とは言えない。「彼は嬉しそうだ」

と言わねば不自然である。これは日本語が主観的把握をするためである。あくまで話者の

目から相手を見るので、本当に相手が嬉しいかどうかは分からないということである。こ

れが主観述語である。英語のような客観的把握の場合は神の視点で見るため、主観述語は

ない。 

アルカの場合、an na nau / lu na nauはいずれも自然である。ゆえに客観と判定できる。しか

し lu na nau inもまた自然である。根底には客観的把握があるものの、特に感情や人間関係
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が絡む場合は主観的把握をして文末純詞の in, ter, yunなどを用いる。その点で主観的把握

が混ざっているため、判定は客観＞主観となる。 

 

◆擬声語・擬態語：客観◆擬声語・擬態語：客観◆擬声語・擬態語：客観◆擬声語・擬態語：客観 

 

フランス語同様、ほぼゼロである。完全に客観と判定。 

歴史的に見ても擬態語は tantaなど、数例を除いて存在しなかった。 

 

現実には異民族が集まってアルカができていたので曖昧なオノマトペでは感覚が共有でき

ず、オノマトペ——特に擬態語——は発達しなかった。カルディアにおいても異民族が多

かったので発達しなかった。 

更に言えば現実ではメルの参加以降、「この音はこの意味を象徴することにしよう」とい

う、いわゆる音象徴が生まれた。音は具体的な音象徴に特化したため、曖昧なオノマトペ

に使用する機会は更に減ることとなった。 

音象徴の例を挙げよう。eは水に関するものを示す。現在でも er, eria, eri, lueなど枚挙に暇

がない。このように現実のアルカでは音象徴が優位だったため、なおさらオノマトペが冷

遇された。 

ちなみにカルディアのほうでは音象徴は f, fvの頃に発達しており、これにはエーステ理論

という神話学的な理由が背景にある。言語学とは異なる分野なのでここでは割愛する。各

自幻日を参照されたい。 

 

なお、擬音語については擬態語と違って豊富である。特に演繹音の存在により、日本語や

韓国語以上に体系だった擬音語を獲得している。 

なぜ擬音語をここまで体系付けたかというと、システマティックでなければ多民族の間で

共感しにくいためである。それは現実でもカルディアのアルバザードでも同様の事情であ

る。 

 

◆過去時物語中の現在時制：特殊◆過去時物語中の現在時制：特殊◆過去時物語中の現在時制：特殊◆過去時物語中の現在時制：特殊 

 

現在を2011年とし、1991年に起こった1年間の物語を仮定しよう。 
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英語の場合、認知主体である読者は2011年から客観的に1991年の物語を見る。このため、

本文中では過去形が用いられる。 

日本語でも原則同じだが、認知主体を物語の中に埋没させて現在形を使うことがある。こ

れは主観的な見方で、臨場感が増す。物語中で「る」を使うのは臨場感以外にも用法があ

るが、ここで重要なことは日本語が視点を移動させることで主観的に現在形を使うという

事実である。 

 

アルカの場合、このどちらにも属さない。歴史の中からこの物語が存在する1991年だけを

切り取る。その前後の時間は切り捨てられ、独立した時間を形成する。従って2011年に存

在する認知主体は切り捨てられることになる。つまりアルカの特徴は認知主体の切り捨て

にある。 

時制は物語の進行に合わせて常に現在形で語られる。パソコンで見る動画を想像してみよ

う。シークバーは動画の現在位置を示す。アルカにおける物語の捉え方は動画と同じであ

り、シークバーの位置が現在形で語られるわけである。貴方が何年にその動画を見ている

かは一切関係ないし、貴方が画面を見ていようがいまいがシークバーは進む。つまり認知

主体は切り捨てられて物語は進んでいく。従って、客観的把握にも主観的把握にも属さな

い特殊な型をしているといえる。 

まるでアルカは誰もいない映画館のようである。観客がいようといまいと上映され続ける。 

 

換言すれば、アルカにおいて地の文のデフォルトの時制は現在形ということである。無時

制ではない。まるで目の前で今現在物語が進んでいるかのような表現をする。日本語だと

デフォルトが過去形になるため、違和感を感じることであろう。 

確かにアルカの地の文は現在形がデフォルトだが、その文脈の時点から見て過去の出来事

であれば過去形を使うことができる。つまりシークバーの現在地点より前の時点の出来事

について言及する場合は、地の文でも過去形を使うことができるということである。  

 

◆直接・間接話法：客観◆直接・間接話法：客観◆直接・間接話法：客観◆直接・間接話法：客観 

 

アルカは間接話法が非常に発達している。この点で英語と同じで、判定は客観である。 

ただし、主節と従属節の主語が同じになる場合は従属節の主語を省略するか、あるいはnos
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に置き換える。nosに置き換える点は若干主節の主語に視点を合わせているように感じら

れるため、英語ほど客観的把握はしていないといえよう。 

なお、時制の一致に関してはアルカは主節との比較で行う。主節と従属節の時点が同じな

ら主節が過去形であっても従属節は現在形になる。 

 

He said, “I am busy.”= lu kut "an tur vokka". 

He said that he was busy. = lu kut nos tur vokka. 

 

アルカでは直接話法に比べて圧倒的に間接話法の頻度が高い。 

 

●アルカは現代的な認知様式？ 

 

二重把握というのは客観的把握や主観的把握のどちらか一方に偏らせる様式に比べ、人間

本来の認知様式に近い。 

人間は常に主客両面から事態を把握しており、適宜状況に応じて適切なほうを選ぶ。 

これはテレビの映し方に近い。テレビの収録では複数のカメラで同時に撮影をし、視聴者

に最も伝わりやすいカメラの映像を適宜流していく。サッカーの試合でゴールが決まれば

ゴール目線で流す。バラエティでオチを言う人がいれば、ゲスト全体を見渡すカメラから

彼をクローズアップするカメラに切り替えて映像を流す。テレビの映像は人間の二重把握

に近い。そのため視聴者は違和感なくテレビの映像を受け入れることができる。 

ともなれば言語だけ客観的把握や主観的把握の一方に偏っているというのは、人間の認知

様式からすればむしろ違和感さえ覚える。 

 

また、物語を時間軸から切り取り、ひとつの物語の中では常に現在形を使うという件に関

しては、まるで物語を一枚のDVDの中に収め、現在位置をシークバーで示しているかの

ようである。アルカにおける物語中の現在時制は現実の時間軸とは切り離されたDVDの

シークバーに相当する。 

テレビといいDVDの動画といい、どうもアルカの二重把握や物語中の現在時制などの例

を見ていると、アルカという言語が現代人の認知様式を写し取っているかのように感じら

れる。 
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●遅れた認知言語学的考察 

 

アルカの言語らしさを初めて意識したのは筆者が中学生の頃であった。次いで強く意識し

たのは高校時代であった。そして本稿を書こうと思ったのは制アルカを作っていた大学時

代前半である。ところが2011年になるまで認知言語学的考察をまとまった記事にはせず、

断片的な考察しか行ってこなかった。 

アルカの場合、作者らが言語学に触れる前に言語制作があったので、紆余曲折を経てしま

った。それで後発の制作者には二度手間をさせないよう、先に言語学を学ぶことを勧めて

いる。 

 

ところで、昔から不思議なことがある。子どもが自然と言語を覚えるように、特に示し合

わせたわけでもないのにアルカユーザーの間で「これはアルカらしいしっくりくる文だ」

という語感を共有してきたという事実である。 

最初は当然この原因が分からなかった。しかし現実として語感を共有している以上、何ら

かの規則があるに違いないと考えた。言語学的な考察をすればきっとその規則が見えてく

るだろうと考えていた。 

その規則が何かは分からなかったが、皆規則を体得していたので、いずれまとまった考察

をしようしようと思いながら2011年まで後回しにしてしまった。 

今回二重把握という認知様式が見えたことで、「だからか！」と思ったことがいくつかあ

った。それが例えば下記である。 

 

●言語相対論の再評価および雑感 

 

・認知主義と生成主義 

 

筆者は人工言語を作るという目的で言語学を始めた。言語学をやる人間としては異例の入

り方である。アルカに役立つか否かという視点で常に言語学の理論を評価してきた。 

また思春期に多くの民族と触れ合ったことで、いかに異民族の物の捉え方が違うかを痛切

してきた。 
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そんな筆者にとって最も共感できた言語理論がいわゆる「サピア・ウォーフの仮説」であ

る。ウォーフの言説はWhorf(1964)などに見ることができる。 

サピア・ウォーフの仮説は一般に言語決定論と言語相対論に分かれる。流石に筆者も決定

論には賛成しないが、それでもかなり決定論寄りの相対論を支持している。 

また、言語学の派閥でいえば筆者は明らかなる認知主義者である。とりわけピンカーとチ

ョムスキーについては懐疑的である。 

中でもピンカー(1995)のサピア・ウォーフの仮説に対する論拠のない非難には同意しかね

る。もし彼が様々な民族と議論しながらゼロからひとつの言語と世界を構築していれば—

—あるいは少なくとも彼にもっと異言語と異文化への造詣があれば——言語が人間に与え

る影響の大きさを実感できただろう。この件についてのピンカーへの批判はヴィエルジュ

ビツカ(2009)が的を射ている。なお、同書は言語と文化の関連性を知る上でも読んでおき

たい一冊である。 

 

ときに、筆者もはじめから生成主義に反対していたわけではない。もともと理系だった筆

者にはむしろ最初はサピア・ウォーフの仮説より生成主義のほうが肌に合うように感じら

れた——少なくとも字面からは。だが実際に読んでみるとその理論が実体験とあまりにか

け離れていることに気付き、現実に即していない理論と評価するに至った。 

 

・その「わからん」は「理解できない」なのか「共感できない」なのか 

 

今回の二重把握を知って「なるほど、だからか」と思ったことがある。 

日本でテレビを見ていると、人々が議論をしている様子をよく見る。政治関連の談義であ

ったりと内容は様々であるが、「理解できない」とか「分からない」といった台詞がよく

聞こえてくる。「理解はするが共感はしない」という言い方をする人はあまり見かけない。

これはなぜだろうか。 

 

日本語は主観的把握をする。客観的把握の傾向にはない。論理は客観的把握に向いており、

感情は主観的把握に向いている。ということは日本語は論理を表現するときも主観的把握

で表現する傾向がある。その証拠が「分かりました」である。この言葉は「理解しました」
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と「了承しました」のどちらも意味する。論理と感情が分化できていない。 

客観的把握をするフランス語では"Est-ce que vous comprenez?"（理解しましたか？）と

"d'accord?"（わかったかい？）は別々の単語を使うのが自然である。もっとも、客観的把

握をするフランス語でも entendre（理解する）からEntendu（了解です）という表現を作る

ので一丸にはいえないが、アルカの loki（理解する）にxiyu（了解する）やyuta（受け入

れる）やokna（共感する）の意味はない。コーパスを確認しても「わかったよ」というと

きは"loki"ではなく"xiyu"と答えている。ただしアルカでも相手に従うことが前提である環

境では、理解したというだけで「了承した」を事実上含意することはある。 

 

英仏がきちんとできているというわけではないが、どうも日本語は特に論理的な理解と感

情的な理解を分離できていない印象を受ける。日本人は「わかった」と言ってしまったら

相手の要求を呑んだことになってしまうと思って、そう易々と「わかった」とは言わない

のかもしれない。その結果、議論が膠着してくると「わからん」とか「まったく理解でき

ん」といった台詞が飛び交うようになるのだと思われる。 

恐らく一度「わかった」と言ってしまったら言質を取られると思っているのではないか。

あくまで「理解した」という意味の「わかった」でしかなかったとしても、「アンタあの

とき分かったって言ったじゃないか！」と詰め寄られる危険性がある。 

アルカだと an lokik ti（貴方を理解した）と言っても共感したことは含意しないので、言質

を取ったような言い方を後からされることはない。 

 

・アルバザード人曰く、「理解はするが共感はしない」 

 

この件に関してアルバザード人はどうか。現実の古アルカもそうであったが、アルバザー

ド人の典型的な言い方は「あぁなるほど、君の言いたいことは分かった。でも俺はそう思

わない」である。これは論理と感情を完全に切り分けた表現である。 

日本人はあまりこういう言い方をしない。実際にこういう言い方をしたら殺伐とした雰囲

気になる恐れすらある。 

ところがアルバザード人はこの言い方を非常によくする。これは二重把握の賜物であろう。

日中韓英仏などはいずれも主客いずれかに偏っており、主客を並行して考える習慣に慣れ

ていない。「理解はするが共感はしない」という言い方を日常的にするという習慣が二重
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把握によるものだとしたら、言語が思考に与える影響は軽視できないのではないか。 

 

アルバザードという国は元々ルティアの魔法兵団やメティオの魔獣兵団やアルティアの武

士といった脅威に晒されてきた。そんなアルバザードが世界最強の国家になれたのは、常

に合理的に考え、出る杭は打たずに伸ばし、偉人は貶さず褒め、勧善懲悪をし、伝統にこ

だわらず良いものは素直に取り入れてきたからである。そういう国民性を獲得しなければ、

地続きで平坦な土地の多いこの国はここまで強さを保てず、最悪生き残れなかっただろう。 

 

アルバザード人の交渉の仕方は非常にサクサクしている。「僕はここまで妥協する。君は

どこまで妥協する？その妥協点に賛同できないなら戦争ですね。ところで僕の戦力はこれ

これです。君の戦力はこれこれです。死者の推定数はこれこれです。さぁどうしますか」

という態度で、完全に合理性しか考えていない。 

その一方、「以上の議論から戦争という結論が出ました。さてここに温情をかけます。戦

力から言って僕らの勝利は確実です。しかしお互い死者は出したくないでしょう、可哀想

ですからね。そこで多少譲歩をするので、その上でもう一度戦争をするか考えてください」

というような言い方をする。 

 

彼らにとってはまず最初に論理がありきで、それに付加するように感情面を出す。完全に

論理と感情を切り分けており、日本ではあまり一般的ではない物の見方である。この習慣

がない人からすれば「機械的で冷たいな」と感じるかもしれない。逆に「合理的で論理的

で賢い人達で、そりゃ発展するわけだ」と思うかもしれない。 

 

・言語が影響を与えるのはせいぜい思考の習慣に限られる 

 

主観と客観で同時に事態を把握するというアルバザード人の習慣が独特であることは常々

感じていた。日本人にはもちろん、アメリカ人にもフランス人にもあまり見られないため

である。 

だが今回の考察でこれが二重把握によるものだと知って、今まで強く評価していた言語相

対論を再評価するに至った。 
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ただ、だからといって言語決定論を支持するほどではない。言語が思考の習慣に影響を与

えることに疑いの余地はないが、思考を決定付けるほどの力はなかろう。 

例えば筆者はアルカをやる前から主客を分離して考えていたので、もともと二重把握をす

る習慣が個人的にあったのだろう。日本人としては珍しいほうだと思うが、もし言語決定

論が正しければ筆者が主客を分離して考えるようになるのはアルカを学んだ後になるはず

である。 

 

・役割語と言語相対論 

 

また、言語相対論は金水(2003, 2007)が唱える役割語についても関連性があると思われる。 

いわゆるキャラ語尾を豊富に持つ日韓とそうでない英仏を比べてみよう。後者の話者は前

者の話者が感じているキャラ性を同じように感じることができるだろうか。否。少なくと

もキャラ語尾が伝えるキャラ性に関しては確実に抜け落ちてしまっている。この問題は豊

富な一人称代名詞を持つ言語からそうでない言語に翻訳をした場合にも起こることである。 

例を挙げよう。「わたくし、磯鷲早矢と申しますの」と「拙者、緋村剣心でござる」を英

語に訳せばどちらも"I am Haya"や"I am Kenshin"のような言い方にしかならない。 

 

日本語には「わたくし〜ですわ」というお嬢様キャラを想起させる言葉がある。一人称や

終助詞の使い方によって話し手の個性を察するという思考の習慣が日本人にはある。 

もちろん終助詞がなかったり一人称がひとつしかない言語であっても、別の品詞や言い回

しで相手の個性を判断することはできるだろう。しかし依然として一人称や終助詞で相手

の個性を察するという思考の習慣は生じない。その意味で言語が思考に影響を与えている

ことは確実であり、かようにして言語相対論と役割語は関連性があるように感じられる。 

 

アルカは日本語と同じく人称代名詞などが豊富で、キャラ性を出すのが得意である。従っ

て、アルバザード人はそういった要素で相手の人間性を推し量る思考の習慣を培っている

といえる。 

  



195 

 

6:人工言語史概説 

 

●序文 

 

 本論はノウルソン(1993)、エーコ(1995)、ヤグェーロ(1990)を中心に、人工言語学研究会

独自の調査を加えて、最古の人工言語から現代に至るまでの人工言語史を概説したもので

ある。 

 

●人工言語における5つの要素 

 

 人工言語は言語の一種であるから音韻・文法・語彙・文字・非言語を持っている。ただ

自然言語に文字を欠くものがあるように、人工言語にもこれらの要素が全て揃っていると

は限らない。これらの要素を全て持っていれば申し分ないが、実際には一部を欠くことが

ある。 

 現在使われている自然言語のうち「音韻はないが文法はある」などといったものは考え

られないが、人工言語の場合どの要素が欠けてもよい。 

 例えば話すことを一切考慮せず、文字と語彙と文法しか決めない言語も考えられる。こ

のような言語は決して絵空事ではない。文字と語彙と文法だけを決め、単語に音価を当て

ない。音価がなければ音韻を定める必要もない。 

 では読むときはどう読めばいいのか。読み手のそれぞれの母語で読めばよい。この手の

人工言語は4世紀も前から存在していた。そしてそれは必ず表意文字か語義を表す数字を

持っていた。音韻がない以上、表音文字にはできないためである。 

 

●暗号としての人工言語 

 

 まず最も原初的な人工言語とは何であろうか。それは意外にも5つの要素を全て持った

自然言語に極めて近い後験的なものである。最初の人工言語とは暗号のことである。 

 暗号としての人工言語は古代エジプトやローマにも見つけることができる。最古の暗号

は古代エジプトの石碑に刻まれたヒエログリフとされており、これは紀元前1900年ほど前
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のことである。この暗号を人工言語に含めると、人工言語の起源は少なくとも約4000年ほ

ど前まで遡ることができる。 

 一方、人類最初の文字はメソポタミア地方チグリス＝ユーフラテス下流のもので、これ

は5000年ほど前に遡る。意外にも暗号としての人工言語は早くから存在していたことにな

る。 

 人工言語はその産声を上げたときから長い間もっぱら暗号として機能していた。およそ

この頃は「人工言語＝暗号」であったといっても差し支えない。 

 暗号としての人工言語は資料が残されているわけだから少なくとも文字を持っていたこ

とになる。同時にその文字自体が語彙を形成するので語彙も持っていた。古代人がそれを

声に出して読んでいたかどうかは分からないが、もし読んでいたなら音韻も備えていたこ

とになる。 

 

●人工文字から見る人工言語事情 

 

・東洋の人工文字事情 

 

 ヒエログリフにおいて最も意識されることはそれが文字であるという点である。原初の

人工言語が暗号と同義であるならば、文字が人工言語の黎明に大きく関与していることに

なる。そして実際他の例を見ていくと、人工言語において文字がいかに重要な役割を持っ

ていたのかを知ることができる。自然言語において文字を持たない言語が多く存在するた

め、文字は言語にとって必要条件ではないという低い地位に押しやられている。しかし人

工言語では文字が大きな役割を持ち、時には国家まで動かしてきた。 

 例えば15世紀に李氏朝鮮第四代国王世宗（セジョン）が作った朝鮮文字ハングルは人工

文字であり、現在朝鮮半島で実用されている。だがこの人工文字が実用されるまでには相

当な歴史的背景があった。 

 文字を話題にするのなら更に時代を遡ることができる。紀元前221年には秦の始皇帝が

中国を統一し、度量衡とともに漢字を矢継ぎ早に統一した。統一から外れた文字は排斥さ

れた。ただしハングルと違ってこれは既存の文字をまとめたという性質が色濃いため、人

工文字ひいては人工言語の範疇に入れるのは難しい。しかし国家の手によって人為的に文

字が操作された歴史としては取り上げるべき出来事である。 
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 ハングルにせよ始皇帝の漢字統一業にせよ、古代エジプトやローマの例とは異なり暗号

でない点が注目に値する。朝鮮では百姓が、中国では人民が使うために作られたものであ

るという点で、これらは暗号とは一線を画す。 

 

 古い人工言語における文字の役割は大きく、特には政治的背景と相まって形成されてき

た。なお、このことは音韻や文法を制定するよりも文字を制定するほうが簡単だというこ

とにも繋がる。 

 ハングルは確かに人工文字だが、それは朝鮮語を表すためのものでしかない。世宗は朝

鮮語の音韻や文法まで作ろうとはしなかった。朝鮮語そのものを変えることは彼の目的で

なかったし、何よりやろうとしても当時は技術が足りなかった。音韻、更には音声を百姓

の間に制定しようとするのは政治的以前に印刷技術や録音技術の乏しい時代では極めて難

しいためである。文法を制定するのは音に比べれば容易であるが、それよりも文字のほう

が人の手を加えるのに適した素材であった。 

 できるできないの話を別としても、音韻や文法に比べて文字のほうが手を加える必要性

があった。暗号として使われる文字は字形を変えたほうが見破られにくいので手を加える

必要性が大きい。 

 また、暗号を欲しがらなかった朝鮮にも文字に手を加える必要性があった。ハングルが

作られたのは例えば漢字の読めない民衆が不当な扱いを受けた際に裁判を申し立てられな

いなどといった窮状を鑑みた結果である。その他にもハングルが作られた理由はあるが、

いずれにせよ朝鮮が欲したのは暗号ではなく理解しやすい実用的な文字であった。そして

それを得るためには漢字というシステムから脱却する必要があった。なお、このような大

きな政治的な動きがスムーズに運ぶことは稀で、実際当時はこの改革に対する反論があっ

た。1442年、世宗配下の漢学者崔萬理がこのような反意を上奏した。 

 

「民百姓が犯罪の容疑をうけたとき、かれらが自分の無罪を主張できないという理由で誣

告をうけるという王のおことばは、納得できません。」金(1984 p111) 

 

 ハングルの歴史はこの後、更なる憂き目を見ていくこととなる。いずれにせよこのよう

に古い人工言語にとって人工文字あるいは人為的に選ばれた文字が持つ役割は大きく、し
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ばしばそこには政治的・経済的・社会的な背景が関与していた。主に趣味で作られる芸術

言語などと違い、のっぴきならない理由がそこにはあった。 

 東洋は歴史的に見れば概ね中国が中心に位置していた。文明は中国（あるいはインド）

から主に伝播されるものであった。この結果、中国の国字である漢字と東洋（特に東アジ

ア）の人工文字は大きな関わりを持った。漢字とは似ても似つかない字形のハングルであ

るが、これでも水面下では漢字との大きな関与があった。 

 そもそもハングルができたのは国字を持つという朝鮮民族のアイデンティティの問題や

上述のような民衆の社会的問題に対処するためである。そしてそれに対する反論も主に当

時の宗主国である中国の怒りを恐れたことに起因する。従って中国及びその国字である漢

字と独立してハングルを語ることはできない。 

 つまり人工言語において文字は強い社会的背景を持ち、その背景と切り離せない関係に

あるということである。ただしエスペラント以降の人工言語の文字はこのかぎりではない。 

 

 文字の持つ背景は社会的なものだけではない。宗教などの文化や民族意識を背景とする

こともある。そのような論争はかつて日本にもあった。日本はハングルのような国字を新

たに作るようなことはなく仮名文字で和語を表していたが、その日本にも文字論争があっ

た。神代文字である。 

 神代文字は日本古来の漢字に依存しない固有の文字とされ、室町時代には少なくとも神

道の間で広まっていた。神代文字を巡っての議論は平行線を辿った。結果、この議論は時

代を下って持ち越された。明治になると神道が主唱する神代文字は偽造であると国語学者

の山田孝雄は述べた。 

 神代文字は現代では一般に言語学の対象よりもむしろ哲学思想の対象としてみなされが

ちである。この論争の重要な点は、日本は古来から漢字ではない固有の文字を持っていた

という主張にある。神代文字自体が重要なのではない。固有の文字を持つことが中国の精

神的支配からの脱却であり、日本民族のアイデンティティの確保でもあり、何より神道の

思想に沿った。そのことが重要である。この神代文字のように、宗教や思想を背景とした

文字が存在する。 

 また神代文字にはハングルに似たものがある。阿比留（あひる）文字という。ハングル

を真似て作ったのではないかと言われているが、逆にハングルがこれを真似て作られたと
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主張する者もいる。神代文字は近代現代においてもはや神道よりも日韓の国家関係や民族

意識を反映している。 

 神代文字が人工文字だとしたら、人工言語における文字は文化・宗教・哲学思想のみな

らず、民族意識や果ては国家関係までを背景とするといえる。 

 以上から、人工言語における文字は単なる言語を表現するための道具ではなく、その後

ろにある様々な背景を暗示するものであるということが分かる。 

 

・西洋の人工文字事情 

 

 今度は目を西洋に向けてみる。西洋を支配してきた文字はアルファベットである。表意

文字である漢字が政治的・社会的・経済的・思想的・宗教的な影響を東洋に与え、人工文

字へ至らしめたのと同じく、表音文字であるアルファベットは西洋の人工文字に影響を与

えた。表音か表意かという違いが西洋の人工文字の運命を大きく左右することになる。で

はまず自然言語に使われる表音文字アルファベットとはどのようなものであるか。 

 そもそもアルファベットはフェニキア文字に遡ることができる。これは原初は表音文字

でなく表意文字であった。象形文字の一種で、牛の頭や家などを指していた。それがやが

て表音文字として使われるようになり、長い年月を経て現在のアルファベットに至る。フ

ェニキア文字には子音しかなく、母音を加えたのはギリシャ人である。現在最も広範に使

われるラテンアルファベットの祖は音韻と照らし合わせると、このギリシャ文字であると

考えるのが妥当であろう。もっとも、そこにはギリシャ語とラテン語の音韻体系の違いに

よる齟齬が含まれてはいるが。 

 

 アルファベットは西洋の各国語を表記するのに用いられてきた。しかし言語は変化する

ものである。そして変化は文語より先に口語に訪れる。発音が変わろうと綴字は暫く残存

する。英語のdaughterにおけるghは黙字だが、かつては読まれていた。その名残は今日の

ドイツ語に残されている。 

 ただ言語である以上、綴字も変化する。変化が緩慢なだけであって、変わらないわけで

はない。現在の英語は視覚方言によるスペルが増えており、実際の発音に近付けたスペル

が使われている。 



200 

 

 ほかにも例えば techniqueはフランス語の影響が薄まるに従って technicに座を奪われつ

つある。またインターネットのチャットではyouはしばしばuと書かれる。 

 このように文字は音を追いかけるように変化していくので、音と文字が一致する期間は

無いかあるいは短い。 

 

 綴りと読みが一致しないのは不便である。従って表音文字圏では正書法というものが常

に意識される。漢字の書体とは違い、原音に合わせてどう正しく表記するかというのが問

題になる。そこには美観もさることながらまず整合性・合理性が重視される。正書法が確

立すると暫くの間は音と文字が概ね一致する。 

 英語に比べてドイツ語の表記が音に忠実なのは、ドイツ語の正書法のほうが遅れて確立

したためである。更にフィンランド語の文字と音がドイツ語より一致するのは、フィンラ

ンド語のほうが正書法の確立が遅かったためである。どこの国でも近代化に伴い正書法が

確立していったというのは、表音文字圏における正書法の重要性の高さを示す傍証である。 

 正書法というのはつまるところ音と文字のタイムラグから生まれるものである。音の変

化に文字の変化が付いていかないことが読みと書きの差を生み、ひいては正書法という概

念を生む。このタイムラグはいかなる表音言語でも避けることができない。それは自然言

語であろうと人工言語であろうと同様である。ザメンホフは1900年に「国際語思想の本質

と将来」の中でこう述べている。 

 

「大部分の言語の正書法は、学習者にとってじつにやっかいだ。 …人工語は、あらゆる

文字に、明瞭で厳密に規定され常に同一の発音を与えている。そのおかげで、人工語には、

正書法問題はまったく存在しない。」水野(1997 pp50-51) 

 

 ザメンホフはこのように述べているが、言語である以上エスペラントも音と文字のタイ

ムラグを避けることはできない。エスペラントと近代になって正書法を確立させた言語は

本質的に同じである。両者は正書法の制定とともにタイムラグを持ちはじめる。そして長

い年月をかけて音と文字の差異が開いていく。エスペラントも自然言語同様、時代が下れ

ば正書法を見直す時期が来る。それを食い止めるには音を一切変化させないことが必要条

件だが、言語の変化を一切食い止めるというのは不可能である。 
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 さて、このような表音文字アルファベットの支配下にあった西洋で、人工言語における

文字はどのような性質や意味や背景を持っていたのであろうか。 

 東洋では漢字を基軸とした文字が作られた。仮名文字は漢字を元に作った文字である。

ハングルは漢字を社会的背景として作られた先験文字である。 

 ちなみに、人工文字にも先験と後験がある。仮名文字は世宗のように誰かが意図的に作

ったものではないため、後験文字ではなく自然文字である。後験文字と自然文字を混同し

ないよう注意がいる。 

 東洋の人工文字の事情は既に見たとおりであるが、西洋ではどうであっただろうか。 

 西洋における人工文字はアルファベットの支配下にいただけのことがあり、見事にアル

ファベットの影響を受けている。 

 まず、各国語のそれぞれのアルファベットはアルファベットのヴァリアントであり、い

ずれも自然文字である。 

 一方、アルファベットを元にした後験文字は例えばキリル文字である。キリル文字はロ

シア語などのスラブ諸語を表記するための文字であり、ギリシャアルファベットを参考に

した文字である。キリル文字はグラゴル文字を考案したキュリロス・メトディオス兄弟に

因んだ名である。キリル文字は人工文字の一種で、後験文字である。ハングルと異なるの

は先験文字でないという点である。 

 

 アルファベットは非常に簡単な造りをしているため、加工がしやすい。しかも表音文字

なので文字の数も少ない。従ってヴァリアントを容易に作ることができる。その結果アル

ファベットの後験文字は多く存在する。表音性を保ったままアルファベットの形だけ変え

ればそれだけで暗号が出来上がるので、表音文字は暗号用に加工しやすい素材でもある。 

 例えばレオナルド＝ダ＝ヴィンチは鏡文字を用いて文章を書いた。鏡文字は仮名文字と

違って自然とできていったものでなく、ユニークなアイディアの持ち主の思いつきによる

暗号や遊戯である。この場合、元となっているのは明らかにアルファベットであるため、

アルファベットの後験文字といえる。 

 

・中東の人工文字事情 
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 今度は中東に目を向けて見る。中東はアジアともヨーロッパともつかない文化の交差点

である。西洋と東洋の要素を兼ねそろえつつ、しかも独自の文化を持っている中東は文字

に関しても面白い歴史を与えてくれる。文化の交差点であるということはそれだけ自己の

文化が他者の文化に侵食されているということである。海に囲まれた日本とは明らかに異

なった環境である。 

 例えばトルコはトルコ語を使うが、その表記には伝統的にアラビア文字を使用していた。

ところが20世紀前半にケマル＝アタチュルクが台頭すると、彼は教育改革を推進した。そ

の中には言語の改革も含まれており、それまで1000年ほど使われてきたアラビア文字を廃

止した。そして代わりにアルファベット表記を採用した。 

 ここで重要なのが、アタチュルクはアルファベットをそのまま利用したのではなく、ラ

テンアルファベットを元にトルコ語のアルファベットを作ったということである。つまり

は後験文字の作成である。東洋西洋の要素を持ちながら自己の文化を混ぜ合わせるオリエ

ンタルな手法である。 

 トルコ語のアルファベットは母音が8で子音が21の合計29文字で、ラテンアルファベ

ットと同一ではない。例えばトルコ語のアルファベットにはğ(yumuşak g)などのラテンア

ルファベットにはない文字が存在する。 

 アタチュルクは世宗と異なり、単に読み書きを簡単にしようとしたのではなかった。ハ

ングルとトルコ文字を後験・先験のみの違いに帰着させるのならばそれは早計であろう。

トルコ語のアルファベットと同時に推進されたのはアラビア語やペルシャ語由来の外来語

を排斥することであった。文字とともに語彙も確立したわけである。そしてそれはトルコ

人の精神面における独立を意味した。トルコ語のアルファベットという人工文字の裏には

民族及び国家のアイデンティティが隠れていたのである。 

 

・人工文字における表音文字と表意文字 

 

 ところで、表音文字と表意文字では概して表意文字のほうが人工言語に与える背景が広

範で深淵なようである。言い換えれば人工文字に与える影響が大きい。それはハングルの

血の歴史や神代文字の民族意識を見ても頷けることだが、なぜ表意文字のほうが人工文字

に大きな影響を与えると示唆されるのであろうか。こう書くと西洋の血の歴史を気が滅入

るほどご指摘いただきそうだが、それは無論踏まえての上である。 
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 背景が広範で深淵という仮説の原因は民族性の違いでもないし、東西文化の違いでもな

い。表意文字は表音文字に比べて文字の象徴性が強い。また、文字数が多く字形が複雑で

習得が難しい。これらが大きく関わっている。 

 ハングルが起こった理由を思い出してほしい。そもそも漢字が難しくなかったらハング

ルの必要性は無かった。中国が20程度からなる表音文字を用いていて、朝鮮語と似たよう

な音韻体系を持っていたら、ハングルは決して生まれなかった。表意文字の持つ難しさが

ハングルを生んだともいえる。 

 一方、神代文字については民族意識の問題があった。表意文字である漢字は表音文字の

アルファベットよりも象徴性が強いため、「自分達は固有の文字を持たない」という劣等

感を日本人に強く植え付けた。その劣等感への反動が神代文字を生んだ要素のひとつであ

ることは否めない。このように、表意文字はその習得の難しさと象徴性の強さにより、表

音文字に比べて、人工言語の文字に大きな影響を与えると考えられる。 

 

 表意文字は絵文字の性質を持っているので、ピクトグラムと重複する点がある。ピクト

グラムという点で見ればアルファベット圏の西洋も、ピクトグラムの持つ象徴性の強さに

翻弄されてきた。 

 そもそもアルファベットにも象徴性は認められている。たとえばxは相手が入れないよ

うにドアに打ち付けた木の板の象形である。そこから意味が未知に転じた。数学で変数を

xとするのはここから来ている。 

 また、紋章などをはじめとした象徴的なピクトグラムが西洋には多数ある。中でも最も

象徴的なのは十字である。十字は人工文字ではないものの、極めて象徴的な意味を持つ。

具体的にいえば、十字は包括的にキリスト教を象徴する。十字の象徴はキリストと彼が磔

を被った十字架との間におけるメトニミー（より厳密にいえばトポニミー）から作られた。

そのため漢字でいえば象形ではなくむしろ指示といったほうが正しい。 

 この十字という象徴文字は西洋に多大な影響を与えてきた。西洋人の精神の中に十字は

あまりに象徴的に刷り込まれており、十字軍やナチスドイツの鍵十字（ハーケンクロイツ）

などを例に出すまでもなく、十字を背景とするものは多い。 
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 このように、表音文字圏である西洋でも一部のピクトグラムがその象徴性によって東洋

と同じように広範な背景を持つことは認められる。そしてこのことは表意文字の象徴性が

広範な背景を文字自身に与えることの傍証でもある。 

 表音文字圏にある西洋人にとって表意文字やピクトグラムは日常的に自分達の言語を表

すためのものではなかった。それゆえ西洋人が表意文字やピクトグラムを見るときは、そ

の象徴性が特に取りざたされた。神話や聖書の解釈を見るとしばしば西洋の象徴性への執

着が見られる。この執着は16, 7世紀の真正文字より前に遡ることができる長きに渡るもの

である。西洋人は日常的に表音文字を使うため、表意性への渇望がこの執着を生んだとも

考えられる。表意文字の持つ象徴性に神秘主義を重ねた一部の真正文字の探求者はまさに

この好例である。 

 

 一方、漢字の影響を強く受けた東洋にとって表意文字は日常的で生活臭のするものであ

る。何かを象徴するという神秘的な意味合いは薄れ、単に市場に置いてある桃といった即

物的な日常品などを表すものという側面が大きい。東洋では表意文字が生活に密着してい

る分、表意文字を過度に象徴的に捉えないのが特徴である。 

 表音文字圏にいる西洋のほうが表意文字に対する慣れがないため、過度な期待や意味を

表意文字に持ちやすく神秘主義に陥りやすい。16世紀、表意文字ブームがにわかに起こっ

たとき――たとえそのブームが普遍文字を求めたものであったとしても――しばしば表

意文字の象徴性が取りざたされたのはその裏付けである。 

 

 まとめよう。人工言語の黎明期は暗号と文字の歴史である。原初の人工言語は暗号であ

った。暗号には文字が使われた。人工言語に使われる文字は自然言語の文字に影響を受け

てきた。東洋では表意文字である漢字の影響を受け、ハングルのような先験文字が生まれ

た。西洋では表音文字であるアルファベットの影響を受け、キリル文字のような後験文字

が生まれた。どちらも自然文字の背景を背負うことに変わりはなく、人工言語における文

字は自然言語の文字から影響を受けてきた。 

 表意文字の難解さと象徴性の強さにより、表意文字を基にした人工文字のほうが表音文

字を基にした人工文字に比べて広範かつ深淵な背景を有する。表意文字が大きな背景を抱

えるというのは人工文字だけでなく自然文字やピクトグラムにもいえることである。西洋

でも十字などは非常に大きな象徴性を持ち、歴史的事件を何度も背景にしてきた。ただし
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表音文字は背景を持たないというのは全くの誤解で、トルコ語のアルファベットのように

社会情勢や民族意識を背景としたものもあった。 

 

●黎明期 

 

 原初の人工言語は暗号で、約4000年前に遡ることができる。暗号としての用途は国家規

模から個人の日記に至るまで、広く使われてきた。また、暗号ではなく言語改革として人

工文字が作られることもあった。その場合しばしば文字は歴史的背景を背負うこととなっ

た。神代文字のように現代でも民族意識を背景に論じられ続けているものもある。そうい

った事情を考慮すると、文字という要素は人工言語において最も長く論じられてきたもの

といえる。 

 

・ビンゲンのヒルデガルトによるLingua Ignota（未知なる言語） 

 

 では文字以外に視点を向けてみるとどうなるか。そもそも人工言語は自然言語と同じく

言語の一種であるから、音韻や語彙や文法を持ったものが本来的である。そういう視点で

人工言語を見ると、自然言語を暗号化したものでない最古の人工言語は12世紀に見ること

ができる。もっとも、これは現存している文献から見た史観にすぎないため、人類の歴史

ではそれより前に人工言語が作られていた可能性もある。 

 最古の人工言語と目されているのはビンゲンのヒルデガルトによるLingua Ignota（未知

なる言語）である。ヒルデガルトは女子大修道院長であった。 

 Lingua Ignotaの文字はアルファベットを元にした23字からなる後験的な表音文字である。

彼女はLingua Ignotaの語彙集を残しており、そこには1011の単語が記されていた。注釈

にはラテン語などが使われ、説明が施されていた。語彙は驚くべきことに先験語であった

が、修道院長でもあったことから神学的な語が多い。 

 名詞は神や天使などを頂点にした階級性を持った順序で並べられ、徐々に親族語彙など

の人間を表す語に下っていく。例えば神はAigonzであり、辞書のヒエラルキーの頂点に位

置する。キリスト教徒であった彼女の発案であるため、この神は勿論一神教の神――キリ

スト教の神――を表している。神の次に来るのは天使を意味するAieganzである。Aigonz

に近い語形を持っており、アプラウト(母音交替)しているだけの違いという点が興味深い。
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この造語の仕組みは彼女の出自であるビンゲンが今のドイツに当たることから、もっとも

らしく感じられる。 

 一方、母はMaizといい、義理の母はNilzmaizである。この点を鑑みるに複合概念は合

成語で表すことができた。また合成語は右側の要素が合成語全体の性質を決定している。 

 ただ、文法についてはラテン語を意識した屈折を持っている。ラテン語の使用は彼女の

社会的階級や出自、そして実際の語彙集における注釈からも濃厚に示される。こういった

ことからLingua Ignotaは人工言語学の類型論においてラテン語と今日でいうドイツ語を参

照言語とした後験語であるといえる。 

 宗教改革もルネサンスも起きていないこの時代においてキリスト教は世界観そのもので

あった。その点でヒルデガルトが階級的な名詞の序列を定めたことや、ラテン語やゲルマ

ン語からアイディアを得たのは不可避である。ただ語彙が先験性を帯びているため、エス

ペラントと同じ感覚で後験語に篩うことはできない。従って語彙については先験語だが文

法その他については後験語であったと定義するのがより正確である。 

 なお、Lingua Ignotaの語彙は1011と言われることが多いが、これは誤りである。この数

は彼女の残した語彙集に収められた語の数であり、彼女が作った例文にはこれに含まれな

い単語がある。従ってLingua Ignotaの語彙は1011よりも大きい。 

 ところでLingua Ignotaの用途は何か。色々な議論がなされているが、筆者は個人言語で

はないかと考える。 

 ときに、なぜ最古とされる人工言語を作ったのが彼女だったのであろうか。別に彼女で

なければ作れなかった理由はないが、彼女の学問的に恵まれた環境がそれを可能にしたも

のと思われる。修道院長という高い立場とそれに由来する深く広い知識というのは一般人

にはないものだった。 

 もちろん彼女以外に識者は存在したし、有閑なものも中にはいただろう。彼らが個人言

語として人工言語を作らなかった確証はどこにもない。それは西洋だけでなく地球の至る

ところでもいえることである。しかし現存する人工言語で最も古いのがLingua Ignotaであ

るという事実は変わらない。となると、恵まれた環境だけでなく、本人の資質も関与して

いたのであろう。 

 

・ライモンドゥス＝ルルスの"Ars magna" 
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 個人言語については今見たとおりだが、他の類型の人工言語はどのような黎明を迎えた

のであろうか。哲学的言語の兆しについては少なくとも13世紀に見ることができる。では

まず、このころの哲学的言語は何を背景にしていたか考えてみよう。 

 その背景とは何よりもキリスト教の普及である。上述のキリル文字の語源となったキュ

リロス・メトディオス兄弟も9世紀に宣教師としてロシアに赴いた。キリルというのは彼

のロシア名である。この時代の人工言語の普及はキリスト教の普及に裏打ちされたもので

ある。勿論キリスト教は実際には自然言語を用いて普及されたが、キリスト教の普及の過

程に人工言語が絡んでいたことは興味深い。 

 具体的にこの時代に作られたキリスト教の普及を目的とする人工言語について考察して

みる。13世紀の修道士ライモンドゥス＝ルルスを例に挙げよう。この時代は十字軍におけ

るキリスト教徒とイスラム教徒の対立という歴史的背景を持つ。彼が生まれた1235年ごろ

はヨーロッパ側がエルサレムを支配していた希少な時期である。15世紀まで続いた名目上

の十字軍を度外視すると、事実上の十字軍遠征はこのころ終わる。事実上の十字軍が終わ

るこの時代に生まれた彼の生誕地はちょうど宗教のサラダボールであり、キリスト・イス

ラム・ユダヤが混在していた。従って、彼が非キリスト圏の言語や文化に通じていたこと

は容易に想像できる。 

 彼はキリスト教の修道士であったため、非キリスト教徒をどう改宗させようかと考えた。

多くの宣教師と異なり、彼は"Ars magna"という哲学的言語を作った。この言語の目的は異

教徒の改宗である。彼の言語は我々がエスペラントなどからイメージするものとは異なっ

ており、数学的な結合を用いた方法だった。 

 9個の文字を幾何学的に組み合わせ、例えば「善は偉大である」というような命題を表

わすことができた。幾何は星型のもの、階段状のもの、円状のものなどがある。有名なの

は円状のもので、これは3つの同心円から成る。使われる文字は9字で、BCDEFGHIKで

ある（最後は JではなくK）。この3枚の円盤を回転させることによって任意の3文字の

組み合わせを作る。更にこの3文字のどこかにTを挿入し、4字で1組を作る。この組み

合わせから適宜命題や問題を得るという仕組みである。 

 

 我々の慣れ親しんだ自然言語の方法からは想像しにくいもので、数学的な要素が濃い哲

学的言語である。この機械的な方法だと善と貪欲を組み合わせることもできる。善と貪欲

は受け入れられない組み合わせであるのに算出されてしまう。従ってどの要素とどの要素
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が結び付けられるかといったことを使い手が知っていなければならないという点が問題視

される。しかしそれは思想上の問題であって、言語上は大きな問題でない。日本語でも「丸

い四角」「貪欲は善である」などという表現が可能であるが、そのことを以って言語上の

問題とはされない。 

 ヒルデガルトと違い、ルルスは改宗のための哲学的言語を目指した。更にその手法は語

学的なものではなく極めて数学的な方法で、内容も神学的・哲学的なものであった。では

この手法の効果であるが、残念ながら極めてゼロに近かった。その上ルルスは14世紀初頭

にアフリカで布教中、イスラム教徒の投石により殉死している。こうして原始的な哲学的

言語は失敗に終わるが、彼の思想はこの後も受け継がれることになる。 

 

●普遍言語論争 

 

・中世後期から近世にかけての西洋の言語事情が普遍言語論争に到った過程 

 

 さてルルスが殉死した14世紀前半は十字軍国家がイスラム教徒に殲滅されたころでも

ある。西洋人は西アジアから撤退。同時にドミニコ会らによりアラビア語の文献が流入す

る。続いて15世紀に東ローマ帝国がオスマン帝国に滅ぼされたのを期にギリシャ語の文献

が西欧に流入する。まとめると、13〜15世紀の間にアラビア語の文献とギリシャ語の文献

が西欧に流入したことになる。このことは自然言語における語の翻訳や借用を含意する。 

 このような歴史的背景にあって言語はどのように変化していたか。当時東欧がギリシャ

語圏であるのに対し、西欧はラテン語圏であった。 

 ラテン語は19世紀まで学位論文の言語でもあり、現代でも専門用語に多く取り入れられ

ている。その地位と格式の高さは歴史的には浮き沈みしつつも、決して無くなりはしなか

った。ただ保持されてきたのは文語としての、あるいは学問の言葉としてのラテン語であ

り、口語ではない。 

 12世紀にはラテン語は西洋の共通語としての地位を復活させた。ただしそれは旧ローマ

帝国時代とは異なり、学問や教育の上という限定付きである。口語としてのラテン語は崩

れ、土着語を生む土壌となった。 

 12世紀にはカタロニア語が生まれ、南仏ではプロヴァンス語が生まれる。プロヴァンス

語はフランス・イタリア・スペインの一部で共通語の様相を呈する。しかしその後フラン
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スではカペー王朝のフランス語によって退けられる。それでも南仏では19世紀までプロヴ

ァンス語は日常語であった。 

 また13〜14世紀に近代イタリア語が成立する。これはいわばラテン語の嫡男であり、口

語としてのラテン語がとうに廃れていたことが見て取れる。 

 一方そのころスペインのほうではカスティリャ語、ガリシア語などが既にあり、14世紀

中葉ではポルトガル語が成立する。 

 このようにしてラテン語の崩壊によりロマンス語などの土着語が西欧を占めていく。（当

然土着語についてはゲルマン語も忘れてはならない） 

 

 また文化面において西洋は主に14世紀から16世紀にかけてルネサンスを迎えた。復活

という語源にふさわしく、それは抑圧され失われた人間性の復古であった。それとともに

ローマ・ギリシャの古典の復興が起こる。 

 結果、大量の古典単語が西洋語に返り咲くこととなった。島国のイギリスではルネサン

スは遅れて16世紀ごろに始まり、そこで英語は古典単語を吸収した。この流れに反対が起

こり、古典単語を英語から排斥しようとするチークらの運動が起こったが、それでもなお

古典単語は学識の象徴から動かなかった。 

 ラテン語が英語に関わったのはルネサンスだけではない。そもそもキリスト教典の伝来

とともに angelなど400語強の語彙が流入し、1066年のノルマンコンクエストまで古英語

に影響を与えてきた。また、中期英語には上述のようにアラブ圏の言葉がラテン語に大量

に翻訳されたため、結果的にこのことが英語にも影響を与えることになる。 

 

 そしてもうひとつ述べておきたいのが非西洋圏との関わりである。古代ギリシャの世界

観にとって世界とは地中海周りとオリエントを意味していた。しかしアレキサンダー大王

の東方遠征によって世界観はアジア（インドや中国）にまで拡張される。後にシルクロー

ドによって東西間でやり取りがされるが、その範囲は極めて限定的であった。 

 時代が下って11世紀に始まった十字軍が結果的には東西交易を促進させた。この交易で

利益を生んだ結果、経済的余裕の生まれたイタリアでルネサンスが起こった。経済を下敷

きに文化が発展してきたわけである。 
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 13世紀ごろモンゴル帝国がイスラム勢を征服したことで西洋は東アジアへ進出。ここで

西洋は極東と出会うが、ここで出会った漢字という存在がその後の人工言語の運命を大き

く変える。 

 15世紀にモンゴルが弱まるとオスマン帝国が優勢となる。東西の中間に位置したため、

オスマン帝国は交易品に重税をかけるようになった。既に交易品無しには暮らせない精神

に陥っていた西洋人はルネサンスで磨いた科学技術を利用し、東洋への海路を開こうとし

た。海岸国のスペインやポルトガルがいち早くこれに着手できた。危険な航海ではあった

が利益が大きく一攫千金が狙えることから航海熱が起こる。更にこの動きにローマ教皇が

協賛する。対プロテスタントを目論み、新天地での信者獲得を期待したためでもある。従

って商人以外にも宣教師らが同乗した。こうして西洋は大航海時代を迎え、アフリカ、ア

ジア、アメリカなどを発見するに至る。これにより西洋人の世界観は広がっていった。 

 

 社会・言語・文化・経済、これらの観点から中世を雑観した。では、こうした時代背景

は人工言語にどのような影響を与えたか。それは一言でいえば共通語の需要の増加である。

ラテン語は西欧の共通語であるとともに知識の象徴でもあった。つまり共通語と知識の象

徴という2面性を持っていた。 

 17世紀でもラテン語は今でいう英語のような高い地位を占めており、習うべき言語とさ

れていた。識者は外国人同士であってもラテン語によって辛うじて意思疎通を図ることが

できた。つまり不完全ではあるものの共通語としての機能は死滅したわけではなかった。 

 しかしラテン語は問題が山積みであった。まずラテン語自体の習得の難しさ。これは特

にラテン語そのものよりもその教育に批判が向けられた。だがいずれにせよラテン語が学

びにくいという点で批判を受けていたのは変わらない。 

 そして共通性の問題。ラテン語は西欧とりわけロマンス語の中では共通語の意識が強く

持たれるが、東欧やアラブ圏ましてアジアに至ってはまるで通用しない。 

 西洋人の世界観が広がるにつれ、ラテン語は共通語としての性質を弱められていった。

そしてルネサンス以前に起こっていたラテン語の崩壊とそれに端を発する土着語の普及。

これらの複合的な要因によってラテン語は共通語としての地位を貶められ、そのことが同

時に別なる共通語の需要を高めた。 
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 特に人工言語史的に見て重要なファクターは土着語の普及と台頭であろう。上述の13

世紀のルルスは俗語と呼ばれていた土着語で学術書を書いたし、同世代のダンテは『俗語

論』を著している。その後も続々と土着語で文献が作られていく。 

 このころの著作は写本によって広まっていたが、15世紀にドイツのグーテンベルクが活

版印刷を実用化したことにより事態は激変する。グーテンベルクは土着語が急激な勢いで

広まるための要因を作った。また16世紀前半に同じドイツのルターが宗教改革を行い、聖

書をドイツ語に訳したことも土着語の急激な頒布を示唆している。 

 文章が各々の土着語で書かれることの弊害は何より翻訳の手間を必要とすることである。

ラテン語で書かれていればどの国の人間にも難しい反面、どの国の人間にも読める。しか

し土着語は違う。母語で書くのは簡単でも読者がそれを読めるとは限らない。それを翻訳

するのは大きな手間であった。これが共通語が求められた原因のひとつである。 

 

 以上のような要因で西洋では共通語の必要性が高まってきた。これらの要因が重なった

からこそ16, 7世紀に普遍言語論争が起こったといえる。普遍言語論争を語る際にこれら社

会・経済・文化などの要因は外すことができない。 

 この時代の人たちははじめからエスペラントのような人工言語を作ろうと意図していた

わけではない。はじめは共通の書字を作ることが目的であった。それは真正文字や普遍文

字などとも呼ばれたもので、概ね万人に通ずる共通の文字を意味していた。 

 本論では代表として主に普遍文字という言葉を使う。こう聞くとオリジナルの文字を作

ろうとしたように聞こえるが、必ずしもそうではない。むしろオリジナルの文字を作った

ロドウィックやウィルキンズは例外的で、アルファベットや数字を使ったもののほうが多

い。 

 普遍文字は誰にでも読めるというのが前提で、主に2種類に分かれる。1つは字は同じ

だけれどもその読みは各国語で読むというもの。もう1つは共通の字に固有の読みを与え

るものである。 

 前者はとりわけヒエログリフや漢字から影響を受けている。死滅してしまったヒエログ

リフに比べ、当時ライブで使われていた漢字は西洋人にとっては開眼的なものであった。

上述の西洋と東アジアとの交流により漢字の使用状況が西洋に伝えられた。中国人や日本

人は互いの言葉が異なるにもかかわらず漢字という共通の文字で意思疎通をしているとい
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う報告が西洋に広まった。これはセンセーショナルであった。実際、ベーコンは漢字を激

賞したことがある。（ルルス→ベーコン→ライプニッツらの繋がりは哲学的に重要） 

 漢字を知った西洋人の一部はまさにこれこそ普遍文字であると考えた。しかし研究を重

ねるにあたり、徐々に漢字にも問題が見つかった。ヒエログリフも同様で、他の字につい

てもあれもだめこれもだめという結論に落ち着いていった。 

 更には既存の自然文字だけでなく、速記に使われる文字なども試された。速記文字は本

来は速記という目的で使われたが、なにせ読める人間が限られているので同時に秘密文字

の性質も持っていたし、意図的に秘密文字の性質を帯びさせられることもあった。そして

その秘密文字が逆説的にも普遍文字の材料として分析された。これらの文字は字形だけに

終始するイメージがあるがそうとは言い切れず、きちんと読み方が定められた文字もあっ

た。 

 このころは普遍文字ができれば人類にとって非常に有益であるという論調が盛んで、

次々と言語案が提案された。人工言語最大のブームである。この論争は特にこの16, 7世紀

に栄え、ベーコン、デカルト、ライプニッツ、パスカル、メルセンヌなど、高名な識者が

大なり小なり関わりを持っている。 

 

 ところで普遍文字の探求は目的の上でおおまかに2派に分けることができる。ひとつは

ウィルキンズやライプニッツのように普遍文字を哲学的に分析した派閥である。彼らにと

って普遍文字ひいては普遍言語は哲学上の問題であった。後にドゥリンチェコがライプニ

ッツを哲学的言語に分類したのはその思想背景によるものである。 

 もう一派は普遍文字を神学上・宗教上の問題と分析した派閥である。この宗教というの

は勿論キリスト教のことであるが、なぜ宗教が普遍言語に絡むのだろうか。 

 聖書の『創世記』では神がアダムに生き物の命名をさせ、そのアダムの名付けがそのま

まそのものの名前になったというくだりがある。つまりアダムは唯一の言語を持っていた。

ところが大洪水のあと、人間は天に届くバベルの塔を作る。それに怒った神が塔を崩壊さ

せ、罰として人間の言語をばらばらにしてしまう。 

 聖書のこの話は言語の単一紀元説を表している。単一だったアダムの言語が罰によって

ばらばらにされ、言語のカオスが生まれたのだとする説である。そして当時の一部の人間

はこれを信じていた。 
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 教徒の中にはアダムの言語を取り戻そうと考えるものがいた。この思想は16, 7世紀の普

遍言語論争以前から存在していた。2世紀ごろの神学者オリゲネスは既にバベル以前の言

語がヘブライ語であったろうことを示唆していた。これらの神秘主義者はアダムの言語を

発見すべく古典語の探求にいそしんだ。研究された言語は主にヘブライ語である。 

 無論その研究は現代言語学の成果とは比肩できるものではないが、かなり長きに渡って

研究されてきたことは確かである。この神秘主義は普遍言語論争にあって更に動きを高め

た。アダムの言語の発見だけでは飽き足らず、アダムの言語への回帰を目指した。つまり

アダムの言語の普及によって世界をバベル以前の秩序に引き戻そうとしたわけである。 

 この時代にアダムの言語への回帰意識が高まった理由は何であろうか。ちょうど普遍言

語論争の時代であったというのも一因であるが、プロテスタントの出現も大きく関与して

いる。プロテスタントは教会が聖書の解釈に介在することを厭ったため、彼らの間では聖

書を直に読もうという意識が高まっていた。教会が認めているラテン語訳でさえ彼らは拒

絶している。それゆえの祖語ヘブライ語への回帰、アダムの言語への回帰である。これ以

上この思想を細分化していくと話が言語から遠ざかりすぎるためここで打ち切るが、この

ように神秘主義によるアダムの言語としての普遍文字や普遍言語というものが存在してい

た。 

 以上で見たように、この時代の普遍言語論争には大きく分けて哲学的な派閥と神学的な

派閥があったといえる。ただ両者は明確に区別されるとはかぎらない。グレーゾーンにい

る制作者をどちらに分類するかは難しい。例えばウィルキンズはウェブスターに神学派と

混同され、激しく彼を非難したことがある。 

 普遍言語論争に至った背景は十分に理解できたと思う。では次は具体的にどのような人

工言語案が作られたのかを見ていこう。 

 

・フランシス＝ロドウィックの『共通の文字』 

 

 フランシス＝ロドウィック。17世紀に人工言語を作成。主な資料は『共通の文字』A 

Common Writing(1647)など。 

 ロドウィックで最も取り上げるべきことは語根が名詞からではなく行為から作られると

いう点である。例えば to drinkを表す語根記号が根底にあり、その字に付加記号を付ける

ことによって名詞や形容詞などを派生させる。多くの言語が名詞ありきであるのに対し、
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ロドウィックは動詞ありきである。例えば「飲む」を δで表すとし、動作主を¬のような

記号で表す。従って δは「飲む」であり、δ¬は「飲む人(drinker)」となる。¬以外の記号

も存在し、それを δに付けることによって今度は「酔っ払い」や「居酒屋」などを派生す

ることができる。酔っ払いは「δ＋性質記号」、居酒屋は「δ＋場所記号」で示される。 

 彼の文字は先験要素も持った後験文字である。飲むという記号が δのような形をしてい

たり、loveの語根がLのような形をしていることからも後験性が見て取れる。また付加記

号もヘブライ語などを参考にしているようである。 

 

 ロドウィックは行為ありきの言語を作ったが、行為化できないものはどう表せばよいの

だろうか。例えば副詞、前置詞、接続詞、感動詞などである。これらについては語根に付

加記号を付けて表すという方法で整合性を持たせている。ただし固有名詞は自然言語で書

くことになっている。 

 一方、他の名詞はどうか。神のような語は行為から作れそうにない。これについては to 

exist(to be)から派生しているようである。このおかげで覚えなければならない語根数は非常

に圧縮されている。 

 欠点は少し文字を間違えただけで一瞬にして意味が変わってしまう点である。基本的に

五線譜の上に文字を書いていくのでかなり書くのに気を使う。ならびに背景となる五線譜

が文字を横切って走っていくため、美観を損ね、同時に認識を悪くしている。また、語根

が少なかろうと結局漢字を覚えるのと似たような苦労を強いられる点も難儀である。動詞

から名詞を作る際の意味が恣意的で、ロドウィック式の思考を一々覚えねばならない点も

難点である。 

 

 彼は文法を英語から借りている。辞書については英語と普遍文字の対訳辞書を作ろうと

したが、結局実現されなかった。ロドウィックの人工言語は英語を参照言語にした後験語

であるといえる。上述のとおり、文字はLが loveに近いようなことからアルファベットを

基にした字であることは分かる。だが変形が激しく参照元が分かりづらいため、先験性を

多少帯びている。 
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 さて、ロドウィックの人工言語を見てまず気付くことは何か。それは徹底した語彙圧縮

を行っている点である。覚えなければならない事項を減らすという姿勢はこのころの哲学

的言語によく見られるものである。 

 ロドウィックがこうしたのは覚えづらいという批判に対してというのも確かにある。だ

が実際はそれだけではなく、彼が言語を考案した背景に記憶術があったことが関与してい

る。普遍文字はその汎用性だけでなく、記憶術の応用としての作例でもあった。 

 言語を作る際は覚えなければならない事項の数が気になる。多ければ多いほど学習者の

負担が増え、広まりにくいと考えられるからである。そこで制作者はどうにか事項の数を

減らそうとする。ところがその方法は非常に限られている。 

 例えば何種類もある花の名を覚える際、それらが系統だった名前をしていれば覚えやす

い。だがパンジーやアジサイやバラなどといった何ら規則を見出せない名前は覚えにくい。

そこで制作者は花なら花で分類していく。例えば花は植物の下位概念で、パンジーの上位

概念である。このように分類を用いることによって単語が整理されるため覚えやすくなる。 

 その結果、極端な話をすればアジサイはパンジャーでバラはパンジョーといった風にな

る。これだと一見覚えるべき事項は減るかもしれないが、かえって混同して覚えにくく使

い勝手は悪い。だがこの時代の作者は基本的にこういった百科事典的分類に頼っていた。 

 もともとこの手の分類はアリストテレスの範疇論に由来している。だが先験語の走りと

なった哲学的言語の思想の源流となるアリストテレスの範疇は、普遍言語を作るには頼り

ないものであった。アリストテレスは実体・量・時間・場所・位置・性質・状態・関係・

能動・受動という10のカテゴリーを範疇として挙げた。これは認識ではなく存在から見た

カテゴリーである。また能動や受動というのは何かの分類とは考えにくく、むしろ文法上

の概念であろう。このカテゴリーの未熟さは哲学ではカントのような批判者を生み、人工

言語学ではウィルキンズのような批判者を生んだ。 

 

 ウィルキンズはアリストテレスのカテゴリーと比べると遥かに細かいカテゴリーを唱え、

また実際にそのカテゴリーを作成した。彼は自然物や空間を細かに分類し、それらに普遍

文字を付与した。万物を分類し、その概念に音と文字を充てることによって人工言語を作

る。この哲学的言語の手法は多くの人工言語制作者に影響を与えた。17世紀に確立した人

工言語作成の手法であるが、その後現代にも引き継がれている。趣味で言語を作る者も普
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及を目指して作る者も、先験語を作ろうと思い立ったときはまずは万物を分類するという

手法に行き着く。 

 ところが万物の分類を前提とする哲学的言語には欠点があった。ここでは2点挙げよう。

ひとつ目は万物を分類するのは極めて難しく、またそれを覚えて実用するのも難しいとい

う点である。抽象的概念を分類するのは難しいし、まだ科学的に分類がなされていない植

物を何類に分類すればいいかわからないという問題もある。更に科学が発達した現在で万

物を分類するのはおよそ不可能である。科学の概念や産物は個人による分類が追いつかな

い速度で作られるし、新発見自体が新たな分類項目を生むことも考えられる。それゆえ万

物を分類することは極めて難しいと考えられる。よしんばできたとしてもその分類は恐ろ

しいほど細かいだろうから規則を覚えきれない。 

 よく口上に挙げられる「理性によって一意的に単語を生成できる」というのは誤謬であ

る。最初はそのように意図して作ってもいずれは恣意的に作らざるをえない局面に遭遇し、

結局学習者はその恣意性をひとつずつ覚えねばならない。そこで規則を設ければ今度はそ

の規則を覚える労力が生じる。実際自然言語を覚えるのと手法が異なるだけで労力は大差

ない。その人工言語を実用するには常に重い辞書を持って歩かなければならないことにな

るし、実際ウィルキンズに当てられた批判もまさにこれであった。ちなみにウィルキンズ

の分類はアリストテレスのものよりは細かかったものの、万物を表すのに十分なだけ細か

かったわけではないことを付け加えておく。 

 ふたつ目の欠点は、簡単にいえば万物の概念の分類の仕方が人によってまちまちだとい

う点である。概念Ａの外延は人によって異なる。言い換えれば、概念はそれぞれ内包が個

別に定義されるものではない。この考えが直接言語に関わる形で現われたのは19世紀、ソ

シュールの時代である。 

 

 以上は哲学的あるいは科学的な欠点であるが、人工言語としての実用面で見るとこれら

の言語にはどのような欠点があるだろうか。例えば同じ分類に組み込まれた同属概念は互

いに似た文字になりがちで、誤解を受けやすい。また、分類が系統だっているため、それ

を表した普遍文字もまた系統だちすぎていて、少しでも字形が狂えば意味が取れなくなっ

てしまう危険性を孕んでいる。以下に見ていく人工言語の多くも同様の欠陥を持つ。 

 

・ジョージ＝ダルガーノの『記号術』 Ars signorum(1661) 
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 ダルガーノはスコットランド出身だが、大半をオックスフォードで過ごす。ウィルキン

ズと関連があり、創作物も基本的に類似している。ダルガーノがウィルキンズに剽窃の疑

いをかけたことで関係が悪化。多くの識者はウィルキンズ寄りだがライプニッツなどはダ

ルガーノ寄りの考えであった。 

 ダルガーノは話し言葉としても使える言語を設計しようとした。そこで音声学的な分析

を用いて人間の発声に最も適した音を探した。その考えに基づいた結果、発音しやすくす

るため、単語に母音を挿入している。この母音に概念を分類する機能はない。発音しやす

さを取った結果、分類記号としては認識しづらくなっている。 

 

 彼もまた分類に頼って言語を構築した。分類は階層式になっており、そのうち17のカテ

ゴリーを基本的な類と呼んでいる。例えば「存在物」「実体」「人工物」などが挙がって

いる。基本的な17個の類は横並びになっていない。存在物が出発点で、その下位に「具体

的で合成され完全な」ものと「抽象的で単純で不完全な」ものがくる。このうち前者は基

本的な類である。従って基本的な類同士が階層構造を持っている。これはウィルキンズの

類も同様である。 

 なお、基本的な類には17種の大文字が付いており、例えば頂点の「存在物」はAであ

る。使われる大文字はA, I, E, H, U, B, D, P, S, K, G, T, Y, O, N, F, Mである。 

 17類の下には更に中間的な類がある。この類は小文字で表す。例えばP（感覚のある）

の下位にはo（主要な感情）がある。更にその下には種がある。例えばoの下位には喜び

や怒りなどがある。ではこれらの種はどう名付けるのかというと、基本的な類のPと中間

的な類のoにそれぞれの種差を表す子音を付けて表す。例えば喜びはpobで怒りはpodで

ある。 

 この問題点は種差を表す子音が何であるか予測できず、一々覚えねばならないというこ

とである。希望というのも同じ種に存在しているのだが、これが「po〜」であることは分

かっても次の1字が予想できない。ちなみに希望はpofである。しかし一体誰がこの fを

事前に推測できるだろうか。 

 また言語の運用時には同属概念が最小対語になるため、聞き間違いの恐れが常につきま

とう。ただこの問題を解決する方法もあり、pobなどの哲学的記号をラテン語に訳して読

めるよう、ラテン語の対訳を著書に付している。 



218 

 

 

 ダルガーノも記憶術の流れを汲んでいるため、語彙の圧縮を行っている。例えばRはエ

スペラントの接頭辞mal-と同じく対義語を作る。このRのような語彙の圧縮に使う字がい

くつか用意されてはいるものの、ダルガーノの分類は運用するには覚束ないものであり、

覚えるにも恣意的要素が多すぎて覚えづらい。また彼の分類はこのようにCVCで終わる

ものばかりではない。CVCから成る音節数はかなりのものだが、分類に基づいているので

可能な音節の全てを使うことはできない。分類によって命名をすると下位概念に行くほど

分類が細かくなり、命名が長大になりがちである。 

 abhorrere（< L abhorreo 尻込む、嫌悪する、ぞっとする。英語では abhorに残る）を見て

みると、ダルガーノはこのラテン語をprebesu sumpren, trofと訳している。なるほどpから

始まるので感覚であることが分かる。eが来るので内感であることも分かる。確かにこれ

は主要な感情ではないのでoではなかろう。そして rが eの前に来ているので反意を表す

ということも分かる。少なくともはじめの3字以内で「感覚に関し、内的なもので、反意」

という情報が分かる。しかしその後更に情報が付加されてprebesuとなるため、都合かな

りの情報が付加されることになる。単語を発しながらその感覚そのものについて辞書的に

説明しているようなものである。これを覚えて同属の単語と区別して使うのは面倒かつ難

解である。それに、そもそも効率的に覚えるには彼と同じ命名観を持たねばならない。理

性で判断して皆が皆同じ命名に至れば問題ないが、そのようなことは現実にはありえない。 

 なお、彼の辞書は事実上未完という形で閉じている。彼が命名しなかった概念について

は使用者側が新たに作らねばならない。しかも音素に法則性はない。eはPの下では内感

を意味するが、N（物理的な）の下にあるk（陸生の）の下では「ひづめの裂けた」という

意味になる。同じ音素が何を表すかは相対的に決まり、法則はない。従って未定の単語を

命名すると、人ごとに一致をみない。 

 ダルガーノの分類が覚えにくいことは間違いないが、彼の分類はライプニッツらと比べ

ると人間的である。このような命名法だと馬や騾馬は何と命名すればいいのか分からない。

あまり細かく種差を分けていくと馬ひとつ表すのに物凄く膨大な記号数が必要になる。そ

こで恣意的というよりは彼のセンスに基づいた命名がなされている。例えば馬も騾馬もひ

づめの完全な動物に属するが、これらの違いは馬が「勇敢」、駱駝が「欠如した性」の違

いで表される。馬について「勇敢」という哲学的分類には沿わない主観的な命名をしてい
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る。ここに彼の、ひいてはスコットランドあるいはイングランドの文化や価値観が見え隠

れしている。 

 

 ダルガーノの分類は哲学的に未熟であったがゆえにかえって命名に関しては後験性の強

いものになっており、今日の人工言語に繋がるところがある。彼のこうした命名方法は長

所もある。彼は同じものであっても観点が違えば命名も異なってよいとしているため、馬

を「勇敢」以外の種差で表しても良いことになる。このことを応用すれば例えば文化によ

って異なる「神」の存在も文化に応じて表現しわけることができる。例えば一神教の神で

あるとか多神教の神であるといった具合に。もっとも当時のキリスト教圏に生きたダルガ

ーノ本人が神についてそのような多解釈を認めたかどうかは疑問であるが、それでもこの

異なる解釈で同じものを表現できるというシステムは現代のピクトグラムを用いた人工言

語に通じるものがある。 

 

 ダルガーノの統語論は語順が重要な役を果たす孤立語的な言語であり、当時の哲学的言

語の拠り所であったラテン文法の屈折を捨象している。ちなみにその語順はSVOである。

また品詞性についてはロドウィックと真逆で、ほぼ完全に名詞しか持たない（他には代名

詞が認められる程度）。他の品詞は名詞から派生させ、前置詞も名詞として分類枠の中に

収めている。 

 

・ジョン＝ウィルキンズの『真正の文字と哲学的言語に向けての試論』 An Essay towards a 

Real Character, and a Philosophical Language(1668) 

 

 ウィルキンズはロイヤルソサイエティ初代書記長である。もとはダルガーノに呼応し、

分類表を作ることについて助力を申し出たが、ダルガーノは自分のほうがより簡単なもの

を作れると言って拒絶している。これを契機にウィルキンズは自己の言語を可能にする分

類表に着手した。 

 その方法は要するに百科事典的であり、言語を作るというよりは百科事典の項目やシソ

ーラスを作るようなものであった。このような計画においては人手が必要なため、彼はロ

イヤルソサイエティでの権限を利用し、同僚や友人に協力を依頼した。例えば植物の分類

表はジョン＝レイに任せ、動物の分類表についてはフランシス＝ウィラビーに任せるとい
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った具合である。その他、航海術などの分類も委託した。まるで現代において百科事典を

分野ごとに作らせるような手法である。 

 ウィルキンズの人工言語において特筆すべき点は、彼に味方する学会由来の大きなコミ

ュニティが存在したということである。他の研究者が主に個人で作業をしている間に彼は

助力を得て作業をしていた。ロイヤルソサイエティでの地位がそれを実現した。人工言語

の普及や研究に関しては言語そのものの出来よりも社会や経済面での環境のほうが重要だ

という好例である。 

 

 ダルガーノが剽窃を疑ったことからも分かるとおり、基本的に2人の考察は類似してい

る。彼もまた概念を分類した表を作っている。その表はやはり未完のまま閉じている。そ

して長大で覚えにくく、恣意的であることを逃れられない。また、たとえ科学的な分類を

行ったとはいえ、当時の科学力なので現代から見れば疑問を感じる分類も存在する。更に

当時の文化や社会を反映した分類になっている。例えば「教会の」という概念は公的な関

係に分類されている。キリスト教を反映してか、創造主というカテゴリーが堂々と存在し

ている。ならびに「ヨーロッパの」に対するカテゴリーは「異邦の」であることからも、

社会・文化・風土が背景になっていることが分かる。しかしそれでも当時の彼らは自分た

ちの分類が客観的なものだと考えていたのである。 

 ウィルキンズの分類において金属や石が「植物性」の下位概念の「不完全」に属するの

も興味深い。ただ、これを以って金属を植物として見なしているとはいえない。「植物の」

は「感覚のある」の対の類になっている。だからむしろ「感覚がないもの」――現代でい

う無生物や無機物――のように見なすのが自然であろう。 

 「植物性の」はvegetativeで、「感覚のある」は sensitiveである。vegetativeは現代医学

では「植物人間」などでも使われる単語で、これは alive but showing no sign of brain 

activity(OALD 7th Edition)の意味も持っている。時代は異なるものの、vegetativeには元来日

本語の植物と異なる語義イメージがあり、植物のように静的で無生物的なものというニュ

アンスがある。ウィルキンズのvegetativeも恐らく「活気のない」とか「感覚のない」な

どといった含意を含んだ上での「植物性の」であろう。従って石や金属がこの類に属すこ

とはおかしなことではないと考えられる。 
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 「ヨーロッパの」や「創造主」などのカテゴリーを見ても分かることだが、ウィルキン

ズの分類は非キリスト文化をはじめから考慮していない。ウィルキンズは各民族が母語で

普遍文字を読めるようにするというスローガンを掲げていたが、分類表を見る限り文化の

差異についてまでは考慮していなかったようである。 

 例えば感情はどの類に属するだろうか。emotionalという類がないため、spiritualの下位

であろうと推測される。「精神的な」の類は「神」と「理解・意思・嗜好や興味に関した

精神」に分かれる。そして「嗜好や興味」は「愛着や感情と称された行為のことであり、

単純と複雑に更に分けられるもの」と定義されている。愛や悲しみなどの感情はこの中の

「単純」に含まれている。名詞が基本なのでsadではなくsadnessなどの形で含まれている。

結論として感情は spiritualの中に取り込まれている。 

 そして興味深いことに精神活動は感情だけでなく神の所業も含めている。ウィルキンズ

によれば創造も絶滅もここに加わる。しかも神の所業という超越的な行為は生き物に収束

するとある。人間の感情と神の所業を同じ精神活動に振り分けている点と、更に創造や絶

滅や生き物が神の所業であるという2点からキリスト教的な思想が伺える。 

 その反面、異教や異文化の神話などは考慮されていない。このように、キリスト教式の

世界の切り方をしているため、ウィルキンズは異文化の世界の切り方には対応していない

といえる。 

 

 ウィルキンズはダルガーノと違って大きな助力を得ていたため、分類が非常に細かい。

基本的な類だけで40個あり、ここで既にダルガーノの類より多い。シソーラスとしては優

れているかもしれないが、言語として実用するにはかなり分厚い辞書を持ち歩いて高速で

引く技術を要するので実践的とはいえない。ダルガーノとの基本的な違いはその種類の多

さにある。40個の類から251個の種を作り、更にその種差から2030個の種を作る。 

 ウィルキンズはダルガーノと違い、完全に先験的な文字を作った。横棒や縦棒に飾りを

付けて細かな意味を表していくものである。一見するとアラビア文字のように見えるが、

後験性はない。 

 分類の基本的な構造は3段階で、類・種差・種である。類は子音＋母音で示される。種

差は子音で表される。最下位の種は母音で表される。子音はBDGPTCZSNの9種で、母音

は7種に二重母音2種を加えたものである。 
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 例えば「行為」という分類の下にある「肉体的」という分類はウィルキンズの扱いでは

「類」として扱われ、 Caの音価が与えられる。またこれを表す文字は水平線の下に小文

字の cを付けたようなものである。「肉体的」が類であり、その下の分類には「感覚の」

「理性の」などがある。更にその下の分類には飢えや乾きなどがある。 

 ところで「感覚の」は sensuousではなく sensitiveになっている。sensitiveはふつう「敏

感な」の意味である。1392年にはこの意味で英語に流入しているので一見おかしいが、15

世紀以前にスコラ哲学で anima sensitivaのような例で使われ、「感覚に関係する」という

意味で使われていたようである。よって17世紀のウィルキンズは哲学的分類としてあえて

sensitiveを使ったと考えられる。 

 類はCVから成り、種差には子音が付され、種には母音が付される。従って類・種差・

種を通るとCVCVのような音節ができあがる。分類表の同じ階層が必ずしも類になるとは

限らないので注意がいる。 

 分類表では「関係」の下位概念は2つに分岐し「私的」と「公的」に分かれている。そ

して私的は財産などに細分化され、公的は司法的などに細分化される。「関係」「私的」

「財産」の間には3段階の区分があるが、これを以って安易に類・種差・種と認定するこ

とはできない。「関係」は「私的」「公的」に分岐しているにもかかわらず、この区別は

事実上無視され、「財産」も「司法」も同じ区分で扱われる。しかもウィルキンズの分類

によればこの段階で初めて類になっている。例えば「財産」はCyという類であり、「司

法」はSeという類であるとされる。 

 

 品詞についてであるが、ダルガーノ同様ウィルキンズも分類表を利用したため、どうし

ても発想がモノに行きがちである。即ち名詞が基本となる。上述の sadnessなどが好例で

ある。そしてダルガーノと同じく関係や行為まで名詞と捉えて分類表に含めてしまう。文

法的には繋辞＋形容詞で動詞を表す。点・丸・線などの小さな記号で法や時制などを示す

とともに代名詞、冠詞、感動詞、前置詞、接続詞を表す。数、格、性、比較級はそういっ

た記号ではなく種差として表す。 

 文法的にいえばダルガーノのものより英語の要素を明白に引きずっているといえる。冠

詞、数、格、性、比較級などを見るに、西洋語の性質をそのまま残している。統語につい

ても英語が参照言語である。よって文法的には後験性が強い。 

 



223 

 

 語彙については分類を用いている上、その音価が機械的に付けられているため、彼の言

語は先験語である。だがやはり彼にもダルガーノと同じく命名に文化や風土や物の見方が

見え隠れしている。 

 例えば声＋狼で「遠吠え」や「叫び」を表す。狼がいない地域のことは考えていない。

実際ウィルキンズが挙げている動物は西洋でよく見られるものである。ダチョウなどはあ

りえない。 

 一方、息子をオスの子供、娘をメスの子供というように捉える点では先験的である。こ

れは語彙圧縮や文字の規則化の一例であるが、ウィルキンズ自身は哲学的観点を強調して

いる。 

 

 ウィルキンズで最も特筆すべきはその分類の細かさとそれを可能にしたコミュニティ及

びそれを表記する先験文字であろう。記号の組み合わせとはいえ、その文字の種類は莫大

な数に及び、我々が漢字を覚えるのと大差ない学習を利用者に強いるものである。普及さ

せるには注文の多い言語であるが、その分類の細かさと文字種の多さには目を見張るもの

がある。 

 

・ライプニッツ。1678年に一般言語（Lingua Generalis）を作成 

 

 デカルトやライプニッツはウィルキンズやダルガーノと一線を画す。分類（あるいは分

析や分解）という手法を用いる点では両陣営とも共通しているものの、ウィルキンズらが

既に現存しているものを観察して考察して分類しているというトップダウン方式を用いる

のに対し、ライプニッツは最終的には演繹的な算出をするというボトムアップ方式を取っ

ている。俗にウィルキンズが分類魔だとするならば、ライプニッツは計算魔であった。 

 算出することの利点は、現在は存在しないが将来的には現われるかもしれないものを演

繹のシステムに基づいて導出できる点である。その意味でライプニッツのシステムはむし

ろ未来に向いて開いているといえる。一方、ウィルキンズらの分類は未完のまま閉じてし

まっている。あるいはせいぜい学習者が自ら残りの単語を命名しなければならないという

意味でしか開いていない。 
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 ライプニッツは自然言語のヴァリエーションを肯定的に捉えており、アダムの言語に対

して否定的であったし、ウィルキンズらの普遍言語についても同様であった。ただ彼が後

世数学で有名になったことからも推測されるとおり、彼には数学的な性向があった。その

ことは命題が真であるための条件を割り算で表現したりしていたことからも伺える。 

 また、彼は自らの普遍言語について計算の重要性を確信していた。彼によると計算で算

出するのは命題であって数の意味ではない。記号論理学への兆しがこのあたりからも顕著

に見え隠れしている。そして彼は記号計算を最終的なアダムの言語と捉えるようになった。 

 

 以上から、ライプニッツの人工言語はウィルキンズらのものとはかなり異なっていると

いえる。それは未来の歴史を見ても分かることである。ライプニッツの記号論理学や普遍

言語はその数学的性質からコンピュータ技術などに応用された。特に『二進法算術の解説』

で考案した二進法の表記法はコンピュータに使われる0と1のブール代数にほぼ相当する。 

 読者の中にはプログラム言語を人工言語に含めることに違和感を覚えるものもあるかも

しれない。しかしこれが人工言語の一種であることはこうした人工言語史を辿っていけば

明らかになることである。 

 一方、ウィルキンズらの分類はそのシソーラスとしての価値を認められ、その精神は今

日の百科事典に応用されている。大別すればライプニッツが理数系の人工言語への分かれ

道を作っていったのに対し、ウィルキンズらは人文系の人工言語を進んでいったともいえ

る。世間では人工言語など何にもならないと思われている節があるが、百科事典やプログ

ラム言語は実はこの普遍言語論争に由来するものである。 

 

 さてそのライプニッツの数学的な哲学的言語であるが、いったいどのようなものであっ

たのだろうか。彼はまず概念の分類を行い、項目にそれぞれ数字を当てていく。そして数

字を子音に置き換えるという方法を取る。つまり、まず概念を数字で表した後に音素を当

てるという方法である。ここで使われる数字は10進数で、百の位、万の位などといった位

の概念は母音で表す。1から9まで順にb, c, d, f, g, h, l, m, nが当てられる。位については一、

十、百、千、万の順で a, e, i, o, uを当てる。従って12,345はbacedifoguと書き換えられる。

位は母音が表しているのでこれをgufodicebaと置換しても構わない。 

 もともとライプニッツはウィルキンズのように話せて実用できる言葉を目指しており、

普遍的な百科事典にも興味を示していた。実際ラテン語を簡単にしたような言語案も練っ
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ていた。ところが計算によって自由に命題を算出できる演繹システムを試みてからはもっ

ぱら数学的な言語に没頭していった。 

 

 ウィルキンズのような百科全書的な人工言語がある一方で、ライプニッツのようなコン

ピュータ的な人工言語が存在した。これらはどちらも哲学的言語である。これらの区別だ

けでも厄介なのに、アダムの言語という神秘主義が加わる。しかもこの時代の全員がアダ

ムの言語を夢想したわけではない。普遍言語論争は非常に混沌としていた。 

 

●芸術言語 

 

 ところで当時の人工言語はウィルキンズらのような哲学的言語しか存在しなかったのだ

ろうか。否。例えば個人言語は速記文字の開発などの形で行われていた。まして当時は剽

窃が多かったため、暗号は必要善であった。 

 他方この頃、西洋人の世界観の広がりが新たな人工言語を生んだ。芸術言語である。異

邦人の言語に関する興味は古くから存在していたものの、それが爆発的な流行になったの

は西洋人の世界観が広がってからのことである。アジア、アフリカ、アメリカなどが発見

されるにつれて異邦人の言語や文化が西洋に知られるようになる。旅行者や行商や宣教師

から伝え聞いたり、自分自身で見聞したことを基に小説を書く。この中で述べられる異国

はしばしば誇張されたり人伝ゆえに空想的なものであった。小説で述べられる言語はしば

しば現実のものとは異なっていた。 

 

 この風潮が広まるにつれて、ジャーナルとしての言語ではなくはじめから空想世界の言

語というものが考案されるようになった。当時まだ発見されていなかったのはオーストラ

リアであったから、ここはよく舞台に使われた。また、月やその他の惑星もよく舞台に使

われた。知的生命体がいると一部の人々に考えられていたためである。 

 これらの架空言語や架空世界は西洋人の期待や夢から生まれたものであるため、通常は

理想言語や理想世界と同一視された。トマス＝モアに代表されるようなユートピア思想の

一環である。これに当時の普遍言語論争が併行していたため、理想言語は概して簡単な文

法を持ちすぐに習得できる言語と捉えられていた。このユートピア思想は19世紀末のブル

ワー＝リットンごろの反ユートピア思想まで優勢であった。 
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 なお、オーストラリアはアリストテレスやプトレマイオスのころに想像された「南の大

陸」でもあった。これは大航海時代の1600年台初頭に発見された。従って例えばフォワニ

ーの『アウストラル大陸発見』(1676)のときは厳密にいえば未発見ではない。 

 地理上の発見以前から未知の大陸オーストラリアについての想像は多く行われ、実際に

発見されてからもすぐに情報が詳しく伝わるわけではないのでやはり摩訶不思議な世界と

して考えられていた。 

 ちなみにこれは月も同様で、当時は鳥の渡りの原因が知られておらず、鳥は月に渡るも

のと考えられていた。そういうわけで月はオーストラリアと同じく未知の世界で、架空言

語の格好の舞台であった。他の惑星についても概ね同様である。 

 

 著書『ユートピア』で有名なトマス＝モアは理想化された世界の中に理想的な言語をも

置いた。理想の世界の言語、言い換えれば想像や架空の中の言語に足を踏み入れた彼は前

衛的な存在であった。ただ彼の創作した架空言語は後験語で、基になった言語はギリシャ

語などの西洋語であった。 

 

 ゴドウィンの『月世界の人』(1638)は小説の中で人工言語を展開している。当時は普遍

言語論争の渦中であったため、芸術言語とはいえ彼もまた哲学的言語を構想していた。そ

のためこれを完全な芸術言語と述べることはできないが、大まかに分類するのなら芸術言

語であろう。 

 ゴドウィンが中国語から影響を受けていたのは明らかで、実際作中で主人公は中国に赴

いている。ここで中国語は音楽的な言語という定義を受けている。そして月世界はという

と、ここではたったひとつの普遍言語が使われていた。アダムの言語を彷彿させるユート

ピアな設定である。月世界の言語は音楽的であり、ここに中国語の影響が見られる。音声

においてゴドウィンの言語が中国語を参照にしていることは明らかである。しかも主人公

は2ヶ月で月の言語を習得している。このことは普遍言語の特徴である「覚えやすさ」を

当然のこととして受け入れていることを示唆する。 

 

 シラノ＝ド＝ベルジュラックもまた月世界の言語を小説で展開している。ゴドウィンと

異なるのは唯一の共通語があるというのではなく、社会的地位という位相で言語が二分さ
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れているという点である。上流階級はやはり中国語を意識した音楽的な言語を話し、下層

階級は身振りの多い言語を用いている。 

 

 身振り言語をどう見るかというのはこのころ人によって異なっていた。例えば『セヴァ

ランブ族物語』(1677) の著者ドニ＝ド＝ヴェラスは身振り言語について否定的である。 

 そのヴェラスのセヴァランブ語であるが、これは意外にもエスペラントの走りともいえ

る言語である。というのも、自然言語から論理的であると考えられた要素を寄せ集めてい

る後験語だからである。ただ論理的すぎてしばしば格変化などの文法システムはむしろ自

然言語より細分化されている。かといってそれを一々覚える必要はなく、規則に基づいて

推測することもできる。 

 エスペラントと異なるのは自然を強く意識し、その性質を言語システムに取り入れてい

る点である。存在を有生・無生ならびにオス・メスに分け、その区別は動詞にまで及んで

いる。つまり主語が有生であるか無生であるかによって動詞が異なった屈折をするという

ことである。従って「石が憎む」というような恐らく考えられない文においても「憎む」

は一々無生用の変化をするということである。憎むのように有生しかできなさそうなもの

であってもこの屈折は及ぶので、動詞の活用形の総数は悪戯に増える。 

 なお、音については母音が10で子音が30である。そこに多重母音が加わる。更に音調

などを表す6個の記号が使われた。これらの音素は筆記文字で表された。 

 

 身振り言語について肯定的ではないヴェラスとは対照的に、ガブリエル＝フォワニィは

むしろ言葉は抽象的なことや難解な議論といったものを表すだけのものとされ、他は身振

りで代替するとしていた。それは南方大陸すなわち今日のオーストラリアの言語について

執筆した際に明らかになっている。 

 フォワニィは普遍言語の影響を受けており、概念については分析を元に命名をしていた。

例えば母音は火、空、塩などの単純な要素を与えられた。子音は明るい、熱いなどの意味

を与えられた。分析に基づいた文字の組み合わせで単語を表現していた。勿論この過程で

発音しづらい単語が算出されることはいうまでもなく、フォワニィの言語は実用的とはい

えなかった。 

 語彙については完全に先験語である。また彼は文字も作っており、アルファベットと字

形の異なった筆記文字を作っている。 
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 ティソ＝ド＝パトは彼らに後続して『ジャック・マセの冒険旅行』(1710)で人工言語を

展開した。コンセプトは規則性と簡潔性である。 

 音は母音が7種で子音が13種である。文字はアルファベットを使用する。文法はラテン

語よりは簡単だが、複合完了や分詞がある点でやはり西洋語が参照言語になっている。 

 パトで特筆すべき点はヴェラス同様自然言語を参照し、それを易しくしたことにある。

動機は異なるものの、この点でやはりエスペラントの着想に近い。 

 

 一般に、芸術言語の作者は普遍言語の作者ほど厳密に概念を分類しようとはしない。普

遍的な完全言語を作るという目的の下では科学的な手法のほかにもミスや漏れのない正確

さや厳密さが重要視される。また記憶術に関連して徹底的な語彙圧縮を行い、習得の容易

さを訴える。 

 しかし芸術言語にはそういった事情がないので、「簡便なラテン語」などといった着想

に行き着く傾向にあった。それが原因で、中にはエスペラントに似たものが生まれた。た

だし彼らが求めたのは創造性や工夫であり、面白味である。 

 

●収束する普遍言語論争 

 

 ところで16, 7世紀の普遍言語論争時代には様々な人工言語が作られたが、実際それらは

役を果たしたのだろうか。比較的成功したのはウィルキンズであろう。彼は存命中からそ

れなりの大きさのコミュニティを形成していたし、ダルガーノらに比べてより精巧な分類

表を作るに至っている。更に自身の死後もその仕事が継承されている。分類や分析を素地

とした哲学的言語として隆盛を極めたのはウィルキンズであろう。 

 しかしそのウィルキンズの文字でさえ書きにくい、読みづらい、覚えづらい、間違えや

すいといった批判が相次いぎ、共通語として日の目を見ることはなかった。 

 こうした大きな目論見が敗れた結果、悲観的になった社会の人工言語への関心は薄れて

いった。更に17世紀の終わりごろにはフランス語が台頭していたため、個々の土着語によ

る混乱をなくすという目標が減じてしまった。もともと普遍言語論争が起こったのはラテ

ン語に代わる共通語を求めてのことであった。フランス語の台頭により、そもそもの目標

が失われてしまったのである。それゆえ人工言語に対する意識自体が薄まっていった。そ
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のため18世紀は前世紀と比べると人工言語熱は冷めており、事実上普遍言語論争はほぼ幕

を閉じていた。あとは散発的な炎が灯っては消えただけである。 

 

 18世紀中葉のデュードネ＝ティエボーは普遍言語がいかに有益かを説き、 300ほどの根

―語を選ぶことで己の言語の語彙の分類表が作れると述べた。しかしこれは単なる17世

紀の焼き増しにすぎない。 

 17世紀の焼き増しはこのころ非常に多く行われた。ドロルメルは分類に基づく哲学的言

語を作ったが、これはウィルキンズ風の分類方式にライプニッツ風の計算方式を組み合わ

せたにすぎない。ただ、このような掛け合わせを用いたところは面白い。また、ウィルキ

ンズの難しい普遍文字の代わりにアルファベットを使った点も興味深い。単にアルファベ

ットを採用しているのではなく、発音に使わない文字は捨象した。こういったことはヒル

デガルトのころから行われていたことであるものの、掛け合わせや改良アルファベットと

いう点を考慮すれば、単なる焼き増しというよりは過去の言語の改良版といえるだろう。 

 

 18世紀も終わりに近付くと哲学的言語の挫折を社会は認知していたため、作者側の断念

も相次いだ。コンドルセはライプニッツの手法を参照していたが、未完のまま挫折した。

こういった中でド＝メミィユの成功は異例の事態であった。 

 18世紀の終わりに『パシグラフィー』と名を変えた要するに普遍文字計画が出版される

と、これは一躍時代の寵児になった。それはやはりウィルキンズのような複雑な文字であ

った。基本的に12文字しかないのだが、その組み合わせのせいで複雑になってしまう。ま

た、西洋で既に定着していた句読法はそのまま採用された。普及しているものをそのまま

使うのは学習者の負担を減らすので合理的といえよう。 

 また、語彙のレベルを3段階に分けたのも実践的である。科学的な分類ではなく実用に

おける頻度や難しさのレベル分けである。すなわち機能語のような頻繁に使われるレベル

1、日常語のレベル2、学術用語などのレベル3である。 

 なお、パシグラフィーはもともと書き文字として作られたが、読むためのパシラリーと

いうのも後になって作られている。 

 パシグラフィーはフランスで特に流行り、ナポレオンに献呈され、芸術学校で実践され、

一部で教育も行われた。その点ではこれまでの普遍言語の中では際立った存在といえる。



230 

 

もっとも、パシグラフィーはウィルキンズを髣髴させるだけあって批判点も類似している。

結局パシグラフィーの隆盛は一時的なものでしかなかった。 

 皮肉なことにメミィユのパシグラフィーにおける分類はウィルキンズのものより粗い。

それがひと時の成功を得たのは言語政策の俗化によるところが大きい。宣伝を多くしたこ

とも理由のひとつである。また、それまでの普遍言語が主の祈りなどを翻訳していたのに

対し、俗化した文を訳したことも受け皿を広げたことに繋がる。つまり哲学的な完全性や

純粋性が失われ、逆に世俗性が高まり、その政策の巧さからパシグラフィーは広まったと

いえる。 

 これは人工言語の普及が完全性や合理性では説明付かないことを物語っている。人にと

って受け入れられやすいかということが普及に関わっている。この点を意識した人工言語

界は徐々に哲学的な性質を脱ぎ去り、社会学的な性質を負うように変化していく。 

 

●19世紀から20世紀にかけての人工言語と国際補助語 

 

・普遍言語論争の終焉 

 

 下火にはなったものの、19世紀になっても哲学的言語は死滅したわけではない。往年の

力は失っているものの、夢想者は後を絶たない。 

 ジャック＝ド＝ヴィスムは19世紀初頭に音楽的要素を帯びた言語を作る。アルファベッ

トを21字使って21の音を表す。そしてこれらは五線譜の上に書かれる。21音でどうやっ

て21概念以上を作るのかというと、和音を用いる。Cのような3和音（ドミソ）からなる

コードでも21の3乗分の組み合わせが作れるため（重複は除く）、相当数表現できること

になる。確かに自然言語で賄っている単語の数くらいは用意に賄えるだろう。 

 こういった音楽言語は他にもある。むしろフランソワ＝スードルのソレソあるいはソル

レソルのほうが有名だろう。これは1827年に考案され、1855年のパリ万博で1万フラン

の賞金を得ている。 

 

 ソトス＝オチャンド『普遍言語の計画案』(1855)も17世紀の亡霊で、経験主義で概念を

分類し、規則的にアルファベットを配列して造語する。最小対語の問題は無論残ったまま

である。 
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 17世紀と異なるのは科学が発達しているので、当時の最新の科学観を反映している点で

ある。結局分類に頼った方法は作者の経験かそうでなくば当時の科学に依存するしかない

という限界がある。この限界ゆえ、分類法に基づく言語を見ていれば――そして科学史に

精通していれば――いつごろ作られた言語であるかが推測できる。これは現代の我々が人

工言語を分析する上で便利なタグとして機能するが、この機能は普遍言語を目指した当人

からすれば極めて不名誉であったに違いない。 

 

 さて、19, 20世紀に入るとライプニッツらから分岐してきた人工言語がそれまで以上に

ウィルキンズらの人工言語と分離していく。ジョージ＝ブール、フレーゲ、ヴィトゲンシ

ュタイン、カルナップ、そして果ては宇宙人との交信用に作られた信号が如きハンス＝フ

ルーデンタールのリンコス――これらはいずれも多かれ少なかれライプニッツの影響を

受け、今日のプログラム言語へと繋がっていくものである。 

 

 一方、ウィルキンズらの系譜は20世紀に入ると普遍言語ではなく国際補助語へと姿を変

えていく。普遍言語は1866年を境にほぼ死滅させられ、それに代わって台頭してきたのが

国際補助語である。 

 下火ではあったもののまだ残存していた普遍言語は19世紀初頭に比較文法学によって

一時脚光を浴びる。哲学的言語においてもアダムの言語を見つけようとする神学的言語に

おいてもやや盛況になった時期だが、特にアダムの言語への夢がこのころは強かった。と

いうのもこの頃は人工言語ではなく、言語の起源が何であるかを巡って論争が行われてい

た時期でもあったからである。 

 単一起源論者はいうまでもなくアダムの言語に固執し、それを証明しようとした。しか

し比較言語学が進歩していく中で、徐々に単一起源論者は劣勢に追い込まれていった。彼

らの劣勢が疲弊に変わったころ、事態は学会を巻き込んで大きく変化した。 

 1866年にパリ言語学会が創立すると、学術的な厳密性を持った議論をすべきであるとい

う主旨がやにわに起こった。そして学会は言語の起源と普遍言語にかかわる論文を受理し

ない方針を明らかにした。 

 

 この事実だけを知っていると、これが言語学が人工言語を研究対象としない理由に見え

てしまう。しかしいま述べたような時代背景を知っていればそうでないと分かる。 
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 学会は根拠が薄く無秩序に繰り返される議論を拒絶した。その議論とは言語の起源に関

するものである。そして普遍言語は単一起源論者にとって証明の道具として使われていた。 

 学会にとって言語の起源論を排斥するだけでは足りなかった。その道具として使われる

普遍言語についても排斥する必要があった。普遍言語は言語の起源論が排斥された際に連

座の刑を被ったにすぎない。従ってパリ言語学会の採択を以て普遍言語が言語学の範疇か

ら外れた根拠とするのは不当である。 

 その上、パリ言語学会が排斥したのは正確にいえば普遍言語であり、人工言語総体では

ない。ゆえに1866年の件は人工言語が言語学の対象から外れる正当な理由にはならない。 

 だがこの言語学会の表明は絶大な影響力があった。その影響力は今日にすら響いており、

言語学で人工言語を扱わない悪しき因習の一因となっている。パリ言語学会の採択がきっ

かけとなって既に下火だった普遍言語が死滅し、それに取って代わる形で人工言語の潮流

は国際補助語に変わっていった。 

 

・国際補助語の台頭 

 

 さてこのころは科学技術の発展に伴い、コミュニケーションも交通も高速で行われるよ

うになり、地球が狭くなった。当然、異文化コミュニケーションが重要になり、西洋での

共通語のフランス語が世界規模で見ると共通語でなくなってきた。つまりは科学の発展が

世界を狭くし、ひいてはバベルの混乱を復活させたわけである。 

 これに伴い共通語の需要が再び高まった。ところが特定の言語、例えばフランス語を共

通語にするのは現実的に難しいユートピア思想にすぎず、イデオロギーとしてもある特定

の民族の言語を押し付けるという点で難点がある。 

 また、学術世界の共通語であるラテン語を共通語として再燃させるのも現実的ではなか

った。ラテン語は事実上死語なので中立の立場は取れるものの、ラテン語そのものの曖昧

さや複雑さが共通語としては不適格であると考えられた。 

 そこで学習者にとって中立でしかも学習が容易な言語を考案し、これを国際補助語とし

て使おうという考えが出てきた。この理念により、人工言語の類型は急激に先験語から後

験語に流れていく。もっともこれは万人の考えではなく、フランス語を国際語として採択

しようという現実的な案のほうが遥かに実践的であったことを加えておく。 
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 このような国際補助語の観点でクチュラとレオーは『新しい国際語』(1907)において、

数々の案出された言語案を検討している。両者は1901年に「国際的補助言語を採択するた

めの委員会」を発足している。こうした委員会ができたということは、当時の社会におい

て国際補助語の必要性があったということである。 

 

・ヴォラピュク 

 

 シュライヤーは1879年にヴォラピュクを考案した。ヴォラピュクはドイツ・フランスで

広まり、1889年にはヨーロッパ、アメリカ、オーストラリアにまで手を伸ばすようになっ

た。 

 ヴォラピュクは28字のアルファベットを使用し、1字が1音に対応している。アクセン

トは最後の音節に来る。すなわち拘束アクセントである。シュライヤーはヴォラピュクの

普及を狙った結果、大きなシェアを持つ中国語が rを発音しないと考え、ヴォラピュクか

ら r音を除いた。中国しか視野に入れていない点でまだ世界観が全世界にまで広がっては

いないといえる。 

 ヴォラピュクの参照言語は既に力を付けていた英語である。しかし語彙についてはドイ

ツ語を使っていることが多い。単語は参照言語の単語をかなり切り詰めているため、元の

形を推測するのは難しい。語形が短いのは合理的なのだが、その代わり覚えにくいという

欠点を持つ。何を参考にしたのか分かりにくい点で後験性は若干弱まっている。 

 形態論としては屈折語の性質を有するが、膠着も豊富である。人工言語らしく規則性は

強い。例えば形容詞は例外なく-ikを持つ。gudは-ikが付いていないので「良い」ではなく

「善」である。「良い」にするにはgudikとせねばならない。 

 エスペラントのmal-のような劣等を指す lu-はvat（水）と組み合わさると汚水ではなく

尿になる。この辺りの作者による恣意性はダルガーノやウィルキンズ（特にダルガーノ）

の造語法を髣髴させる。 

 普遍言語が滅んだ後しばらく人工言語は下火であったが、国際補助語の需要が増した時

流に乗れたこともあって、ヴォラピュクは当時かなりの高評価を得ていた。 

 

・エスペラント 
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 一方、ザメンホフは1887年にエスペラントについての手引書をロシア語で出版した。ヴ

ォラピュクに少し遅れて作られたこの言語は国際補助語として最も普及した人工言語であ

る。 

 エスペラントは5母音、23子音の音素体系を持つ。アクセントは最後から2番目の音節

に来る。文字はラテンアルファベットに字上符を付けたもので、28字である。固有名詞を

除いてq, w, x, yを欠く。 

 語彙はロマンス語からの流入が最も多く、次いでゲルマン語からの流入が多い。基本語

順はSVOである。類型的には膠着語である。規則性が高い図式派の代表である。文法上

の性は持たないが数を持つ点でやはり西洋語的である。英語と異なり名詞が複数形だと形

容詞も複数形になる。これはややこしいということで現在でも批判を浴びている。 

 実際エスペラントはかなりの批判要素がある。発表後はとにかく叩き台になり、批判を

受けると同時に他の国際補助語を生む土壌にもなっていった。 

 

・国際補助語の群雄割拠と凋落 

 

 19, 20世紀は国際補助語の時代であった。エスペラントを筆頭に国際補助語が支持者を

獲得していった。だがそれ以上にエスペラントは派生言語を生んだ。エスペラントを参照

言語とした人工言語が数多く作られた。このことはエスペラントが国際補助語の人工言語

の中で異例な度合いで普及したことを反映している。 

 ただ、歴史的に見て人工言語と普及の関係は言語自体の合理性などといったシステムに

はなく、むしろ社会的な要素にある。なるほどエスペラントより合理的で論理的な言語は

いくつもあろう。そして実際枚挙に暇がないほどそういった類のものは考案された。だが

そのどれもがエスペラントの普及率を上回らなかったことが、人工言語の普及が社会的な

要素にかかっているということを示している。 

 

 比較的普及した人工言語を挙げろといわれればまずエスペラントが来るが、それに次い

でヴォラピュク、インテルリングア、イドなどを挙げることができる。インテルリングア

はベアノの考案した言語で、自然派に位置するものである。 

 ヴォラピュクからはバルタ、エスペラントなどが派生している。インテルリングアから

はラティヌルス、パンリングアなどが派生している。 
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 一方、エスペラントからは更に数え切れないほど派生しており、改良エスペラント(1894)、

ペリオ、モンドリングォ、イド、ネオ、エスペランテュイショ(1955)などがある。エスペ

ラントから派生した人工言語は世紀を跨いで長きに渡って作られている。 

 エスペラントから派生したイドにはドゥータリング(1908)、ラティン＝イド、ムンディ

アル、インタル、コスモリングォ(1956)などの派生言語があり、こちらも少なくとも半世

紀ほど派生が続いている。 

 

 19世紀終わりごろから20世紀はまさにヴォラピュクやエスペラントなどを祖とした国

際補助語の系譜の歴史に他ならない。 

 またここで観察されたことは普遍言語論争のときと同じく、人工言語の普及は言語のシ

ステムより社会的・経済的要因によるものだということである。 

 普遍言語にせよ国際補助語にせよ、本来は言語の壁を取り除くことが共通の目的であっ

た。そのアプローチとして哲学的手段や自然言語を参考にする手段などがあった。 

 またそこには言語の壁を取り除くよりも人類の祖語たるアダムの言語への回帰を目的と

するものもあった。しかしこれもひとつの共通語を得るという結果においてはやはり同じ

である。 

 結局のところ、普遍言語や国際補助語はいずれのアプローチであろうと共通の言語を目

指してきたといえる。しかし実際には普及は小規模でしか実現せず、最も普及したエスペ

ラントも国際補助語の地位を築けないでいる。更にウィルキンズやライプニッツやザメン

ホフに対する改良案がたびたび出されてきた。普及せぬまま言語の数ばかり増えていった

というのが実情である。 

 自然言語が減少する一方で人工言語はむしろ増えているのは興味深い。バベルの再建を

目指す行為がむしろ新たなバベルの崩壊を招いたというのは皮肉なものである。 

 かつてバベルの塔を崩壊させたのは神であった。人工言語の制作者はその言語の命名に

おける創造主としての神であるが、バベルの塔を再び崩壊させるという点においてもまた

神である。 

 17世紀ごろ人工言語は社会に歓迎されていた。社会は普遍言語を期待した。しかしいず

れも実用的なものではなく、言語案ばかりが乱立した。普遍言語ができるどころか却って

カオスが生まれた。 
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 19, 20世紀における国際補助語の乱立もまた、その主旨に反してカオスを生んだ。もし

今また21世紀にカオスを再現するというのなら、それは20世紀に起こったエスペラント

の焼き増し運動よりも痛烈な歴史の皮肉になるだろう。 

 

 現在の地球は17世紀や20世紀とは事情が異なる。社会は普遍言語に熱を入れておらず、

土着語がほぼ対等な力で乱立しているわけでもない。18世紀のヨーロッパにおけるフラン

ス語が普遍言語の熱を醒ましたのと同様、 20世紀後半から21世紀初頭における英語が国

際補助語の熱を醒ましている。 

 今の地球では人工言語でなく自然言語の英語に共通語の地位を求めるのが妥当であろう。

実際、社会もそれを反映して国際補助語に目を向けていない。そのため、人工言語の意義

やあり方は確実に変わってきている。 

 英語によって事実上国際補助語熱は冷めた。しかし、だからといって人工言語史が止ま

ったわけではない。国際補助語は人工言語のひとつの類型でしかない。これまで見てきた

ように人工言語には色々な類型があり歴史がある。前世紀に国際補助語が経験した挫折を

人工言語総体の挫折と見なすのは早計である。国際補助語の凋落は人工言語史のひとつの

里程標にすぎない。通時的に見れば人工言語は次の時代に突入したと考えるのが妥当であ

る。 

 

●21世紀の人工言語 

 

・人工言語の分布の仕方 

 

 地球のグローバル化に伴い、それまでほとんど西洋に封印されていた人工言語は世界各

地に広がっていった。日本にも20世紀にはエスペラントが持ち込まれている。 

 ときに世界3大宗教と人工言語の分布の仕方を比べると明らかな違いがある。アラブ圏

にいけばイスラム教徒が多く、西欧ではキリスト教徒が多い。地域ごとに比率が異なる。

しかし人工言語はそうでない。概ねどこへ行こうがエスペラントのシェアが最も高い。 

 人工言語の割合はむしろコンピュータのOSに近い。ウィンドウズが大概最大のシェア

を占めるように、エスペラントが群を抜いている。 



237 

 

 日本でもそれは同じで、エスペラントが最も多くのシェアを占める。書店で購入できる

書籍を比べてみてもインターネットの日本語サイトの件数を比べてみてもそれは明らかで

ある。 

 

・パソコンとインターネットの出現が人工言語史を動かした 

 

 グローバル化に伴い西洋から人工言語が伝来し、日本では人工言語といえばエスペラン

トという公式が生まれるに至った。これは今日でも変わらないが、制作者の側では21世紀

に入って大きな変化が訪れた。 

 20世紀末にパソコンが普及したことにより、インターネットも徐々に普及していく。21

世紀にかけてインターネットの加入者は爆発的に増え、常時接続が普及し、大容量ブロー

ドバンドが普及した。 

 人工言語が最も社会に歓迎されたのは17世紀の普遍言語時代であるが、この時代でも人

工言語で儲けたり飯を食うのは極めて難しかった。いわんや現代は英語が国際語として機

能している。インターネットによって世界は更に狭くなり、英語はデジタルを通して更に

普及している。 

 こういった社会的背景でこれからの人工言語はどうなっていくのだろうか。まず最初に

国際補助語は英語のような共通語があるかぎりは凋落したままであると予想される。だか

らといって仮に英語が凋落してもエスペラントのような国際補助語が共通語になるかとい

うとそれはない。19, 20世紀の歴史がそれを証明している。 

 これまでの人工言語史を見るに、今後生き残るのは個人言語や芸術言語であろう。 

 現代のインターネット社会は言語の制作と発表を容易にした。ザメンホフがそうであっ

たように、今までは人工言語を発表するにはしばしば多額の費用をかけて自費出版するし

かなかった。人工言語では金儲けができないので、資金に恵まれた者しか発表することが

できなかった。 

 その上当時は紙で言語を作っていたが、今はパソコンがある。パソコンとインターネッ

トによって、個人でも簡単に言語を作って発表できるようになった。 

 よく人工言語史は17, 8世紀の焼き増しにすぎないと言われるが、それは違う。パソコン

とインターネットによって人工言語を取り囲む環境は劇的に変わった。これにより、17, 8
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世紀ではできなかったことができるようになった。人工言語は21世紀に入って新たな局面

を迎えたのである。 

 

・アルカ 

 

 パソコンとインターネットの登場によって人工言語史は新たな局面を迎えた。そこに登

場したのがアルカである。この言語は1991年から作られ、パソコンとインターネットの普

及をリアルタイムで経験している。 

 これまでの人工言語、特に先験語は非常に作り込みが甘かった。文法も音韻論も辞書も

単語の語法も用例も言語と文化の関連性も、そのすべてにおいて情報量が少なく、粗雑な

代物であった。 

 エスペラントのような後験語は既に存在する言語から文法だろうが単語だろうがありと

あらゆる要素を引っ張ってくることができる。一方、純粋な先験語はすべてをゼロから作

らねばならない。パソコンとインターネットがなかった時代には純粋な先験語を作り込む

ことができなかった。 

 パソコンとインターネットがない時代には、紙ベースでの作業を強いられた。これは非

常に効率が悪い。単語を修正するたびに修正液で消した汚い跡が残るし、修正液は同じ箇

所に何度もかけることができない。鉛筆で書いて消しゴムで消す方法も、紙の劣化を考え

ると何回もできない。ボールペンで二重線を引いて余白に修正した内容を書く方法だと、

いずれ紙面が足りなくなる。 

 また、単語を変更したときの処理も非常に面倒である。例えばgatという語を zapとい

う語に変えた場合、gを zに移動するわけだから辞書の紙面上は相当な距離があり、変更

箇所まで矢印を引くわけにはいかない。仕方がないので zapのところに手書きでgatの内

容を丸写しして、gatについては手で消すしかなかった。 

 それが嫌なら単語カードを作って単語ひとつに一枚のカードを宛てがい、それらのカー

ドをリングなどにまとめておくしかなかった。 

 紙作業の不便なところはこれだけではない。Ctrl+F検索ができないため、一度書いた記

述を探そうと思ったとき、場所を覚えていないとそれこそひとつ探すだけで日が暮れるこ

とがある。この検索ができるかどうかというのは作業効率に重大な影響を与える。 
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 パソコンが普及している現在から考えると、アルカのようにアナログを経験した言語は

恐ろしく非効率的な作業を強いられていたということが分かる。1990年代もルルスの時代

もザメンホフの時代も作業環境は大差ない。 

 また、先験語では新語を作る際には自分でその概念について調べて命名を行う必要があ

る。アナログ時代は百科事典が頼りで、グーグルもウィキペディアもなかった。俗語や世

俗の文化は紙の辞書には載っていないことが多々あるため、載ってなければそれまでとい

う事態が多々あった。今からでは信じられないほど不便な時代である。 

 また、言語を公開・流布しようにも、インターネットがないのでどうにもならない。自

費出版くらいしか手立てはなかった。かといって自費出版した本など置いてくれる書店は

ほとんどなく、たとえ出版社がねじ込んでくれたとしても片隅に置かれるだけで、誰にも

触れられずに返品されるか埃をかぶるかというのが現実であった。 

 

 ところが今はパソコンとインターネットがある。単語の修正も登録も簡単で、公開もイ

ンターネットで容易に行える。更にパソコンの画面はフルカラーなので、自費出版する際

は予算の都合で4色にできなかった言語も、容易に色を付けて公開できるようになった。 

 また、ブロードバンドの普及により、文字だけでなく画像や音声や動画すらも公開でき

るようになった。これにより自費出版を行うより安くクオリティの高い資料を公開できる

ようになった。 

 新語を作る際もインターネットで概念を簡単に調べられるから、インターネット上のユ

ーザーに新語の作成を請求されてもその日のうちに造語することができる。そしてその変

更をその日のうちに相手に伝えることができる。これは今でこそ当たり前だが、アナログ

時代を経験した者にとっては魔法に等しい。 

 

 こうした夢のような環境の変化により、今までは作ることのできなかった情報量が大き

く品質の良い、すなわちゼロから細部まで作り込まれた先験語を作ることができるように

なった。 

 その新しい時流に乗って登場したのがアルカである。今までは自然主義のアプリオリ人

工言語をゼロから作ろうと思っても、アナログ環境ではそれに見合う質と量を実現できな

かった。しかしパソコンとインターネットがそれを可能にした。 
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 むろん、パソコンとインターネットが普及したときに作られていた人工言語はアルカだ

けではない。しかしあらゆる人工言語が自然主義のアプリオリ人工言語に転向していたわ

けではなかったし、むしろこの類型を作ろうとするのは極めて稀であった。というのも、

あらゆる人工言語の類型の中で最も労力がかかり、制作者に広範な知識を要求するためで

ある。従って、そもそもアルカのような類型に挑戦しようとする制作者は少なかった。 

 その上、アルカには他にもアドバンテージがあった。通常金銭にも名誉にもならない人

工言語は協力者が得られず制作者が一人で行うものだが、アルカは幸せなことに協力者に

恵まれた。 

 ユーザーがいるという事実は人工言語にとって大きい。実用してくれることで言語の欠

陥に気付くことができ、修正することができる。また、アルカの場合はユーザーがコンテ

ンツを作ってくれたり、ユーザーが別のユーザーを勧誘してくれたりした。 

 これは通常の人工言語ではあまり見られない光景である。というのも、ほとんどの人工

言語は制作者が一人で全ての作業を行っており、分担ができず、かつ使用者も存在せず、

作った本人ですら自分の言語をよく喋れないというのが一般的だからである。 

 アルカのような人工言語は労力の問題で珍しい類型であること、そしてその難しさにも

関わらず協力者がいたこと。これらの恵まれた環境のおかげで、パソコンとインターネッ

トが作り出した新たな人工言語史の局面において、アルカは新しい形の人工言語として人

類初の快挙を成し遂げた。アルカほどの質と量を持った自然主義のアプリオリ人工言語は

それまで存在しなかったのである。 

 

 ましてアルカにはそれを支える自然主義のアプリオリ人工世界カルディアが付随する。

言語は世界、すなわち文化と風土の影響から切り離すことができない。従って言語をゼロ

から作る場合は世界も合わせてゼロから作るという選択肢が存在する。 

 そこで作られたのが自然主義のアプリオリ人工世界カルディアである。これもまた質と

量において人類史上初のものであった。というのも、アナログ時代ではここまで細やかな

世界の作り込みはできなかったからである。 

 アルカとカルディアは既にそれぞれが史上初の作り込みを持った創作物である。その上

これらは組み合わさってひとつの作品になるという特徴を持つ。人工世界カルディアはあ

くまで人工言語アルカに文化と風土の影響を与えるために存在する。この自然主義のアプ

リオリ人工言語と人工世界の組み合わせというのもまた史上初のものである。 
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 パソコンとインターネットが普及したことで、人類は言語と世界をゼロから作り込むこ

とができるようになった。そしてそれを初めて豊富な量と高い質で実現したのがアルカと

カルディアである。 

 だが今後はアルカのような人工言語が出てくる可能性が十分にある。環境がそれを許し

ているからだ。19世紀にヴォラピュクやエスペラントの発想を真似て様々な人工言語が派

生したように、アルカの二番煎じが将来的には生まれることになるだろう。 

 もっとも、アルカのような人工言語は極めて労力がかかるため、後験語のエスペラント

ほど気楽に作れるものではない。ゆえに二番煎じとはいえ、その数は限られることであろ

う。 

 

・パソコンとインターネットの功罪 

 

 パソコンとインターネットが普及したことで、言語作りと公開は気楽に行えるようにな

った。しかしそれによって起こった問題もある。 

 確かに現在は人工言語をインターネット接続費用程度の小額で発表できるようになった。

人工言語がインターネットで公開されればそれは他の制作者の資料になるため、他の制作

者にとって更に人工言語作成の敷居は下がる。こうして人工言語は17世紀の普遍言語論争

時代を凌ぐ勢いで増えることとなった。 

 だが容易に発表できるということは18世紀のように前時代の焼き増しでしかない粗い

言語の増加をも意味する。自費出版では大きく自腹を切るため、通常原稿の隅々まで考察

してから出版することになる。 

 しかしインターネットでは詰めの甘い段階で気軽に言語を公開できる。それは質の低下

にも繋がる。単に言語や語学が好きという好事家が容易に言語を作成し発表できるという

のは一長一短である。 

 

●未来の人工言語 

 

・加速するインターネット上の人工言語 
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 人工言語の今後についてだが、公開が容易であることと作成のための資料が集めやすく

なったことから、インターネットを基盤とした人工言語の氾濫が予想される。 

 それに伴い、インターネットを基盤とする人工言語を出版された人工言語より無条件で

格下に見る向きも現れるだろう。だがそれは稚拙な決め付けである。実際のところインタ

ーネットを基盤とする人工言語は玉石混交で、精度の高いものもあれば即興的なものもあ

るというのが正確な見方である。 

 

・出ては消える泡のような人工言語群 

 

 言語を作る行為は大変なもので、言語学や語学に留まらず、ウィルキンズのように博学

的知識まで必要とする。更に今まで見てきたように、人工言語は当時の科学力を反映して

いる。これからの人工言語は二次曲線を描いて昇華した20世紀の科学を反映することにな

る。 

 概念の数はウィルキンズの時代で既に人が一生かけても作りきれないほど多かった。現

代は科学の発展で爆発的に専門用語が増えている。どうやって現代人が個人や小集団でこ

れらを命名しきれるというのだろうか。現代の学術用語が利用しているラテン語を機械的

に流用するのならまだしも、アプリオリで作る場合は到底英語のような規模の語彙を作り

きることはできない。 

 もっとも、科学技術の単語は必要になった際に作ればよいわけだから語彙の問題は捨て

置くことができる。しかしそれでも言語を作ることは容易いことではない。玉石の石のほ

うは恐らく作者がすぐに飽きて捨ててしまうだろう。 

 また、人工言語が乱立する一方で学習者の増加はそれほど見込めないだろう。 

 結局多くの言語が公開から数年も経たぬうちに消えるか更新されない亡霊として残るだ

ろう。そしてその間にもまた新しいものができては消えという連鎖を繰り返すだろう。 

 

・国際補助語の亡霊 

 

 今後も国際補助語は歴史や現状を顧みず、無謀にも作られるであろう。だが普及は成功

せず、学習者も極めて少ないと予想される。 
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 結局は少数の協力者との限られたコミュニティの中でその国際補助語は存続し、時間と

ともに自然と国際補助語から小集団による個人言語へと変貌していくことだろう。そうで

なくば消滅の一途を辿ることになる。 

 

・ポータルサイトと解説サイト 

 

 また、インターネットを背景に人工言語が乱立すれば、それらをまとめたリンク集やポ

ータルサイトが出現することだろう。更に、人工言語の作り方や人工言語とは何かを説明

したウェブサイトも現われるだろう。 

 前者は中世・近世において紙で行われていたことをデジタル化しただけのものであるか

ら、発想としては斬新でない。ただ、紙よりインターネットのリンクのほうが遥かに便利

であるため、その有効性はかつてのものより高いと考えられる。 

 

・自然言語と人工言語の反比例する増減率 

 

 自然言語は徐々に減っていっている。一方、人工言語は制作の敷居が下がったことで増

えている。自然言語の総数が減少の一途を辿るのに対し、人工言語が増加の一途を辿ると

いうのは興味深い。 

 ただ、増えていく人工言語のほとんどは短期間のうちに更新が途絶えるものと予想され

る。 

 

・未来技術と人工言語の展望 

 

 人工言語作りにおいて最も労力を必要とするのは辞書の制作である。お遊びのようなク

オリティならまだしも、自然主義のアプリオリ人工言語と人工世界をしっかり作るのであ

れば、辞書の制作は自動化できない。結局は人間がひとつひとつ職人技で検討し、記述し

ていくしかない。 

 ところが入力に使うキーボードというのは非常に人間の身体に負担を強いる。10年も打

ち込みの作業を続けていれば、制作者の身体が持たなくなる。 
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 また、現在のディスプレイは光を放つVDTである。これも長時間に渡って使用しつづ

けると身体に負担をかけ、眼精疲労や自律神経の失調などに繋がる。 

 

 確かにパソコンとインターネットは便利だが、人間工学的にはまだまだ改良の余地があ

る。自然主義のアプリオリ人工言語と人工世界はとにかく労力のかかる作業なので、制作

者の身体にできるだけ負担をかけない必要がある。でなければ途中で体調を崩して作業ペ

ースが落ちたり制作を打ち切ってしまうためである。 

 環境改善として考えられるのは、まずキーボードである。できるだけこれを使いたくな

い。音声で入力できれば最も身体に負担がかからない。ところが現在の音声認識技術は不

十分である。 

 次はディスプレイである。電子ペーパーのような発光しない画面が目に優しい。ところ

がこれもまだ動画を再生できるパソコン用のディスプレイとしては一般向けに発売されて

いない。 

 あとはマウスである。マウスを操作しつづけるのも菱形筋などに大きな負担がかかり、

背中の凝りを形成する。やがてそれは自律神経叢にも影響を与えるようになる。 

 だからマウスもできるだけ使いたくない。目線などを利用してマウスのポインタを操作

できれば身体の負担が減る。左目のウインクで左クリック、右目で右クリックなどとすれ

ば非常に楽である。瞬きはむろんウインクと区別される。 

 

 また、同じ姿勢で原稿を書き続けると、姿勢性の腰痛などに見舞われる。公園などを5

分ほど散歩して20分ほどベンチに座って執筆するというのを繰り返すのが身体を壊さな

い方法だが、現状は無理がある。 

 ノートパソコンは大きくて重たいし、iPhoneのようなスマートフォンは小さすぎて執筆

に向かない。また、Windowsが入っていなかったりして辞書ソフトが起動しないことがあ

る。更に画面が発光するので目に負担もかかる。 

 そこで欲しいのが四つ折りにできる電子ペーパー搭載の端末である。普段はポケットに

入る大きさだが、四つ折りにしてあるので広げると四倍角になる。5インチなら10インチ

にまで広げることができる。電子ペーパーなので目にも優しい。 
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 当然最新のOSが入っており、起動も早く、動作も軽快で、辞書ソフトも使える。キー

ボードはタッチ式になるが、その反応もすこぶる良い。欲を言えば音声をしっかり認識し

て、喋った文を自動で原稿に起こしてくれると良い。 

 このような端末が将来的にはいずれできるであろう。そうなればアルカのように手間の

かかる人工言語をもっと効率良く作ることができる。 

 

 加えて、電子書籍の台頭も望まれる。言語をゼロからしっかり組み立てるには言語学の

知識がいるが、きちんとした知識を得ようと考えた場合、インターネット上の情報だけに

頼るのは危険すぎる。 

 そこで書籍を頼ることになるが、書籍は紙に書いてあるのでCtrl+F検索ができない。必

要な記述がどこに書いてあったか覚えていなければならないが、そんなことはできないの

で、以前見たがどこで読んだか思い出せないということがたびたび起こる。それを調べる

には一日がかりの作業になるし、そして時間をかけたわりにはしばしば見つからないとい

うこともよくある。 

 電子書籍が普及して文書がテキストデータ化されれば、このような問題は一瞬にして解

決する。人類の進化のためにはとっとと出版社や印刷所や書店や図書館は潰れるか業態を

変えるべきで、すぐにでも既存の書籍を含めた電子書籍化をすべきである。 

 まずはOCRで読み込んだ紙の本のテキストを人力で校正させ、既存の書籍を電子書籍

化すべきである。天下りの無駄な人件費に税金を投入するくらいなら、よほどこちらの作

業に税金を投入したほうが国益に繋がる。 

 そしてこれから出す本はすぐにでも電子書籍として販売すべきである。Ctrl+F検索がで

きれば、特に文系学問の進化する速度は飛躍的に向上する。 

 なお、それを読むための端末にもすぐさま電子ペーパーを搭載すべきである。 

 

 アルカの場合、人間工学的に優しい環境が整っていなかったため、制作者は体を壊して

まで言語を作りきった。自分たちだけのことを考えれば、未来技術ができても手遅れだし、

ライバルに抜かれるだけだから旨味がない。それでも人工言語史を止めないためにはその

未来を選ぶべきだと考えている。 

 未来人はこう言うだろう。「アルカは時代に恵まれた。自分もあの頃生まれていれば、

彼らよりも早く史上初の快挙を成し遂げることができたかもしれない。彼らが羨ましい」
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と。しかしそれはどっちもどっちである。確かにこちらは歴史には名を残したかもしれな

いが、未来人のような恵まれた機械環境が無かったせいで、身体を壊してしまったのだか

ら。 

 

 未来技術を使ってアルカのような言語を作った場合、もっと早く楽に作れるだろう。人

工言語の未来はそうなる。パソコンを取り巻く環境が良くなり、今より簡単に早くアルカ

のようなクオリティを持った言語が作れる。つまり、言語作りの敷居が下がるというわけ

である。 

 敷居が下がるとまた粗雑な言語が出てくる可能性が浮上するが、いずれにせよ未来の人

工言語界はそのように変化していくことであろう。 

 

●人工言語四傑 

 

 結びとして、人工言語史上の四人の傑物が作った言語について論ずる。その言語とは制

作者の生まれた順に以下のとおりである。 

 

1:現代ヘブライ語 

2:エスペラント 

3:中つ国の言葉 

4:アルカ 

 

 これらを挙げた基準は、人工言語史上の里程標であること、それぞれ類型が異なること、

その時代の潮流に乗った新風だったこと、知名度が高く人工言語にしては協賛者が得られ

たこと、などである。 

 

 まず現代ヘブライ語について。これは19, 20世紀を生きたエリエゼル＝ベン＝イェフダ

ーによって作られた言語である。いにしえのヘブライ語を彼はほぼ独力で話し言葉として

復活させた。 

 純粋な人工言語というよりは自然言語寄りである。しかしほぼ彼が独力で再建したこと

から、分類上は後験語の人工言語に振り分けてよかろう。 
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 イェフダーの作業量は膨大で、使命に対する熱意と根性は四傑の中でも最大のものであ

る。紙ベースでの作業だったため、むろん彼が遺した結果物はアルカほど多くない。しか

し紙ベースでの苦労を知っている筆者としては、彼の尋常ならざる苦労が分かる。間違い

なく彼が四傑の中で人工言語の作業を最も多くこなしているといえる。 

 

 エスペラントは既に述べたとおりである。これは西洋語を混ぜた後験語で、世界最大の

シェアを占めるため、四傑に挙げざるをえない。 

 なぜ「挙げざるをえない」という表現なのかというと、純粋に人工言語の作業をする人

間からすれば、彼はやや異色だからである。 

 意外かもしれないが、人工言語の制作者としては彼はやや異色である。彼が人工言語の

実務に費やした時間と労力は、イェフダーに比べれば圧倒的に小さい。彼が行ったのはほ

とんどが社会的な活動で、つまりは普及活動である。 

 これは純粋に学問や芸術として人工言語を作っている人間、あるいは言語を作ること自

体に興味がある人間からすれば、正直尊敬に値しないことである。 

 ゆえにザメンホフはどちらかというと四傑の中でも人工言語普及の活動に力を入れた人

物という認識であり、言語自体はあまり作り込んでいないと言える。 

 実際エスペラントは後験語で、語法も文化も細かく設定されていない。彼が成した作業

はイェフダーの血の滲む努力と比べればあまりにも小さい。 

 

 中つ国の言葉はトールキンによって作られた言語で、芸術言語に分類される。この点で

イェフダーやザメンホフとは異なる。 

 中つ国は架空の世界なので人工世界であり、そこの言語は架空の世界の人工言語である。

中つ国の言葉と中つ国の関係はアルカとカルディアによく似ている。 

 ただ問題は、この頃はまだパソコンとインターネットがなかったため、言語にせよ世界

にせよゼロから細かく作り込むのは不可能であったという点である。そしてそこがアルカ

やカルディアとの違いである。 

 とはいえ、パソコンとインターネットがない時代の言語と世界にしては極めてよく作ら

れており、トールキンもまた四傑に数えられるべき人材である。 
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 そして最後はパソコンとインターネットの登場により人工言語史が動いた時流に乗って

登場したアルカである。これは上述のようにゼロからの作り込みを重んじる自然主義のア

プリオリ人工言語と人工世界という特徴を有する。 

 パソコンとインターネットの登場は、活版印刷と同じくらい歴史を大きく変えた。その

変化に最初に乗って新たな類型の言語を最初に成し遂げたという意味で、アルカもまた歴

史に残る人工言語である。 
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三章：人工言語アルカ 

 

1:概説Ⅰ 

 

1-1:アルカとは 

 

●新生アルカ 

 

注：本稿では人工世界カルディアにおけるアルカではなく、現実におけるアルカについて

解説している。 

 

人工言語アルカは——  

 

1991〜2001年の古アルカ  

2001〜2008年の制アルカ  

2008〜の新生アルカ  

 

——に分かれる。これら3つは別々の言語ではなく、連続体を成している。  

古は表意文字を使用し、多国籍の作り手によるピジンだった。  

制は表音文字を使用し、単語を覚えやすくするためのｎ対語というシステムを持っていた。

3つの中で、人工言語らしさの最も強い言語だった。  

新生は制の使いにくい部分を排他し、実用と芸術性を向上させた言語で、n対語などが廃

止されている。 現在は新生を使用する。 

 

新生は制アルカに比べ、ｎ対語や時相詞がなくなっている。 

体系性を崩し、運用上の合理性をあげている。機械的でなくなり、より言語らしくなった。  

その代わり、学習効率は制アルカより落ちた。だがもちろん自然言語よりは覚えやすい。  

 

制アルカ同様、人工文化と人工風土を背景に持つ。アプリオリ言語である点は踏襲された。  
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新生アルカでは、「より使いやすく」「より聞きやすく」「より話しやすく」するために、

学習の容易さ犠牲にした。  

代詞だけに所有格を作ったり、ｎ対語を廃したり、時制や相を表わす専門の品詞の時相詞

を廃した。  

n対語は完全には消えず、メルテーブルという手法で生き残った。その点で新生アルカは

古アルカと制アルカのハイブリッドであるといえる。 

 

●用語解説 

 

*古アルカ（こあるか） 

 

1991〜2001年までのアルカ。  

 

ピジン的に作り上げられた。  

文字は表意文字を使う。  

音素は制アルカより多い。  

語順はSOVだったが、後にSVOに変わった。  

 

資料は原則紙で、複成や保存が効きにくいのが難点。  

また、資料のほとんどを権利等の問題で自由にできないのが難点。  

 

*制アルカ（せいあるか） 

 

2001〜2008年までのアルカ。  

音韻は新生と同じで、文字も共通している。  

ｎ対語や時相詞のせいで人工言語らしさが強い。  

覚えやすいが使いにくい言語だったため廃止された。  

 

*ｎ対語（えぬついご） 
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単語の最後の母音をアプラウトさせて、規則的な意味変化を与える制アルカの語彙圧縮シ

ステム。  

 

例えば fanが女なら、finは男。  

対は2〜4まで存在した。  

 

2:ha（上）, hi（下）  

3:bal（天井）, bil（壁）, bol（床）  

4:keta（春）, keti（夏）, keto（秋）, kete（冬）  

 

中心形は必ず母音がuになる。例えば「上下」ならhu、「男女」なら fun という具合に。  

覚えやすいが、聞き間違いや言い間違いが相次ぎ、廃止。  

 

*時相詞（じそうし） 

 

制アルカの品詞で、時制と相を表すもの。  

不定詞とくっついて動詞を作る。  

 

動詞語幹（不定詞）＋時相詞＝動詞  

——となる。  

 

例：ke（行く）＋at（過去の開始相）→ke-at（行きはじめた）  

 

一文字にかかる情報量が多すぎるのが欠点。  

tかkかで、行為が始まったのか終わったのか、意味が反対になってしまう。  

聞き間違えたら一巻の終わりで、過合理。新生では廃止された。  

 

*アプリオリ・アポステリオリ 

 

アプリオリとは先験という意味で、俗っぽく言えば「何もパクってないもの」のこと。  
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アプリオリな人工言語といえば、「英語やフランス語など、自然言語が元になっていない

言語」のこと。  

何らかの言語を元に作ったものはアポステリオリという。エスペラントなど。  

 

一般にアプリオリは作業量が大きく、作るのが大変。  

 

*人工文化・人工風土・人工世界 

 

言語と同じく、作られた文化や風土のこと。  

人工世界は人工文化と人工風土の総称として用い、制作の都合上、人工言語の対語として

いる。 

 

文化と風土にもアプリオリとアポステリオリがある。  

トールキンの指輪物語の世界は西洋をモチーフに作られているので、アポステリオリ。  

本作の場合は文化をゼロから構築しているため、アプリオリ。  

 

本作の人工世界のことをカルディアという。 

カルディアの人工文化をアンティスという。  

カルディアの人工風土をアトラスという。  

 

*メルテーブル（別記） 

 

*主要な固有名詞 

 

下記の固有名詞はいずれもアルカにおいて命名された名である。 

 

seren arbazard（セレン＝アルバザード）：人工言語アルカの主な作者 

ridia lutia（リディア＝ルティア）：人工世界カルディアの作者 

mel keetoia（メル＝ケートイア）：メル暦などの創造者 

liiza lutia（リーザ＝ルティア）：アルカの生みの親 
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kmiir mete（クミール＝メテ）：制アルカの方向性を決定付けた人物 

enna vajo（エンナ＝ヴァジョ）：新生アルカが生まれるきっかけとなった人物 

yult lutia（ユルト＝ルティア）：ルシアの兄。アルカのネイティブ 

luxia arbazard（ルシア＝アルバザード）：ユルトの妹。アルカのネイティブ 

axet（アシェット）：アルカやカルディアを創った集団の名 

lantis（ランティス）：アシェットのメンバー 

levian t'arka（人工言語アルカ）：セレンらが創った人工言語 

kaldia（カルディア）：リディアらが創った人工世界 

atolas（アトラス）：地球に当たる惑星 

arbazard（アルバザード）：アトラスの最強国家。物語の主な舞台。南仏に相当 

lutia（ルティア）：魔法国家。北米に相当 

altia（アルティア）, nagi（凪国）：武士の国。日韓に相当 

kalensia（カレンシア）：アルバザード南部の半島にあった旧国。イタリアに相当 

 

  



254 

 

1-2: 音と文字 

 

アルカの文字を幻字（げんじ）という。  

子音は20種、母音は5種。  

なお、アルカの漢字訳は「幻」といい、「幻日辞典」などにも見ることができる。 

 

・幻字表 

t 
tes 

k 
ket 

x 
xal 

s 
sol 

n 
nim 

v 
vin 

f 
fox 

m 
mir 

d 
dur 

g 
gat 

p 
par 

b 
bel 

h 
hac 

y 
yun 

c 
cuk 

r 
rus 

z 
zom 

j 
jok 

w 
wit 

l 
lex 

a 
aa 

i 
ii 

o 
oo 

e 
ee 

u 
uu 
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・アルファベット転写 

 

t 
tes 

k 
ket 

x 
xal 

s 
sol 

n 
nim 

v 
vin 

f 
fox 

m 
mir 

d 
dur 

g 
gat 

p 
par 

b 
bel 

h 
hac 

y 
yun 

c 
cuk 

r 
rus 

z 
zom 

j 
jok 

w 
wit 

l 
lex 

a 
aa 

i 
ii 

o 
oo 

e 
ee 

u 
uu 

 

・注意すべき子音  

 

x はシャ行。ポルトガル語や中国語と同様。  

y はヤ行。  
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c はラ行だが、ふるえ音といって、イタリア語などにあるラ行のこと。  

j はジャ行。  

r はラ行で、英語のラ行と同じ。ただしアルカの場合は中舌を持ち上げ、舌を口蓋や歯茎

に付けずに発音する。  

 

・覚え方  

 

幻字は手で書いて覚えるのが効率的。上の幻字表とまったく同じものを書くと練習になる。  

最初は鏡文字の t,kなどで間違えるが、慣れるとアルファベットのb,dのように間違えなく

なる。 

 

1-3:音節 

 

英語と同じく、子音で終わる音節（閉音節）がある。  

日本語と同じく、母音で終わる音節（開音節）もある。  

子音で終わる音節のほうが多い。 

 

【音節】 

最も短い音節 V a（〜に） 

最も長い音節 CCVCC prest（縁起が悪い） 

頻度が高い音節 CVC, CVCC ket（猫）, valn（健康） 

 

英語と違って語頭の子音連続はあまり好まないので、strikeのような単語は少ない。  

 

また、英語よりも音節を細かく区切る傾向がある。  

ＣＶＣＣは通常2音節で発音される。  

ＣＣの間にシュワーを入れたり、ＣＣの後にシュワーを入れたりする。  
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例えば fonl は/fon lq/ と発音される。（qはシュワーで、3のような形の文字）  

ただし、急いでいるときは自然と1音節になる。 

 

1-4:品詞と語順 

 

品詞は名詞、動詞、形副詞、純詞、格詞、接続詞、感動詞の7種である。 

 

アルカでは形容詞と副詞に同じ単語を使うので、形容詞と副詞をまとめて形副詞と呼んで

いる。 

名詞にかかれば形容詞、動詞にかかれば副詞と呼び分ける。 

 

純詞は文頭に来て文全体を修飾したりする語である。英語のUnfortunately, などがアルカで

は純詞に当たる。 

一方、文末に純詞が来ると日本語の終助詞の「ね」「さ」「よ」「わ」のように、話者の

気持ちを表す。 

 

格詞とはおおむね英語の前置詞のことである。 

英語では接続詞となるbecauseなどもアルカでは格詞になるので注意。 

 

ある単語が何詞であるかは主に語順で決まる。エスペラントと異なり、「名詞はoで終わ

る」というような決まりはない。 

例えばmiik lis は「小さいリンゴ」という意味だが、形容詞は名詞の後ろに来るので、lis

が形容詞ということになる。 

 

語順はＳＶＯである。 

"A boy likes a girl"を訳すと、英語と同じ語順で"alfian(S) siina(V) fian(O)"になる。 

 

上述のとおり、修飾語句は被修飾語句の後ろに来るが、否定など一部は前に来る。 

 

後置 miik lis（小さいリンゴ） 



258 

 

前置 en ke（行かない） 

 

1-5:代詞 

 

代詞は名詞の一種で、代名詞に相当する。  

代詞は指示詞に相当する形容詞にもなるので、代名詞から「名」を取ったネーミングがさ

れている。  

代詞は 疑問・全体・部分・特定・任意・選択・零・指示 に分かれる。  

以下に表を記す。指示は別表とする。 

 

【代詞】 

  疑問 譲歩 全体 部分 特定 任意 選択 零 

不定 ―― ―― il すべて vei 一部 xe ある fi 何か wel どれ yuu ない

有生 ne 誰 netal 誰かしら illan veilan xelan filan wellan yuulan 

無生 to 何 total 何かしら iltul veitul xetul fitul weltul yuutul 

 

覚えるべきは8語。あとは複合語である。  

新生アルカは学習効率より運用効率を重視するため、人工言語としては珍しく、代詞が体

系的でない。  

以下に代詞の説明を記す。  

 

1：疑問：疑問：疑問：疑問  

「誰」「何」にあたる。英語と違って文末は上昇調になることがある。文末に「?」も付く。  

しかし、必ずしも toを含む文に「?」が付くわけではない。  

例えば an en ser la siina to（私は彼が何を好きか知らない）の場合、何を好きか自体は確か

に疑問であるが、かといってこの文は疑問文ではない。この場合、文末に「?」はいらない。  

譲歩は後述。  
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2：全体：全体：全体：全体  

「全員」「全体」にあたる。特定か任意かの区別がない。  

例：「皆、私のことが好き」：il siina non.  

 

3：部分：部分：部分：部分  

「一部の人」「一部の物」にあたる。日本語で「〜な人もいる」というのを幻訳するとvei

や次のxeが現れ、日本語と異なる構文になる。  

例：「中にはリンゴが嫌いな人もいる」：vei sin miik.  

なお、この代詞は人数の多寡を表わさない。1ではなく全員でもないことしか表わさない。  

 

4：特定：特定：特定：特定  

「（特定の）誰か」「（特定の）何か」にあたる。特定はしているがそれを誰だか具体的

に言わない場合に使う。それが誰だか知っていても知らなくても良い。客観的に特定され

ていれば良い。したがって不定ではない。  

例：「ある人がそう言った」：xe kut soa.  

 

5：任意：任意：任意：任意  

「誰かしら」「何かしら」にあたる。何でもいい任意を表す。  

前述のxe alxはある数のこと。決まってはいるが、それがいくつだか知ってても知らなく

てもよい。例えばその数が4と決まっていれば、相手や話し手がそれを知らなくても4の

まま変わらない。数学などでよく見られる表現である。  

一方、fi alxは任意の数を表わす。4か5か2かといったことは分からないし決まっていな

い。変数xのようなものである。  

他方、誰であろうと何人であろうとという場合はnetal、何であろうとどれであろうとは total 

という。  

 

6：選択：選択：選択：選択  

「だれ」「どれ」にあたる。ある集団の成員の中からいずれかの成員を表す。  

例：「どの野菜が好きなの？」：ti siina wel stek?  
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7：零：零：零：零  

「誰もそうでない」「何もそうでない」という否定にあたる。数字の0と同じ。  

例：「誰も来なかった」：yuu lunat.  

 

8：譲歩：譲歩：譲歩：譲歩  

netalは誰でもいいので誰かしらという意味で、任意とは異なる。  

誰でもいいから助けてくれというときなどの「誰かしら」で、「誰でも」や「誰であろう

と」や「なんぴとも」などの意味。  

totalはそれが無生になったもの。   
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1-6:指示代詞 

 

英語の I, you, this, that、日本語の「僕」「私」や「こそあど」に当たるもの。  

「私」などを含むことから、人称代詞も兼ねる。  

表には重複があるので、実際に覚えるのは7種。複数はおおむね規則的に作れる。 

 

【単数指示代詞】 

  一人称二人称 三人称 四人称 

有生（近） an 私 ti あなた lu 彼 el 何か

有生（遠） an 私 ti あなた la 彼 el 何か

無生（近） ―― ―― tu これ el 何か

無生（遠） ―― ―― le あれ el 何か

 

【複数指示代詞】 

  一人称二人称三人称四人称

有生（近） ans tiis luus el 

有生（遠） ans tiis laas el 

無生（近） ―― ―― tuus el 

無生（遠） ―― ―― lees el 

 

●四人称は「完全に会話の領域から外れた「意識されない何か」」であり、英語の総称の

youや they にあたる。フランス語のonに一番近い。  

●三人称は遠近によって lu,la に分かれる。日本語には「これ」と「あれ」の区別はあって

も lu,la の区別はないので、「この人」といえるときは lu、「あの人」といえるとき la と

覚える。なお、性差はないので彼でも彼女でもいい。  

●日本語は「これ、それ、あれ」の3種に分けるが、アルカは tu（これ）と le（あれ）の

違いしかない。英語と同じ。  
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●動物は人間に近いと思えば luだが、そうでなければ tu。話者の感覚に基づく。 言語学

的にいえば、アニマシーが高いものほど luになりやすい。 

 

1-7:指示形容詞 

 

三人称の tuと leは名詞の前にきて、「この」「あの」の意味を指す形容詞となる。  

tu miik（このリンゴ）  

le miik（あのリンゴ）  

 

また、名詞が有生の場合、指示形容詞は lu, la を使う。  

lu fian（この女の子）  

la fian（あの女の子） 

 

1-8:所有代詞 

 

【指示所有代詞】 

  一人称 二人称 三人称 四人称 

有生（近） ant 私のもの tiil あなたのもの luut 彼のもの eles 誰のもの

有生（遠） ant 私のもの tiil あなたのもの laat 彼のもの eles 誰のもの

無生（近） ―― ―― tuul これのもの eles 誰のもの

無生（遠） ―― ―― leet あれのもの eles 誰のもの

 

英語のmyやmineなどにあたるもの。myおよびmineが antにあたる。重複を除くと7種

のみ。  

tu et ant（これは私のだ） mineに相当。  

tu et miik ant（これは私のリンゴだ） myに相当。この用法は所有形容詞で別途説明。  

 

tuulや leetはあまり使われないが、例えばこんな場合に使われる。  
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時計からネジが落ちたとする。tさんが拾って「これ何の部品？」とkさんに聞く。kは時

計を指して「そのネジはそれのだよ」というとき、「それの」が tuulにあたる。英語の its

と同じ。  

 

複数形の所有代詞は尻尾に esをつける。例えば「私たちのもの」は antes。「あななたち

のもの」は tiiles。 

従って表は省略する。 

 

【非指示所有代詞】 

  疑問 譲歩 全体 部分 特定 任意 選択 零 

不定 ―― ―― 
ilet 

すべての

vitte 

一部の

xeet 

何かの

fiit 

何かしらの

welet 

どれの 

yuute 

ないものの

有生
neet  

誰の 

netalet 

誰かしらの 
illant veilant xelant filant wellant yuulant 

無生
toot 

何の 

totalet 

何かしらの 
iltulet veitulet xetulet fitulet weltulet yuutulet 

 

指示以外の代詞に-(e)tを付けると、所有の意味になる。 

後置される。 

vitteに注意。 

例文の中で覚えるのが手っ取り早い。 

 

tu et melk neet? これは誰の時計？ 

le et vaik totalet a. あれは何かしらかの部品だろ。 

tu et rob welet? tu az le? これはどれの蓋？こっち？それともあっち？ 

 

1-9:所有形容詞 
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●「私の」「あなたの」などは所有代詞を形容詞として使って表す。  

miik ant（私のリンゴ）  

amel tiil（あなたの妹）  

leis laat（彼の絵）  

 

●それ以外の名詞の場合、接続詞の eを使って所有を示す。  

miik e fian（少女のリンゴ）：一般名詞  

miik e miir（ミールのリンゴ）：固有名詞  

 

●母音で始まる語の前では、eは tになる。  

"t"一文字だけだと文中で浮いてしまうので、'を挟むのが通例になっている。  

antis t'arbazard（アルバザードの文化） 
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1-10:三人称詳細 

 

【三人称単数詳細】 

  
三人称・好感・主格

等 

三人称・悪感・主

格等 

三人称・好感・所有

格 

三人称・悪感・所有

格 

有生（近） luumi(こちらの方) luube(こいつ) 
luumin(こちらの方

の) 
luuben(こいつの) 

有生（遠） laami(あちらの方) laabe(あいつ) 
laamin(あちらの方

の) 
laaben(あいつの) 

無生（近） tuumi(こちら) tuube(こんな) tuumin(こちらの) tuuben(こんなの) 

無生（遠） leemi(あちら) leebe(あんな) leemin(あちらの) leeben(あんなの) 

 

【三人称複数詳細】 

  
三人称・好感・主

格等 

三人称・悪感・主

格等 

三人称・好感・所有

格 

三人称・悪感・所

有格 

有生（近）
luumis(こちらの

方 )々 
luubes(こいつら) 

luumins(こちらの

方々の) 

luubens(こいつら

の) 

有生（遠）
laamis(あちらの

方 )々 
laabes(あいつら) 

laamins(あちらの

方々の) 

laabens(あいつら

の) 

無生（近）tuumis(こちら) tuubes(こんな) tuumins(こちらの) tuubens(こんなの) 

無生（遠）leemis(あちら) leebes(あんな) leemins(あちらの) leebens(あんなの) 

 

三人称には好感形と悪感形がある。作り方は次のとおり。 

1:三人称の母音を伸ばす。lu→luu 

2:好感ならmi、悪感ならbeを付ける。luu→luube 

3:所有格（属格）ならnを付ける。luube→luuben 

4:複数形なら sを付ける。luube→luubes、luuben→luubens 
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*n は属格の-enから来ている。sは複数の seから来ている。 

 

文法的な使い方は普通の三人称と同じ。 

luube（こいつ） 

luube lutta（この野郎） 

tu et luuben da.（これはこいつのだ） 

bend luubens（こいつらのエサ） 

baz aku lax tuube a?（おめぇ、こんなの食いてぇんか？） 

tuumi leeze et laami tauanen anne.（こちらのお傘はあちらのお客様のものでございます） 

 

*tauan laaminだと「こちらのお傘はあちらの方のお客様であります」という意味不明な文

になる。なお、laamin tauanは文法的にありえない。laat tauanと言えないのと同じ。la tauanen

が正しいことを考えれば分かる。 

「tauanを修飾しておりそれに属格の enが付いている」と考えるので laamiになる。laamin

は不可。これは la tauanenや laabe tauanenにもいえる。［｛［｛［｛［｛（あの）（客）｝｛｝｛｝｛｝｛のもの｝］｝］｝］｝］

という構造をしているためである。属格を止めて「あの客の傘」に戻した場合、esn e la tauan

になることからも laaminでなく laamiが正しいと確認できる。 

 

好感形は好意、丁寧、親近感、価格の安さ、偉大さ、量の多さなど、自分にとって高評価

のものや好都合なものを意味する。 

悪感形は嫌悪、野卑、疎遠さ、価格の高さ、矮小さ、量の少なさなど、自分にとって低評

価のものや不都合なものを意味する。 

ひとえに丁寧や野卑と捉えると、『紫苑の書』のレインのような大人しい女性が使うこと

に違和感を感じてしまう。好意や矮小さなど色々な用法があることを念頭に置くこと。 

 

misentant mil sala mist halasat tuumi renal a men.（このようなお言葉をちょうだいして、誠にあ

りがとうございます） 

an aaxa laxat leebe lfis!（あんな人生なんて少しも望んじゃいなかった！） 

leemi gart（あんな大金） tuube gart（こんなちっぽけな額）  
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なお、女性語は下記の通り変化する。有生にしかない。単複同形となる。 

laami, laamis→ansiel 

luumi, luumis→lusiel 

laamin, laamins→ansiett 

luumin, luumins→lusiett 

 

ansiel te velnaren mil mist xiilasat yuna lij siina. xom yuta vil klos lusiett aano（あのお方は幼いころ

の私を可愛がってくださったのよ。この方が仰るような悪いお方ではありませんわ） 

 

 

三人称が細分化されていると、ti（あなた）や tiil（あなたの）にも丁寧や野卑があるのか

と思うかもしれない。 

tiなどには位相というものがあり、三人称よりさらに細分化されている。 

例えば ti（あなた）に対して、halka（貴方様）やbaz（てめえ）などが10種類以上もある。 

位相は丁寧感や野卑感のみならず、話し手の性格や話し手と相手との関係まで示している。 

 

【三人称漠然詳細】 

  
三人称・好感・主

格等 

三人称・悪感・主

格等 

三人称・好感・所有

格 

三人称・悪感・所有

格 

漠然（近） lendi(このような) gaato(こんな) 
lendin(このようなも

の) 
gaaton(こんなもの) 

漠然（遠） klens(あのような) vandol(あんな) 
klensen(あのような

もの) 

vandolen(あんなも

の) 

 

soa（そんな）とその属格 soan（そのようなもの）を漠然（近）という。soaは tuを漠然と

させたものである。 

yua（あんな）とその属格yuan（あのようなもの）を漠然（遠）という。yuaは leを漠然

とさせたものである。 

上記はそれらの好感形と悪感形である。所有格（属格）は単純に enを付けるだけであるが、
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まず使わない。 

 

misentant mil lendi rens（そのようなお言葉、ありがとうございます） 

an sin vandol namo laaben（あの野郎のああいう態度が気に入らねぇ） 

 

【場所詳細】 

  場所・好感 場所・悪感 

場所（近） flej（こちら） beke(こんなところ) 

場所（遠） laaf(あちら) okel(あんなところ) 

 

atu（ここ）の好感形を flej（こちら）、悪感形をbeke（こんなところ）という。 

lyu（あそこ）の好感形を laaf（あちら）、悪感形をokel（あんなところ）という。 

三人称の好感形・悪感形と合わせて覚えておくと良い。 

 

sant fians nan flej, ret（こちらにおかけくださいませ） 

arte, xino noan setat yu leebe vas okel!（あぁ、私の可愛い息子が戦争なんかであんなところで

死んでしまうなんて！） 

 

1-11:動詞 

 

動詞は主語と目的語の間に来る。  

an ke felka（私は学校に行く）ではke（行く）が動詞。  

 

時制（テンス）や相（アスペクト）や法（ムード）は動詞と絡めて表現される。  

例えば「行きたい」は希望の副詞 laxを付け、ke laxとする。  

 

個々の事例についてはテンス、アスペクトを参照すること。 

 

1-12:テンス 
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●時制（テンス）の種類●時制（テンス）の種類●時制（テンス）の種類●時制（テンス）の種類 

 

テンスは過去、現在、未来、通時、無時制のテンスは過去、現在、未来、通時、無時制のテンスは過去、現在、未来、通時、無時制のテンスは過去、現在、未来、通時、無時制の5種。種。種。種。  

 

動詞単体では無時制になる。動詞単体では無時制になる。動詞単体では無時制になる。動詞単体では無時制になる。 

無時制は「時制に意識を払わない」という意味で、通常は話者の喋っている時間にあたる。 

つまり、現在形にあたることが多い。  

 

通時は時間に関係なく一定であるという意味。私は男だという場合、一生通して男なので

通時である。  

ただし、一生通して男なのは言わなくても分かるので、一々通時を使わず、実際には無時

制を使うことが多い。  

 

通時は副詞通時は副詞通時は副詞通時は副詞 lut を動詞の後に置くことで表す。を動詞の後に置くことで表す。を動詞の後に置くことで表す。を動詞の後に置くことで表す。  

an lab lut（私はいつも働く）  

日本語にするときは「常に」「いつも」などをつけて訳すとよい。  

 

現在は副詞現在は副詞現在は副詞現在は副詞 tur で表す。で表す。で表す。で表す。  

たいてい話者が喋るのは現在についてなので、通時同様省略され、無時制になることが多

い。  

現在の副詞を使うときは現在だとしっかり言いたいときなので、日本語にするときは「今」

をつけるとよい。  

an ke tur（今行くよ）。  

 

過去は副詞でなく動詞語尾過去は副詞でなく動詞語尾過去は副詞でなく動詞語尾過去は副詞でなく動詞語尾atをつけて表す。をつけて表す。をつけて表す。をつけて表す。  

過去は無標な時制ではないので無時制には回せない。かといって未来よりは遥かに頻度が

高い。  

そこで副詞でなく、より早く言い表せる動詞語尾を取る。  

an fit miik（私はリンゴを与える）→an fitat miik（私はリンゴを与えた）  
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なお、開音節で終わる動詞には atでなく tがつく。いらぬ母音の連続を避けるためである。  

an ku（私は言う）→an kut（私は言った）。  

 

未来は副詞未来は副詞未来は副詞未来は副詞 silをつける。をつける。をつける。をつける。  

an ke sil（私は行くだろう） 

 

●過去の●過去の●過去の●過去の ses 

過去形は atのほかに sesでもよい。  

sesは副詞で、silや turと同じ使い方をする。  

an ke ses（私は行った）  

 

ちなみに、日常的に atでなく sesを使うのは、アルカだと軍隊用語の位相になる。  

その場合は、日本語にしたときは「自分は〜であります！」調で訳すのが自然だろう。  

 

ところで、sesが最も出るのは文末純詞としてである。  

過去の副詞としてはそれほど用いない。  

では文末純詞の sesとは何か。  

 

例えば日本語では「彼に昨日初めて会ったが、彼は目が青かった」という。  

だが、よく考えれば「目が青かった」というのは不自然である。その人は生涯に渡って目

が青いからである。  

「青かった」というのは、話者が体験した時間が過去であるというのに過ぎず、彼の目が

青いことが過去なわけではない。  

そしてこの違いを表現するのが sesである。  

 

「彼は目が青い」は la til ins soretである。  

la tilat ins soretにすると、前は青かったが今は違うという意味になる。  

これはカラコンを着けていたケースを除いて不自然である。  

 



271 

 

自然に言う場合、la til ins soret sesである。  

ここに sesが出てきている。  

sesは「laが tilすること」にかかる過去ではなく、この文を喋っている「私」から見た過

去である。 

 

なお、sesを付けずに la til ins soretとしても誤りでも不自然でもない。単に客観的な事実を

述べた表現となる。 

 

1-13:アスペクト 

 

将然将然将然将然、開始、経過、完了、継続の、開始、経過、完了、継続の、開始、経過、完了、継続の、開始、経過、完了、継続の5相を持つ。相を持つ。相を持つ。相を持つ。  

基本的に時制と同じく副詞で表す。  

このうち頻度が高いのは経過と完了と継続で、これらは接尾辞で示す。  

 

将然将然将然将然は「〜しそうだ」という準備段階を表し、は「〜しそうだ」という準備段階を表し、は「〜しそうだ」という準備段階を表し、は「〜しそうだ」という準備段階を表し、satで表す。で表す。で表す。で表す。  

 

開始は開始は開始は開始はkitで表す。で表す。で表す。で表す。  

 

経過はある行為がまだ終わっていない途中の段階で、動詞語尾経過はある行為がまだ終わっていない途中の段階で、動詞語尾経過はある行為がまだ終わっていない途中の段階で、動詞語尾経過はある行為がまだ終わっていない途中の段階で、動詞語尾orで表す。で表す。で表す。で表す。 開音節では r

になる。  

 

完了は動詞語尾完了は動詞語尾完了は動詞語尾完了は動詞語尾 ikで表す。で表す。で表す。で表す。開音節ではkになる。  

in（見る）→inik（見た）  

 

継続はある行為の結果がまだ残存していることを指す。  

例えば「座る」の skinを継続相にすると「座っている」になる。  

継続相は動詞語尾継続相は動詞語尾継続相は動詞語尾継続相は動詞語尾 esで表す。で表す。で表す。で表す。skines で「座っている」を意味する。  

 

 

以上を踏まえ、例えば座るという動詞をとると、アスペクトは下記のようになる。  
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skin sat 座ろうとしている  

skin kit 腰を下ろしはじめる 

skinor 腰がだんだん下がっていく 

skinik 尻が座面についた  

skines 座っている  

 

また、語尾も副詞もつけない素の状態を無相という。  

例えば eskで「雨が降る」である。無相は開始・経過・完了をまとめた相である。  

 

なお、ここで述べたのはアスペクトの基本である。  

実際にはアルカはアスペクトが7相あり、定動詞と不定動詞の区別もある。  

 

1-14:再帰動詞 

 

アルカには「座らせる」はあっても「座る」という単語はない。  

「私は座る」は「私は自分を座らせる」というフランス語のような表現をする。  

an skin nos（私は自分を座らせる→私は座る）  

 

ただし、この手の動詞は目的語に自分が来るのが無標であるから、通常nosは省略される。  

従って、通常は an skinという。はっきり再帰だと言いたいときに、nosを付ける。  

 

再帰動詞を取るものは、姿勢動詞が多い。  

寝る、座る、立つなどから、あくびをする、笑うなど、さまざまなものが再帰動詞となる。 

 

再帰動詞として使えるかは、各動詞の格組を見て判断する。 

意味的に sol（主語）＝yul（目的語）になることができれば、その動詞は再帰動詞として

の用法を持つ。 

なお、格組とは動詞が取る項の組み合わせのこと。例えば fit（与える）という動詞の場合、

与える人と与えられる物ともらう人の3項が必要になる。これらの項の組み合わせを格組

という。格組は動詞ごとに異なる。 
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1-15:繋辞 

 

繋辞は動詞 etで表す。etの後ろには形容詞や名詞が来る。  

an et kai（私は大きい）  

non et min（私は女だ） 

 

●繋辞のテンス 

 

動詞に使う時制の副詞や動詞語尾をそのまま使う。  

例えば「今行く」はke turであり、現在の副詞 turを動詞keに付けて表す。  

そしてこの turを単体で使うと、繋辞の現在形になる。etは不要。  

 

an tur lif（私は今は若い）  

an at kai（私は大きかった）  

la sil sor（彼は背が高くなるだろう） 

 

●繋辞のアスペクト 

 

etは「〜である」という静的な動詞で、アスペクトを持たない。  

「〜になっている」とか「〜になりそうだ」とか「〜になった」と言いたいときは、em（〜

になる）を使う。  

 

em sat（〜になりそうだ）  

em kit（〜になりはじめる）  

 

過去形にしたいときは emat satのようにする。  

 

また、完了の ik、経過のor、継続の esを emik, emor, emesの代わりに使うことができる。  

tu ik har（赤くなった）  
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kaam tiil or kaaf（君の頬がだんだん赤くなってきている） 

 

●否定の繋辞 

 

繋辞以外の動詞では、否定は副詞enを動詞の前につけて示す。例えば en keで「行かない」。  

では繋辞の場合 en etとなるのだろうかというとそうではなく、繋辞の否定はdeである。  

 

an de min（私は女ではない）  

 

頻度が高いので補充法になっている。  

過去形のときはdetになる。 

 

1-16:自動詞 

 

アルカの動詞はすべて他動詞である。 

「いる」でも「死ぬ」でも他動詞で、目的語を取る。 

 

動詞ごとに自他を覚える必要はない。 

他動詞しかないということは、「落す」はあっても「落ちる」がないことになる。 

ではどうやって「落ちる」を表すか。 

 

繋辞の後に動詞を置くことで、自動詞になる。 

an met ti（私は君を落す）のmetは他動詞だが、これを自動詞に変えるには下記のようにす

る。 

 

1:まずこの動詞metを繋辞の後に持ってくる。 

2:次に、主語に落ちる人 tiを持ってくる。 

3:すると ti et metとなる。そしてこれが「君は落ちる」にあたる。 

 

落ちる経験者が主語の位置に来て、認知しやすい文頭に現れている。 
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また、他動詞と同じ語形のmetを使って自動詞を表しているため、自動詞と他動詞で別々

の単語を覚える必要はない。 

 

なお、「落ちた」という過去の自動詞はどう表すか。 

ti et metという自動詞文において、本動詞はmetでなく etであるから、過去の繋辞 atを使

う。metはいじらない。 

ti at met（君は落ちた） 

 

では、「落ちない」はどう言うか。 

繋辞 etを否定し、deにする。 

ti de met（君は落ちない） 

 

「落ちなかった」は？ 

deの過去形のdetを使う。 

ti det met（君は落ちなかった） 
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2:概説Ⅱ 

 

2-1:形副詞 

 

形副詞は形容詞と副詞の混成である。  

両者とも元となる語形が同じなのでこう呼ばれる。 

 

●●●●形容詞形容詞形容詞形容詞 

 

形容詞は名詞の後ろに来る。  

ket lisで「小さい猫」。 

 

●●●●副詞副詞副詞副詞 

 

副詞は一般副詞(leimfreyu)と純副詞(levafreyu)に分かれる。 

純副詞は法副詞(yunerfreyu)と遊離副詞(dalsfreyu)に分かれる。 

 

一般副詞は「形副詞+el」で作る。  

「小さい」が lisなら、「小さく」は lisel。  

副詞は通常「主語＋動詞＋目的語」の後に置くが、そこでないといけないということはな

い。  

 

an badat elen vienel. 私は机を強く叩いた。  

 

vienelで「強く」。  

vienだけだと「強い」。  

 

なお、elは母音で終わる単語の後では lになる。  

la klosat axmal（彼は論理的に主張した） ＊axmaelは不可 
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形容詞にかかる副詞は elが付かない。 

☓la et vien tinkal → ○la et vien tinka 

 

●●●●遊離副詞遊離副詞遊離副詞遊離副詞 

 

aluutは「必ず」という確率の副詞だが、意味的に副詞であることは明らかなので、わざわ

ざ elを付けない。  

elを付けなくてもよい副詞を純副詞といい、中でも場合によって elを付けられるものを遊

離副詞という。 

確率のほかにkalma（しばしば）のような頻度を表すものも遊離副詞になる。  

 

遊離副詞は動詞の直前か直後に置かれる場合、elを付けない。それ以外の場所に置かれる

場合は elを付ける。 

aluutやkalmaは動詞の直前に置くので、an aluut vast tas（私は必ず試験に受かる）なら el

を付ける必要はない。しかし動詞の直前から場所を移せば an vast tas aluutelのように elが

必要となる。 

なお aluut, an vast tas a!というように、感動詞ないし文頭純詞のように遊離副詞を使う場合

は elを付けなくてもよいことがある。 

 

an vast tas aluutel = an aluut vast tas 

 

遊離副詞かどうかは辞書を確認されたい。詳しくは幻日 freyuを参照。 

 

●●●●法副詞法副詞法副詞法副詞 

 

英語の助動詞に当たるもので、可能や希望などを表す。  

可能は sen、希望は laxといい、axt senで「書ける」、axt laxで「書きたい」を意味する。  

 

senや laxは動詞の直後に来て elを伴わないので、純副詞である。  

言語学的には「法」を表すため、純副詞の中でも特に法副詞と呼んでいる。 
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遊離副詞と違い、法副詞は位置を動かすことができない。 

なお、命令の reなどは動詞の直前に置かれる。 

 

●●●●よく使う法副詞よく使う法副詞よく使う法副詞よく使う法副詞 

 

lax 〜したい 希望 

van 〜しよう 意思 

sen 〜できる 可能 

vil 〜できない 不可能

das 〜したらどうか 提案 

fal 〜すべき 義務 

flen 〜してもよい 許可 

xiit 〜しよう 勧誘 

sil 〜だろう 未来 

yu 〜される 受動 

re 〜しろ 命令 

 

アルカでは動詞の未来形を作る silや受動態を作るyuも文法的には法副詞に含まれる。 

 

●●●●余録余録余録余録 

 

前置形副詞、命令も参照のこと。 

 

2-2:前置形副詞 

 

●●●●前置形容詞前置形容詞前置形容詞前置形容詞 
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形容詞のいくつかは前置される。  

例えば前で見た指示形容詞がそうである。（厳密にはこの tuは形容詞ではなく代詞）  

tu miik（このリンゴ）  

 

また、基数も前置される。  

ko miik（ひとつのリンゴ）  

 

強調や限定の caも前置される。  

kilseles, ca freian（剣士キルセレス） 

 

●●●●前置副詞前置副詞前置副詞前置副詞 

 

命令、依頼、禁止、否定などは動詞の前に置かれる。  

re axt（書け）  

en luna（来ない）  

 

日本語の「使用しない」のように否定が最後に来る言語では、「使用」と聞いたときに思

わず「使用するのか」と思ってしまい、最後で否定されてガクっとなることがある。  

そのため、最後を聞くまでウズウズさせられることがある。  

 

アルカではそれをなくすため、否定は前置する。まず否定だということを宣言してから内

容を述べる。これのおかげで後からひっくり返ってガクっとくることがない。  

否定の形副詞は enである。従って、en miik（リンゴでないもの）や、en ke（行かない）

という表現ができる。  

 

命令については命令を参照のこと。 

 

2-3:命令 

 

命令は法副詞 reなどを動詞の前に置いて作る。  
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  命令禁止

常体標準 re den 

常体丁寧 ren te 

敬体標準 mir fon 

敬体丁寧 sant leu 

 

*santの女性系はmyun。 

 

主語を略して動詞から始めても命令形になる。この点は英語と同じ。  

 

re axt（書け）  

fit（与えよ） ku（言え）  

re ku（言え）  

sant rens（「仰れ」に相当するが、日本語的には「お申し付けください」が妥当な訳）  

den ku（言うな）  

leu rens（「仰らないでください」に相当。上と同じくkuは丁寧な言い方では rensになる）  

 

2-4:格詞 

 

格詞（かくし）は、名詞と動詞の関係を表す。格詞の後ろには語句も節も取れる。  

英語でいう前置詞に当たるが、格詞がすべて前置詞と同じというわけではない。  

主格(sol)と対格(yul)の格詞は基本的に省略されるが、倒置や強調があると省略されない。  

 

よく使う格詞を参照すること。 

 

2-5:よく使う格詞 
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以下によく使う格詞を挙げる。  

 

sol：主格：主格：主格：主格  

動作主格や経験者などを表す。通常は省略されるが、倒置や強調の際には復活する。  

yul lu sol an siina（彼のことが私は好きだ）  

 

yul：対格：対格：対格：対格  

主に対象を表す。通常は省略されるが、倒置や強調の際には復活する。  

用例は同上  

 

a(l)：与格、終点格：：与格、終点格：：与格、終点格：：与格、終点格： 母音で始まる語の前に付くと、母音で始まる語の前に付くと、母音で始まる語の前に付くと、母音で始まる語の前に付くと、alになる。になる。になる。になる。  

1:物や行為を受け取る者を表す。  

an fitat lei a la（彼に本をあげた）  

 

2:移動の着点を表す。  

an lukat al ate（店まで歩いた）  

 

3:時間の終点を表わす。  

an axtat lei a durne（私は夜まで本を書いた）  

 

i(t)：奪格、起点格：奪格、起点格：奪格、起点格：奪格、起点格 ：母音で始まる語の前に付くと、：母音で始まる語の前に付くと、：母音で始まる語の前に付くと、：母音で始まる語の前に付くと、itになる。になる。になる。になる。  

a の反対。「〜から」。  

an taf lei i kib（棚から本を取る）  

an lunas it arbazard（私はアルバザードから来ました）  

 

ol：場合格：〜の場合に：場合格：〜の場合に：場合格：〜の場合に：場合格：〜の場合に  

「もし」に当たる格詞。接続詞でない点に注意。  

an ke sil ol la ke van（彼が行くなら私も行こう）  

 

hot（唯一）を付けることによって「〜のときに限り〜する」という意味を表す。  
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an ke sil ol hot la ke van（彼が行くときだけ私も行こう＝彼が行かないなら私も行かない）  

 

ka：場所格：場所格：場所格：場所格  

場所を表す。言語学的にはふつう処格と呼ばれるもの。  

la miksator ka ra（彼は家で歌っていた）  

 

im：時格：時格：時格：時格  

時点を表す。英語のwhenや atなどに当たるが、whenと訳すときでも接続詞にならない点

に注意。  

la inator teik im an ke（私が行ったとき、彼はテレビを見ていた）  

 

kon：具格：具格：具格：具格/ vit：不具格：不具格：不具格：不具格  

行為に伴う道具を表す/道具を使わなかったことを表す。  

kilat kon{vit} diol（のこぎりで切った/のこぎりを使わないで切った）  

 

ok：随伴格：随伴格：随伴格：随伴格/xed：不随伴格：不随伴格：不随伴格：不随伴格  

行為を行う主体的な仲間を表す/仲間がいないことを表す。  

ket ok{xed} la（彼と一緒に行った/彼と一緒でなく行った） 

 

●●●●格詞の順序格詞の順序格詞の順序格詞の順序 

 

明確な順序はないが、例えば下の例文なら次の並びが一番自然である。  

なお、格詞が取るのが語でなく節になって長くなるほど、その格詞は後回しにされる傾向

にある。  

下の場合、im格が im toxelだったら、ほかの格より前に来ていた可能性が十分考えられる。  

 

sol（主格：通常省略） an inat（動詞）yul（対格：通常省略）jan hal（上格） waka kon（具

格）flan ok（随伴格）hacn im（時格）xelt ik nok  

（私は月が出たとき、丘の上で、友達と一緒に、望遠鏡で、空を見た） 
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2-6:純詞 

 

純詞（じゅんし）とは文頭・文中・文末に現われ、文全体を修飾するものである。  

カンマに当たるツンクという点記号はあってもなくてもよい場合がある。  

es ti sot? （何でそうしたの？）  

len, la metat melk! （やはりあいつが時計を落としたのか！）  

 

文頭に来るものは文法的で客観的なものが多く、文末に来るものは心情的でモダリティを

表わすものが多い。  

例えば sin（命題に対して嫌悪感）、siina（命題に対して好感）, kok（確認）, sei（不確定）, 

na（〜な気がする）などはすべて文末純詞である。  

la sontat an（彼は私を撫でた）  

la sontat an siina （彼は私を撫でてくれた）  

 

また文頭には一般に接続詞と勘違いされやすい son（では）,yan（そして）,tal（しかし）,veil

（さもなくば）,man（なぜなら）などが来る。  

これらは格詞でも良いが、純詞にしても良い。  

格詞にした場合、動詞の時制が主節との対照になるので注意。詳しくは時制の一致を参照

のこと。  

 

なお、文中に来る純詞は挿入として扱われる。an, hao, ket（私は、当然のことだが、行った）

のように。 

 

●形容詞と副詞と文頭純詞 

 

一部の形容詞は副詞や文頭純詞の用法を持つ。 

例えば aalは形容詞としては「特別な」、文頭純詞としては「特に、とりわけ、中でも」、

副詞としては「特別に」 という意味を持ち、それぞれ文法的な使い方やニュアンスが異な

る。  
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sel aal 特別な日 

aal, la et hax. 特に彼は優秀だ。 

an ket axoka aalel{alskolel} im fis. 今日は特別に（普段と違って）遊園地へ行った。 

 

aalのような例は他にもkils, koot, ap, leim, len, monなどがある。いずれも文頭純詞と形容詞

で少し意味が異なる。 

 

●文末純詞は心を作る 

 

古アルカは話者の位相や心情をよく表す言語であったが、制アルカの機械的なやり方で位

相表現が減った。  

ところが後期制アルカになるにつれて位相表現が特に文末純詞で発達した。  

これを見るに、アルカという言語は根本的に位相表現が好きらしい。  

 

新生もそれを踏襲しており、位相表現が細かい。  

女性であるか、若いか、大人しいか、上流階級か、何信者か、何人か。  

こういうのが位相だが、位相の違いを最もよく表すのが代詞と文末純詞である。  

 

また、話者の心理状態を描写するのも文末純詞である。  

従って、文末純詞が心を作ると言っても過言ではない。  

 

同じ不確実の文末純詞を取っても一般は seiというところ、大人しい女性は eyoという。  

このように、同じモダリティでも位相によって言葉が異なる。  

この細かさは日本語以上であり、アルカが文字だけでもいかに位相を表現できるかという

ことを示している。 

 

2-7:平叙・疑問・否定文 

 

これまで平叙文の作り方を説明してきたが、疑問文と否定文はどう作るか。 
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●疑問文 

 

1:文末に?を置き、イントネーションを尻上がりにする。  

2:文末純詞mia?を置き、イントネーションを尻上がりにする。  

例 ti siina miik mia? あなたはリンゴが好きですか？  

 

1より2のほうが丁寧。  

女性の場合、通常miaがmianになる。 

 

●否定文 

 

否定する単語の前に形副詞の enを置く。  

前置するので注意。  

 

ti en ke felka. あなたは学校に行かない。  

en ti ke felka. あなたでない人が学校に行く。  

ti ke en felka. あなたは学校でないところに行く。 

 

●否定疑問文 

 

Don't you like apples?に対し、英語では好きならyesという。  

日本語にすると、好きなら「いいえ」と答え、逆になる。  

 

アルカの否定疑問文の答え方は日本語式がメインである。  

「好きじゃないのよね？」と聞かれたら、「好きではない」ことの真偽を聞かれていると

アルバザード人は考える。  

もし好きなら「好きではない」は偽になるから、「いいえ」、つまり teoと答える。  

この現象はアルカに付加疑問がないことと関係している。 
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しかし、相手が明らかに肯定を期待している場合は否定疑問文に対して英語式に答えるこ

とができる。  

例えば日本語だと、強引に上司に飲み会に誘われる際、「え、お前来るよな？え、来ない

の？来 な い の？？？」と聞かれたときは、「あ、はい行きます」という答えの容認度が

高まる。  

否定疑問文「来ないの？」に対し、yesのときに「はい、行きます」と答えている。これ

は英語式である。なぜかというと、相手が肯定を前提としているからだ。  

 

これと同じ現象がアルカにも起きる。  

相手が強く肯定を要求しているときは英語式で答えてよい。  

だから厳密にいえば axとか teoだけではどちらなのかわからないのだが、実際の会話では

空気を読んでわかることなので、日本語と同じく取り立ててコミュニケーション上の問題

にはならない。 

 

2-8:接続詞 

 

●接続詞は主に語と語の論理的関係を表わす。  

 

●文や節同士を繋ぐのは接続詞でなく純詞や格詞になることが多い。  

 

●語句同士を繋げるoや重文を作るooなど、元々接続詞であるものと、saenのように格

詞から規則的に作るものがある。  

 

連言と選言、同格の接続詞、括弧の tie〜tun、格詞を接続詞に、比較、関係詞の leを参照

のこと。 

 

2-9:連言と選言 

 

●連言と選言 
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弱連言・強連言・弱選言・強選言がある。弱連言と強連言はアルカの用語。  

順にoo,o(/記号でも可),az,ulで表わす。  

 

強連言は、名詞と名詞、形副詞と形副詞、動詞と動詞など、同じ階層の語句同士を結ぶ連

言である。 強連言にはoを使う。  

an siina aples o miik（私は杏とリンゴが好きだ）  

*aples,miikや aples/miikでも可 

 

弱連言は要素同士を異なるレベルで繋ぐ接続詞である。要するに重文を作る。「〜し、〜

する」と訳す。  

弱連言にはooを使う。ooはツンク（カンマ）で代用される。  

an ket ez, skinat a skil（私は部屋へ行って椅子へ座った）  

 

強選言 az は t az k の形で使い「tかkのどちらか一方という」意味になる。  

aples az miik（アプリコットかリンゴのどちらか）  

 

弱選言ulは t ul kの形で使い、「tかkのどちらか」を表す。  

ただ、azと違って tとkの両方とも選んでもいいのが違いである。  

aples ul miik（アプリコットかリンゴ、或いはそのどちらでも） 

 

●連言・選言・強選言を論理的に捉える 

 

以下はド・モルガンの定理を参考にするとよい。  

○∨で強選言を示す。 

 

tu et har o gek (赤くて丸い)：p∧q  

tu et har ul gek （赤くて丸いか、赤いが丸くないか、赤くないが丸い）：p∨q  

tu et har az gek （赤いが丸くないか、赤くないが丸い）：p○∨q  

tu de har o gek = tu et en har ul en gek（赤く丸いということはない）：¬(p∧q)＝¬p∨¬q  

tu de har ul gek = tu et en har o en gek (赤くも丸くもない）：¬(p∨q)＝¬p∧¬q  
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tu de har az gek （赤くて丸いか、赤くも丸くもないのどちらか）：¬(p○∨q)  

 

tu et har o gek（これは赤くて丸い）を否定して tu de〜にすると、接続詞は上の表に従って

ulに変わるので注意。tu de har ul gek（これは赤くも丸くもない）。  

もしoのままにして tu de har o gekとするとニュアンスが異なり、「少なくとも赤くて丸い

という両方の性質は備えていない。赤いか丸いか片方、あるいはそのどちらでもないかだ」

という意味になる。 

 

●「その他」の表現 

 

また、「その他」の選択を示す方法がある。選言に alt を加えるだけである。  

aples az miik az alt（アプリコットかリンゴかそれ以外のどれか）  

aples ul miik ul alt（アプリコットかリンゴかそれ以外の中からいくつ選んでもいい） 

 

●whetherの表現 

 

azを使って「そうであるかどうか」を表すことができる。  

tie〜tun 節と呼応することが多いが、省略可である。  

non en ser nan siina la az（彼のことを好きなのかどうかわからないの） 

 

2-10:同格の接続詞 

 

同格はツンク（カンマ記号）によって示せるが、同格接続詞delを使って表すこともでき

る。  

delの後には同格内容が続く。  

fian del miir = fian, miir (ミールという少女）  

 

なお、主格と同格になる場合はxel、対格と同格になる場合は lexを使う。  

これらは接続詞でなく格詞なので注意すること。  
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tu et rat xel ti ar vav（運動するのは良いことだ）：ti ar vavという節と主語の tuが等しい。  

an ser tu lex ti siina la（君が彼女を好きだということは分かってる）：ti siina laと目的語の tu

が等しい。 

 

2-11:括弧の tie〜tun 

 

語句や節が長くなりすぎてしまう場合は、tieと tunで対象を挟む。  

それによって区切れが明白になる。  

non retat tie laal tau sab ank fiina non tun a kaan.  

（私は、お母さんが私のために可愛い洋服を買うようにしむけるよう、お父さんに頼んだ）  

 

tie, tunは laalからnonまでをまとめており、retatの長い対格を明瞭に示している。  

tie, tunは文意を明瞭にするときに使う。あるいは誤解を防ぐときなどに使う。普段は使わ

ない。  

 

上の文は冗長で、ふつうは次のように言う。  

non retat a kaan yul laal tau sab ank fiina non.  

 

また、tie, tunは数学の()としても使う。 

(3+4)は tie vi fok val tunと読む。 

 

2-12:格詞を接続詞に 

 

格詞に接尾辞の enを付けて規則的に接続詞にすることができる。  

an inat ket sa galt（私は門の前で猫を見た）の場合、saは格詞なので inatの格である。ゆえ

に私が門前にいたことになる。  

 

一方、an inat ket saen galt（私は門の前の猫を見た）の場合、saenは接続詞なので、もはや

格詞ではない。  
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saenは inatの格ではなく、ketとgaltを結ぶ接続詞である。そうなると門前にいたのは私で

なく猫になる。  

 

この接続詞は sa（〜の前で）と saen（〜の前の）を区別するために使われる。  

こういった接続詞は他の格詞からも作れる。  

例えばkonなら an siina lem konen flelzol（私はバイオリンを使った曲が好きだ）のように。 

 

2-13:接続表現の強さ 

 

日本語の「しかし」と「しかしながら」だと、逆接の強さは後者のほうが主観的に強い。  

このように接続詞には強度があるが、アルカの場合は3段階の強度を持つ。  

 

「しかしながら」を強逆接とすると、「しかし」は中逆接で、「〜けど」は弱逆接のよう

に見える。  

そしてアルカでは順に tac, tal, deeと並べる。  

3種類用意することで同じ接続詞を連用しなくなり、のっぺりした論文調の文を避けるこ

とができる。  

 

なお、アルカで talなどは純詞であって厳密には接続詞ではない。  

そこで、接続表現と呼ぶに留める。  

 

接続表現の純詞の表は以下のとおり。 

 

 順接逆説 原因 譲歩結果 

強 hayu tac alman alfin soc, alson

中 yan tal man fin son 

弱 see dee, tet mil fien xom 
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（注1）女性は1段下げて使う。つまり、通常は弱を使う。  

（注2）deeは一般形。女性形は tet。  

（注3）socは alsonより強い。 

 

2-14:比較 

 

比較は4種の接続詞を使って行う。  

英語と違って形容詞が変化することはない。  

数学の＞、＝、＜を扱う感覚で手軽に表現できる。  

 

nodはmore thanに当たり、「より〜である」を表わす。数学でいう大なりである。  

kaltは less thanに当たり、「より〜でない」を表わす。数学でいう小なりである。  

kokは原級に当たり、「同じくらい〜である」を表わす。数学でいうとイコールかニアイ

コールである。  

enkはkokを否定したもので、「〜と違って〜だ」を表わす。ノットイコールに当たる。  

 

これらはいずれも接続詞として使う。だから何なのかというと、要するに動詞の後ではな

く、比較対象の間に挟まることになる。  

 

an nod la et kai（私は彼より大きい）  

an kalt la et kai（私は彼より大きくない）  

an kok la et kai（私は彼と同じくらい大きい）  

an enk la et kai（私は彼と違って大きい）  

 

I'm taller than himのように、比較対象を後置したい場合はどうすれば良いか。  

この場合、これらの接続詞を格詞として取り扱いなおし、an et kai nod la とする。 

このときnodは接続詞でなく格詞となる。 

 

最上級に当たる表現は形副詞の alka, avenを使って表す。意味はmost(-est), leastに相当する

が、文法的な使い方が異なる。  
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kai alka（最も大きい）  

kai aven（最も大きくない）  

 

alka, aven は形副詞なので、場面に応じて形容詞だけでなく副詞にもなる。  

an siina tu alkal（これが一番好きだ） 
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3:概説Ⅲ 

 

3-1:関係詞の le 

 

接続詞 leで関係詞に相当する文を作ることができる。  

語順は逆なものの、le は中国語の「的」に相当する。 

なお、母音で始まる語の前では l'となる。  

 

例えば「私があげたリンゴを見せて」は"sins miik le non fitat"となる。  

leがnon fitat（私があげた）とmiik（リンゴ）を繋いでいる。  

 

le以降の節の中で欠けている格詞が取る名詞は、leの左側に先行詞として来る。  

上の文では、miikは fitの対格であるが、miikが先行詞として前に出ているので、le以降の

節ではmiikが欠けている。  

 

leは指示詞の le（あれ）と同形なので、区別する必要がある。  

指示詞（あれ）の場合は前置されるが、接続詞の leは句や節の間に挟まれる。従って区別

は容易である。  

 

le galt（あの門）  

galt le ket xa（猫のいる門）  

 

英語のhad hadのように、偶然 leが連続することもある。  

galt le le gek xa（あの球がある門） 

 

3-2:whoseの相当物 

 

主格や対格は動詞にかかるが、属格は名詞にかかる。  

I know a place. you can eat X at the place → I know a place at which you can eat X  

——において、atは前置詞で、かつ、格を表す。  
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一方、I know a girl. The father of the girl is a doctorにおいて、関係詞は a girl whose fatherとな

る。  

at the placeと違い、元の文は the father of the girlの形である。このofは同じ前置詞であって

も格ではなく、接続詞的に機能している。  

 

機能的には、ofは属格に相当する。英語では属格だけ前置詞の中でも接続詞的である。ほ

かの格は前置詞の中でも格詞的である。  

関係詞は「特定の格を失った修飾節」と言うことができる。上の例だと at格が関係詞節中

で消失している。  

だがofは格ではなく接続詞として機能している。そのため、アルカはofだけ関係詞を作

れない。  

つまり、所有に関しては eを使って関係詞を作れない。言い換えれば、whoseだけアルカ

にはない。  

 

ofはアルカでは接続詞扱いである。ofに当たる関係詞を作るなら、orとか andなど、ほか

の接続詞についても関係詞を用意しなければならないが、そんな話がありえるだろうか？

それはもはや関係詞ではなかろう。  

英語ではofは格と接続詞の中間であるため、whoseを持つ。しかしアルカでofに当たる e

は純粋な接続詞なので、関係詞は持てない。  

 

では、whoseに当たる表現はどうするか。  

whoに当たる leを使い、さらに tilと lexを使う。  

 

I know a girl whose father is a doctor  

=an ser fian le TIL kaan LEX vals.  

 

無理に英語にすると、I know a girl who has a father as[that is] doctor.という感じになる。 

 

3-3:代動詞 
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代名詞の動詞版のこと。  

日本語の「する」、英語のdo などに当たる。エスキモー語などでも使われる。  

 

制アルカではあらゆる代詞が代動詞になったが、実際に使うのは to, so, soaだけで、稀に

xeが使われる程度だった。  

meなどは使われず、副詞として使われた。実情を考慮するに、to, soだけで十分であろう。  

 

ti tot la?（彼に何をしたの？）  

so{ar} xe a non（私にあることをしてほしいの）。制ではxe-al としていたが、使わなかっ

たので so の組み合わせで代用。  

so{ar} me（もう一度して） 

 

3-4:死生動詞 

 

死生動詞とは arを使った生動詞と、isを使った死動詞からなるものである。  

 

arは solが yulの機能を発揮したり、yulに何がしかの力を働きかけたり、yulという行為を

行ったり、始めたり、作ったりといったことを意味する動詞である。 

意味が広く定義しきれない。最も使う動詞のひとつである。  

 

isはその真逆である。「やめる」とか「消す」などの意味になる。  

 

また、「主語＋繋辞＋ar{is}」という自動詞用法もあるので注意。  

 

ar ate（店を開ける）  

ar tolx（訓練をする）  

is pam（明かりを消す）  

is rafel（宿題を止める）  

pam ik ar（明かりがついた）  

teeze es is（風が止んでいる） 
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3-5:受身 

 

受身は法副詞のyuを動詞の直後に置き、能動文の solと yulを入れ替えて作る。  

英語と違ってbe動詞は不要で、動作主をbyで表す必要もない。  

純粋に yuが入って solと yulが入れ替わるだけである。  

 

an tiia ti（私はあなたを愛する）  

ti tiia yu an（あなたは私に愛される）  

 

なお、受身にしたときの動作主は省略できる。  

la setat yuだと単に「彼は殺された」になる。  

 

また、日本語と違って迷惑感を表すことはない。  

受身は純粋に solと yul を入れ替えることによって、通常は強く焦点化される solを弱め、

逆に yulに焦点を当てる表現技法といえる。 

 

3-6:使役 

 

sols（使役）やvars（強制）などを動詞として使い、yulに使役内容を述べる。  

yulにはしばしば節がくるが、これは従属節なので、従属節の時制の扱い方に注意しなけ

ればならない。  

 

an solsat la ke（彼を行かせた）  

使役を受ける相手は、keの動作主である la。  

 

英語と違って動詞ごとに to不定詞と原形不定詞のどちらを取るのか覚えなくてよいので

楽である。 

 

3-7:従属節の時制 
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従属節とはアルカでは格詞節や関係詞節のことで、それ以外は主節となる。  

 

主節と従属節の時間は大概同一である。  

もし時間が同じなら、従属節は無時制を取る。  

もし時間が異なっていれば、時制の副詞をつける。  

 

la vortat im ti fias（彼が死んだとき、君が生まれた）の場合、死んだのと生まれたのが同じ

時間である。  

もし君が生まれたのが彼が死んだより前ならば、従属節も過去にし、la vortat im ti fiasatと

する。  

 

つまるところ、主節との比較で従属節の時制が決まる。英語とは逆の意味で時制の一致が

起こる。  

英語と違って大過去に煩雑な完了形を使う必要がない点で若干楽である。 

 

3-8:数 

 

数は10進法で、以下の通り。  

 

0：yuu  

1：ko  

2：ta  

3：vi  

4：val  

5：lin  

6：kis  

7：nol  

8：ten  

9：los  
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10：on  

11：onko  

20：taon  

99：losonlos  

100：gal  

1000：kot  

1'0000：sen  

 

位取りは4桁ごと。日本と同じで兆億万という4桁ごとの位取り。  

4桁ごとにアポストロフィーを入れる。  

日本語と違うのは一万を「イチマン」と言わず、「マン」という点。つまりkosenでなく

sen。 

 

●修飾の仕方 

 

基数は前置し、序数は後置する。  

 

ko miik（ひとつのリンゴ）  

miik ko（ひとつめのリンゴ）  

 

●代詞と数 

 

「何個」「ある数の」など、代詞に数の意味を持たせるには、代詞に接尾辞 alをつける。  

toal（何個）、xeal（ある数の）。  

toalを前置すると「いくつの」。後置すると「何番目の」。  

 

ti kuit toal miik? あなたはいくつリンゴを食べましたか。  

ti latat al omi toal? あなたは何番目のドアに入りましたか。 

 

●単数形と複数形 
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名詞に形容詞vesをつけると単数形、seinをつけると複数形になる。  

fian ves（単数の少女）  

fian sein（複数の少女）  

 

ko fianと fian vesは事実上同じである。  

通常ko fianを使うので、fian vesには一人で孤独なという意味が込められることもある。 

 

3-9:イントネーション 

 

ある部分を高く読むのはアクセント。語・句・節・文全体の音の高低を示すのがイントネ

ーション。  

両者は別物なので、別々の理屈がある。  

 

節・文は文末イントネーションで、語は文中イントネーションで示す。  

 

3-10:アクセント 

 

アクセントはラテン語や東京弁の外来語のアクセントに似ている。  

アクセントの法則はかなり複雑なので、概説では「東京弁を読むように読んでよい」と述

べることにした。  

例えば avelantだったら「アヴェラント」を読むように「ラ」を強く発音する。  

 

カタカナに変えれば大体OKだが、注意点がある。子音にはアクセントを置かない。  

アルシアは東京弁だと「ル」が高いが、スペルは alsiaである。しかし lにアクセントは置

けないので注意。 

 

3-11:メルテーブル 
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制アルカのｎ対語は学習には向いていたが、最後の母音がひとつ変わるだけで逆の意味に

なるのが欠点であった。母音ひとつ聞き漏らすと意味が逆になってしまうのだ。  

例えば sorが高いなら serが低いを意味する。これらは似ているので、誤解が起きやすい。

それでｎ対は消えた。  

 

だが、「1語覚えれば2語覚えられる」というコンセプト自体は良かった。  

そこで聞き間違えをなくしつつ、その効果を期待できる方法がメルテーブルである。  

メルテーブルでは次のような幻字のペアの表を使う。  

 

t k  

x s  

n m  

v b  

f p  

d g  

c l  

r l  

z j  

a i  

o e  

 

例えば tはkに対応している。また、xは sに。aは iに。  

danという単語があったとする。このとき、上の表を使うとdanはgimに変換できる。  

仮にdanが「深い」だとすれば、このように規則的に変換されたものを「浅い」と定義で

きる。  

そうすれば1語覚えてあとは変換テーブルに載せるだけで対語が覚えられる。  

これがメルテーブルの原理である。アルカでは teelvetという。 

 

●表のアンバランスさ 

 



301 

 

実はこの表はアンバランスである。hに対応するものはない。hは変換できないのである。  

また、c,rはどちらも l になる。そして lは rにしかならない。  

さらに、この表には載せていないが、語頭の f,vはp,bにならず、そのまま残る。  

 

hを変換しなかったのは音韻的にペアがなく、h自身の頻度も少なく、出てくる箇所も限ら

れているためである。  

c,rは2つ足しても lの頻度に勝てず、まして cは本当に少数しか出てこない。  

 

そこで c,rをまとめて lに対応させたわけである。  

なお、lは rにしかならず、cにはならない。cの頻度を抑えたままにしておくためである。  

 

fが語頭で不変化になるのは唾が飛びやすいp音を嫌うためである。  

といっても唾が飛びやすいのは語頭の有気音のp だけなので、語頭の f以外はpに変換さ

れる。v,bについても同様である。  

ちなみにこの現象は単語でも起こっていて、太陽の faal、光の far、白の fir はすべて制ア

ルカまではp音で始まっていた。 

 

●メルテーブルの適応範囲 

 

メルテーブルは機械的な処理なので、基本語には向かない。  

特にアルカのように元々の素材がある言語には向かない。ゼロからのアプリオリになら有

効だが。  

そこで、中級以上の単語に適応する。  

 

また、高級な単語についてはメルテーブルを使わず、接頭辞の alをつけて反対語を示す。  

例えば axma（論理的）の反対はテーブルに乗せると isniになるが、そこまで短くしておく

必要もない単語なので、反対語は alaxmaでよい。  

日本語でも「非論理的」のように「非」をつけているが、それと同じ感覚である。 

 

3-12:時間 
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●年月日 

 

年は salt、月はxelt、2週（半月）は adia、週は soot、日は sel。  

暦はメル暦という独自のものを使う。  

 

1週は14日。  

1月は28日。  

1年は13カ月＋ミュシェットの月（1〜2日間）。  

 

fis et to selal? 今日は何月何日ですか。  

fis et ne{to} sel? 今日は何日ですか：日は lantisなので、neでもOK。  

fis et wel adia? 今日はどちらの週ですか：週は arxeか sornしかないので、welを使う。  

fis et ne{to} xelt? 今日は何月ですか。  

fis et ne{to} salt? 今日は何年ですか：neと聞くと28周期で「セレンの年」などのように答

える。toと聞くとメル暦で「メル14年」などと答える。 

 

●時計 

 

時計は地球のものと同じ刻み方。  

時間はmiv、分は fei、秒は jin。  

mivの部分はアルミヴァの12神を使って表される。例えば3時はmiv 3ではなくpoenと

いう。 

 

tur et to melal? 今何時ですか。  

tur et ne{to} miv? 今何時ですか：hourの単位だけ尋ねる。  

 

ep, fenzel map?? えっ、もう10時！？  

aa, fenzel halm aa.... あぁ、まだ10時かぁ。 
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●一日の区分 

 

1日は8つに分けられる。ただし正午と0時は時間でなく時点なので、厳密にいえば6つ

に分けられることになる。  

アナログ時計の円盤にメルセデスのロゴを当ててみると、12時と4時と8時に3等分され

るのが分かる。  

 

0時が alfaaram  

0〜4時がvird  

4〜8時がviix  

8〜12時が faar  

 

正午が faaram  

12〜16時がharp  

16〜20時が cuuks（夕方が少し日本語より長い）  

20〜24時がdurne  

 

夜や朝という言い方はしばしば大雑把で、実際には4時間程度で社会的には人の動きが変

化するため、この言い方はしばしば便利である。  

なお、flavie（朝）, kaltie（昼）, lexie（夕）, xelie（夜）という4分割も広く使われる。 
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3-13:色 

 

色は「基本色」、「日常色」、「伝統色」、「専門色」に分かれる。 

 

●●●●基本色基本色基本色基本色 

 

最も基本とされる10色で、積極的に複合語要素になる。  

日本語の基本色は4色で、白・黒・赤・青である。茶色は含まれないため、茶色にしか見

えない赤味噌を「赤」と呼ぶ。  

 

ふつう複合語を作るときは基本色を用いるので、日本語では茶色でも「赤松」、緑でも「青

海苔」という。  

信号機を青信号というのも、基本色としての青が緑の範囲もカバーするためである。  

この事情はアルカも同じで、ふつう複合語では10種の基本色を使って命名する。  

 

基本色： fir（白）,ver（黒）,har（赤）,soret（青）,diia（緑）,imel（黄）,lette（茶）,kaaf（桃）,dolf

（灰）,lejemme（紫）。  

制アルカの歴史をくんで常にこの順序で並ぶ。英語より1色少なく、オレンジがない。 

 

●●●●日常色日常色日常色日常色 

 

日常生活をしていると基本色の10では到底足りない。  

水色や橙といった色も頻繁に使う。  

そこで、こういった色を含めたものを日常色という。  

 

日常色も複合語の要素になれるが、基本色ほどではない。  

日常色の数はせいぜい20程度と思われる。  

頻度が高いため、〜nimと言わずにnimを略すことも多い。 

 

●●●●伝統色伝統色伝統色伝統色(xistina) 
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アルバザードには1年366日に1色ずつあてがった366色の伝統色がある。  

これは基本的に複合語要素にはならず、日常生活で頻繁に用いられることもない。  

細かい色を表現するときに使うものであって、ふつうのアルバザード人は一部しか知らな

い。 

 

●●●●専門色専門色専門色専門色 

 

伝統色を拡張してあらゆる色を表したもの。  

地球でいうとマンセル値や色コードやＤＩＣで示したものにあたる。  

数が多すぎるため、マンセル値と同じくもはや名前ではなく数値で表される。 

 

●●●●色と感情色と感情色と感情色と感情 

 

色はさまざまな概念に応用される。  

どの国の人間でも赤を暖色と感じるように、色には言語を越えた共通の感覚があるから

だ。  

そこでアルカは色と絡めて覚えやすくした概念をいくつか持っている。  

注）この表は本来の色の並び方と異なり、暖色→寒色の順序で並んでいる。 

 

  赤 黄 緑 青 

温度 hart 暑い melt 暖かい diit 涼しい sort 寒い 

心情 harna 怒った melna 感動した diina 穏やかな sorena 冷静な

 

●●●●虹虹虹虹 

 

余談だが、虹(espafi)はアルカで4 色。赤、黄色、緑、青である。  

太陽は白。  

月は色ごとに異なる名前が付いており、プロトタイプとなる色が存在しない。 
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3-14:敬語 

 

●敬語３種 

 

尊敬語(soksvet)、謙譲語(listvet)、丁寧語(alitvet)の３種が存在する。 

 

・尊敬語 

 

尊敬語は動詞の前にmistを付けて示す。 

動詞は丁寧形になる。 

代詞は敬体を使う。 

ti ku tu a non→halka mist rens tu a meid. 

 

名詞の前にmiを付けると尊敬語になる。 

聞き手に対する丁寧さが後述する anで、相手に対する敬意がmiになる。 

従って、midyussouと andyussouはニュアンスが違う。midyussouは話し相手に、andyussou

は聞き手全体に対する敬意。 

miveldと anveldも意味が違う。anveldは「お酒」という単なる丁寧表現。miveldは相手に

対する敬意なので、その酒が相手の所有物や製造物であることを暗示する。 

同様に anhekkaは「お手紙」という柔らかな表現で、mihekkaは相手からの手紙という意味。 

ちなみにhekka自体がやや子供っぽいので、mihekkaは妙。anhekkaは問題ない。 

なお、ここでいう相手とは目の前の二人称でなく、話題に上がっている三人称でもよい。

丁寧は対象が聞き手全般に渡るという違いがある。 

 

・謙譲語 

 

代詞の敬体が謙譲語となる。尊敬語と合わせて使う。謙譲語を使うのに尊敬語は使わない

のは不自然。 
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謙譲表現は主に「〜させてください」という句で表す。 

mir yuus men rens tuで「申し上げる」。ここではkuでなく rensを使う。 

mir yuusatで過去依頼形にすると「〜させていただきました」の意味になる。mir yuusat men 

axt est fiina salaで「代筆をさせていただきました」の意味。 

 

・丁寧語 

 

丁寧語は文末純詞を使う→an(7), aata 

 

名詞の前に anを付けると丁寧語になる。anveldで「お酒」。andyussouで「あなた様」。

anvikで「殿方」。 

 

●相対敬語 

 

アルカの敬語は相対敬語で、絶対敬語の韓国語などとは異なる。 

家柄の良い娘は父親を尊敬語で freinoaと呼ぶが、人の前ではkaan noanと呼ぶ。 

 

アルバザード人は一般に自分でも他人でもそうだが、誰かを貶めることで誰かを持ち上げ

るというやり方を好まないため、豚児や愚妻などといった謙譲表現は「やりすぎ」と感じ

て避ける傾向にある。 

 

●動詞 

 

前述のとおり、動詞の前に副詞のmistを置く。 

 

mist luna：いらっしゃる 

mist tau：お求めになる 

 

mistを伴なう場合、kuは rensになるなど、動詞は丁寧形になる。 
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mist ku→mist rens：おっしゃる 

mist kui→mist xen：召し上がる 

mist sab→mist lein：お召しになる 

mist mok→mist xidia：お休みになる 

 

●名詞 

 

本来的に丁寧形を持つ名詞があり、それが丁寧語として使われる。 

 

kaan（父）：freinoan（お父様） 

esn（傘）：leeze（お傘） 

 

anやmiを付けることもできるが、あらゆる名詞に付けるのは慇懃無礼な印象を与える。 

単語単体で文を作る場合など、状況に応じて anやmiを使う。 

 

×"halka mist xen anrei anmian?"（お酒を召し上がりますか？）：くどい感じがする 

○"anrei?"（お酒で？）：動詞が欠ける文なので名詞で丁寧さをフォロー 

 

・形容詞 

 

形容詞や副詞にmistやmiは付かない。 

 

●丁寧語の an 

 

・文末純詞 

 

a, eには anna, anne。同様に au, euは annau, anneu。 

eyoはmiliaは anneyoで yunkは anxii。 

naは anam。 
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それ以外は単に anを付け ansete, ansei, ankok, antisse, antiseeのようにする。da, de類には aata, 

aanoがあるので anを付けない。 

20年にクミールが造語。21年大会議で採用。 

an系純詞の用例をここでまとめて掲載する。 

 

・感動詞 

 

estol「よろしく」：普通 

anestol「よろしくお願いします」：丁寧語 

miestol「お見知り置きを」：尊敬語 

 

miを付けると尊敬語。anを付けると丁寧語。 

ansoonoyun「おはようございます」 

ansentant「ありがとうございます」 
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4:ねこにっき 

 

 アルカにはオリジナルの漫画やゲームも存在する。ここではインターネット上のアルカ

ユーザーが制作した漫画『ねこにっき』を例示する。 
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四章：小説『夢織』 

 

1:前書き 

 

 『夢織』（ゆめおり）は全文アルカで書かれたファンタジー小説である。 

 舞台は現代アルバザードで、死神の少女紗枝（さえ）が夢喰いと呼ばれる死神たちと戦

うというストーリーである。 

 夢喰いとは、人を絶望に陥れ、その魂を食う死神のことである。 

 紗枝は夢織という種で、魂を奪う代わりに相手を幸せな夢の世界へ誘う能力を持つ。 

 

2:本文 

 

 以下が本文となる。日本語どころか地球の文字や単語はひとつたりとも含まれない。 
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407 y y 

 

 tu et durne e 5 sel iten lamsae bezet l'at alagel im xelt e ruuj, xel nainan sein mix lexn 

t'alklax i seelarna t'arbazard le landor melsel, ke atu taxel.  

 luus ke atu kont lo tio vei felan tovat xok maldel. son luus na vem, ku vil em fi ka xe felez.  

 omi e felez es rig vamel. yan elen sein es lufabad al aks. fok tu aks til eri hanel. taik xe 

felan vortes ka lat e felez kont eri es ekx i jam. yan frem tu, xa sol vortmain alt le tan 

sabes fels.  

 im tu durne, nainan sein alkik 1 felan del falsan ilia. tal lu allfis, ku yuu pefel a nainan. 

taik lu ov vil minj tis. mon lu lfis, tal si kolo mon yun leeves atolas.  

 3 felan xa pot felez, xel felan le vortes ka lat, les allfis, fok les vortes frem falsan ilia.  

 ala to at sod a luus 3 felan sei.... 
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y w cuuks velt  

 

 sae milmor seerel ka deko l'alis lukor mioxel.  

 xelt e ruuj, adia t'arxe. sae vaj arbazard im tu salt in. tu salt sil sort sei.  

"waa, non et xina mil ar sen xelk im lamsae"  

 lu evand luwaakl a sae sam o gax. hasl luut et lant ont aalo yun lem. tet el nask sen tu im ser 

lu et mei e xe naxet.  

 lu mana kaax nos et tio yuuma lutia emo sorit en sor ul hait, sir en fir soa, pidl lette del 

nia nie, yuu siia e menif o nifzams, noxra veigl kaen alas, tolis 16 del feme mimom o 

yunfi, fok pels ont els dazen malt.  

 tal gaato reiyu leim et vana on yulem --aal lets-- xel selotan le vator nosse ar lem ka xion 

t'anjur xi toon sel. see soa mesa mioxes lu kont tu lamsae yunen xant e fiine fandes xalte. 

alson lu nap elf mile iten siel firem osn kont lukor fia l'or erfi.  

 kleevel lunat xi 3 xax e saam. kleevel tis et velt mer im tuo t'alis ka tu kad.  

 im felxi, alis tolxat selot ka arxetsems e felka. mei alt leevat sa lu, tet lu tolxat onkel vesel. 

yan venat tur et map rak varfant xed dunex man lu fanas a selot sin.  

"tee, non viz dunex xan. haizen, haizen"  

 yan xi tu, lukor deko xed koksems. sae alxa sedo total fo --aal bia palmel dajel. klal seer da. 

yuu felan xa frem lu fin tu et ruuj. im tur, atu et velt mer.  

 

 im tu, lu xaklik fo lis, xalt tap vein, kler silfi.  

"tu et... lets eyo?"  

 alis eelik a tu pial.  

"hqm? tu te felez sete?"  

 fo lis lunand i les alis xat sa liset.  

"tu et zal a. yuu tix non xat lyu nya"  

 lu leevor deko, tal xi tu, jigik sar van a felikl man ser lax ne aror tuumi kler. xiel, lu et 

ruuf mil xeltluk fiima.  

 latik a lestlat, luk epn, mod naf.  
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"hqr? tespam t'epn es is xan"  

 tespam fremen felez le lets xa es is fin tu lut ar im tuo. xe ises tu sei. olta aven, soan de 

alis.  

"atu et alvelt sin..."  

 lu tem fo e lets i lie t'epn. aluutel sol xe xa ter.  

 alis lukor en minxel tal xaklik xe zal im tu.  

"m? lala es lu aror lets ka felez tatta pam eyo? non xar lu in vil selot ranel"  

 monok, tik po.  

"hqmm... lu et ne eyo? knoos nyaa"  

 

 xi ask, lu lukok sa felez. felez til rokomi on tu felka. el let tika im leev atu. leim, omi e 

felez til tems e diad zaim l'em tems enzaim im deyu yu. ol soa, son el in vil em pot e 

felez.  

 alis homik omi entel o hemel kont sedo bia enzel. lu in vil pot e felez var tems man el 

hom xir omi veinel lana miyu tems a zaim. alson lu in kit var jixi.  

 yan lu insik mana kaen lets. lu et xiel felan t'arnamana tex fels l'alis tan sabes, fin lu jins 

sen tu en merel man atu et alvelt.  

 lu et wel vanon sei. lu aluut til melx l'apia felnif ka haltak. tal lu sain vil tu it atu. lu 

insik eel laat ati kalis. lu lo nos en in siia la.  

"arte, lu et axk a lets"  

 im alis alsip xef ok fo, mana xtamik romel. kler e lets ik is.  

"ag! lu xaklik non sin"  

 alis ik rommag. lu lo la yuki van kles fast tis. son lu lad kit kles axk. tal lu mana eelik al en 

alis tet xi nozet.  

 alis jins sen tex vemo luut hot tis yul lu na vem. lu mana eves las a lets, na nik ento tifl 

sat seles.  

"te...teo!"  

 lu tem xiv e mana, daptik. xe alt xa atu xa?  

"te luna yuna!"  

 mana vexlik tal ov vil man na vem in.  
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 alis daptik kont til naver.  

"wein... to or sod??"  

 im tu, vemo kai yunen arvekt ik nok a bal. vemo e las lukor manan.  

"...!"  

 lamel, alis insik tu del xe le sabes teebe ver lukor mana entel, ya, entel.  

 teebe tiles mark kon las. yan tu mark lades vemo kai yunen inje alvelt xa.  

 mana vexlik xed xiv. see lu bik meljien, badik teebe pipel. meljien ik dakt a tak e teebe, 

ik met al aks, ik rig.  

 teebe evik mark a flel e mana seerel.  

 alis in tu, na vem, vexlik lisel, metik mesk rekel sin. im tu, teebe xaklik tu, eelik al alis.  

 

"to--"  

 alis fixik ins nozet.  

 lu del les sabes teebe de lan. mon lu de lan, olta aven, lu de kum tis. lu yun seho... haadis.  

 lu seho til vime nok o yek fef on eel. yan til ing gek l'or met yun, fok eel l'es ges yun 

vortmain. tu et xanmain e teebe tisee.  

"te, teeeeeeeeeeeeo!"  

 alis lef kit ok vexl kai.  

"lala leebe et to?? lef, alis, re lef!"  

 lu lef ok mesk kont em sat niks ras di. lu mib nos em dakt a lason e naf daksel.  

 lef enzel, rikik i felikl. tal jikniksik ka naf, ik kape al ako le sae es hant al.  

 lu xtamik enzel, lef kit me yun bolk. yan rikik lefel i deko xi niks di.  

 

 xi felka, alis lukok konoote le di xa ok bant, monok lamel.  

 tu et ai xel alis na ani tinka romel. lu hah kit lana sip xef. hel vil om nos lefat enzel ati 

soa. na melis man lefes filel. til melsir ento niak a vinl e lanfont.  

"leebe at to.... leebe at to eyo..."  

 le de lan. le ses vemv.  

 xalet... adel? ova... melhadis. ya, adel l'axet jiot im ordin?  

"vinsa! lam, non kekl xaf nain! teebe evat mark a flel e la mana!"  
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 alis fitik yuno a zam. tal xi foni, lu monok me man lok soa.  

"hai, non rens ax to a nain eyo? "ter, nainan! non inat adel yunen haadis vandor xe 

mana"? wein alis, ti lo ne xar gaato??"  

 alsip xef filel kont from.  

"vat.... kaat senxan e? on vemv imen tu feme. wein... re rafis, alis. tu et ruuj, xelt e wain. 

xe sems ul saim vilot anos vendol sete"  

 sipik sap im tu mil.  

"ya, vendol! teolo, alis! lala es xian en xaklat gaato tis a. haa, non klos sen tu hot olta aven 

lex tu saim ul sems rakl sil xamel au"  

 nak ani romel ento lapx lunak mifel.  

"haa, apen apen. leev, non kolt fan"  

 

 ra luut xa varzon liine. son lu yol lop sov felka o noxra. i konoote, koa a lop. nod xelt 

leim, len pot xal lika fien varfant.  

 kend i lop. mols 15 fei via i lopn a ra kon zam. na sort on tu zam mil teeze bult e 

jandior.  

"uuua, sort sort. arte, lena teu minfelan leines lus fiina en tette eu. aa, dyussou mirok et 

latis xanel,? on vars lena lein soa adyut fef t'arnamana"  

 lukok noxra l'el klit vil lex doluuya siiyu merel. kon xtarez le ladand bia, kor al aks 8. tu 

lut bob mil lozveld e towa dipit. ova faar le na dad on kem im, beke ik latia katu vadel.  

 

"soonooo"  

"lunan, etta"  

 hom omi, xiv sor ont ank kekkok alis.  

"hei, felnoa"  

 amel da. til nia imel l'et fil o knak, fok eel lant. mon tuube et adin, tet alis nos as jivel 

van lu fian nod nos on lantati.  

"tyu koltik novel nanna? vilot na kulan e. leev, nekomimi im fis tisse"  

 tu et zet axk luut da. see alis xaklik lu sabes sasab kaaf le fiinya xa.  

"alfi tyu ladat dunex im fis,? artfian"  
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 kont lat a lestez, lu kuok.  

 

"lunan, alis"  

 poen del laal axivik imal. lu et myul a miva saal kalt elt, tal til yuno vein nod selt io, 

fien et moa saaz.  

"papa et nei?"  

 kaan lab ka lopvent. son aaxa kolt sen vadel im tuo. tet alis asmik naanel.  

"ya, mil ruuj. saia, xenon xen xiit sa la e"  

 im alis skinik, poen asmik kont ov dapini kor hal.  

"xian te serip? hink?"  

 see en teosel mer, poen latik las a xos t'alis.  

"hik!"  

"haizen, xian te serip tet eves! lala es fien tu kmel"  

"myun mist gad a vendolan yuulia!"  
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y e  

 

 im sel kes, felmei lunas felka skolel.  

"heisoo, alis"  

 felmei le witik al alis sas lam et xiva del sian t'arxet le sols nia lette kor a jan yun 

pindkamt. see el jins vil tu et rat az yam xel lu kamt et ca altian t'alis.  

 im alis skinik, pind ik frem a lu yun oma nau --pin lu de lettebezn nod cazio fien 

sian. alis toak lozveld e towa fer im cazio lunak, xaklik samel lu ikn lut nif kok onen avl, na 

kit nal.  

"qp, soono, alis"  

 mana le lasmagik al alis kont or frem et miina del altis. sol lu jotat xiva al alis.  

"yoo, miinan. beg til sir yun firxist im fis tan. fok nagat lu asie kon ins a?"  

 tem tu, miina gotik dap t'alis ok nax.  

"beelo, firxist et zaim a, liif"  

 alis en hak siia sir luut yunen bakm man na txu. tal lu lut nom tu. kils, en sir hot tet ins o 

sorit ont ajet tan.  

"hqn? lala es tyu ser gaato"  

"ka begel, sa fou xelt weeze"  

 begel et lemra le luus yol lestel.  

"haan"  

 miina lasnek nia imel del liizet. lu et reiyu lant kont alis et mana ank olta alka ento lu 

kalma na pels on tu. taik teln tan. miina yunen parte faal telen alis yunen xelt. valet xalt 

alis, tu et saia sanje si vasn tis len em mayu mer.  

 

"kuim, twa xalat semsez xi le?"  

 im alis pefik "ya" fenel, miina ladik elet gyu kont ins xiva le wikik pefel.  

"nee, ren in tu"  

 ku soa, sinsik 1 arm del tilm e fis.  

"xe felan vortat ka lemez ter. twa en ines vert?"  

"ep??"  
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 na nik tinka ento flel ik nek.  

"nask sen dis na nik soa. sol dis xat tu lemez kaak"  

 arm sinses vert e soda l'at sod ka lemez in. vortan et twar, alfi hixn al alis du 1 felnif. 

tils oktes est luut del xier ok sec t'eel. lu et aluut la. sec e vortan et myul tinka a vemo e la 

mana.  

 lonkvortim et durne e toxel. vortan sit vix in. yuu xaklat vortmain kalt faar. les sakat 

vortmain lamel et evoan. im lu sakat mana, la vort moa.  

 hai vortman et saak. vals as jins vil vortman in. mana sit vix, fok fixt e fanktab tan at tif. 

op, lu vortat mil en cajik. vortmain luut et myul tinka a vortan le vort ifi in. tal mana e 

15 vort sen romel yul ifi kon 1 sel tis sei? main luut en emat enda romel, hao. vortmain 

xalat lif daz mana. tal... lu vortat ifi.... tu eks to sei.  

 

"lu mana at mei e lemsems in a"  

 lemsems yol lut lemez 2 kont arxet so 1.  

"tu et knoos xel lu yolat lemez lenan e"  

"polton til kovlets kont laint et raeslets. tu et rexir yundi?"  

"hqm, senxan eu"  

 vortan del xier at fulmiia kont luus et milf. see lu et monia mer xalt alis sif olta lu yolat 

lemez amox.  

 fin alis fiok elf sod e toxel, lu na hao nik o vem a tu. ya, tu et alman sol lunos inat ca 

soan --le de soda tet veim da.  

(arte, non okt ax to a luan eyo.... aa, le tet vendol xan.... alfi, le vemv at kaks sete. re fas, axet)  

"lu en arates tespam ter. naa, om dis leevat lemez im toxel?"  

"xi varfant via"  

"novel soa ok yuu?"  

"tu at saia mil tyu korat begel kont miina arat ke mellab"  

"--fok kasmi felat lana flomtas ka ra ter. haan, diin na nal man dis de on a soda zal"  

 alis sinsik asex kont flora gyul.  

(tee, xiva, tuube te soda tio tet veim. non inat laabe le leines teebe, tiles mark)  
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 im tu, rendi del xafnan e tu saim lunak. halis e faarata. tur et lit varzon. see tu et skol.  

 rendi et alnaat o xaxan. lu axon lem, et kiltan t'arxet. kokim, lu tan et mei e "fiina" del 

naxet luutes im hot ar lem ka gote.  

(atta, lu tan et passo in. tal il tix non ser yuu, son il lo le et tio soda a)  

"saa, ami na flent il ser moa soda kaen lemez. yan ami ku on tu im tur. im toxel, minfelan e 

twar leevat atolas ka lemez. tex nain, lu sot romel, yan tu de veim tet soda ter. son na nal, 

flent il. yan ami fit a flent vei yul mel len dert o ladoova fiinaen leevan"  

 alis ar ladoova.  

(mano leebe te dia, son non sot fal fi na....)  

 vienik minj e ladoova.  

(vantant mil non elfat lyu, en alkat tyu. xilhi non)  

 

 

 harpnian duen 2 miv xike xax t'eram. tu et mel len harx o xook, fok lomo. leim, alis sif 

kui ka deko. tal luus kui pot felez im fis man font e deko es eves tin mil sae e toxel.  

 im alis dog pof, xiva tist kit tu helel.  

"le at soda xanel sei a"  

"le et to?"  

"hel, soda imen faar. ifivort et senxan sei"  

"jins vil aa..."  

 alis ixnik a lu kont til eel fir kal.  

"tu et sen xan xalt der xel soan et adel etta"  

 tal alis ixn sen yuu man na nik.  

"wein, xiva, te vem lu a. lu na moa vem mil xat lemez im toxel"  

"vant, vant. tal tuube et zal yam xalt miir kaak? lo to on tu, miina?"  

"on tu? alfi soan et adel xanel az? mon ser vert apiat ene onen tu. tal fix adel as imen tu 

feme"  

"yuu jins sen tu. mon orfen del ern e yuuma tifles vir im tur, fok axet setat divaik 

t'adel. tal laas setat en il. axma kaak?"  

"adel le fals.... hqn, xalt ema, tu as et zal xel lan lufat sen jan sa togal salt"  
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"son ak dis rans van alteej halen orfen a ,"  

"qm..."  

 miina daimik rens kont sins elet pels. tal lu na lux in. son lu fab kaam kont dog pof.  

"saa, ema tan lo ifivort et alaxma. passo, sinl xiit soan et adel"  

 xiva eletik lex hax.  

"weei, alson twa sil dia tales, fel dia adel ka artea--"  

"aa, tu et rat. son alis sil maas e tales a K"  

 xiva asex al alis.  

"no...non sil maas ̀ P"  

 kaam t'alis ik diaik.  

"ou ou, lulu rap rat teezemen"  

 miina ar pilpasex. lu na kax xel les jotat xiva al alis in.  

"xiva, son twa lod fal ximana sa tu"  

"ya ya, tizo men vosk van flomtas kes anramma, eetel"  

"ahah ,"  

 

"lad terk etek e"  

 im tu, alis xokinsik xe mana.  

"qp..."  

 lu et mana del sae le xa saim kok. lu kuir harx seerel ok yuu. el jins sen lu de mei e fi 

noxe ol vais lu. hel, alis en in siia sae oken fi.  

"nee miina, xen xiit etek ok sae tan?"  

 tal miina pefik tist nem hot.  

"qm..."  

"hqm? tyu sin la?"  

"hao teo. tet polte et monia a la"  

"xom iton xiit a la im tur nonno?"  

"ya, passo. saa pin la et dint ont en ikar... soona? alfi, ema na polte sil yufi al axel kont yol 

noa /"  

 xiva wikand haas rens e miina kont in mol.  
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"haan. passo, non vars elf lilis"  

 alis luk rak sae seerel, lad terk etek. sae kuir pof xed rens siet in tis alis.  

 

 

 alis kek lemez xi xax e saam. on xiva o miina, laas luna van xi fel ka leika lana flomtas ter.  

 sa alis, 1 mana lunas semsez. filnia ver o sir imel kalis ont ins lette dadal, fok main 

fiollixa le vei klit sen lex zeplet. nagisa domt da.  

"kasmi, tyu lunas vadel e"  

"...ya"  

 xel altian domt, lu nagisa pefik rens fenel. tee, altian alt yol arka veinel. lu reiyu lut 

ku kalol aalel.  

 selotan alis, xivan o sian xiva, anzolan o rsiila miina, xivan o lestjizolan kasmi, fok 

kiltan o roxkjizolan rendi --tu et ca fiina da. on 3 mei del minfelan, xinal, sab leins 

kok --pin en xinal on nife-- ento luus xim sen xaml kop ka sizet.  

"kuim, tyu at passo on le ve--soda?"  

 lent seer wikik xed rens kont fotoi hacna sante. tal tu et skol. tu namo en eks lu et naes. 

valet alis ser lu til liiver siiyu ranel emo farmati kaen lemra. im miks hot, xe mirok luna 

van lu lamia.  

 alis nap teel kovlets le xier xav vortat ka. nag kue mifel.  

"en na... vem?"  

"...kalis"  

"olta aven, ren sed "is" i tu e ̀ / passo, tolx xiit e"  

"xiyu. toi xiit hastel"  

 fol pian, luus 2 tolxik vesel.  

 

"aror?"  

 tontand flel kon lemmas, rendi ik luna lat.  

"na yai on flel,? xanxa"  

"tuube et teel t'altona flenzel, alis liiz"  

"xar tuube et teel e lan le xir vav e"  



323 

 

"arban si vime vien nod faberan a. tu et alman sean emat daak kon viid o dolmiyu o kami. 

sisles ka felka ranxel?"  

"xanel, et axk a pikt ter, dyussou >,"  

 rendi fatilik xe mas i zomvark e semas poten mesk, waxik tu a luus xed rens.  

"to anmian?"  

"re na nau kon ins nozet"  

 tex mas, arxet vastat flen len ar lem ka xion t'anjur, rafa ka sanjelika.  

"enxa..."  

 las and mag. kel sat le veim as.  

"sizet e lavandia tox klitat yu ratel in a"  

"xiva sif ser nei tuumi anmian?"  

"tee, mil xokket sa ezit"  

"kasmin! tuumi et siiyu e!"  

 kont paps, alis tontand flel luut. im tu as, nagisa sortliv as sins elet ruuf mil nau.  

 

"hei hei, tex tu xiv sol xiia o kasmin tan serat vert e mirok aaa?"  

 ok verx, xiva lunak ez. miina tan xa ok anzol. im mil del alis insik laas, lu waxik nos a laas 

ruufel.  

"xi--xixixian t'onjur!!"  

"ref nan, limel , see arkas >,"  

"saa orfen lad van miks sam daana?"  

 flox faga fiina kola, xiva kuok alminxel.  

"sern raaattt!"  

 alis o miina waxik memlas im kok.  

"tet... mel"  

 im tu, kasmi kuok lisel. see rendi estel luut kont fotoi.  

"sean si 1 xelt tis kalt xion t'anjur. kelk sam xont sil a?"  

"tu et axma. kaat polte lad xir tu i yuu"  

"a, sol non! non sates vei kelk ento toi sen xe im kest"  

"xanna?? son der axt van rens kont ter tu"  
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"passa passa. son nias van kelk a tol, alis"  

 

 xi ares vei kelk leim, alis xaklik fo nossel haas elf hastel, monok ji daimel. see lu fils kit 

kola sein. mon luus in alis pefel, tal yuu asm van sanje a lu.  

"hasan... noa tur mimom nanna"  

 il heles le soda in. xed rens, kola sein wikik entel.  

"...kor xiit begel yundi?"  

 il kaven alis wikik a rens e miina. see luus tilik lep, leevik lemez. tal var mef naf, alis 

xaklik si mesk kelel.  

"pent, lilis ren kor sa non"  

"aaa yaa"  

 

 mon alis til naver on sar a lemez vesel mil veim e toxel, tet tu mols foni lana mesk tis. 

alson alis nak nik vart im sakik xe xa pot lemez. ya, xe mana es xtam frem le lets xa, im alis 

homik omi.  

"--!"  

 tal tu de monia --sae del yunk e koksaim xa. sanje et knoos mer, tet komo lu ojes lets kon las 

fef o fir.  

 sae eelik a fo, insik alis kon ins ver. alis ik hono mil en xal luut hot tet olma o xalte tan. 

wel et rans tap, lu et lant rak da. sir dazen est luut, fiol le vik sein siina, eel ank o laft.... 

il vaik klos nos et mana lant. tal el ser tu sei, lex fiine lant rak sols el na vem. see tu cuuf 

iten tems vienes xalte luut.  

"tyu... tor atu? tu et arxeten tisse"  

"qm..."  

 loodel, sae na kit pels in. see xed sokta, lu rak alis, leevik atu sin.  

"...at semaim e xier liiz eyo?"  

 

 im lu rikik al epn, sae mi em mapel xa. alis luk kit taxel, keilukok miina sif.  

"...lala xille. ansiel et lua ne?"  

 tu et yev lam e miina im alis elak sod imen tur. xiva tan tikes po kont eves las a zid.  
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"ala es la xat orfant a. on a xier xav daana"  

"te xiis. dina on a soda e"  

 tem tu, kasmi ovik tem kalisel.  

"son te soda tet--"  

"--veim flenzel, pin vaden. diin miina, ar fonl veltloal e"  

"tet halka tan fix la malia?"  

 miina vana tel rendi pels. xel klitan t'arxet, lu sin hao gaato ene. tal xalt alis le ser tu et 

yul veim, xal e sae et saak tinka da.  

 

 i konoote mel, luus kor a kalzas milf le begel xa kon lop. pot xal lika xa. im soa melal, lop 

iten xiar lut lika da. taik tur et ruuj, hayu yuu skit et senyol. alis xtam kont niak al omi. lu 

nap teel selot nod nos.  

"passo? niak a der"  

"myu? passa passa, tuube et xet"  

"re nau der a"  

 see xiva letfaxik flel t'alis ento lu ik rae on kaam.  

"lo-- pot lop! pot lop tisseeee!"  

 vexlik tistel. tal xiva sek lu merel.  

"aaaa, kasmin kasmin, xenon na reia nannaaa? xed altian e, xed altian eee. hayu xenon fax 

xiit axel nonno!"  

"ol toe lan yu kokko anoz, silfkekko"  

"twa >, namo >,"  

"uwa uwa, te em xet on selan xel arnamanan"  

 xafnan gonik felan battel.  

"puppu, soa klit et daz a laasa kaaf yuulia"  

 

 lop lukok milf. it atu, begel mols 10 fei via. jan or velt mer. var langekka le yun vokka, 

luus lunak lemra del begel. ikl ifi ont ext et liefil daz est. mef naf l'ims di or met i bal 

ka, alfia kai o pop ik nok sa luus. see rak tu, liez han xa.  

"rsiila rensat tu et xelf mil polte ar flen 2 kelk xi liset ter"  
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 xi wit rsiila, miina elak soa.  

"xina a"  

 or lat a vaton skol. see sa omi, xiv ank o sor axivik alis xel "etta!".  

"felnoa? tyu lunas xan"  

"ya, lana ter kelk lilin e"  

 amel le tur tolis 9 tis sabes melte kaaf oken mels le nos aaxa sab ka ra. see lu repin altona 

oken titonia ver naverel.  

"haan...", alis aspik, tistik a tem lis. "lana ter kelk e RENDI XANXA, kilsel sete? gpppp"  

"te---!!"  

 romel, kaam e felnoa ik seron.  

"teolo, tyu selfian!", letik wasp t'alis ras alfou.  

 

 xi liset, sast nossel lunak. see felnoa leevik a liez kont alis sif xtam ke a sizet. pam vien ik 

lat al ins, tet tu et diite --rulna sen nos lfis tur. teran pipand xiv kai i liez ento erim 

luut nand palsa esil.  

(ya, sol tuumi et ca lfis. tur, non lfis!)  

 ok asex, alis vaisik miina del rsiila e "fiina" l'aror soven. see im soven ik took, xiva 

soktbad zon lana fit apat ras 3 kont palet "ko ta vi"--.  

 

 var kelk, alis xaklik xe lan l'et dim atu. lu xa looz e liez ok xelan. monel lu en na ban a xalte 

t'atu.  

"--sae xan??"  

 fol mil, alis kel sat koplet kes. i looz, sae vais lu seerel. see xe alnaat sor o lant xa amox. kok 

sae, lu vik tan et dim atu. mifel, alis elfik insrein luut, fana kit me a selot.  

"lala es beke.... len la et on a le veim haas miina...?"  

 xi sast, il tix alis sifetxen xiria ok elet diite.  

"alis, on twa?", sef anv.  

"teere... passo"  

"hqm? to at sod?"  

"mm?? a, tee, teo. yuu aalel e"  
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"dina orfen at rat a. hastel alka ses!", teex jam kon las.  

"xam sen, tix sia bezet moen"  

"tea soa, son ak cuud toit hastel a,? kasmi, baz >,", xaklik alis dint. "naa, ilpasso a? tomyai?"  

"te, teo. ilpasso e"  

 im tu, felnoa luna me, axiv alis. tal alis kuk "a ya" tis pefel. kont nis sex, felnoa ik frem a 

rendi, xook kit ok asex ank. yul lu, alis fils xed seles.  

  

 

 ka zok e mileeyu le vel faxes, sae satis xtames ok xe alnaat lant le sabes arn ver.  

"liize an lumiinel xalulet nan. pafet, nee la lumiine son?"  

"e lemez? alis teu koksaim yunol e. dina kolet pinas nanna yol fan arbalei, en tiaren atu 

lana em not a tu kad linoa,? lanvem"  

 see frexxe pefik "aa, hel" kont yuus nia fil ont erfi waan nos, kont saen et artnia ver 

baltel.  

"hai, es ti ket okel a. la et on a le veim?"  

"vatin teu xier vortat ka ez t'arxetsems fien lu at mei e lemsems. yuna xar arxet et kamil on"  

"alfi, xe et ca avelant?"  

 sae wikik seerel.  

"felan di mezand al axel yul le te soda tet veim. ax, tu et tia. tet vei tis et tap on soan et en 

adel tet avelant e"  

 ter tu, lanvem haizik.  

"saia, man lan kalo tis ser teln t'avelant enk ordin"  

"xam moe. il na tio avelant pio seles e vortan al ardel e", lapx fil o dad. "diin, kolet fix ax 

fiina in"  

"son an tab ax on la vortan, xier na"  

 

"ya... tet..."  

 elet dint vein. see lu melfik lanvem.  

"to?"  

"tuube et myulla fuo e, xel alis sif et on a le veim"  
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"hqr? tal... en semaim kok?"  

 sae alwikand entel.  

"yuna siina fiina teu naxet laint linoa, i terat lem im lavandia tox"  

"soa xa.... son ala es ti en nat ban sa sikt?"  

 ok elet lood, sae ik myuo it arn e lanvem.  

"mi? yuna nat ban ranel linoa?"  

"so...soa xa"  

"lanvem...? moe--"  

"oho oho.... saa, an tab ke tex onen veim"  

 kuk soa, lanvem axekik nos a vekm versoret, leevik atu lufal.  
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 alis lukor font e dol i leika a mileeyu im felxi. see lu densik sae le lunar i kor koot kont 

sontand las sort.  

"sae..."  

 sae xaklik alis, monok sa lu.  

"dens a. non aktat lu im toxel tan. ka semsez... fok begel.... kuim, lu xa tatta fi skolel in. lu si 

hacn eyo? xiel, la sin xook, non na"  

 alis ku soono im xokke. son sae kuk soono titil.  

"qm... lee"  

 alis kuk a lu entel.  

"ep?"  

 sae eelik al alis. eel luut et fir ento el jins lu et anvert. see valnbals et frem leika.  

"aa, tyu na melis mian? ilpasso?"  

"tee.... tio, xelk"  

 xiv lis ont ent e sae.  

"ya... xelk.... aa... xelk. hqm... son non na nan tan xelk tur"  

"?"  

 sae tik po. lu na yuu on toxel sei. il klit van sool luut e toxel at zal da. xalt alis tan, hao, 

vox luut et saak tar.  

"saa, lena xelk xiit kokko axel nonno?"  

"ep...?"  

 fatil lax fi tex i lu, silm lu et on a le veim.  

"alfi, qm... tyu rensat nan xelkor. see non rensat nan xelkor. xom lena xelk xiit kokko axel 

nonno...?"  

 lu das tu entel. yan sae eletik lex nik --eletik ati leiz tet mon na nik xalt la--, kuk pefel 

"kokko yuna...?".  

"ya, xelk en fil mes atu. tet tu et tuval lana lena xook al axel lamel sete?"  

 son sae wikik xed xiv. yan luus luk mak.  
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"nee, tyu lunas it am,? sae liiz. tyu at felan e lazka alt sete?"  

"ya, mil yuna at mextan"  

"len. yan it am?"  

"lutia..."  

"a len? non nat soa tex olma tuan e. tet tyu et axk tin al arbalei ter. hai, non na nom a tyu. 

lutia... teu fiaska e ridia lutia. non kor lan flej..."  

"soa? el rens yuna til ilt e tialei xalel. see le kad byui oz oz oz linoa. xom moe na sil 

buuna a"  

 luus lukok font e dol eknen reis. yan luus luk ekn reis. manaka l'et han myul arnamana til 

reis ul erei.  

 alis hixinik sae man en vais siia lu. sae til sir fir. xalt klit yam, lu et levn kal in. lu kalma 

si elet, dina lut til elet reia. lu til main lij, et lixa. ya, lu et lij xalt tolis in.  

 lu epis sania, hastes tu. see lu soknes xinia. artnia domt da. sabom e leins et leek daz min 

yukl. sabes adyut t'arnamana. tu et lol xel lu aajes en tankanse leim tet poanse imyu da.  

 hai, klit onen eel e sae, el ku sen lu et lant tin. saa, miina et lant yun parte, et alin kokn o 

firte. ol klit yam, lu et gank kal. alt, el ku sen sae et alin yun testeel. lu et ank o lant xel 

yunk domt. xiel, tuumi elet yunfi yunkem sae veinel.  

(tuube et asik xel non enk lu te lant soa...)  

 alis lapxik.  

(lu nad bas altian enat jig fan min alt. fok lu xiel en nad nan sil jax kont xen sen total. 

nom nom...)  

 

 hai, sae ku yuu ol alis ku yuu. im tur, alis maisik les miina kut. lu xam sen em la. mon tu et 

kin xel el xal xook alen sae. tal komo, alis en na melis a tu.  

"nee, tyu lo to on veim e lemez, sae liiz?"  

 alis toek tim romel lana fatil elet e sae. tal lu xalik elet yunen nagisa.  

"en soda tet veim axem?"  

"a... ya mil, tyu ser, ifivort tis et... zal sete? lan di rensat le et xiel veim yut adel an"  

"adel... yuna fix e...", getik ins.  

"son", alis jigik yuka van tim le nos toe moa. "es tyu xat lemez im toxel?"  
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 see sae lobik kuo kon las.  

"tu te zal,? xel en mei lunat lyu, taik yul lemra as"  

 sae hixinik alis ok kaam kaaf.  

"mon tu et zal xalt en mei tet... rufet...?"  

"...ep?"  

 reiyu evik las io a kaam kont in mol.  

"lemita e lavandia ses siiyu nya..."  

"a...alfi, tyu siina lenan?"  

"le kelk teu "fenlil" le felie arat ses rat tiina linoa".  

"aa...!", noa seex leevik diitel im tu foni. "haan, non naskik e. alson tyu xat lemez o begel 

sete!"  

"ar sil naxet im xion t'anjur?"  

"ya! rafa ka sanjelika tisse"  

"siiyu!", mox wis io sa jam. "yuna ter ke aluutel e"  

 ter tu, alis matik yuno merel man serik lu de on a le veim. lu ser est e kelk as. olta aven, lu 

et rufet xanel ter.  

"see luna xiit kokko non, sae. jot fan tyu al il e"  

"qmm", fonl insrein. "tet... non em xet nya"  

 alis bikik las, let lu a mileeyu kont ku "ilpasso. to naxet ris rufet lean?".  

 

 miina nekik dapini im alis meldik sae a semsez ento is anzol mifel. see lu ik frem al alis, 

tist kit.  

"wein, lala es laabe xa atu e"  

"lena arat evitloki tisse. tio la et rufet lenan de"  

"rufet?"  

 tem tu, xiva sinsik asex a sae.  

"son orfen kekko van ti a, sae san. ketta, ren ter lem orfant. xiyu,? kasmin"  

 see kasmi wikik ok "wel kelk?".  

"lu siinat em "fenlil" im lavandia ter"  

"hayu", arik koplet lam tuul. "xant xiit fenlil a, flent il"  
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 see rendi piok skil a sae.  

  

 xi kelk, sae xtamik ok elet firte kalis, kuk "tu ses siiyu e" ok pamp.  

"felie lut daj a rufet ento yuus luan ter kelk?"  

"en lut a. tal ti et koksaim orfant"  

"xom lena na nau fein e"  

"rafa sean lador kelk sam flenzel"  

"moe tan ses daat, xanxa"  

"kamelia lood e xafnan ranxel?"  

 ter tu, sae arik smsm ok "vaikel". alis sif en fix em sae --tix miina in. lu sins elf elet 

niit a lu xalel. xe xal saak xalt lu in.  

"nee, es xian siinat em naxet polton? on to vaik?"  

 lu asmik yun misk la. tal sae pefik sokta askel.  

"hastel e. hao, fe mei et axk a yulem. tet tu te il. yuna siina xalte kop felial"  

 tu et lood xel en miina tet ca kasmi sinsik elet nau a tu sokta.  

"ya, yuna kaax rata ekol et memirati"  

"sooono, kasmiiin! dis tur ank a!"  

 kont verx, xiva bagland kit flel luut. tet kasmi toek las luut kon anoz ok "tuube et himalsi 

xalt nagisa linoa".  

"ag! kasmi, baz >,"  

"manji nami so komeli nasilu halan watu yumi kaka diala tao"  

"den fonf kon nagili le der loki vil mesa soa hot ̀ , aa, yai yai, ento der flox vil em 

zon a. see il, kui ke xiit cuux ok keyu a"  

 rendi haizik ok lapx. "wei wei felan, ti xakles flomtas lunar?"  

"felan ail xir asip anramma, xanxa. see ti tan ke van kok,? rendi"  

"a, pent. ami til vend a"  

"nask, xanxa. xom liia leev van sa sala e. andoova"  

"ya, ketta"  

 

 im leev mileeyu, fian oken fels axivik al alis sif.  
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"ettaaa!"  

 tu et felnoa xa. fels t'elfiine tur lis kal a felnoa del xier.  

"lilis kor am?", xaklik sae. "wa! monia xan"  

"xxx, tuube et xille e. lu et sae satis teu koksaim lenan. see lena axo ke fan ka kalzas via"  

"non tan kor flen??" ok ins flip.  

"ol tyu em sen alit e"  

"xiiiyu!" ok memlas ima.  

"hai etta, qm... sol rendi xanxa?"  

"uude, la tur vokka"  

"tee, en uude tisse. tio non napat es xe mei mi atu aan"  

"ya ya", sontand nia luut niitel.  

 miina fit verx minxel a felnoa lank alis.  

"a hel, xiva, non fit fan kelk sam a tyu im tu durne e"  

"mm, soa mapel? tinka a. ya, xiyu"  

 

 leev felka, alis sif luulat a fleu, kalzas milf. see luus axot ka livaate fol 1 miv via. see xi tu, 

luus ket xe ate del mar lant kon lop. atu et siin vart sov felan sein im tuo.  

 ok sizl oken mar dipit, alis sarik skit le sae sares al. lu vator alis sif vesel in, siet kui 

mar yun oma le til rubie.  

"ahah, tyu xen kit flen sa lena e, sae"  

"ep? soa e? pentant.... yuna si konl mil si semaim e..."  

 ter tu, alis lapxik seerel, skinik alamox lu.  

"yuna lo, tio sol tyu stas fan asiz e. mon non serat yuu on tyu kalt fis, tet tur, non ser tyu 

et xink ikar nod nams"  

"yuna fix nya..., mil non et titi... dina dint"  

"ren xar non. mon tyu rens kalol lutel, tet on gaato tis, kasmi tan et kok sete"  

 alis fatilik hastol del uni fir i mesk.  

"ap, tu et les moe tafat kokko byarliva axem?"  

"sae, tyu eves dial a mesk?"  

"teeeo", alwikand entel.  
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"non tafat 2 eu. kok al axel tisse", waxik 1 a sae. "see ren mix tu, ev a mesk az myul, ret"  

"...moe fit tuumi a yuna xant?"  

"mano tyu xar vil rens noan im tur, son lena em xiit ark it axok e"  

 ter tu, sae arik smsm ok kaam kaaf. "lala es hastol nyaa".  

"tu et hao... qm axok et sofen. sof nod alem e lan a"  

"sentant, alis", evik ket fir a mesk ok smsm xal.  

 

"vais..."  

 im tu, xiv lunak romel rot xos ento alis ik xtam nikel.  

"waaa! ka...kasmi xan. lala xian te nik non e!"  

 tu et kasmi xa, l'in hastol ranel ok sizl. zekka sizl luut et lika mil mar dipit. lala ak lu til kem 

kai sei, fien tu main lixa.  

"kaat te volt yuo kokko xiv a >,"  

"...rufet", fit rens tistel kont tont flel e sae. "moe em sen mei. krak et senyol"  

"so...soa yuna lax en vartel nya... _,", ok nakx.  

"solvaaatt", felnoa ok sizl nozet"--dina, halka xen gaato du,? kasmi eeta"  

 laftel skinik mik sae. "yuna hatia xain e"  

 xiva sif tan lunak skit, op rens fiina felnoa. "komo lu ail kui xain ati di a"  

 sae kuk ok elet nad. "qm... tu et klia kaad teu floa or avix linoa, mil xain di et gaal a kem nya"  

 ter tu, xiva sif ik mono du foni, see im mil kes, luus il ik faisnax kont badand xos e sae 

imal le sins elet pels.  

"aaaaahahah K,, ti... ti et alka, sae. til ana rak a. kekko a fiina samel!", ok xiv rep ont erka 

t'ena.  

 

"hai, lilis sates lana flomtas?"  

 alis asmik al il naverel yun lu ev ax alishac ist kuuno.  

"re na atta! der sates yuu da!"  

"ema til vana hot le si honosanje!", memlas.  

"atta atta eee LP", ok enaxiv.  

 ter tu, sae pefik nakx kont kasmi arik lapx fil.  
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"see felie il amis fan yuna me, axem?", dog mar apenel.  

"alkalis, lua kasmiii!", ok artelas kai.  

"nee etta, kasmi eeta et lexe soa mi?", felnoa fils kasmi yun soks kit lu.  

"hao, mil lusiel xa mel, fien sin laasa wen"  

"xom eeta et lensliifa mian?"  

 sae fils jina. ya, ter siia est del kasmi on eda tuul.  

"qm... kasmi san, moe et ca kasmi sarbelia?"  

"tee, tu et kasmi enk", alwik.  

 

"kuim on lensliifa, ne xa eda el?", xiva kuok.  

"hqr? saa ova hinoto yuuan, kasmi sarbelia weeze. see mirok teu seel et..."  

"a tee tee, der eksat alkan. der tis ser tuube tis olta aven mil koknif"  

"xom lein yutia e narte, non na", mozik sol alis.  

"aa, hel hel. tal la en lades kisk na, enk liifa e regast. xar la de dait soa a"  

"lala rensik to ee. en ser ansiel en leev siia lensliifa it ik lat a tu?"  

"alfi la xalat lensliifa e ridia aluutel? arte, tee, axet, setyu klema nei adel anrammaaa!"  

"teeeeolo +,"  

"tet lein salan et yukl o titi vart sete? yukit kliz kaen lodpelt tis xel lensliifa ter, mil na 

txu e"  

"rafa la et kolte gastel, yuna ter siia. til teln rat art, il mez"  

"hqn, fok leemi olma teu eel yunen liifa o main anklis eu. taik ra axti ter. lala atolas et ifa 

t'asikati. on to vaik, ema et hax a la yundi!", nag xipi dagdel.  

 see xiva vais kit main e miina, kuk "mam... aluutel, olta ole et netal", ento toek yu pilel kon 

txulo t'ane. yan xiva yuvik toen 2 man galen "pent, an kut ax en mam tet almam alitel".  

 sae in luus banel, tet im tu, xaklik felnoa vais lu. see sae pefik insrein --fien naverel.  

"qmm... sae eeta yun lexe in"  

"mm? tyu rensik to,? felnoa. emo to?"  

"emo olma. ser,? il vaik klos lusiel et faan ont alit. lexenia, lexeeel, lexefels"  

"gaato vet xa tu fia xa _, tet non tan xam sen on lu et lexe. arte, non et xina. kokko lu, non 

vast sen tas!!", alsip toasap vienel.  
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"fel dia, eeta... /,"  

 

  

 

 xi cuux halm kaen mar lant, sae leevik alis sif ka lopn. see lu sarik a manaka le lanvem vator 

ka. jan et malis velt, fok sort yue. xed bia, sae latik a mileeyu le pam kalo tis es ar ka. var naf 

alvelt, lu lukok zok, sakik lanvem. tal tu et lood xalt lu xel sordat til tur xe keyu oken titonia 

fant.  

"ou, MIlantia e dyussou alhaik xa. misoonoyun?"  

 almana le sabes teebe ver arik naaxa danel ento sae nak dagd a tu wit aatan oken sikl. lala to 

et milantia del rakleavet da.  

"HADHACMA, dyussou"  

 sae tan pefik sikl a lu frexxel del diaset gimel, camia e vergina l'et 1 e milan t'avelant.  

"tuube et fuo art anne, lumir. liia akt siia axel xatta?"  

 sae fonlik insrein. sin tuube vik da.  

"ser? ka lizl lis del satis e lutia. im tol xalat en avelant tet lan leim. hel, halis del men ok 

alser del lu lanvem vandat kaan salen del tsetta t'avelant"  

"tsetta??", piinik gimel. "papa kantat yuna le vinsat yu a font sort xant...!"  

"anvantant, men at xille. men rensat ax "deman" de, mil lu vik kantat tol kont nektes nos et 

xink avelant, taik miyut lumir volx al avelant le vort vil tis"  

"la fitat fal eri e milan, veil yuna vortat!", ok vexl lis.  

"kax!", lanvem fatilik mark i jina, korik tu a gimel. "olta kola ses, der kilmet fal dis ol dis 

piyond versen onkel..."  

 mark e lanvem ik far versoretel ento gimel nag kue mifel.  

"tu et asik...! ala es ti nap van tuube luuko fin ti tan et diaset le tel diasomt. ans del 

verginan et ra e diaset le veit seles ima it ern e yuuma vol set luus kok,?? alser"  

 ok lapx, lanvem fitlik mark.  

"ans et enk a diasomt le fit dia niit ist seles. hao, enk a yulan del avelant leim tan. ala es ti 

xtam van mox alhaiken del ra e yulan"  

"tu et meil a ti, aruuj"  



337 

 

 ter tu, gimel arik txon ok elet gyu.  

"...lua vergina vand sat xuuzen ramma"  

"to...?"  

"tisa, giot antes lut tel laabens, hqt, man lan le til seles atx et tam de. alfi io et xet a xok a, 

ento yui kilm len grein ra t'ole"  

"..."  

"vas sil sod, alser. vei fialent del camia e xuuze tan xakles tu ter"  

 lanvem in mol ok elet pels. tu et mon da, xel gimel klos vergina xir lanvem lex camia 

fort. see gimel as lax tu in, fien lu tur ca camia. tu eks gimel de vana on vas yulen 

xuuzen xel camia e vergina na.  

"loki sen luube mana et volx xalt sala, alser. tal...", gimel lutek kor jina"...aaxa sala tsetta sen lua 

vergina... xatta?"  

 kuk soa, lu leevik a vel siet sain sokta e lanvem.  
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 im harpnian e sel kes, sae lunas lemez ok lanvem.  

"ti na viid venx a?"  

"ya, frem atu... frem atu... sak, atu"  

 sae ji lets.  

"ti isk sen mal tuul?"  

"en ser. so fan enzel fien alvana. mm... viid leiz tis xal atu"  

 sae rens kit xe arten. yan lankins luut ik har.  

"viid, re sins mal enat vol em volt"  

 lu last las a lets. yan klal soven las o lets ik far diial.  

"...haan. len le at veim yut diaset in. mm... lu et... la mana. ya, vatin teu xier lunak atu. hmhm... 

lu fiansik a tu skil. yan ar kit lets... lets... fo lant e lets... nia milman... elet emt. qm... lu kuk xe. 

es moe vinsat.... tee, ter vil fein"  

"kamil, lu ku altian nozet vinsat lu kok"  

"ya, kamil. qp, avelant lunar lu! see..."  

 reiyu e diasomt nis sex, ku em yuu. see sordat sont osn luut.  

"kax, sae. kax"  

 sae myuok las i lets.  

"tex tu, la mana vinsat yu altian ter sin"  

"altian... vinsat... mana emt--", oj zid kon las.  

"--ont avelant. ser tu eks to axem"  

"seles til em xoi rat milt lan alxa til nalnias tinka. see tu ik atx alka im tilan tiflik ladia 

nozet"  

"ya, tu et atx alka kok elp l'em sat ges. see diaset veit soa seles vol set lan. land tinka lad sen 

diver tinka. lan alxa til diver milt nalnias at vart"  

"hayu kok an imen ses, diaset alxa frem nos a yuns lana ratem lfis luut --alfi vienem 

nalnias, dina seles"  

"tu ses mon xel les yuna inik et en yulan tet diaset linoa. emo teln laabens, aluutel--"  

 lanvem wikik danel"--soan et on, et iton a vatin, olta aven"  
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 yan lanvem fatilik 1 ixm i jam, sinsik tu a letia.  

"axlei e vatin de. tafat i ra luut"  

"fatoo. see tu okt fan to?"  

 see lu jik xe flei xed sokta. atu, hatia e xier koren xelan es axt kon hac lis o siip dazen 

yunk. sainik tu est, neeme e diasomt lapxik dadel o reial.  

  

 

"--olta soa, ema fix sae xalel"  

 soa rensik sol miina ka arxetsems im felxi. mei alt em dint.  

"hei, il. ren lo a. mon la et rufet polton, tet ak rans le xelfal teu la xat atu. silm la et tio 

rufet, son lala es sel kes e le veim"  

 kont noz osn, "naa miina, der tan lo dis et axma. tal nain nondes yuu it erva. tilm tan sos. 

alfi le de veim ses?"  

"hmm..."  

 miina pefik elet fixan.  

"kasmin, twa lo to on la?"  

 monok las l'aror fotoi, eelik a miina. "la ses...", tal lu monok rens atu.  

"ses??"  

"...yuu aalel"  

"miina!", alis ik xtam romel. "lala es tyu fix la xalel e? lena et moa semaim sete!"  

 mil xiv jo t'alis, miina na nik, ik seer kont in mol ento alis na nos rensik rakel.  

"...pentant"  

"te pent ema. tio ema na reia mil twa teu altis basor ema"  

 ter tu, alis alwikik vienel.  

"tu et evit! non lut xir tyu. yuu es miyu i le. hel, tolf le non at reiz im? non so sen 

yuu tatta tyu, miina"  

"hqn? rans tu soda a der"  

 kasmi tan evik jizol lana ter kul luut.  

fonfnax"im hanes, polte korat tolfka kokko xite t'io. yan ema ont alis latat a kalto. polte nat 

ban ento latik a lie e kalto tel gix e rsiil. son polte emat reiz pot kalto. taik xitat axel sin"  
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"waa, see sedis at passo?"  

"ya.... alis at xina ento rikik i kalto a tolfka. tet ema xalat reiz. im tu vird, alis leevat tolfka 

me lana alk ema. tet im tu, ema sakates sarfont e"  

"hqn... see to at sod al alis? tee, kaat ak dis sakat sarfont?"  

 tal miina haizik tis. son alis soktak ist lu.  

"komo, lu til envi knoos le fios xan alxa kokko tisse. ai non tan alkat yu miina lie kalto myu"  

"smsm, alxe a. alis enat onkel. el jinsat vil ne at reiz var xelm lamel"  

"wein, tyu rensik rakel, miina ."  

"saa, xi tu soda, ema lut etta luut weeze"  

"haan, sedis et altis fil a"  

 

"jolk, sol lu "fian" le til envi zal as fix la mana weeze"  

"hqmm... alfi dis na xetul a sae kaak?"  

"xiva, twa rafis to on la?"  

"xalt der... la et rufet ank tio a... onna,? alis"  

"xam tyu. fok xalt non, la et moa semaim tisse. non xar vil sae til fiesex on leebe veim eu"  

 kasmi tan wikand entel. yuv xalte teesan, miina soktik tak ok elet dolna.  

"el rens honoka til diasex. fien la fenvlen nekt tuuno enfrex, twa klos xal lain til diasex 

i fiona yundi"  

 novel lunak semsez. tu yun frei e rens da, le til hanon vien nod sikl yumil. luus felan 

hax loki sen tu eks to atu xel felan e milf t'arnamana. tet tu novel eks soa tan lex il fix sae 

xalel ati kalis.  

 im alis fit sat teesmiir a miina, osn tiflik eri xi mil. tu et hao da, man lu sae satis es xtam 

ka lat xa.  

"sae----!"  

 tem tu, miina eelik kor xos taxel ok eel fir mer --yun po luut em avix. mix insrein, sae 

ladik baog, leev kit atu lefel sin.  

"sae, vat!!!"  

 yun avom, alis kei kit sae taxel.  
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"arte..."  

 oj zid kon las, xiva lapxik danel. miina xal eel fir le vort sat.  

"qm... noel... to fan... haizen... haizen..."  

"aa, tu et saia, miina. tu de xan xel dis et xafal, sanje orfen il xamat les dis kuk ati xe a"  

"...xivanyan" kasmi asm kit kont flox jizol. "na emt,? mil tiflik rufet"  

 alwikand anil"mon der na pent. tal na emt man orfen vixat alem laat da"  

 ter tu, kasmi eelik a tems kont sins asex minxel ok "adiiyu daz fiina".  

"hqn? kuk fi?"  

"tee. ...hel, kuim on sae, yuna rensat sat "la ses liito""  

"liito?", eelik a kasmi sol xiva o miina.  

"im toxel, yuna skinat alamox la. xef o main laat ses liito rak yun uwe az myul tant ern e 

yuuma le til seles e 3,2"  

"hqr? seles...? lala twa..."  

"yuna et mel axem? xom es not a soa tos zal. ser? ekol et amox raldura"  

 see kasmi arik koplet lam e kelk sam l'alis xantat a mei sein im toxel.  

 

 

"vat, sae!", keilukok lu, alis bikik tank luut ka epn tanten semsez.  

"...ren fesn yuna", sae letik tak, tal lu et ivn rak ento alis yunfi tis fos sen xalel.  

"ret! ren ter rans noan"  

"en pikt axem??", ok ins har kal mil ena.  

"non vant tyu ist miina. olta aven, non xar tyu. mon non nat tyu et on a xier pouk mil le 

ses xelf rak xel tyu lunak lemez. tet im toxel, non serat tyu te lan le set sen koknif"  

 alis klosik rulna dotel kon xiv kai ento sae yuta em tu, vinsik vian i tak nozet.  

"olta aven... moe xar le te soda tet veim axem?"  

"non tees elf tu e", ok eel xep.  

"veim xir soan. tet nain en ser yuna xat lyu alxelfel im le. tu et saia xel felie fix yuna..."  

"sae... haas non renses, non en lo tyu et ca soan tisse"  

 ter tu, sae tikik po ati kal man na xe et zal on alis, asmik pefel.  

"saa... lala es moe hot xar yuna lot naxet siina?"  
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 sont hastol le xa mesk e sae, alis kuk ok asex "hao, mil non lo tyu et moa semaim noan"  

 tu rens kaafik kaam e sae ento sols lu fonlik insrein niit t'alis.  

"semaim..."  

"mano tyu sin em fiina, xom tu et saia, mil xafal et lena. tet ren xar tu hot lex non lo elf 

tyu et on a vort e xier eu"  

 tel xiv vien rak t'alis, sae nak zal ravel. komo, namo luut til dimna da.  

"nee alis... asm flen xe? sol moe ser xe on le so...veim?"  

 im kit, alis fonlik ins e sae, tal xi foni, lu wikik entel --tet danel.  

"non ser tuube et sen zal vart, tet... qm... non inat soan... tisse"  

 xiv luut l'et dad o gyu nikik sae del neeme e diasomt tuvalel.  

"yul soan...?"  

"non te axk a dialas, xom jins vil le et to. diin xe le leines teebe ver kokkoen mark vandat 

xier im le sel. non at sami ento cain tu veimslak e"  

"moe...", kuo luut ik hom yun demo. "xat ca veimslak...?"  

"tapel, tant lemez. non inat tuube i lat e. le ses to eyo.... le vemv.... aa zelgi az melhadis...?"  

 sae pefik yuu atu.  

"diin, le vemv ses kai nod tyu. kaat le en ses lan tis a. tyu et aaxa leebe eu. tu et honosanje 

alt onen non fix elf tyu"  

"adel... xan. soa moe inat..."  

 sae evik las a zid entel. tu et lood xalt alis xel sae na elf vem o fix elf lu.  

"tyu xar kul noan siina,? sae"  

"ya.... hai, tu vemv xaklat moe?"  

"uude non..."  

"tuube et yet xel soan xakles iton cainat leebe veim e", ok xiv mag.  

"iton? lala es tyu jins sen tuube"  

 ok elet rana, sae homik sex.  

"pentant, alis. tet tu et lood xalt yuna as xel moe inat kuil t'avelant eu"  

"ave...? to?"  

"soan te adel tet avelant deel. alis, moe ses tia on yuna te on a leebe veim. tio yuna tabat on 

le xel dia--"  
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 sae monok rens romel kont sipik sap lisel.  

"dia... to?"  

"qm... diin, ol moe xar yuna siina, xom namt xe mei e fiina"  

"ep...? alfi, tyu rens lan soan xa naxet lenan?"  

"fien tu et vilot tis e"  

"haa... arte, meid xar rin tuube anne", lapx dad. "olta soan xa naxet az, non to fan eyo, sae. 

diin leebe vemv xaklat non sin e. lam, non lot le et vendol az myul a"  

"ya, tu et saia. tu et konl e"  

"tet le det dia xan. xom leebe vemv tan ses fiana. see hao, laabe set lan non lex cainan 

nya..."  

"tarkes miina san sif on tu axem?"  

 alwikand"rens vil e! non sols rin laas nalx non"  

"hqmm... haan, okna sen a. xom moe ser ax vastom telen avelant na. moe ser on avelant ati ak? 

ova on tinl?"  

"ser tu tis e. avelant alxa sin pial e tinl sete?"  

 sae wikik fenel.  

"lee alis..., silm tyu akt sil avelant..."  

"son...?"  

"ar tinl"  

"tu tan et luute kok tul imen toxel? hel,? aa, floa az myul"  

 alis pefik rens ok verx, tal sae nax elf im tur.  

"yuna et rana. te kel tu, alis"  

"ya... ya, xiyu. tinl sete"  

 xi sokta luut, sae korik xos al alis, leev kit atu.  

"va, vat, sae! lala es tyu jinsat sen leebe et avelant? see es tyu klosat soan xa lena e...??"  

"...moe na yuna et semaim i rulna?"  

"ya, xalt non, olta aven, tyu et"  

"soc yuna rans sen en il e. tet gix sen 1 xel semaim lana vano moe"  

 sae luk kit.  

"...namt rendi xanxa"  
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 sae lukok zok e mileeyu xi ask. jan at firt sa liset tet tur. xelm lunak arna vadel. yan 

fontpam ik ar.  

 im tu, xiv e vekm rigik novel. vekm versoret lukok atu fremen sae, ik far, ik almana xi 

foni.  

"lanvem..."  

 sae ku est luut, melfik lu seerel. yan lanvem faxik sae niitel kon adyut.  

"ti ximes tex sam on sool e diaset pouk?"  

 sae eletik lex buuna, myuok i lanvem. yan lu niakik a vinl.  

"...yuu alkalt tur. yuna na pes on leebe veim mil diaset vandat felan t'arnamana le yuna teu 

diasomt lodes al" 

"la mana vortates diver im erva a. kamil, diaset na kax im tur. son lu vand elf fi fol ixt"  

 lanvem ku tu kont xtam. tal sae tistik yun tees rens luut.  

"yuna tan lax lendi tet luube vand fan xe... mil semaim yunol teu alis ines diaset xenat la 

felan ter. la til naver mil diaset vand fan la im kes nya"  

lob kuo kon las"qm... an xar sen tu en sofel, man tu eks... diaset inat lu mana kok. son ala es 

diaset en vandat lu lana klef im tu?"  

"qmm..."  

 sae knak tak lana oj zok e vinl.  

"xiel, diaset en vand fan la tet xen fan... /"  

"an xam ti. son ans hoi ax la fixol, rendi xav"  

"tu et ano alka xalt mesa tur e. kolet si tasnab len jins xanxa et diaset"  

"xalt olf aven, la mana del alis sil klia anai da"  

"tee, yuna ris gaato refon. yuna vand fan xanxa del foni le la sinsik xanmain linoa"  

"mano ti dilx soa fixt, ans lut fit fal ins a la xaxan na"  

 see lanvem ik me vekm, leevik atu lufal.  

  

 

 im tu durne, alis xa filskil e sokl fremen ra nozet ok xiva. luus lunas atu i begel le terat 
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naxet e hacn im cuuks ka. hao luus io nat hart im leevik lemra mil ruuf, tet teeze sort e 

durne veitat tulf i luus askel ento xiva del altian lobik las t'alis kon nozet meltel.  

"ses siiyu nanna?"  

"ya, tinka ses"  

"vast sen eyo?"  

"...tio orfen ar lem nosse da"  

 lad asex, alis vienik baog nozet.  

"hai, pias xilemrens e le kelk haas pina e"  

 i sama e jam, lu fatilik mas. saks lam oktes est tuul lex "nalnias" xa. xiva vator tian iskik rens 

ok elet nop kal. see rens et soa xa.  

 

 

----  

"nalnias"  

 

 ser tu e,? es el til erim on lank e main.  

 mil ak sanje, elt o saal aajat olma e lan le til erim ilia l'et volx art sei.  

 tu et man el tem sen kler t'alem e kitte lamel im fax axel.  

 

 mirok list kont yuuma gaales.  

 

 ser tu e,? es el til kuo du 1 tis on main.  

 mil ak sanje, falxe lam aajat olma e lan le til tem duen 2 ok 1 kuo hot sei.  

 tu et man el ter sen rens t'ole du folk ranel nod lad rens.  

 

 mirok list kont yuuma gaales.  

 

 liia del ern e yuuma l'es mob kon galena xakles dajna e mirok du toal sei.  

 

 lelis mirok, liia yol vil art anne.  
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 amis teel rsiel frea lana lufa tis.  

 saplen hot lunand max l'at sod im liia lapn ladia dipit anramma.  

 

 lelis mirok, liia yol vil art anne.  

 amis teel pita dinim lana kea levn.  

 gaales hot vedland max l'at sod im liia tifl ladia dipit anramma.  

 

 fas mols 1 sel catis xalt setyu kont 100 salt as xalt liia.  

 tet liia l'et gaales ont ibet na sen sa font fil o fil le yuno asp sat on sin.  

 

 arte, en ser tu alem anmia?  

 sant mist fatil est e xilem liian, depentia.  

 

----  

 

 im xiva nagik kue muo, alis fitik ins ruuf ok elet farf.  

"xiva.... klia, non hatiak tuumi rens e..."  

 tal xiv luut klosik en klia tis tet aluut folk ter, ento xiva alsipik xef nalel.  

"atta. der tois kokka soven for o vet"  

"rafa tyu fites hastel a saks myul sein on alx e lim xan. ova saks 1 haas 5 e. ol soa, xom lena ar 

sen askel in. hai, mel ses passo?"  

"hqn? eks to?"  

"alfi, filati e kelk. nod fenlil, tu et fen a. taik lenan et selis alxa le til taxit tar"  

"yuu yet de. dina et daz a fiina. orfant lut 3 fei via kaak,? man selis sofkil et saak o diit. 

olta tu et 2 fei tis --az 3 fei klial--, et tuval e. fok orfen ar sen tu im sovmel tan"  

"xam xam, hasan lena xirat tul len sovmel tan e. tet non na pent on jap tu a "lana sovmel", mil 

tu et varma deeln. hai, xavan et wel?"  

"ol kasmi lax, der lo la et daz"  

"haan, alson tyu yolat depentia tel pikko xan"  

"ya, lana io em sen xivan a. diin tu et xina xalt fiina xel xivlot orfant et enk du soof a. 
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miyu bas foona haas xivan"  

 laik alis, xaklik lu vais rens xalel ok esilkaam. mon lu volt elf rulna palv mil txu, tet siina 

tu ati tinka in.  

"naa alis, dis males ladia orfant ranel a?"  

 ter tu, alis evik osn a flel e xiva ok pilpasex.  

"hao. "lana kanzerie!"--sete?"  

 see xiva arik oho txul, asmik kon xiv lis.  

"qm... dis lotil sen sil i tu a,? ...alfi, sil oken der..."  

 tu yun rens tio kont tu yun fion tan ento alis nisik sex nopel. tel sap sort e ruuj, sir 

luut lad kit hink.  

"e...en nanan im tu ras?"  

"ya, en nanan da"  

 ter tu, alis deyuk ins vienel, ixnik tistel.  

"...ol kanzerie"  

 see xiva xtamik entel kont galen yun ivl.  

"xiyu, mano kanzerie a"  

 see lu leevik sokl siet in eel t'alis.  
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y y  

 

 im kleevel via, alis tolxor mireirein e nalnias vesel kon selot. minna, xiva, kasmi felat 

ke lana flomtas --tapel, kasmi del felan hax, tio, xax a miina o xiva da. on alis, mil nalx sae, lu 

retat a sae lana til elis a lu. pinamel et kleevel ka felez, hayu alis ref kit molt, leev sat 

lemez.  

 im tu, anse foset em mag o far. alis fatilik leizen. ole et xiva xa. miina o kasmi tan xa ter.  

"kolt xiit im tur, alis. ke xiit ok xok man tur et velt"  

"aa pent, tet non til pina alen sae im fis tisse"  

"saia. hai dis xa tur am? semsez?"  

"ya"  

"son xelf a. miina eves anoz atu kelel, son orfen sar van a lemez tizol dizmal"  

 see xiv e miina lunak rot xos e xiva.  

"peeent alis, ema sent twa ol twa yui tu porel!"  

"der tan in lax eel din haas kilm a"  

 ter tu, kasmi mozik ok smsm.  

"mesa soa, xivanyan elf vil nalpita teu alisyan linoa"  

"den pilp a, kasmin"  

"saa? tio yuna baltik rens fiina miinyan eu"  

"te yol ema lex anai ̀ ,"  

"ahah, diin non vat non keno hacma K"  

 alis asex niitel, isik anse.  

 

"yqp, non yui fan anoz"  

 im tu, lu insik ixta kaen ixirius yut lets ver. lu eelik a tu nikel, insik rendi le xtames.  

"ou... nak nik. sol halka, xanxa"  

 komo lu lunak atu xed jizol.  

"aa, tio sintik atu, sakik tol a. vesel?"  

"ax"  

"tol et faan, alis. mil xion t'anjur?"  
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"hao anne"  

 rendi ik frem al alis entel. tu et skol ont en zal merel. tal alis hel teel gix e sae imen 

toxel, til sat naver. lu loki vil es sae kut vandol da.  

"okna sen tol em faan. tal olta sean et milfsems, flomtas et volx"  

"ax, xom meid retat sae xax lana tu e"  

"haan. hai, tol tor im tur?"  

"yuir anoz e miina yuulia"  

"a ya? son ami alk van tol e"  

 alis yui kit frem lets.  

"kuim xanxa", kont yuir. "halka koltat vadel im erva malia?"  

"erva... a, sel le leebe soda at sod xa. ya. dina ami terat sol tol xalat atu. es tol asmik tuube a?"  

"aa... yuu aalel nya"  

"wei wei, vaden tol lo elf leebe et veim, taik ami et on a tuube a?", ok verx.  

"aaxa! aaxa e. tio..."  

"tio?"  

"...vinsa"  

 tio lu nap teel rens e sae.  

 sed lemmas kaen lets, yui mol. tet tu mi atu. yan lu sed meljien im kes, tet fixt et kok xa.  

"kuim, halka meldes meljien alt malia"  

"ya, fin tu et sid"  

"saia, mil tox at rig. lood, meljien et fim annanna?"  

"tu et hao xel meljien em rig ol pip yu naa"  

"nax nax"  

 alis hansik fip, ev tu a looz e lets. yan lu tikik po ok zalna.  

naverel"hai, es halka ser meljien at rig man pip yu,? xanxa"  

"to?"  

"le at rig im erva, alfi le la vortik, meid lo. son es halka ser tu pipat yu?"  

"le eksat en pip tet met. arkas, ami"  

"tal... meid lo soa et vilxan..."  

"senxan. re xar ami. meljien de rig ol met yu tis ranxel? son ami tio lot le at rig pipel. 
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alis, tol tur nava ont ani. hayu kolt ax ra, ketta"  

 rendi tont sat flel t'alis. tal lu fonlik las luut rommagel.  

"alis...?"  

 ok elet pels, rendi pakik al alis du 1 luk hanel, bikik tank luut ento alis ik hono ok "hik".  

"hei--"  

"a...ax, meid kolt fan yuulia! xom myun fesn meid, ret..."  

 tal im tu ras, rendi myuo elf las i tank ento alis bikik tak luut kon las alt vienel.  

"--yai!"  

 im tu foni, rendi vexlik lisel, daptik. xi mil kes, lu eletik lex "ag". tal sol alis nak nik ati 

toon hant xa, ento eel ik fir romel, em kit asp kor aks.  

 tu et mon xel rendi til hara on tak xa. alis inat tu lex... xier, ca vatin vandat vemv oken 

teebe atu im vort vol pip meljien. meljien at dakt a lu, at met al aks, fok ai, at rig. alis inat 

eel e teebe. yan lu teebe inat... alis.  

 

 zam t'alis and mag mil vem. baltel, rendi lapxik refel.  

"teo, alis, teo. ti aajik teel evit"  

 rendi letik tank t'alis le na vem kon erv.  

"an tifl bas ti im tur tis... tea ti en xaklik gaato xan vers"  

"x...xanxa?"  

"sol ti et xafal, alis"  

"e...es..."  

"an ku tu a ti lex les ti inat de adel tet... yul avelant dec"  

"teo..."  

"naa, alis, eel e vemv le ti inat et..."  

 eel e rendi or vern romel yun yek luut or esi. yek luut or met yun lu et yuns e 

daizailai. yan ho em kit nok. alis ugik, lobik kuo kon las.  

"...et soa kok?"  

 

 

  



351 

 

 

"nov..."  

 kuok vesel ka felez sol sae. melk rakes kleevel.  

"fi es sod tuuyu..."  

 navi presten, sae xtamik i skil, leev felez. var naf alen lemez, sae xaklik vekm kai lufa 

taxel rak tems.  

"--lanvem??"  

 ala es la xa atu sei, fien hoi ax rendi im tur. sa foni del sae daptik, vekm leevik inlot 

taxel kor zok ento sae lef kit atu.  

 ok bia lav, sae homik omi e zok, sakik lanvem l'es main e lan xtames al aks ok mark versoret. 

yan sa lu, 1 avelant del la gimel xa jina.  

"lanvem!"  

 lefik a lu, melfik.  

"sae xa.... pent, an vandat yu laabe fol hoitor rendi tisee"  

"meakt, neeme e diasomt", lukok ako i jan, fatilik mark i jina.  

"moe ses kola e lanvem axem.... lala es vandat lu e...?"  

 ist sokta, gimel waxik las kor sae, volkik vienel. melxe soret leevik las luut, lef kit a sae 

taxel. sa lu nakl tu gek, main luut ik ov mifel vol lu soktik tank somal, gotik volk sofel.  

"txon, daz miva t'alhaik del milan t'avelant xa"  

 im sae fatil sat kardilans del vak nozet i jina, lanvem lastik las al eel luut. "tee sae, leev atu. 

lana luut de ans da"  

 enk sae le lek lanvem, gimel kukl kit yun yuli le siina ilis.  

"len alser et lexe a"  

"lanvem..., tu eks to...?"  

 satik mark tel gimel, lanvem kuok "tuube bren serat rendi et xink avelant tisee. yan 

vandat an le hoir rendi lana sed evoan a. see sol an asm lax xe a ti, letia. la mana del alis xav 

xa tur am?"  

 tu asm badik erim e sae ento solsik lu lef kit yun kuto. hao gimel vontik sae lana dil lu, tal 

lanvem sedik tu kon mark.  

"lef,! sae. an kei van ti xi vast luube"  
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 gaax luut yulevik sae a felikl.  

 

  

 

"teeeeeeeeeeeeeeo!"  

 alis vexlik enzel. sol lu et la vemv l'alis inat im durne t'erva monel xa. sae ses tia. soan de 

adel tis. setan et avelant xa!  

"an na pent. kuit lax ti xi ladia tiil em xante. tiil et alj im tur. son an kui ris tuube. tal an 

set fal ti man ti serat nekt ant sin"  

 rendi fatilik mark i jina. lu et aluut la. tuube eel, yan tuube mark. alis kel vil tuus.  

"te luna non!"  

 alis pipik meljien al eel e rendi ento lu ugik, korxik. tu et kilm da. hayu alis lef kit kor 

rik. tal rendi lef taxel vein ento alponzik alis.  

"aaxa yuus ti elf!"  

 rendi markik alis hanel. alis vanok kon mesk taxel. tal mesk ik kil. hayu dosm ik met matel.  

"hik!"  

 lu ik vern man na vem.  

"leev, alis, leev! tee, non lef vil..."  

 zid t'alis and mag mil vem.  

"ladoova da, alis..."  

 rendi evik mark a flel t'alis.  

 

 im tu foni, omi ik hom.  

 alis halinik atu romel. xiva lukok lemez ok miina o kasmi xa. hel, luus xiitator luna alis a.  

"il!"  

"alis?? aca to et sod im tur!"  

 xiva vais rendi kon ins dok.  

"to?? aca tuube et to a!"  

"...adel... yundi?"  

 enk luus, kasmi hot ku sen yuu ok elet nik tinka.  
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 rendi monok du foni mil xal luutes. alis sedik mark i flel kon tu kilm, lefik a rik.  

"xanxa! xanxa! la, xanxa! la, rendi xanxa tisseeeee!"  

"aca dis kuk to??"  

"lala tu eks to??"  

 dim kasmi le lut ref, lu vais tu vemv l'alis anxik lex kiltan t'arxet ok kuo hom ont ins dok. 

see lu emkik vet diverel o diverel lex "enxan...".  

"xan a,! kasmi. laabe et xanxa, non rens tu a lilis! son lef, leeef!"  

 alis na took vem man luus lunak. son lu elf kit al epn kont bik tank laates.  

 

 zal, yuu xa epn in. luus 4 lefor enzel. yan rendi keir luus ok mark.  

"re ixn, alis, re ixn! aca laabe et ne??"  

"twa rensat la et rendi xanxa soona??"  

 alis gaaxik pefel kont refor enzel erim l'em sat fais.  

"soda e lemez te soda tisse! la mana setat yu xanxa!"  

"xanxa setat la, dis kuk kaak??"  

"xink, la et avelant! soan te adel tis! taik non inat la set lu mana im le sel sin a"  

"son lu set fan polte lana klef soona?? teo, polte et dim a gaato!"  

 miina mainik a rendi taxel, fatil faixlor kaen bal t'epn.  

"xiva, ar tu!"  

"y, ya!"  

 xiva nalok miina, arik faxlor. hayu pxet tinka badik rendi lufal.  

"rat P"  

 miina vinsik faixlor fepel, lef kit me kont bik tank t'alis.  

 luus mefor naf taxel yun jikniks. im tu, alis temik fo del tems ik teat.  

"fo toot a? tems kaen halaks ik dor ya?"  

 alis in tems le vemo ver ik met rak. lu ser lax le et to tal so sen tu en xaflel. son lu mef 

naf xalel.  

"teo!"  

 tu et miina xel les vexlik lamel. alis laik kor tu, insik xelan del rendi.  

"e...es"  
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"lu lukot ako vol metik i tems dor, yuna na"  

"sar xiit, klans!"  

"den biiz an!"  

 xiv hait le yun i latis fosik na luutes vienel ento main luutes ik rommag du foni. 

rendi lefik al alis, nekik mark wastel.  

"dert a lastia"  

"--hik!"  

"alisyan!", ok vexl yunen iire, kasmi mozik nos sa alis, yuvik gelx e mark on xos.  

 

"k--"  

 du mil, klal ik fir o seer mer yun fia l'es lob kon sae. tal vexl t'alis rigik tu novel.  

"kasmii!!"  

 alis lufak a lu xed flora. tal kasmi lufarokik alis kor sa vienel.  

"...rak porna yunol... xan.... xivanyan..., yuna amis fan 2 e.... aaxa took fiina, ret..."  

 see lu ik vern al aks.  

"lala twa..."  

"kasmi, teo!"  

 alis em sat frem a kasmi me, tal xiva faxmonok lu kanvil, letik tank luut, lef mak ok miina.  

"teo,! xiva. lena aaxa vins sen kasmi e!"  

"teolo! dis loki vil alem laat teal??", ok gaax, xiva vars alis lef.  

 

 sanje rendi alponzes kor e rik, son luus jig teel kor e zok hot. see luus lukok alkaaks, lef 

kit epn. tal luus lukok fontdil sin. son luus homik vienel omi e felez kaen fontdil, kukik 

omi.  

"kasmi... aa... kasmi.... arte, arte la reiyu tot yamel nyannya?"  

 and mag, alis aldert mirok ka aks.  

"la...lala lena to ax eyo..."  

 zid t'alis and mag mil vem.  

"polte til kilm im tur, alfi til mel lana kekl nainan kokko anse!"  

"sa total, kekl levnamo fiina kasmi, xiva!"  
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"tee, sas lam, orfen tau fal mel da. son rig xiit kuki t'omi badel! fok lad xiit dilkon kon 

elen! ketta, sedis!"  

 taxel, luus ov kit. xiva rigik kuki kon zon. yan luus 3 ladik dilkon kon elen.  

"ilpasso. son der kekl van nai--"  

 im tu foni da. kil pil yunen noz e ket ik toe al omi ok fo kai tinka, yun tu ales milx 

luutes. tu et mark xa.  

"al arte, al arte. myun mist vano xelis il"  

 luus lax tu omi et fan. tal tu omi tsetta luus, ik hom rigel mil mark t'avelant.  

 rendi latik a felez kont bad elen sein lufal. luus aspik mil vem.  

 

"xisk, tu et xisk merel..."  

 fils tian, xiva xtamik entel ok elet rana.  

"alis..."  

 see xiva skinik kon mazam kol.  

"pentant, der hain vil pina in"  

"to...?"  

"der aluut xar ris leebe vemv et rendi del kola ses orfant, taik sol lu mei kilat kola alt volx. 

tal mesa total, tuube de dia tis --fiana da. see mano tu et fiana, son fas e sordat es jal. ya, tu 

es jal i feme e mirok da"  

"wein, tu eks to e..."  

 xiva halik zid t'alis kon las.  

"re fit vasn a der, alis"  

"to--?"  

 yun dil rens t'alis, xiva xiksik lu.  

"--!"  

 yan xiva myuok eel nozet it alis entel.  

"den vort. den sab leina tis"  

"x...xiva? teo, lala tyu to fan nonno .)"  

 alis bikik tak e xiva hartel. tal xiva asetik alisen sortel.  

"xanxa... tee, rendi. aca ti til lens len xook mia?"  
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"ggg... xiva xa", tu et mon xel lu tifles lens hax dazen ern e yuuma, tal ikl sen miir ok vosk 

alka in.  

"re ixn a der. ti anot nos vand sil orfen i lam?"  

"kukkul, tia tifal kont evit tifal de.... vei kamelia del mei e fiina o kiltan t'arxet monel 

yukit ano ant. tal sol kamelia ont eri t'avelant vedl kolo kea da"  

"hqn, sol tu et erv t'avelant xa. kaf van ti, rendi. tal im kok, der beins dis, avelant le xalat 

vil nos a"  

 xiva bikik zon le xa aks, lefik al avelant lenas.  

"re vant kasmi a!"  

 ok gaax, xiva badik tak e rendi vienel ento lu aspik ok oun garv.  

"agg! beo... tuube lutta!"  

"kilm, miina! re pio alis!"  

"xiyu! alis, leev!"  

 miina lef kit kont let tank t'alis.  

"teo! xiva!"  

 temik vexl emt e tian, xiva eelik al alis ok nax firte.  

"passo, alis. won der kamil hain sen pina dizmal, man der til nife rat on vav a. hel miina, 

ren okt tu a kasmin lex "re sank nos xel fian haset kalt vix e xos ik kea da!""  

 miina nak emt mil tu et mon xel lu kyo vien. tal miina wikik vienel, lef kit ok alis.  

 

"alis, te til naver", kont mefor naf. "tu sil passo! sas lam, polte alpons fan kasmi ka rik. see 

pio fan lu a kalte vind. see kekl nain o levnamo"  

"tet... tet..."  

"ilpasso e. xar xiit xiva"  

"tal non yol vil la lex yuns e!"  

 alis vexlik enzel, sar kit a xiva. im tu, miina wistik kaam t'alis kon vian alka.  

"alis! re rant miina! tuube et bebel merel xel twa sar okel! twa yolx sat vasn e xiva!"  

"mi...miina..."  

 alis lef kit me kont let yu miina on tank.  

"ben! diin polte vast fal az elf fal laabe lana lfis!"  



357 

 

 vast? alis halinik jina mifel. ya, lu et tia. ziko t'alis lut elfels hot. tal vastels tan et ziko xa.  

 im tu, alis sernik xe romel, mod kit naf lefel kont let tank e miina.  

"we-- alis, tu et bebel xel polte kor halaks weeze!"  

"alnas merel e!"  

 im alis lukok alkaaks, rendi oken mark ik rik i le ez.  

"xanxa.... alfi..."  

 inlot t'alis em sat vel velt. tal lu fitik yuno a zam, lef mak. rendi kei mak luus ok gul. alis 

lef epn enzel. yan rom, lu monok ka xe.  

"alis, ala twa so fan to??"  

 xed ixn, alis homik tems. rendi fremik a fou melfi iten alis ok mark.  

"alis, ema lo el met ax it aks sor vist im kei yu!"  

"re lob tem, miina!"  

"to??"  

 sa miina nalok lu, alis rikik halmain i tems, letik "tu" enzel.  

 im tu, rom, bia kai yunen gelx t'ires ik ar.  

"we!! to aa??"  

 tu et tinl e felka tisee. tu bals til tinl ka raes. yan tu tinl til fot im tuo kok il salt lana 

arno ar sen tinl im xir ipot bals.  

"aaaaaaaaaaaaag!"  

 tem tu, rendi vexlik kail.  

 

 "lee alis..., silm moe akt sil avelant..."  

 "son...?"  

 "ar tinl"  

 "yul tinl... mil avelant na vem a tinl sete?"  

 "--yuna et rana. te kel tu, alis"  

 

 alis helik rens e sae.  

 rendi pixand nos ka aks garvel.  

"ema alnak im tur. haas atiili hqn?"  
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 miina ar kit tinl vienel ras di ok alis. hayu rendi vexland garvel. see xi ask, lu ik 

mono. im tu, vemo e rendi em kit moi. yan main luut ik xea farel, ai, lu ik sedo.  

"ik sedo.... ah, vastik ya? polte vastik avelant soona??"  

"ya, tur, lena ik vind in"  

"atta..."  

 miina matik yuno, tal vexlik romel ok eel fir.  

"en atta! polte re alk xiva o kasmi!"  

 rom, lef kit sol miina. tal alis lef kit taxel vein. tu et alkaaks, son alk ax xiva sas lam da.  

 

"xiia!"  

 latik ok xiv kai, alis sakik xiva l'es sank frem lat. tal alis nak nik sa sok emt, man sol 1 lan lood 

xtames amox lu xa.  

"fel...noa?"  

 alis kuok mifel est t'amel le til nia fil ont imel. axivik yu, felnoa eelik al alis entel. eel 

luut et fir tar, tal tu et saia man lu cainat main vix e xiva.  

"etta..., sol xiva etto..."  

 felnoa alwikand entel ento alis fonx amel a lank, melfik xiva.  

"xiva! net! ren neeeett!"  

 tal lu xal sank yun sek xiv e tian da. lu til vix kai on jam l'eri or ekx it. --lu vortes.  

"u......uuuu...!"  

 tu de eld xa. tu et xiv iten erv da.  

 felnoa molin eeta ok elet dolna. komo miina nak zal a lu, asmik.  

"hei fel, kaat lala es twa xa beke e"  

"aktat luna rendi xanxa tisse. kuim on xanxa, la xa am eyo?"  

 ter tu, miina soktak vil em fi ok eel gyu. aaxa okt vil xan a lu, miina lok.  

 

"smsm"  

 

 im tu, kukl ik sod ka tu klal dad. tu mols fou jin xel miina xaklik tu luna i lu fian lis.  

"fel--"  
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"lala es etta sokta elf rendi xanxa xa am mian? a, alnaa. tu et mil lilis setat la xan K"  

 erim e miina ont alis em sat jis mil rens pil luut.  

"fel..., lala"  

 im kuor, miina xaklik fian bikes tips erfi kon miklas. tal tu et foni kok xa, xel felnoa lef 

kit kor alis ok tu tips.  

"lami!"  

 mifel miina faxik alis rot xos leftel. --see kil e fian ik lat a triko lant e reiyu danel.  

"ug!!"  

 ok vexl lis, miina ik vern al aks.  

"miina?? qp... qp...? fe...felnoa...?? lala tyu tok..."  

 tel alis le lek il, felnoa xtames ok elet pels. komo ins luut es imel i soret.  

"lala es... tyu mozik nan sa alis etta.... tio non veitat sat seles luut e"  

 tips ik met i las e felnoa. see lu ik frem a miina.  

"fel..., twa..."  

"te rens total, etta. lena set bas aten im veit seles. lena tafl sen seles siet toe yuns a vort. 

xom tyu mozat bas nan sa lu e"  

"lena? hei fel..., lala tu eks..."  

 eri di lunand i xos luut kont sipal luut or ivn.  

"saia..., mil tuube mesa, non tafl teel tyu sa tyu vort"  

 xi rens, felnoa fatilik alhanbel verleej i jina, kilik miina hanel. see far soret del 

seles ik rik i main luut. seles lute jan, ai, ik lat a kuo e felnoa.  

"uu... mon lana noan et alis etta, tet ladia tuan tan et lant e"  

 ok esilkaam, felnoa getik ins.  

"felnoa..."  

 alis as le xar ris xan del amel nozet et xink SOA kaaxik teel sod kaen ins.  

"avelant... sete"  

"ax, fien tu et uude xalt lilis. non ar fan nosjot samel e. non et xiki teu fialent 7, camia e 

xuuze teu milan t'avelant tisse"  

"felnoa..."  

"--sol non te, etta. non et axk al arfian le non yol lana dem yuns xar non et amel xan"  



360 

 

"enx--... u...uu, gggguuuuuu...!"  

 guna yunen fai vandik alis. lu enak ento tifl ena.  

 

"pentant etta. i lam, alve noan lut tyu e, mil tyu et leva alka lot fiina deeln. hai, tyu ser ne 

at alve e rendi xanxa? xink, la lanat xiva etto e"  

 ter tu est, alis ik rommag yun ket lis.  

"tea tyu tiflat etto mil xanxa, seles tuan ik xante ento non tafl lan em tu"  

 tal rens luut luko elf alis l'es maladi.  

"tyu xiel lo xanxa lana fan tyu xi etto, tet diaset alxa tafl elf selan fol ixt e. tu et kok ern e 

yuuma tisse. saa, lilis tan xen rin kulala im es deik sete?"  

"tee..., non ter rin gaato kul i tyu, felnoa...!"  

 i sex yunen difi, felnoa --xiki alsipik xef filel o lixal.  

"haas non rensat, fian teu felnoa et diana tisse..."  

"enxan! tyu et amel noan e! non males amalis onen tyu! il amalis iten tyu at nana e!"  

 tal vexl luut ov elf alem e xiki. lu et lent le si alem t'ern e yuuma. lent t'avelant xuuze 

haas teel konl e diaset hot da. pafet xalt konl luutes, tu et sool faan o haset xel fit diver 

dan a lan le til ladia siiyu.  

 alis alvinsik tips le xiki toet miina kon. tal lu korik tu al en xiki tet nos.  

"...lala es tyu sins elf anver a non. sol non et ca deman le veitat volxen i tyu sete. son tyu 

kor hao naaze a non e"  

"rexir et sof. tio tyu et amel noan eu...!"  

 ter tu, lent e xuuze alwikand ok eel pels.  

"non lek lan alxa...", evik alhanbel venx a flel t'alis.  

"nee, etta. lala es tyu tel elf non. po te volx xalt tyu lean?"  

"...mon noel pov lan fiol xiant a vort, mil xian setat miina teu altis volx. tet... amalis le xa 

osn notte sols elf noel so xian mesa total, olta noel ser tuube amalis et dia yut arfian.... 

ggg... soc... non na guna... uu ento... jam or jis... au"  

 enaxiv lukok tem, xiki deyuk ins vienel ok elet lekan.  

"re... re varae non, ern e yuuma! ol tyu so elf, non xen vil tyu a"  

"felnoa... non at eeta yam mian? mon tetona lenan at dia tis, tet tyu en nat ban var ikn 
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kokkoen non e...?"  

"no...n", lent rokik dap kon las kanvil kont rel. "den rens onkel, junk. non alna vil gaato kul 

de", fian venx or vern al aks. "papa ladat non lex soa.... la sot non lex soa da.... non et lent 

haset, non et lent haset le papa xiilas a...!"  

 ins luut or soret it imel.  

"felnoa... tyu na garv...?"  

 alis knak tak kor xiki. tal im tu, xiki ik rommag yun na vem ok eel pels.  

"te oj non, junk!"  

 see xiki nekik alhanbel kor jan.  

 

"--on moe si alem ran, yuna kaf sen moe"  

 xiv sort lunak i vel ento xiki monok romel.  

"...liiver le non ter siia na"  

 xiki eelik a tu xiv, sakik 1 reiyu xtames ka lat.  

"len tyu, sae satis teu miva esti t'alhaik"  

 im sakik diasomt, xiki petifik elet dazen diaset fanzel, kukl kit. see ins luut ik imel ravel.  

"tu et xelf eu. non le xenes miina etta knakor las kor alis etta teu six e K"  

"tuube elet.... moe tiflik alem e felnoa merel in, diaset"  

 im fatilik kardilans i jina, sab e sae ik miyu. sasa fir len malswai al osn, fava ver len 

leps. tu et leina xa. leina et pelt yut ardin le tifles caman milgaal vas wen. ardin ar tu 

pelt lana sins tiia o rubie fiina caman le vortat. yan sae l'et tolis 16 tis sabes leina le sab 

yu lana tu pelt. yan lankins luut es far harel.  

"s...sae...? tyu et sae eyo...?"  

 alis evitin sat sae mil en vel hot tet sab tan.  

"pentant alis. yuna vizes moe in"  

 sae tistik. enk sab, kuom et daz a lu skol.  

"s...sae.... ins tuan... et. dina, lala tyu to luna beke. elf! ren elf vaxel!"  

 tal im tu, xiki nax kit al alis.  

"tyu xakl nei,? etta. sol lu tan et yul avelant tisse"  

 tel rens luut, sae daptik emtel. alis et lan lam l'anxat lu lex semaim da. see sae enzel nektat lax 
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nos et avelant.  

"enxan.... sol sae tan...?"  

"pin lu et diasomt kont non et diaset e. on rans sof, etta sein et kola t'ern e yuuma kont 

lena et retl luant tisse"  

"re piyo daim, diaset", korik vak a xiki. "yuna aaxa xilhi xian...!"  

"xom...", xiki korik alhanbel a sae. "vaxt xiit kokko TU P"  

 

 xiki knak tak, volk sae. yuno luut leis 2 mem verdiia yun mar. tal sae kilik tuus mem kon 

kardilans.  

"lala... tyu gotik volk noan in. miva t'alhaik et vien nod porna in a. tet, tyu hino sen tu as 

eyo?"  

 xiki volk me sae kont suun. tur, mar me. tal tu et kai vein. sae markik tu mar hanel. tal im tu, 

mar ik fost, soknik sae vispel.  

"aag!"  

 sae sedor enzel fost e far, tal lu sok vil. taik, tu fost ik fil vein, ik kool a po luut. yan 

xiki fremik a sae, let fost kaen po yun lebadis.  

"ahah, tyu til ak kahi dazen adis eyo,? etta. axo xiit kokko non e!"  

"axo dia vesel, diaset!"  

 taxel vontik las e xiki, sae sedik fost i main. tilik faid mil yuno, xiki sontand las ok elet 

buuna.  

"hqn, non vas ax ranel in"  

 xiki satik alhanbel, vand sae leftel.  

 sae fonlik mark luut, tal im tu foni, xiki holik las, samtilik vak, badik tom e sae kon tika. sae 

ugik, tal vied jam e xiki dotel ento lu ik lufa kor xos kont vexlik yun kom. xiki hinok 

niksont sa lat, markik sae pefel. tal alhabnel luut markik jina saplenel xa.  

"tuube diasomt...!"  

 im tu foni, sae kapek leftel a lu, gotik alhanbel kon kardilans. fo gliim, vak e fialent ik 

agel kor siel. yan sae rokevik mark a fiol e diaset vaxel.  

 

"ov dia silm moe bas po e"  
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"vilxan...! non vadek les at junk tis"  

 ok verx guna, xiki piin sae le xal insrein soret.  

"sa total, re vant alis i rulna, felnoa"  

"hqn, vant? lilis rens soa vet im kuil lean? "al karte" et daz e"  

"tuube lent...", tistik dagdel.  

"hai sae, tyu til ins frem,? az xir yulm xanel?"  

"te avol lost..."  

 im sae pefik xiv jokan, main e xiki ik far romel. see xi foni, frens e 1 fiolimpi 

ladand kit bia lav ka felez. tu molsik tiu jin xel sae xaklik tu veliz et ca xanmain e xiki.  

"ag, teo!"  

 tal samil, lu yuusik kuupo elfik atu tilfel.  

"lala yuusik laabe elf sin..."  

 sae fitl sat vak a jina, tal im tu, lu navik zalen.  

"xanel la elfat tuuyu..."  

 im foni del sae laik alis kaen aks, osn luut tiflik eri romel ento kuo ik hom yun demo.  

"a...alis, kasmi san xa am...?"  

 tem est fremna, alis nekik osn kor sae.  

"ka lat e tu bals, mileeyu..., la kilat yu xanxa mil vanok non tis.... aluut la til vix fuo, tet kamil 

vort nei e. sae, la kor xir vala e. lena alk xaf la...!"  

 alis fitik yuno a zam enzel, xtam sat. tal sae evik las a flel luut.  

"alis..., moe xal atu, ret"  

 porlo prest ik fiana. len xiki en elfat atu xa. la korat falsan alt del kasmi lana kui seles luut, 

xim viid vein da.  

"diaset alxa em vien milt veit seles i lan le tilat ladia tiina. alson alve tur et--. haizen, 

yuna xaklat ax vadel fein...!"  

 hink sort luna kit dap e sae. sedik tu fipel kon arj o hanoj, sae fremik a tems kaen tu 

felez, rom, dorik tems kon tika e kardilans.  

"sae...??"  

 sa alis asmik xe, lu leftmet var klal lad.  
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 sa mil del lu lukok ako, sae lutek jina a tuuno. tu et font frem alka i le felez al atu, ento 

xiki del le impi hinkluko nei atu. see frem naf, kasmi es sank al aks.  

"kasmi san!"  

 sae lefik a lu, flox halmain luut. im tu, impi lukok atu var naf, ik miyu al olma e fian.  

"xian tilfik kolet in, xiki"  

 molin sae, xiki asmik sortel.  

"lala es tyu lunas atu e"  

"yuli ibet, xian lot nan dem sen hasmen xanel mian?"  

"uuu...", ok oun, kasmi homik ins. "qm... atu..."  

"kasmi san, ilpasso e? yuna kekl fan levnamo askel"  

 xi alsip xef filel, kasmi fils sae o xiki asnel.  

"baltel, tu te lood, yuna lo"  

 tistik soa, kasmi xtam kit i tak e sae.  

"xal alvam, kasmi san!"  

 ok gix rana, sae letik lanktak luut. see im tu, ji e sae ik samp a niaini luut. yan im tu foni, 

nia luut ik myuo it osn ento nia erfi ik nok rov tu.  

"ep...?"  

 les sae bikes et opnia xa. lu vais tu xed rens yun keles arka.  

"pentant, saenyan"  

 ok xiv le sins pes, kasmi fatilik hoho frea i jam nozet a diom e sae.  

 --gel xa.  

 

"ka...kasmi san?",  

 kon liiver evi, sae kuok. yan sab e kasmi or miyu a fava verdiia oken mels, fok ins or 

diia i lette dadal. in tu slax, xiki ladik asex kaxel.  

"lunan, yuuki teu fialent veer K"  

 tel tu sodn, ins e sae ik dok yun xante. yun sek alem luut, yuuki kuok tistel o seerel daz 

kuom e kasmi.  

"tu et durne vokka. soda lood o soda len"  

"moe... kola e xiki xan...?"  
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"xalt ami, tu ses lood xel rendi xanxa tan et avelant. see tu ses len xel xiki lana alisyan 

flenzel"  

"alfi, moe serat ano luuben i lam axem? son moe tan lanat xe mei a!"  

 sae piin yuuki ok insrein kaxen varae. tal xiki alesik asm luut.  

"teeo. lot "toto-ki", sol non hot et miia haset tisse. eeta renki et tio reklada le siina junk 

tis, kont yuuki--"  

"teo, xiki. ami te reklada. tio ami et tokokuian le siina xain ist seles"  

 ter tu, xiki kukl kit.  

"rul e? xom xilhi non le fixat tyu sin a. tet tu et saia sete,? mil tyu emat memir al etta sif 

tant diaset. aa, alna. tio tyu kyot nan et soa lana dem alve sete?"  

 kont sek xiki, yuuki fitik rens a sae.  

"mon ami serat ano luut. alson ami miyut lan alve luut a xelan alt leksen sems. tuube et sern 

emis, tet olta total yuns, ami xalat lan fiina..."  

"kasmi san..."  

"hqm, lent dolna tis kokkoen alem e junk? vers e. leev, yuuki. gel dia lu "saenyan" ka non eu, 

az tyu tsetta fan xuuze?"  

"...ami"  

 sae nak lu ziror sool im tur. tu et kilm da. see sae fonxik lu kon tak io a bal, flonik i luus 

leftel.  

"saenyan..."  

"yuuki, tee kasmi san! vas daim yuna. vand rin moe a!"  

 tal yuuki alwikik ok elet dolna dazen kasmi.  

"ami et fialent 13 teu lent e papa. olta total mesa, ami vins vil xuuze. sol tu et yul lent 

flenzel"  

 xi rens, yuuki gelik sae le sat nei kardilans tilfel.  

"hik!"  

 im tu foni, bia pil ik sod atu, kil e mark gotik gelgek. homik ins, sae sakik 1 diize xtames 

sa lu.  

 

"--lanvem!"  
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"ai an sakik ti, neeme. nod vas kes, re xook kon xiv kai vein lana an xakl sen xaka tiil vadel"  

 yuuki geland luus dotel, tal lanvem vanosik tuus, sedik sofel, fien tuus gek til yuno e 

yuuki.  

"hqm, non lo lena vand ax la erde vonsel, yuuki?"  

"ami xam sen la et farm, tet siina vil vaik teu "vonsel" e"  

"xom mir mist lad sern rat fein anne >,"  

 xi lons dap kon las, yuuki left kit a lanvem ok xiki kont kuo "saia".  

"te biiz an!"  

 lanvem markik yuuki, tal im tu, lu ik jast romel, fonlik vand luut. see lukok txil luut, yuuki 

sarik a reiyu, badik viem kon nast ento lanvem em sat niks al aks. yan im foni kok, xiki 

leftik a lanvem, kilik hanel kon alhanbel le veit yek t'alve frefel.  

"gg!!"  

"lanvem!"  

 ok vexl sor, sae knakik kardilans a yuuki. raklel vand e diasomt toek miktak e yuuki ento lu 

metik gel mifel mil vixet yunen fai. see sordat e diasomt en tiflik tu kilm del xant e 

neeme vol markik jam e xiki hanel.  

"kyaa!"  

 ok vexl, xiki ik lufabad a bal. tea lu si yunobal, jam luut pxanat van eri har a jina na.  

 

"ggg... len camia ses e vergina et avain xan..."  

"dert a lastia, fialent"  

"hqm, tuube kuol et map tiina. lena vas sen xalel"  

"xed vak tis a?", laik yuuki.  

"ilpasso, hao gel te il le lu til"  

 tal im tu, yuuki teesik xiki kont fonl insrein luut.  

"ami sin mark tis mil leebe et dad o giik"  

"lala tyu si ziko sete /, haas non, leev!"  

 tel xiv dagd e xiki, yuuki mainik kor bal, kuok tistel.  

"...atmes"  

"...hq?"  
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"al istaate.... lua luno, jizol alxa et falti aata"  

"te--teoloooooooooooo .>"  

"qm...", lapxik apenel. "hai, an vand mak flen tiis?"  

"we-- va--!!"  

 tel xiki le sinsik elet maladi, yuuki fatilik vadgel i jina.  

"on vas, tu et passo. ami til tuumi tan e"  

"wein, lala es tyu en aajat atm tuube ist mark lenan, koom >,"  

 kont fils luus demol, sae kuok mifel.  

"fitlates en kil tet gel fien KALxelie xan..."  

"sae..."  

"ax?"  

"ti mens bas atu"  

"...ax"  

 sat vadgel a lanvem, yuuki lanak lu kont gad "dad nya..." a saplen.  

"tet sean et 2 kont luus tan et 2. sean vas sil teomel in"  

 

"--fin men fix e"  

 ok xiv firt, 1 lanko oken mark lunak tu mileeyu lufal.  

"gimel xa..., fin an lot ti koltat lua"  

 ter est luut, xiki nekik dapini.  

"camia tur e vergina xan. a, tee, tapel reklada e milan l'emat alha mil kaaden hot. pent, lena 

en xir mark fein atu e. myun luna me kokko frei az myul a"  

"hei hei, fialent xav et xille tar on eld ter"  

"kilsel, sol fialent mel hot flenzel"  

"wein, lala es tyu anx elf lex "fialent vekton" eu /, leep lenan et 13 axem"  

"isk dialas kalt sak lanta myulen nan e"  

"fuo da, fuo ̀ ,"  

 gimel mainik a lanvem ok elet farf.  

"diin, tu ik jal xel liia vast xuuzen, alser"  

"liia da? les vandat an sa liset ku gaato kok?"  
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"men vandat sala lana vars sala hoi daim rendi, haas sala xakles. see men vatator kilm len vast 

2 fialent, sanje serat moa xanmain e felnoa o kasmi a"  

"haan, alson ti lunak atu im tu xelfal xa"  

 tel rens nozet, lanvem korik mark a gimel.  

"alser...?"  

"xiki l'anot veim e tu ras vettel kont gimel le yolat ano luuben as. el hak teel lens tiiles. tal 

ti lokit vil alem ant, aruuj"  

 lanvem lufak a gimel taxel ento el nakl vil ov luut. enzel gimel gotik mark kon nozet, tal 

xi foni, lanvem avonik gimel dotel ento lu ik asp ok gul.  

"ggg... ala es..."  

"ol ans vas fialent ok ti, son tu eks ans vas van xuuzen xel verginan. an nap elf total on 

nos tet neeme nozet"  

"be...o.... ala tuube min mest to... aa", kont rel.  

"an et vanoan e sae. tio, an et soa da"  

 hixinik gimel, xiki letik tank e yuuki, lufa kit. tu et kilm len elf xa.  

"vat!"  

 sae fitik xiv a luus, tet lanvem bikik las luut. "passo, sae. yuus xiit"  

"fesn yuna! xilhi sen kasmi olta aven tet leebe xiki a!"  

"okna sen guna tiil le tiflat semaim. tal im tur, ans vastik laabes da. tu et tuval kok!"  

 haas aren luut, sae ik alvam frelel. tal gimel kaen aks piin lu ok ins kaxen anver.  

"alman dis... alman dis miba... alser vinsat men da..."  

"re kolt, gimel", evik mark a flel e gimel. "veil an met fal osn t'aruuj"  

"...son sala tsetta van lua vergina xatta,? alser"  

 ok xiv hait o kin, lanvem soktak.  

"re kolt lana okt anteo a lua fiina an, gimel"  

 sins enaerka kaen ins har, gimel piin me sae pilel, ai, leevik atu lufal xed rens.  

 

  

 

 xi gimel leev, lanvem kei kit lu minxel lana hoi lu. see sae sarik al alkaask, lukik a felez lie 
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vesel.  

 amox vortmain e xiva, alis enar xal.  

"alis..."  

 sae fremor al alis, faxik flel luut.  

"sa...sae... kasmi et ilpasso sete...?"  

 tal lu sokta vil fi. tu et aaxa xel okt sen sodn del kasmi et xink avelant da. see alis nalok 

vort e kasmi it elet luut, ena kit veinel.  

"miina... xiva... kasmi.... yan felnoa.... arte, haizen, non tot tel isfel.... tuube et fuo, fuo rak 

anna. lala es xelis yuv xaf gaato teel anmian..."  

"alis... uude"  

 tal kolo luut es avix mil cajik in.  

"tu ses veim tinka nanna. tal moe tur ilpasso. tur, yuu vem fan moe, alis"  

"haizen, arte, myun mist pef ladia xelien. xelis et dim a tren isfelia yuulia...!"  

"alis..."  

"sae... non tifles xiva.... non tifles miina.... non... non... aaaaaaaaaa!"  

"alis... alis... yuna alna ak moe na emt. tal te na diver, ret. moe en setat yu man il vanot moe. 

te yol vasn e xiva sou sif bebelel"  

 tal tu et xif in. kolo t'alis yuta vil moa total. alis ik maladi vol vexlik kon xiv zal yunen 

xiv t'ena o boh. yan lu nozlet nia.  

"alis..."  

 sae vais alis ok elet emt. alis bik tak e sae, rom, ena kit, melf lu. coki o saav and rep pot alis 

tat fou jin. kolo le yuta vil sodn saavem alis. yan kolo le yuta sodn cokiem alis. 2 kolo sols 

lu na garv.  

 

"non to ax eyo, sae. non to ax eyo!"  

 sae inim alis kon las. kont in ins luut, sae ku al alis seerel.  

"pentant, alis.... yuna kea vil ladia rig. pentant alis, yuna em vil alkatis tuan..."  

"saeee..."  

"alis..., kaax rin tuube xan l'ik sod a moe? ris gaato fia?  

 yuna em vil arte moen. yuna sar vil ladia moen.  
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 tet... yuna somt sen dia fiina moe"  

"somt... dia?"  

"ol moe lax dia, xom yuna fit tu. tu et fia haasen ladia. lotil, xiva sou xal altian moen. miina 

liiz xal altis memir. rendi xanxa kilt arxet. yan kasmi san miks kokko leemi liiver lant"  

 alis wik hemel ras di.  

"tal... tu et fia e dia.  

 --fie niit  

 hao, moe fonl sen fia e dia vol en aaj tu.  

 alfi, moe lfis sen seerel ka tuube fia viit"  

"diana niit l'et fie... az... fiana viit l'et rul...?"  

 sae wikik al alis le tistor.  

"lee alis, moe lax wel,? --fie niit az fia viit"  

 

 alis tistik ivnel ento yuu tix sae ter sen lu.  

 sae fremik tem a kuo t'alis, terik arka luut.  

 hayu xi tu, sae evik sex nozet entel al alisen.  

  

 

 nainan sein le mixat lexn t'alklax it arnamana nak vem, ku vil em fi ka xe felez.  

 omi e tu felez es rig vamel. yan elen sein es lufabad al aks. tu aks til eri on divaik. taik 

xiva del felan t'atu vortes ka lat e felez kont eri es ekx i jam.  

 pot tu felez, xa sol vortmain e reiyu del arhan e milf, miina. fok xea knoos xa epn le 

tinl xa.  

 akl e vas ont eri e soan xa felez. tal luwaakl e soan l'elfat mi atu. taik nainan sak vil setkon 

tis. diin, soan ket am sei. az, soan xa lot tuus vortmain sei. nain jins sen yuu da.  

 

 im tu durne, nainan sein alkik 1 felan l'et falsan ilia. est luut et alis. tex tab, lu et tian e 

xiva.  

 tal lu allfis, ku yuu pefel a nainan. taik lu ov vil minj tis. lu en vortes tal til kolo nem 

yun leeves a fia alt. nainan yulev alis a vala ok lapx ani.  
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 xiva o miina del felan le vortes, fok alis del falsan ilia l'allfis sin.... ala to at sod a luus 3 

felan aa....  

 fok nain serik rendi aleves. nain elat sat tu veim a rendi del xafnan, tal lu mi ra. son 

nain serik lu alev moa. hayu nain fix kit rendi, tab tu veim onkel.  

 nain jalik nosse nekt van tu veim i felan. tal felan vilot mez van tu naul alnod kest....  
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y m  

 

 imelgaax kai ik sod ka sanjelika le kekkos xion t'anjur.  

 sae satis xtames frem lat e tu liez kont ter lem t'arxetsems t'arnalaz. see amox lu, lanvem xa 

seerel.  

"..."  

"..."  

"...lua vergina vinat nos vand xuuzen man laami si an ter"  

"a ya? atta"  

"xi le veim, xiki o yuuki keit gimel ter. saa leebe impi xitat xe volx ter"  

"soa xan..."  

 sae pefik yev ivn.  

"...ti nap la xalel? la ximat dia man lanos lax tu. tio, ti lapnat la kok"  

"ya..., non xam tyu"  

"ti et ilpasso a?"  

 ter tu, sae sinsik asex kal --el xiel volt van tu lex kalis az leiz, tet soa xalt lu-- a lanvem. tal 

lanvem onk rens.  

"tu et saak mia,? xel alis serat ti tan et avelant. ti nad la sinat em ti man ti--"  

"waa, moe rens du tiina im fis sete,? lanvem. moe xir yuna ar despa a kuo moen kokko 

yunol tuuyu?"  

 lanvem fax sae kon adyut, sont lu.  

"hqm, an en xir tuube na. ti en fit xir dia al an a, neeme e diasomt"  

 sae asex. yan xi tu, lu myuo kit i lanvem. tal lu en yuus sae so.  

"...lanvem?"  

"an kus tu a ti kok, lex an in ris enaelet tiil. hayu ti re nekt eel ka jam ant fol ena"  

 wik ok enaxiv"ya..., sentant.... lee..."  

"ya?"  

"yuna nat nau mil tilik semaim sam. yuna siinat alis linoa..."  

 sae bikik wasp e lanvem.  

"ya ya..."  
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"alis, yuna pio fan seles moen a veeyu xi moe leev dia vol vort"  

 see lanvem sontand nia luut.  

 

 im kelk tur ik took, naxet ar kit sovmel. see lanvem xaklik xelan lood atu, oktik tu a sae kon 

xiv lis.  

 lai tu kor, sae sakik alis kaen ovskil. lanvem tontik xos luut, xantik lu kor alis seerel.  

"alis..."  

 fremik al alis, xelan xien lu eelik a sae.  

"soonoyun. semaim e miva notte?"  

 poen del laal t'alis xa.  

"ax. sae satis yuulia, lua", ok lom alit dazen haxfelan.  

 sae lastin alis. mon lu homes ins, tet ins luut tifles far.  

"noel meldik lu atu. noel ser tu et vaden, tet milx lu ik net"  

"...ax"  

"klia lu em net ol in le sizet. tal hasan lu xir xiva sou o miina liiz sif na..."  

"xam halka.... taik lu tifles amel e..."  

 tel kuol dint e sae, poen tikik po ok elet seernik.  

"qm... sae san, fien lu et miva ilia xiima...?"  

"a...a, ax! tu et aluut! anvantant on evitloki meiden, lua"  

"hai, xian tan at mei e naxet yundi?"  

"tee", alwik kont molin alis oken ins nem. "meid at tio rufet e fiina aano"  

"a ya.... xom noel pent xian ist alis, mil xian terat vil lem luant atu im fis"  

 tal sae wastand osn lisel ont entel, kuok minxel a saplen.  

"alis, tu et xion t'anjur le felie vatat e.  

 yuna ser ranel linoa, alis.  

 im tu sovmel, felie xantor kelk sam teu nalnias fiina il rufet ka le sizet axem?  

 lee, alis. ka dia moen, yuna xa am mian? ka wel skit, yuna xant asex a fiina?"  

 

 

                                                          ----took  



374 

 

参考文献・推薦図書 

 

Arika Okrent(2010) "In the Land of Invented Languages: Esperanto Rock Stars, Klingon Poets, 

Loglan Lovers, and the Mad Dreamers Who Tried to Build A Perfect Language" Spiegel & Grau 

Langacker, R. W.(1985) "Observations and Speculations on Subjectivity" Haiman (ed) "Iconicity in 

Syntax" John Benjamins Publishing Comapany 

——(2008) "The relevance of Cognitive Grammar for language pedagogy" Sabine De Knop (ed) 

"Cognitive Approaches to Pedagogical Grammar: A Volume in Honour of Rene Dirven 

(Applications of Cognitive Linguistics)" Mouton De Gruyter 

Mark Rosenfelder(2010) "The Language Construction Kit" Yonagu Books 

--(2010b) "The Planet Construction Kit" Yonagu Books 

Benjamin Lee Whorf(1964) "Language, Thought, and Reality: Selected Writings of Benjamin Lee 

Whorf" John B. Carroll (ed) The MIT Press 

アンナ ヴィエルジュビツカ(2009)『キーワードによる異文化理解』而立書房 

庵功雄(2001)『新しい日本語学入門—ことばのしくみを考える』スリーエーネットワーク 

池上嘉彦(1981)『「する」と「なる」の言語学—言語と文化のタイポロジーへの試論』大

修館書店 

——(2004)「言語における〈主観性〉と〈主観性〉の言語的指標 (1)」『認知言語学論考』

No.3 ひつじ書房 

——(2005)「言語における〈主観性〉と〈主観性〉の言語的指標 (2)」『認知言語学論考』

No.4 ひつじ書房 

——(2006)「日本語は＜悪魔の言語＞か？—個別言語の類型論の可能性」 

——(2007)『日本語と日本語論』筑摩書房 

ウンベルト＝エーコ(1995)『完全言語の探求』平凡社 

金水敏(2003)『ヴァーチャル日本語 役割語の謎』岩波書店 

——(2007)『役割語研究の地平』くろしお出版 

亀井孝 et al.(1995)『言語学大辞典〈第6巻〉術語編』三省堂 

河原清志(2009)「英日語双方向の訳出行為におけるシフトの分析—認知言語類型論からの

試論—」日本通訳翻訳学会・翻訳研究分科会（編）『翻訳研究への招待』第3号 



375 

 

金田一春彦(1988)『日本語〈下〉』岩波新書 

金両基(1984)『ハングルの世界』中公新書 

國廣哲彌(1982)『日英語比較講座第4巻』大修館書店 

近藤健二(2006)『言語類型の起源と系譜』松柏社 

中村芳久(2004) 「主観性の言語学：主観性と文法構造・構文」 中村芳久（編）『認知文

法論Ⅱ』大修館書店 

ジェイムズ＝ノウルソン(1993)『英仏普遍言語計画』工作舎 

スティーブン ピンカー(1995)『言語を生みだす本能〈上〉』日本放送出版協会 

松瀬育子(2007)「ネワール語におけるWAYE（くる）のスキーマと意味拡張」神戸言語学

論叢 Kobe papers in linguistics, 5 

松本克己(2006)『世界言語への視座』三省堂 

——(2007)『世界言語のなかの日本語』三省堂 

——(2010)『世界言語の人称代名詞とその系譜』三省堂 

水野義明(1997)『国際共通語の思想』新泉社 

森山新(2007)「認知言語学的観点による日本語の連体修飾研究－連体修飾節・ノを用いた

連体修飾を中心に－」日本学報 72 

——(2009)「日本語の言語類型論的特徴がモダリティに及ぼす影響 :グローバル時代に求め

られる総合的日本語教育のために」比較日本学教育研究センター研究年報, 5 

マリナ＝ヤグェーロ(1990)『言語の夢想者』工作舎 


